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序 章 
 
１ 研究の目的と意義 
本論文は現代日本語の「誰」と現代中国語の“谁”（[shuí][shéi]）の意味・用法に焦点
をあてて，それぞれの意味特徴や統語特徴を考察し，そこで得られる研究成果をもとに，
対照研究の観点から両者の共通点や相違点を網羅的に記述することを試みるものである。
以下では，日本語の人称疑問代名詞を「誰」のように表記し，中国語の人称疑問代名詞を
“谁”のように表記する。 
中国語における“谁”と日本語における「誰」は名を知らない人，または，その人とは
っきりわからない人をさす。例えば，“那个人是谁？”や「あの人は誰ですか。」のような
文中の疑問詞の“谁”と「誰」の意味・機能については，どちらも疑問のモダリティを表
しているので，疑問詞としてのもっとも基本的な用法である。 
しかし，共通点ばかりではない。特異性もある。例えば，日本語では疑問詞が終助詞の
「か」を伴い，それとともに質問や疑問の意味を表すことが可能であるのに対して，中国
語では疑問詞が“语气助词”（終助詞）の“吗”を伴い質問や疑問を表すことが不可能で
ある。そのため，「あの人は誰ですか」における「か」はそのまま中国語の“吗”に置き換
えて“那个人是谁吗？”のように言うと，不適格な表現になってしまうのである。 
辞書の解釈では，中国語の“语气助词”（終助詞）の“吗”と日本語の終助詞の「か」
が対応関係にあるとされているが，両者の意味・機能にずれがあると認めなければならな
い。つまり，終助詞の「か」や“语气助词”の“吗”を伴い疑問文を作れるか否かという
ことに示すように，典型的な意味・用法でありながら，中国語の“谁”と日本語の「誰」
は同じ使用条件を有しているわけではない。 
非典型的な意味・用法においても“谁”と「誰」の使用条件が一致していない。たとえ
ば，“谁愿意去谁就去”のような文環境における二つの“谁”は疑問のモダリティを表さ
ないので，どちらも日本語の疑問詞の「誰」で訳すことができない。さらに「誰か来た。」
（有人来了。）は日本語の表現としてはきわめて自然であるのに対して，中国語の例をとっ
てみると，このような意味を訴える場合には“谁”を用いないのが普通である。なぜその
ような食い違いがあるのだろうか。対照研究の観点から分析する必要があるように思われ
  
 
2 
る。 
以上のような問題意識をもって，本研究は主に次の三つの問題について答えを導き出す
ことを目的としている。 
 
Ⅰ．中国語における“谁”はどのような意味・機能を有しているのか。その典型的な
意味・用法と非典型的な意味・用法がどのように分布しているのか。 
Ⅱ．日本語における「誰」はどのような意味・機能を有しているのか。その典型的な
意味・用法と非典型的な意味・用法がどのように分布しているのか。 
Ⅲ．中国語の“谁”と日本語の「誰」の意味・機能はどのように共通し，どのように
食い違っているのか。 
 
 ことばの対照研究は個別言語の研究成果に基づいて行われなければならない。そのため，
第Ⅲの問題に答える前に，まず中国語の“谁”がどのような意味・機能を有しているのか，
日本語の「誰」がどのような意味・機能を有しているのか，という問題を解明しておかな
ければならない。それに基づいてⅢの問題について答えを出し，そうすることによって，
中国語の“谁”の構文的分布と日本語の「誰」の構文的分布を明らかにし，両者の共通点
や相違点を明らかにする。 
本研究の意義は次のように位置付けることができる。中国語の“谁”はどのような意味・
機能を持っているかを明らかにすることによって中国語学の研究に寄与する。日本語の「誰」
はどのような意味・機能を有しているかを究明することによって日本語学の研究に役立つ。
中国語の“谁”と日本語の「誰」の共通点や相違点を解明することによって中国語教育・
日本語教育，さらに中国語の習得・日本語の習得に寄与する。 
 
2 研究の範囲 
本研究は現代中国語における“谁”と現代日本語における「誰」の典型的な意味・用法
とそれぞれの意味・用法の拡がりを射程に入れて研究対象とする。具体的に次の①②のよ
うな内容である。 
① 意味・機能において中国語の“谁”と日本語の「誰」はどの部分が同じでどの部分
が相違しているか。 
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② 語用論の観点からみて中国語の“谁”と日本語の「誰」はどの部分が同じでどの
部分が相違しているか。 
この２つの問題に答えるためには，まず先行研究の問題点を指摘し，次の２つのことを
明確にしておかなければならない。 
① 中国語の“谁”の分布状況 
② 日本語の「誰」の分布状況 
このような研究の成果を踏まえ，対照言語学の観点から中国語の“谁”と日本語の「誰」
の類似点や相違点をうきぼりにする。 
日本語の疑問詞に関する日本語学的研究は尾上圭介（1983）や奥津敬一郎（1984）や寺
村秀夫（1991），さらに仁田義雄（2009）などがあげられる。日本語の「誰」は疑問を表す
ものとして位置づけられるのが普通であるが，すべての研究者がそれを「疑問詞」と呼ん
でいるわけではない。たとえば，『国語学大辞典』（1980）に「疑問詞」という項目がある
のに対して，尾上圭介（1983）では「不定語」という用語が用いられ，奥津敬一郎（1984）
では「不定詞」という言い方が使われている。さらに，寺村秀夫（1991）や仁田義雄（2009）
などでは「疑問語」という言い方が使われている。 
 一方，中国語学の分野では“谁”は普通“疑问代词”（疑問代名詞）と呼ばれている。
“疑问代词”が“代词”（代名詞）の下位分類の一種類と見なされ，“代词”が独立した品
詞として考えられている。ただし，朱德熙(1979)や王力(1985)や邵敬敏(1999)などが“疑
问代词”という用語を使っているのと違って，吕叔湘(1979)では，“无定代词”（不定代
名詞）と“不定指指代词”（不定指示代名詞）のように呼ばれている。 
このように専門用語の違いを見ても，いわゆる疑問詞の中身に関する見解は必ずしも統
一されていないことが明らかである。つまり，用語の違いによって研究者が疑問を表す表
現について異なる見解を持っていることをうかがい知ることができるのである。本研究で
は便宜上，「疑問詞」という用語を使い，研究範囲を中国語の“谁”と日本語の「誰」の意
味・用法に限定する。ただし，従来の個別研究は“谁”と「誰」の典型的な意味・用法に
光をあてているが，意味の拡がりとしての非典型的なものには光があてられていないよう
である。 
対照研究は個別言語に関する研究成果の支えがなければならない。先行研究を批判し，
本研究の研究範囲を示した後，中国語の“谁”の構文的分布と日本語の「誰」の構文的分
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布を２つのテーマとして詳しく検証する。さらに個別研究の結果に基づいて中国語の“谁”
と日本語の「誰」について対照分析を行う。 
 
3 研究の方法 
中国語の“谁”の文法カテゴリー及び日本語の「誰」の文法カテゴリーに関する記述は
数多くみられる。しかし，そうした研究はいわゆる疑問詞研究の延長として，あるいはい
わゆる疑問詞研究の付随的な考察としてとらえられてきたように見受けられる。いうまで
もなく，中国語の“谁”の文法カテゴリーと日本語の「誰」の文法カテゴリーについて，
体系的に記述する対照研究は管見の限り，ないようである。 
本研究のプロセスとして，まず中国語の“谁”の構文的分布，日本語の「誰」の構文的
分布を明らかにし，それから中国語の“谁”の意味・機能，日本語の「誰」の意味・機能
について対照言語学的研究を行う。 
本研究は客観性を保つために，新聞や小説などの実例を分析の対象とし，作例はできる
だけ避けた。多くの実例を取り扱うことによって，どんな用法が典型的なものであり，ど
んな用法が非典型的なものであるかということが判断しやすくなると考えているからであ
る。 
中国語の“谁”の構文的分布と日本語の「誰」の構文的分布に関する具体的な検証方法
として，中国語の“谁”の構文的分布については，小説や“人民网”などから抽出した 8000
以上の“谁”の用例をデータとして使用した。日本語の「誰」の構文的分布については，
『CD－ROM版新潮文庫 100冊』，『朝日新聞』，asahi.comなどから抽出した 7000以上の「誰」
の用例を分析の対象とした。 
用例の観察によって仮説を導き，その妥当性を検証した。それによって中国語の“谁”
と日本語の「誰」の意味・機能の輪郭を示した後，対照研究の観点から，中国語の“谁”
の構文的分布と日本語の「誰」の構文的分布に焦点を当てて両者の類似点や相違点を浮き
彫りにすることを試みた。 
なお，日本語の用例の文法性判断はアンケート調査の形で 10 名のネイティブの方に協
力していただいた。判断が曖昧になった場合は 8名以上の適格判断を以って自然な表現と
して見なした。中国語の用例の文法性判断はほとんど筆者自身の内省によるが，中国語母
語話者の方に協力していただいたものもある１）。 
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4 論文の構成 
本論文は３編に分けられ，序章と終章を含めて 11章からなっている。第 1編では，中国
語の“谁”の構文的分布について述べ，“谁”の意味・用法について検討する。第 1章，第
2 章，第 3 章では，これまでの研究の問題点を指摘し，疑問表現における“谁”の典型的
な意味・機能と“谁”の意味・機能の拡がり，及び“谁”の語用的意味を明らかにする。 
第 2編では，日本語の「誰」の意味・機能と語用的意味を明らかにする。具体的に，第
4章では，「誰」の意味・機能について述べ，第 5章では「誰」の意味・機能の拡がりにつ
いて述べる。さらに，第 6章では，「誰」の語用的意味について説明する。 
第 3編では，対照研究の観点から中国語の“谁”の構文的分布と日本語の「誰」の構文
的分布について総合的に分析を行う。個別研究としての第１編と第 2編の分析の結果を踏
まえ，第 7章では，疑問を表す中国語の“谁”は日本語の「誰」とどのように関連し，ど
のように相違しているかについて述べ，第 8章では，“谁”と「誰」の意味・機能の多様性
について述べる。具体的な方法として，“谁＋都～”と「誰＋でも」「誰＋も」の共起制限
の比較と“谁＋也～”と「誰＋も」の共起制限の比較及び不定を表す“谁”と「誰＋か」
の対照分析，中国語の連鎖表現にあたる日本語表現，のように分けて検証し，“谁”の意味・
機能と「誰」の意味・機能との間の共通点や相違点を明確にする。第 9章では，語用的意
味に焦点をあてて，中国語の“谁”は「誰」とどのように関連し，どのように相違してい
るかについて具体的に検証する。 
 終章では本研究の分析の結果を総合的にまとめる。 
 
 
注 
１）中国語と日本語の文法性判断は大連外国語大学の同僚，大学院生や日本人の留学生に
確認したことがある。 
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第 1 章 疑問表現における“谁”の意味・機能 
 
１ はじめに 
 中国語における“谁”は疑問のモダリティを表し，そのような意味・機能は疑問詞とし
ての中心的意味である。例えば，“明天谁能来参加马拉松比赛？”のような文中の疑問詞
“谁”の意味・機能については，疑問のモダリティを表しているので，疑問詞としてのも
っとも基本的な用法である。 
 この章の目的は，疑問のモダリティを表す“谁”の意味特徴と統語特徴を明らかにする
ことである。以下，２では先行研究を検証し，３では疑問のモダリティを表す“谁”の意
味特徴を述べ，４では疑問のモダリティを表す“谁”の統語的特徴を述べる。5 ではまと
めを行う。 
 
２ 先行研究と問題点 
 中国語の疑問詞に関する研究は吕叔湘（1980），朱德熙（1982）や王力（1985）や邵敬敏
（1999）などがあげられる。中国語の“谁”については疑問を表すものとして位置づけら
れるのが普通である。しかし，立場の違いによって異なる術語で呼ばれることを見逃して
はならない。中国語研究の分野では“疑问代词”を使うのが普通であるが，使わない場合
もある。“疑问代词”が“代词”の一種類として見なされ，代詞が独立な品詞として考え
られている。朱德熙（1982）や王力﹙1985﹚や邵敬敏（1999）などにおいては，“疑问代
词”という言い方が使われている。それに対して，吕叔湘（1980）では，“无定代词”と
“不定指指代词”のような用語が使われている。 
このように，“谁”の中身に関する見解は専門用語の違いによって必ずしも統一されて
いないことが明らかである。本論文では研究の便利を図って，「疑問詞」という用語を使い，
中国語の“谁”の意味・機能を考察する。中国語の“谁”については，朱德熙（1982）で
は次のように述べている。 
 
  “谁”问人，“谁”有 shéi，shuí 两读，通常说话说 shéi，shuí 是比较文的说法。“谁”
可以做主语，宾语，定语。“谁”做定语的时候，如果偏正结构单独成句，“谁”后头要
加“的”，例如：“谁的帽子？谁的笔？”如果偏正结构是句子的一部分，往往可以不用“的”。
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例如：他是骑谁自行车去的？你把谁眼镜打破了？（“谁”は人間を問い，“谁”には shei，
shuiという二つの発音があるが，通常の口語では sheiという。Shuiは文語的な発音で
ある。“谁”は主語，目的語，連体修飾語になることができる。“谁”が連体修飾語と 
なる場合，できあがった連体修飾関係のフレーズが単独で文を構成するなら，“谁”に
“的”を加えなければならない。例えば，“谁的帽子？”（誰の帽子？）“谁的笔？”（誰
のペン？）である。しかし連体修飾関係のフレーズが文の一部として用いられるなら，
“的”は用いなくてもよいことが多い。例えば，“他是骑谁自行车去的？”（彼は誰の自転
車に乗って行ったのか）“你把谁眼镜儿打破了？”（あなたは誰の眼鏡を壊したのか））１） 
 
 しかし，このような指摘はすべての用例をカバーすることができない。“谁”が親族の
呼称の前に現れ，それによって構成された連体修飾関係がそのような指摘にあてはまる。
そのような場合，“的”を加えなくてもよい。ただし，連体修飾関係のフレーズが文の一部
として用いられる場合は，“的”が現れても現れなくても文の成立にさほど影響を与えない。
次の例（1）（2）はその裏付けである。 
（1）“你是哪位？”“我是小娟的丈夫，麻烦让她接一下电话。”“谁丈夫？”张大姐
一脸惊吓的表情，又问了一遍。（网络小说）（「どちら様ですか？」「私は娟の夫で
すが，ちょっと彼女に電話を繋いでもらえませんか」「誰のご主人ですって？」
電話に出た張さんは驚いた表情で，もう一度聞きなおした。） 
（2）“黄金周”到底是谁的“黄金周”？尤其是面对旅游消费中的弱势地位和不堪回
首的旅游经历，许多消费者的消费理性也逐渐回归。（《厦门日报》1998年 11月 29
日）（「『ゴールデンウィーク』って結局のところ誰にとっての『ゴールデンウィ
ーク』なの？」とりわけ旅行中の消費活動における弱者の地位と振り返るに堪え
ない旅行中の経験に直面し，多くの消費者は消費に対する理性を徐々に取り戻
していく。） 
 例（1）における“谁丈夫”の“谁”は親族の“丈夫”（夫）の前に用いられ，“谁”と 
“丈夫”は連体修飾関係を構成しているにもかかわらず，“谁”に“的”が続かないのが 
普通である。例（2）における“谁的‘黄金周’”が述語の一部として機能し，“谁”の後 
に“的”を置くことができる。 
 このように，先行研究では疑問の意味を表す“谁”の文法的特徴の全容が明らかにされ 
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ていないといえる。本論文は“谁”の意味特徴のほかに，構文的条件がどうなっているか 
ということも視野に入れて分析を行う。 
 
３ 疑問の意味を表す“谁”の意味特徴  
 意味論の観点からみれば，疑問詞の“谁”は相手に人の情報を質すという意味を表すも
のである。その丁寧語は“哪位”であるが，“哪位”は本研究の扱う対象ではないので，
触れないことにする。 
 “谁”は質問や疑問の意味を表す場合，二つのパターンがある。一つは平叙文の質問し
たい部分に該当する“谁”を代入することである。つまり，“谁”によって疑問詞疑問文
を作る場合，語順が平叙文と同じである。平叙文から疑問文をつくるのなら，聞きたい箇
所を疑問詞の“谁”に置き換えるだけで疑問文ができる。ただし，文末に「？」を付けな
ければならない。また，発話する時，下降調のイントネーションを伴うのが普通である。 
  （3）人从出生到离开这个世界，就在消耗这个世界的物质财富，但我们不可能光消耗这
个世界的物质财富，谁来给你创造那些要消耗的财富？（《人民网》2017年 04月 22
日）（人は生まれてからなくなるまで，世界の資源を消費し続ける。だが我々は世
界の資源を消費してばかりはいられない。誰が消費された資源を創造してくれる
のか？） 
  （4）自己家吃饭的时候，第一筷子夹给谁？这个问题很重要吗，对孩子的成长有没有影
响呢？答案肯定是有影响。（《半岛晨报》2017年 05月 2日）（家庭で食事をする時
に，まず誰に料理を取り与える？この問題は重要なのだろうか？子供の成長に影
響はあるのか？答えはきっと影響があると考えられている。） 
  （5）网友分享表示，不懂网络语言的爸妈经常会冒出来“插话”。比如自己在朋友圈发
“被补刀了”，老爸问他：“被谁砍了？”(《北京日报》2016年 07月 15日)（ネ
ットの友達が面白い事を教えてくれた。ネットスラングを知らない両親が，よく
口を挟んでくるというのだ。例えば，自分の友達リストに『補刀（ラストヒット
の意）された』を送ったら，「誰に切られた？」と父親が彼に聞いた。） 
  （6）谁是范雨素？一个大城市中的育儿嫂，一个城中村里的文学爱好者，一个尝过命运
的苦酒与甘霖的女人。（《人民网》2017 年 04 月 26 日）（範雨素とは誰だ？大都市
に暮らす乳母でもあり，村の文学愛好者でもあり，運命の苦汁と甘露を味わった
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女性でもある。） 
 例（3）～（6）における“谁”は話し手に対して答えを求めるという気持ちを表してい
る。このような意味・用法は“谁”の典型的な意味・用法としてとらえられる。 
 もう一つのパターンは文末に語気助詞(終助詞)の“呢”“啊”を加えることによって「ど
の人か特定する」という意味を表すことである。 
  （7）在共享单车的世界里，ofo与摩拜并驾齐驱，引领了一大批跟随者，谁将是最后赢
家呢？我们拭目以待。（《人民网》2017年 04月 18日）（自転車シェアリングサー
ビスの世界では，ofoとモバイクが拮抗しており，多くの同業者を牽引している。
最終的な勝者となるのはどの企業か？我々は非常に期待している。） 
  （8）耐克流失的份额被谁偷走了呢？其中一个是老对手阿迪达斯。(《人民网》2017年
07 月 05 日)（ナイキが失ったシェアは誰に横取りされたのだろう？その中の一
つは古いライバルのアディダスだ。） 
  （9）这可让解放军代表队的领导犯了难，4 名选手旗鼓相当，同样优秀，而且很明显，
张广前的成绩还呈上升趋势，到底该让谁留下呢？(《解放军报》2017年 05月 12
日)（この問題は人民解放軍代表チームのボスを悩ませたに違いない。四名の選
手は互角の実力で，皆優秀で，そのうえ張広前の成績はなおも上昇傾向を明白に
示していた。いったい誰を残すべきだろうか？） 
（10）这里是公益性公墓不允许对外卖，那宋先生的公墓是从谁手里买来的呢？（《人民
网》2016年 05月 1８日）（ここは公共墓地であって販売することは許されませ
ん。宋氏のお墓は誰から買ったのだろうか？） 
  （11）昨天谁到中国去了啊?（《人民网》2016 年 08 月 11 日）（昨日，誰が中国に行き
ましたか。） 
  （12）住在北京三○一医院的邓小平让人打开电视机，他看到中央台正在播放一部纪录
片，就凝神看起来，可是看不清楚电视屏幕上那个远远走过来的人是谁。那边，
走过来的那个，是谁啊？他问医生黄琳。黄琳说：“那个是您啊。您看清楚了。”
（吴晓波《激荡三十年——中国企业史 1978―2008》）（北京三〇一医院に入院し
ている鄧小平はテレビの電源を入れてもらうと，中央テレビ局が放映していた
ドキュメンタリーを見た。じっと念入りに見ていたが，テレビの画面に映って
いる遠くから歩いてくる人物が誰なのかよく見えなかった。「あそこにいる，こ
  
 
11 
ちらに歩いてくるあの人物は，いったい誰かね？」と鄧小平は黄琳医師に訊ね
た。「あれは鄧様ですよ。お分かりでしょう」黄琳はと答えた。） 
  （13）一个年轻女人的声音问：您好，找谁啊。杨清民回答道：请接黄经理家。（《作家
文摘・1997》）（「こんにちは，どちらにご用でしょうか」と若い女性の声で訊ね
た。「黄社長のお宅に繋いでいただけますか」と楊清民は答えた。） 
  （14）主席亲切地同他们握手，边握边问：“办公室里还有谁啊？”两位首长说：“就
我们两个。”（《作家文摘\1993》）（主席は親しげに彼らと握手を交わし，手を
握りながら聞いた。「事務室には他にも誰がいる？」「我々二名だけです」と二
名の高級幹部が答えた。） 
 “谁”はいわゆる「真偽疑問文」(Yes-No Question)を構成することができない。例（7）
～（14）は情報の獲得を目指す「補充疑問文」(WH Question)としてとらえられる。例（7）
（8）（9）（10）における“谁”は語気助詞の“呢”と呼応して疑問の意味を表し，例（11）
（12）（13）（14）における“谁”は語気助詞の“啊”と呼応して疑問の意味を表している。
しかし，“谁”は問いかけを表す典型的な形式としての“吗”と共起することができない。
そのため，例（7）（8）（9）（10）における“呢”，例（11）（12）（13）（14）における“啊”
は“吗”で置き換えて言うことが不可能である。 
 意味論的観点からみれば，“谁”による問いかけに対して，名前，人称代詞・呼称，職
業・身分などで答えるのが普通である。 
  （15）董老喘息着说：“这次我可能要离开你们了！但有一个人，我想见他一面！”周
总理问：“ 谁啊？董老说：“曾——凯——旋——！”（《1994年报刊精选》）
（「今回はお前たちと別れなければいけないかもしれない！だが一人だけ，あ
いつと会っておきたいんじゃ！」董さんが息を切らして言った。「それは誰か
ね？」と周総理が聞くと，「曽――凱――旋――じゃよ！」と董さんは答えた。） 
  （16）一个年轻女人的声音问：您好，找谁啊。杨清民回答道：请接黄经理家。（例（13）
を再掲）（「こんにちは，どちらにご用でしょうか」と若い女性の声で訊ねた。
「黄社長のお宅に繋いでいただけますか」と楊清民は答えた。） 
  （17）张东海是谁？---不好意思，他是我弟弟，刚来到这个城市。（《作家文摘\1993》）
（張東海さんは誰ですか。－すみません。私の弟です。この町に来たばかりで
す。） 
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 例（15）における“曾凯旋”は人の名前であり，例（16）における“黄经理”は会社に
おいての職位である。例（17）では答えとしての“我弟弟”は親族関係としてとらえられ
る。 
 
４ 疑問を表す“谁”の構文的分布 
コーパスを調べたところ，疑問を表す“谁”の構文的分布は以下のようになっているこ
とが明らかになった。それは①主語として機能する場合，②目的語として機能する場合，
③連体修飾語として機能する場合，④目的を表す“为了”と共起する場合，⑤行為の主体
を導く介詞の“被”“叫”“让”と共起する場合，⑥介詞の“给”と共起する場合，⑦動
作の主体を表す“由”と共起する場合，⑧“和”“跟”といった介詞と共起する場合，⑨
介詞の“从”と共起する場合である。まず，主語として機能する場合の意味・用法をみる。 
 
4.1主語として機能する場合 
 統語論の観点からみれば，“谁”は文の主語として機能することができる。そのような
場合の“谁”は語気助詞の“呢”“啊”を要求したり，要求しなかったりすることがある。 
（18）人从出生到离开这个世界，就在消耗这个世界的物质财富，但我们不可能光消耗
这个世界的物质财富，谁来给你创造那些要消耗的财富？（例（3）を再掲）（人
は生まれるからなくなるまで，世界の資源を消費し続ける。だが我々は世界の
資源を消費してばかりはいられない。誰が消費された資源を創造してくれるの
か？） 
（19）北上广三雄争霸，谁将成为新三板真正的王者？（《人民网》2017年 04月 21日）
（北京，上海，広東の三傑がヘゲモニーを争っている。どれが真の王者となるだ 
   ろう？） 
（20）谁属于高危人群？什么样的对象属于高危人群？专家们重点介绍了肺癌和胃肠道
恶性肿瘤的情况。（《科技日报》2017 年 04 月 20 日）（誰がハイリスクグループ
に属するのか？どのような対象者がハイリスクグループに属するのか？専門家
らは重点的に肺及び消化器における悪性腫瘍について解説した。） 
（21）在共享单车的世界里，ofo 与摩拜并驾齐驱，引领了一大批跟随者，谁将是最后
赢家呢？我们拭目以待。（例（7）を再掲）（自転車シェアリングサービスの世界
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では，ofo とモバイクが拮抗しており，多くの同業者を牽引している。最終的
な勝者となるのはどの企業か？結果が出ることを楽しみにしている。） 
 例（18）（19）（20）（21）では，“谁”は後続の述語の主語として機能しているのである。
しかし，例（18）（19）（20）では語気助詞の“呢”“啊”が生起していないのに対して，
例（21）では文末に語気助詞の“呢”が現れている。このことから，語気助詞の“呢”“啊”
が現れていても現れていなくても疑問のモダリティを表すことには大差がないと認めなけ
ればならない。ただし，先にも述べたように，“谁”は語気助詞の“吗”を伴い疑問文を
構成することができない。 
  
4.2目的語として機能する場合 
 “谁”は動詞を受けて目的語として機能することができる。そのような場合は“谁”が
述語となる動詞の表す行為を及ぶ主体を表す。ただし，その主体は特定できない人物でな
ければならない。主語に立つ“谁”と同じように，“谁”が目的語として機能する場合，
文末に語気助詞の“呢”がつくこともある。 
（22）当广场舞扰民的时候，请问我们能够联系谁进行投诉？（《人民网》2017年 04月
21 日）（この公園でダンス愛好家連中が他人の迷惑なんてお構いなしに「広場
ダンス」を踊っている時，私たちは何処の誰に訴え出ればいいんですかね？） 
（23）自己家吃饭的时候，第一筷子夹给谁？这个问题很重要吗，对孩子的成长有没有
影响呢？答案肯定是有影响。（例（4）を再掲）（家庭で食事をする時に，まず誰
に料理を取り与える？この問題は重要なのだろうか？子供の成長に影響はある
のか？答えはきっと影響があると考えられている。） 
（24）他在昨天的采访最后就跟所有的记者说：“你们中有谁是乒乓球高手么？可以来
基地跟我切磋一下啊，我的乒乓球目前在队里是无敌的。”（《人民网》2017 年
04月 16日）（彼は昨日のインタビューの最後に，全ての記者にこう言った。「皆
さんの中に卓球が上手い人はいますか？お互いに技術を磨き合いましょう。私
の卓球の腕前は，今のところチーム内に敵無しなんですよ」） 
（25）你好可怜，我以后给你介绍一个，你说，你看上谁了？（贾平凹《废都》）（お前
さんはなんと可哀想な人だろうね。後で私がいい人を紹介してあげよう。言っ
てごらん，誰に惚れてるんだい？） 
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（26）有了自己的启动资金，运作计划是什么？如何一步步实现创业目标？如何判断一
件事是不是自己的机会？是否最终能抓住机会采取正确的措施？这种概率性的事
件又有谁能说的准呢？（《环球网》2017年 04月 14日）（自分が自由に使える立
ち上げ資金があったら，どんな計画を実行に移す？ いかに創業目標を一歩一
歩実現させていく？いかに物事が自分のチャンスとなるか否かを判断する？ 
最終的にチャンスを掴み取り，正確な措置を講じられるだろうか？ この確率
論的事件は誰が正確に答えられるというのか？） 
 例（22）～（26）における“谁”は“联系”“夹给”“有”“看上”“有”といった動詞の
目的語として機能し，疑問のモダリティを表している。ただし，例（26）では“谁”が目
的語の一部分であると同時に主語でもある。つまり，前置の“有”に対しては目的語の一
部となるが，後置の“能说”に対しては主語である。 
 
4.3連体修飾語として機能する場合 
 疑問の意味を表す“谁”は連体修飾マーカーとしての“的”を伴い，所有関係を表した
り所属関係を表したりすることがある。ただし，連体修飾語として機能する場合，“的”が
省略されることがある。 
（27）市场上卖的有活虾，冰鲜虾，冻虾仁，虾皮，虾酱等，谁的营养最高，怎么做最
好吃，最安全？（《人民网》2017 年 04 月 18 日）（市場では生エビ，冷凍エビ，
冷凍剥きエビ，干しエビ，エビ味噌などが販売されているが，どの栄養価が最
も高く，どう調理すれば最も美味しく安全に食べられるだろうか？） 
（28）警察进屋后就对小孩子的哭声很感兴趣，警察问，谁的小孩子在哭？（《女记者与
大毒枭刘招华面对面》）（警察が部屋に立ち入った後，子供の泣き声が警察の関
心を惹いた。「誰の坊やが泣いているんだい？」と警察は訊ねた。） 
（29）“黄金周”到底是谁的“黄金周”？尤其是面对旅游消费中的弱势地位和不堪回
首的旅游经历，许多消费者的消费理性也逐渐回归。（例（2）を再掲）（「『ゴール
デンウィーク』って結局のところ誰にとっての『ゴールデンウィーク』なの？」
とりわけ旅行中の消費活動における弱者の地位と振り返るに堪えない旅行中の
経験に直面し，多くの消費者は消費に対する理性を徐々に取り戻していく。） 
（30）“你从谁嘴里听说的周佳的？你怎么会知道周佳的？”（李小梨《生化终结者》）
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（「誰から周佳のことを聞いた？何でお前が周佳のことを知ってるんだ？」） 
（31）听到孩子这么说，我很得意。顺便问她：“你知道当初让你们读书，报和杂志，
是谁的主意吗？”“谁的主意？当然是我们老师的主意。”女儿回答。我说：“错
了，是我的主意。”（《从普通女孩到银行家》）（子供の話を聞いて，わたしは満
足した。ついでに娘に「知ってるかい？ 初めにお前たちに本だとか新聞だと
か雑誌だとかを読ませたのは，誰の考えだろうね？」と私が聞いた。「誰の考え
かって？ もちろん私たちの先生が考えたことでしょ」と娘は答えた。「違うね，
私の考えだよ」と言い返した。） 
（32）“谁的命令？”舒尔哈齐问。 
“父王的命令。”舒尔哈齐轻蔑地扫了代善一眼，缓缓地站起身来。（李文澄《努
尔哈赤》）（「誰の命令だ？」と舒爾哈斉は聞いた。「父王のご命令です」舒爾哈
斉は代善にさげすんだまなざしでちらりと目をやって，ゆっくりと立ち上がっ
た。） 
  （33）“谁的车？”“他弟弟的车。他弟弟在开出租。”“是从什么方向来的？”“大
概是东北方向吧。”（《1994年报刊精选\01》）（「誰の車だい？」「彼の弟のだよ。
彼の弟はタクシーをやってるんだ」「どっちの方角から来たんだい？」「たぶん
北東のほうからじゃないかな」） 
（34）“你是哪位？”“我是小娟的丈夫？麻烦让她接一下电话。”“谁丈夫？”接电
话的张大姐一脸惊吓的表情，又问了一遍。（例（1）を再掲）（「どちら様ですか？」
「私は娟の夫ですが，ちょっと彼女に電話を繋いでもらえませんか」「誰のご主
人ですって？」電話に出た張さんは驚いた表情で，もう一度聞きなおした。）  
 例（27）（28）（29）（30）に示すように“谁”は連体修飾関係を結ぶ場合，“的”を要求
したり要求しなかったりすることがある。“谁”によって構成された連体修飾関係のもの
はさらに主語として機能したり目的語として機能したりすることができる。詳しく言えば，
例（27）における“谁的营养”，例（28）における“谁的小孩子”がともに主語として機
能し，例（29）における“谁的黄金周”は目的語として機能しているのである。しかし，
例（30）に示すように，連体修飾語のマーカーとしての“的”が省略されることがある。 
また，例（31）（32）（33）に示すように，“谁的主意”“谁的命令”“谁的车”といっ
た連体修飾構造が単独で文を構成する場合，“的”の生起が普通である。しかし，例（34）
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に示すように，“谁”が親族の呼称の前に用いられて連体修飾語として機能する場合，そ
の限りではない。そのような場合，“的”が現れても現れなくても文の成立にさほど影響を
与えない。 
  （35）方瑞龙上到五楼，询问车是谁的?竟无人承认。（《厦门商报》2005-5-7）（方瑞龍
は五階まで登ると，誰の車かと尋ねた。だが，自分の車だと認める者はいなか
った。） 
（36）一天中午，一名青年慌慌张张地拿着３个活期存折来清户，察言观色已成为徐桂
兰的工作习惯，她用怀疑的目光望了那个一会，问道：“这存折是谁的？取款干
什么？”（《1994年报刊精选\06》）（ある日の正午，一名の青年が三冊の普通預
金通帳を持って慌ただしく窓口にやってきて，全額を下ろそうとした。人の顔
色をうかがうことは徐桂蘭の業務上の習慣であり，彼女は疑いの眼差しで一瞥
すると，「こちらの通帳はどなた様のご名義でございますか？ 引き出したご
預金の用途をご説明いただけますか？」と聞いた。） 
（37）“这表皮——是谁的？”“章亚若的。”负责舞台监视的老王随口答道。“果真
是她！”（《作家文摘\1993\1993B》）（「この皮は――誰のですか？」「章亜若の
だ」と舞台監督の王さんが答えた。「全く本当に彼女のだ！」） 
 例（35）（36）（37）における“谁的”は疑問を表していることには間違いないが，“的”
は連体修飾構造を構成するのではなく，体言に準じた働きを持ち，「～（の）もの」の意味
を表すものとして認めなければならない。具体的に言えば，例（35）の“的”は“车”を
指示し，例（36）の“的”は“存折”を指示しているのである。例（37）についても同様
に解釈できる。 
  
4.4目的を表す“为了”と共起する場合 
 目的を表す“为了”は複文を構成するのが普通であるが，下記の例（38）（39）（40）（41）
に示すように，“为了”は判断動詞の“是”を受けてさらに“谁”を伴って文を展開させ
ることが可能である。そのような意味・用法においては“为了＋谁”の中の“谁”が目的
の所在を示すと同時に，主体の行為によって利益を受けるものである。 
（38）明月心和燕南飞是为了谁而死的？ 傅红雪还想再喝，他还没有醉，因为他还能
想到这些事。（古龙《天涯·明月·刀》）（明月心と燕南飛は誰のために死んだ？ 
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傅紅雪はこんなことを考えられるくらいに酔いが回り足らず，もっと酒を呷り
たいと思った。） 
（39）但他究竟是为了谁才这样做？他们守护的究竟是什么？（古龙《小李飞刀》）（だ
が彼はいったい誰のためにこんなことをした？彼らが護っているのはいったい
何なの。） 
（40）中国共产党治国理政,归根结底是为了谁?服务于谁?（《1994年报刊精选\02》）（中
国共産党は根本的には誰のために国家を統治し，誰に奉仕するのか？） 
（41）“妈妈，这是为了谁？”我惊恐地问她。“为一个亲人！”然后怕我受惊似地解
释着，“一个你不熟悉的亲人！”（张洁《爱，是不能忘记的》）（「お母さん，こ
れって誰のため？」僕は恐れおののきながら母に聞いた。母は「身内の一人の
ためだよ！」と答え，僕を驚かせないように「お前の知らない身内だよ！」と
言い足した。） 
 例（38）（39）（40）（41）では，“为了”に続いている“谁”は主体が行為を成し遂げる
ことによって，間接ながら利益を受けるのである。ただし，その利益の受け手は特定でき
ない人である。 
 ついでに触れておくが，“为了”と比べて“为”は文章語として用いられるのが普通で
ある。“为”は単文において“谁”と共起し，“为＋谁＋ＶＰ”のようなパターンで機能
することができる。 
（42）中国现在自己造航空母舰，万千网友同样为之潸然泪下。眼泪为谁而流？（《人民
网》2017 年 04 月 26 日）（いまや中国は自力で空母を建造できる。数多くの中
国人ははらはらと涙を流した。ところで誰のために涙を流したのか？） 
（43）这就面临以下几个问题：为谁生产？谁做出生产决策？这就形成了资源配置方式
问题。（《CCl语料库》）（以下のいくつかの問題に直面しなければならない。「誰
のために生産するのか？」「生産方針の決定は誰が出すのか？」） 
（44）“月光奏鸣曲”究竟为谁而作？这一曲子与月光是否有关？除已离开人世的贝多
芬外，怕很难有人能说清楚了。（《中国儿童百科全书》）（：『月光奏鳴曲』という
歌はいったい誰のために作曲されたのか，またこの曲と月の光には関係がある
のか否かについては，既に人の世を去ったベートーベン以外，誰もはっきりと
は答えられまい。） 
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（45）为谁募捐？这本该也不是个问题，答案明摆着。（《1994 年报刊精选\02》）（誰の
ために寄付を募るのか？これは問題ではない。答えははっきりしている。） 
 “为＋谁＋Ｖ”のような構造における“为”は利益の受け手を導く機能を有する介詞の
“给”や“替”で置き換えられる。文中の“谁”は不特定の受け手を表していると思われ
る。 
 
4.5行為の主体を導く介詞の“被”“叫”“让”と共起する場合 
中国語では事態を引き起こす仕手を導く介詞に“被”“叫”“让”がある。ただし，“被”
が受動文にのみ用いられるのに対して，“叫”“让”は受動文にも使役文にも用いられる。 
 
4.5.1介詞の“被”と共起する場合 
 述語動詞の前に“被”が用いられる文，或いは“被”からなる介詞フレーズが連用修飾
語として用いられる文を“被动句”（“被”構文）と呼ばれている。以下の“被”構文に
おける“谁”は述語の表す動作の実質的な担い手としてとらえることが可能である。 
（46）耐克流失的份额被谁偷走了呢？其中一个是老对手阿迪达斯。(例（8）を再掲)（ナ
イキが失ったシェアは誰に横取りされたのだろう？ その中の一つは古いライ
バルのアディダスだ。） 
（47）今年，小林和阿涌都拿到了广州市康复资助资金，但他们却不知道为什么去年拿
到的是 10 个月的补贴，今年是 11 个月的。“那一两个月的补贴被谁拿走
了？”(《人民网》2016年 06月 17日)（今年，林さんと涌さんは広州市の医療
費補助金を受け取った。だが彼らはどうして去年受け取った補助金は１０ヶ月
分で，今年受け取った補助金は１１ヶ月分なのか，どうにも分からなかった。
「足りない１，２ヶ月分は誰に盗まれたのだろうか？」） 
（48）在目前“房地产热”的情形下，商品房价一涨再涨，房子是卖出去了，究竟被谁
买走的？(《1994年报刊精选\01》)（目の前にある『住宅ブーム』の状況下で，
家屋の価格は上昇し続け，家屋は売りに出されたが，いったい誰に買われたの
だろうか？） 
（49）小乐是被谁带进事发小区的？后来为何又会溺水？对于这些问题，两名女孩的家
长因为当时不在场，至今仍是一头雾水。(《华西都市报》2016年 06月 22日)（楽
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ちゃんは誰によってこの団地に連れてこられた？どうして水に溺れてしまっ
た？これらの疑問は，両名の少女の保護者が当時その場にいなかったため，今
なお誰にも分からない。） 
 例（46）（47）（48）（49）における“谁”は介詞の“被”によって導き出され，受身表現
の行為の主体を表しているのである。角度をかえて言えば，文中の“谁”は影響や作用の
出どころを表すとも考えられる。このような見方は例（46）（47）（48）（49）の“被谁偷走”
“被谁拿走”“被谁买走”“被谁带进”を能動文に変えると，“谁偷走”“谁拿走”“谁买走”
“谁带进”のようになり，“谁”が主語として機能することによって裏付けられる。 
  
4.5.2介詞の“叫”と“让”と共起する場合 
 “被”のほかに，“叫”と“让”も受動文を構成するマーカーとして用いることができ
る。ただし，“被”は主に書き言葉に用いられ，“叫”“让”は主として話し言葉に用い
られる。 
（50）这孩子象个泥鳅似地从人缝中直往里钻，扯着秀子的衣服，带着哭声叫道：“团
长！我的刀——俺的刀，叫谁拿去啦！”(冯德英《苦菜花》)（この子はドジョ
ウのように人ごみから出てきて，秀子の服を引っ張って，涙声で叫んだ。「団
長！ 俺の刀――おらの刀，誰に持って行かれたの？」） 
（51）“你，你受伤啦？”只见江华的右肩膀和右臂上有湿漉漉的红红的一大片——这
不是鲜血吗？“叫谁打的？”(冯德英《苦菜花》)（「おま，お前さん，怪我して
るのかい？」江華の右の肩から上腕にかけて真っ赤に染まっていた。――これ
は鮮血ではないのか？「誰にやられたんだい？」） 
（52）难怪有业内人士说：“我们不拿回扣，老百姓照样买不到便宜药！”那么，中间
的利润究竟让谁拿去了？（《人民网》2015 年 07 月 17 日）（「我々がリベートを
取らなかったとしても，やはり人々が安い薬を買うことはできませんよ！」な
らば，中間の利益は一体誰に持って行かれたのか？） 
（53）“……大街上！你是说他们一直在大街上躺着！那他们的车呢？他们是让谁打伤
的？躺了多久了？”(张平《十面埋伏》)（「大通りで！あなたは彼らがずっと大
通りに横たわっていたと言うのですか！では彼らのクルマは？彼らは誰に暴力
を振るわれたのですか？どれぐらい横たわっていたのですか？」） 
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 例（50）（51）の“谁”と例（52）（53）の“谁”はそれぞれ“叫”と“让”によって導
き出され，受動文を構成している。文中の“谁”は述語の表す動作の実質的な担い手とし
てとらえることができる。 
 “叫”と“让”は受動文を構成するほかに，使役文を構成することもできる。使役文を 
構成する場合の“叫”と“让”は動詞として扱われ，「X（主体）＋“叫”“让”＋Y（被 
使役者）＋動詞」のような形で意味・機能を果たすのである。 
（54）大家都觉得他的主意对，叫谁来带头呢？大家一议论，认为刘渊有才能，威望高，
推他当单于挺合适。(《中华上下五千年》)（皆は彼の意見が尤もだと思った。
誰に率先してもらおうか？みんなは議論を通して，劉淵には才能があり，声望
が高く，彼こそ君主に最も相応しいと考えた。） 
（55）可是他对这个女人的态度，却远比对他的妻子更温柔。柳若松道：“叫谁回去？”
凌虚道：“这个女人。”(古龙《圆月弯刀》)（だが彼はその女に対して，自分
の妻よりもはるかに優しく接した。「誰を帰らせるんだ？」と柳若松が尋ねると，
「この女だ」と凌虚が答えた。） 
（56）我们听了都沉默不言，庆祝胜利的喜气洋洋变得十分沉闷。“话是不错，叫谁去
呢？”“阿妹。”张南奎毫不犹豫地选中了阿妹。(陆文夫《人之窝》)（私たち
は沈黙してただ聞いている。勝利を祝う喜びはなくなり，重苦しい雰囲気に包
まれている。「言っていることは尤もだ。誰を行かせる？」「妹を」張南奎は何
のためらいもなく妹を選んだ。） 
（57）“给我换个小生吧？”老板一听可乐啦：“嗨林老板，您放心吧，这回不让小生
陪着您唱啦。”“那叫谁陪我唱啊？”(《中国传统相声大全》)（「二枚目を替え
てくれませんか？」「あの，林師匠，安心してください。今回二枚目を林社長と
一緒に歌わせたりしませんから」オーナーはそれを聞いて笑った。「なら誰を私
と歌わせるんだね？」） 
（58）让谁来打，怎么打？部队领导征求大家的意见。(《人民网》2017年 05月 22日)
（誰にどうやって攻めさせる？部隊の指導者は皆の意見を求めた。） 
（59）这可让解放军代表队的领导犯了难，4名选手旗鼓相当，同样优秀，而且很明显，
张广前的成绩还呈上升趋势，到底该让谁留下呢？(例（９）を再掲)（この問題
は人民解放軍代表チームのボスを悩ませたに違いない。四名の選手は互角の実
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力で，皆優秀で，そのうえ張広前の成績はなおも上昇傾向を明白に示していた。
いったい誰を残すべきだろうか？） 
（60）究竟让谁去？时任阜城县委书记的王锁马和县长吴平把县里的人在心里过了一个
遍，两人在纸上写下了同一个名字：李双星。(《人民日报》2016年 03月 17日)
（いったい誰を行かせる？ 阜城県の中国共産党阜城県委員会書記の王鎖馬と
県長の呉平は心の中で県民を一人一人考え，二人とも紙の上に李双星という名
前を記入した。） 
（61）所以问题来了，当国内的明星基本上都扫一遍了，真人秀还让谁来撑场？(《广州
日报》2015 年 05 月 23 日)（それゆえ問題が発生した。国内のスターはほとん
ど出演経験があり，視聴率のために，さらに誰をリアリティー・ショーに呼べ
ばいいのだろうか？） 
 “叫”と“让”は普通の動詞として用いられる場合，それぞれ異なる意味を表すが，使
役動詞として機能する場合はほとんど同じ意味・機能を有するのである。ただし，“叫”は
話し言葉の要素が強いので，相手に許可を求めるようなあらたまった場合には，“让”を
用いるのが普通である。また，統語的観点からみれば，Y は使役動詞の目的語であると同
時に，後続の述語動詞の主語も兼ねている。つまり，例（54）～（61）の“谁”は使役動
詞の“叫”と“让”の目的語であると同時に，それぞれ後続の述語動詞“来带头”“回去”
“去”“陪我唱”“来打”“留下”“去”“来撑场”の主語でもあるので，二つ役割を兼ねてい
るのである。 
 
4.6介詞の“给”と共起する場合 
 疑問の意味を表す“谁”は介詞の“给”を受けた場合，いくつかの意味を表すことが可
能である。ただし，文環境の制約を受けなければならない。 
（62）你给谁写情书呢？(《鲁豫有约 沉浮》)（あなたは誰にラブレターを出すの？） 
（63）刘某找到“张代理”，说：“我给你１２００元，你都请谁吃饭了，给谁送礼了，
咱们一块到法院认认人。”（《当代世界文学名著鉴赏词典》）（劉さんは『張代理』
を見つけて，「私はあなたに１２００元を渡しましたよね。誰に食事を奢ったの
か，また誰に贈物を送ったのか，一緒に裁判所に行って，その人を見分けまし
ょうよ」と彼に言った。）  
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（64）这些房子必须卖出去，可是卖给谁？(《北京青年报》2017年 08月 10日)（これ
らの家は絶対に売り出さなければならない。だが，誰に売るというのだろうか？） 
（65）投诉信写好了，寄给谁？(《成都商报》2017年 02月 13日)（苦情の手紙は書き
終えたが，誰に送ればいいのだろう？） 
（66）“哦——原来你们是受命做我的工作啊！那大姐我倒问你，你们受谁的命？给谁
做工作？”宋子文顿时不高兴了，仿佛一直给人愚弄了似的。（《宋氏家族全传》）
（「なるほど，そもそも君たちが私を説得するように命じられていたのか！じ
ゃあ，君たちは誰に命じられたんだ？誰のために仕事をしている？」宋子文は
まるで馬鹿にされているような気がして，にわかに不機嫌になった。） 
（67）我打趣地说：“这么认真，是给谁织的呀？”“给一个人呗。”（《1995年人民日
报/2 月份》）（「こうも真剣に，誰のために編んであげるんですか」と私は冗談
めかして聞いた。「ある人のために」） 
（68）战士指指躺在地上已经死去的格涅拉洛夫。“给谁打死的?”“自己人。”（《当
代世界文学名著鉴赏词典》）（戦士は地面に横たわっているグエネラロフの死体
を指さした。「誰に殺されたんだ？」「身内だ」） 
 例（62）（63）における“给”は物や伝達の受け手を示し，例（64）（65）における“给”
は動詞に後続し，あげたり渡したりすることを表す。例（62）（63）（64）（65）における“给”
は介詞であるのに対して，例（66）（67）における“给”は動詞として機能しているのであ
る。また，例（68）における“给”は受け身表現における行為の主体を導くものである。
“谁”はこのような意味・機能を有する“给”と共起して授受表現の受け手を表したり，
受け身表現の行為主体を表したりするのである。 
 
4.7動作の主体を表す“由”と共起する場合 
現代中国語で，介詞としての“由”は移転，根拠・出所を表すほかに，動作の主体を表
すこともある。“谁”も“由”と共起し，行為の主体を表すことができる。 
（69）“小组微生”怎么建？由谁说了算？成都在新村建设过程中注重充分尊重农
民群众自主权利。（《人民网》2017年 04月 24日）（『小組微生』はどのように
打ち建てよう？誰が事を決める？） 
（70）下属子公司人员，如何招聘和考核，工资由谁定？集团？各子公司自己？（《企
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业人力资源管理手册工具大全(二)》）（子会社では，どのように求人と面接が行
われ，誰が給与を決定するのか？グループが行うのか？各子会社が自ら行うの
か？） 
（71）有人认为我现在贪财，这大概是受了大众传播媒体有意丑化我的影响。问题
是什么叫贪财，贪财的定义由谁来订？（《李敖对话录》）（マスコミが私のこ
とをわざと醜く描くせいで，ある者は私のことを強欲な奴だと思っている。問
題は何が強欲なのかだ。強欲の定義は誰が決めたんだ？） 
（72）由谁来完成这个任务呢？思前想后，蒋介石想到了宋子文。（《宋氏家族全传》）
（誰にこの任務を完成させよう？あれこれ考えて，蒋介石は宋子文に思い至っ
た。） 
 例（69）（70）（71）（72）における“由”は疑問の意味を表す“谁”を伴い，動作を
起こす主体を表し，「～により～される」或いは「～が～する」といった意味を表す。 
 
4.8“和”“跟”といった介詞と共起する場合 
 “谁”は介詞の“和”“跟”を受け，動作にかかわる対象を表したり，比較する対象を
表したりすることがある。“谁”はまた介詞としての“和”“谁”を受け，並列関係を示
すこともできる。 
（73）你昨天下班时和谁打招呼了？(《人民网》2015年 03月 10日)（昨日，仕事が終
わった後，誰に挨拶したの？） 
（74）妈妈正在和谁聊天呢？(《重庆晚报》2017年 03月 31日)（お母さんは誰とおし
ゃべりをしているのか。） 
（75）班级里张欣和谁的个头差不多？(《光明日报》2016年 11月 22日)（クラスでは
張欣さんの背丈は誰と同じぐらいですか。） 
（76）你和谁是高中同学？(《人民网》2013年 03月 12日)（あなたは誰と同じ高校の
生徒なんですか。） 
（77）一个 10岁左右的女孩跑出人群喊着：“邓爷爷好！”小平同志把她拉到跟前问叫
什么名字，是跟谁来的？(《广安日报》2017年 07月 14日)（一人の１０歳ぐら
いの女の子が人混みの中から走り出て叫んだ。「鄧お爺ちゃん」鄧小平は彼女を
抱き上げて「お嬢ちゃんはなんという名前かね？ 誰と来たのかね？」と聞い
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た。） 
（78）如果遇到有喜欢的男孩/女孩，会跟谁说？(《扬子晚报》2016年 06月 01日)（も
しも，あなたの好きな子にばったり出会ったら，そのことを誰に話しますか？） 
（79）你跟谁年龄一样大？(《腾讯时尚》2016年 06月 01日)（誰と同じ年頃ですか。） 
（80）幼儿园里，你跟谁是好朋友？(《人民网》2012年 02月 12日)（幼稚園で，誰と
仲良しですか。） 
 例（73）（74）（77）（78）では疑問詞の“谁”が介詞の“和”“跟”を受けることによっ
て動作にかかわる対象を表し，例（75）（79）では疑問詞の“谁”が介詞の“和”“跟”を
受けることによって比較の対象を表すことになる。例（76）の“和”や例（80）の“跟” 
も介詞として機能し，並列関係を表す。“和”“跟”は二つ以上の事柄や二人以上の人を
表すものであるので，それと共起する“谁”は二人以上の人のうちの特定できない人を指
し示すのである。 
 
4.9介詞の“从”と共起する場合 
介詞の“从”は空間・時間の起点や範囲の変化の始まりを示すものである。“谁”はそ
のような意味・用法を有する介詞の“从”を受け，定かでない出どころを表すことができ
る。 
（81）实行存款实名制后，是不是面对家庭的每一笔收入，都要事先商议：怎么存，存
在谁的名下?如何支取，从谁的名下支取?（《厦门晚报》2000-4-25）（預金実名制
度を実行に移したのち，家庭の毎回の収入には，どれも事前に協議が必要では
ないだろうか。どういった契約で預ける？誰の名義で預ける？どのような形で
下ろす？誰の名義で下ろす？） 
（82）这里是公益性公墓不允许对外卖，那宋先生的公墓是从谁手里买来的呢？（例（10）
を再掲）（ここは公共墓地であって販売することは許されません。宋氏のお墓は
誰から買ったのだろうか？） 
（83）社交平台去分享照片和文字，但他们创造的价值可是实实在在的钞票，到底这些
钱他们是从谁那挣来的呢？（《人民网》2015年 02月 06）（彼らが創造した価値
とは実在の紙幣だ。彼らはこのカネをいったい誰から稼いできたんだ？） 
（84）“从谁那里知道的？”还是从那个老文件。（《格兰特船长的女儿》）（「誰からそれ
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を知ったんだ？」やはりあの古い文章からだ。） 
 例（81）（82）（83）（84）では，介詞の“从”の生起によって，文中の“谁”は定かでな
い出どころを表していると解されうる。しかし，“从”と疑問詞の“谁”だけでは文を構成
することが不可能である。その後に必ず指示代名詞や名詞フレーズなどが来なければ意味
が成り立たない。 
 さらに，もう一つの現象を無視してはならない。統語的な観点からみれば，“谁”によ
って構成された疑問文はさらに文の成分として機能することができる。換言すれば，“谁”
を含む疑問文が挿入文として機能し，依然として疑問の意味を持っている。また，“谁”
によって構成された疑問文は目的語として機能することもできる。 
（85）在机构改革中，谁去谁留既是干部关注的焦点，也是群众关注的热点。（《1998年
人民日报》）（組織改革の中で，誰が去り誰が残るのかに幹部は関心を寄せるが，
それがまた民衆が関心を寄せるホットスポットだ。） 
（86）我对再次当选总统充满信心,但最终谁能当选新一届总统将由选民来决定。（《新华
社 2001年 5月份新闻报道》）（再び総統に選ばれることに自信はありますが，最
終的に誰が総統に選ばれるかということは民衆の決定によるのだ。） 
（87）我去过全国很多地方演出，有人不认识谁是叶倩文，但一定知道《潇洒走一回》。
所以歌很重要，人会离开，歌会留下。（《广州日报》2017 年 04 月 21 日）（私は
全国の多くの場所で公演を行いましたが，葉蒨文という名前をご存知でない方
もいるんです。でも，私が歌った『瀟洒走一回』は皆さんご存知なんですよ。
ですから歌は本当に大切ですね。人が離れていっても，歌が残りますから。） 
（88）正如苏州一些同志讲的，“在我们这里不用问，一看就知道谁是共产党员。”
（《1994年人民日报\第 4季度》）（まさしく蘇州の幾人かの同志が言っていた通り
だ。「ここでは確認する必要はありません。一目見れば誰が共産党員なのか分かり
ますから」） 
 例（85）（86）に示すように“谁去谁留”“谁能当选新一届总统”のような疑問文がさら
に文の主語として機能することができる。また，例（87）（88）に示すように，“谁是叶倩
文”“谁是共产党员”のような“谁”によって構成された疑問文は文の目的語として機能
することもできるのである。 
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5 この章のまとめ 
 疑問の意味を表すことは疑問詞としての“谁”の典型的な意味・用法である。以上，い
わゆる疑問のモダリティを表す“谁”の構文的分布について，意味特徴と統語特徴に焦点
をあてて分析を行った。疑問のモダリティを表す“谁”は意味上，相手に人の情報を質す
という意味を表し，構文上，主語，述語，補語として機能したりするのが普通である。さ
らに“谁”によって構成された疑問文が文の成分として機能したりすることもできる。 
 
 
注 
１）朱德熙（1982）の日本語訳については，大体杉村博文・木村英樹（1995）の翻訳を引
用しているが，もとの訳文は中国語の“偏正结构”をそのまま「偏正結構」と訳して
いるので，それは中国語のわからない人には伝わりにくい。現在はいわゆる“偏正结
构”は名詞を修飾するのなら“定中关系”と呼ばれ，動詞を修飾するのなら“状中关
系”と呼ばれるようになっているので，本論文ではいわゆる“定中关系”を「連体修
飾関係のフレーズ」のように訳すことにしている。  
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第 2章 “谁”の意味・機能の拡がり 
 “谁”は「例外なし」を表すことがあり，「不定」を表すこともある。また，“谁₁～谁₂
～”の形で連鎖構文を構成することが可能である。このような意味・機能は本論文が意味・
機能の「拡がり」としてとらえる。 
 
１ 「例外なし」を表す“谁”の構文的分布 
 「例外なし」を表す“谁”は“谁都～”のほかに，“谁都＋不～”や“谁都＋没～”や
“谁也～”のような形で使われることがある。 
 
1.1“谁都～”“谁都＋不～”の使用条件について 
1.1.1はじめに 
現代中国語における“谁都～”“谁都＋不～”といった形式はともに「例外なし」とい
う意味を表すが，両者と共起できるものの意味特徴には明白な違いがある。例えば，“谁
都知道”は“谁都不知道”のように置き換えていうことができるのに対して，“谁都说不
准”は“谁都不说不准”のように置き換えていうことができず，“谁都不管了”も“谁都
管了”のように置き換えていうことができない。なぜそのような共起制限上の違いがある
のかについては，これまでの研究では明確なルールが示されていない。 
そこで，本節では“谁都～”“谁都＋不～”の使用条件に焦点を当てて，どんなものが
“谁都～”“谁都＋不～”と共起することができ，どんなものが“谁都～”“谁都＋不～”
と共起することができないか，またどんなものが“谁都～”“谁都＋不～”の両方と共起
することができるかについてルールを示したい。 
 
1.1.2先行研究の問題点と本節の代案 
“谁都～”に関する従来の研究はもっぱら意味解釈に集中し，それを“谁也～”の意味・
用法と照らし合わせながら記述するのが普通である。例えば，朱德熙（1982）では“谁都
～”“谁也～”に焦点を当てて，その使い分けについて次のように述べている。 
 
“疑问代词有时候表示周边性，即表示在所涉及的范围之内没有例外。肯定句里‘都’
比‘也’占优势，否定句里‘也’比‘都’占优势。”（疑問詞はしばしば“也”（同
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様に），“都”（いずれの場合も）と一緒に使われた場合，全体指示，すなわち言及し
た範囲の中に例外がないことを表す。肯定文においては“都”が“也”よりも優勢で，
否定文においては“也”が“都”より優勢である。¹⁾） 
 
朱德熙（1982）ではすべての疑問詞について述べているので，“谁都～”に関する記述
はその一部にすぎない。しかし，このような捉え方は単に“谁都～”は何を表しているか
を記述したに過ぎず，“谁都～”の使用条件についてはルールが示されていない。またこ
のような記述では“谁都～”“谁也～”の使用頻度の角度から説明がなされているので，
次の例（1）（2）（3）（4）（5）のような現象については，合理的に説明することができない。 
（1）据记者了解，近年来，街面上出现了不少回收，销售名牌包的小店，还连带做高 
档皮具保养，维修，清洗等业务，收费不菲，但是否真有能力，谁都说不好。(《宁
波日报》2013 年 06 月 25 日)(記者の調査によると，ブランド品を回収，販売し
ている店が多々現れた。更に高級な皮製品の手入れ，補修，クリニーングなども
扱い，価格は安くない。しかし，本物の技術があるかどうか誰にも分からない。) 
（2）极易落入感情漩涡的小鱼，也极易令两个人为其争风吃醋，而在小鱼难以抉择面对 
  之际，便一头扑进自己建立的梦幻世界中，谁都不管了。(《海南视窗》2002年 8月 
12日)(感情の渦に陥りやすい小魚はまた二人に恋のさや当ての争いをさせた。ど 
ちらをとるか，判断できない小魚は自分の打ち建てた夢の世界に飛び込み，誰も 
構わなくなった。) 
   （3）谁都知道演戏和创作也是累活儿，身体健硕，体形姣好是基本条件，若保持旺盛的 
精力必须锻炼。(《健康时报》2003年 06月 12日)(演技と創作は大変なことであ 
り，身体の健康はや体型の良さも基本条件であること，旺盛な精神力を維 
持するためにスポーツをやることが必要であることは誰でも知っている。) 
例（1）では“谁都＋不～”が排除され，例（2）では“谁都～”が排除される。それに
対して，例（3）では“谁都～”“谁都＋不～”の両方が容認される。 
（1’）＊²⁾ 据记者了解，近年来，街面上出现了不少回收，销售名牌包的小店，还连 
   带做高档皮具保养，维修，清洗等业务，收费不菲，但是否真有能力，谁都不说
不好。 
（2’）＊极易落入感情漩涡的小鱼，也极易令两个人为其争风吃醋，而在小鱼难以抉 
  
 
29 
    择面对之际，便一头扑进自己建立的梦幻世界中，谁都管了。 
（3’）谁都不知道演戏和创作也是累活儿，身体健硕，体形姣好是基本条件，若保持
旺盛的精力必须锻炼。 
なぜ例（1）における“说不好”は“谁都＋不～”と共起することができず，例（2）に
おける“管了”は“谁都～”と共起することができないか。また，なぜ例（3）における“知
道”は“谁都～”“谁都＋不～”の両方と共起することができるかについては，先行研究
で示されたルールでは十分に説明することが不可能である。 
例（1）では“谁都～”の後に否定の意味を含んだ“说不好”という可能補語が続いてい
る。例（2）では“谁都＋不～”の後の動詞フレーズに変化の意味を表わす“了”が含まれ
ている。また，例（3）では“谁都＋不～”の後に認識活動を表わす動詞が後続している。
このような構文的条件は“谁都～”“谁都＋不～”の使用条件に何らかの影響を与えてい
るのかもしれない。 
さらに，次の例（4）（5）では“谁都～”“谁都＋不～”がともに“想”を伴っているに
もかかわらず，前者は“谁都＋不～”で置き換えられず，後者は“谁都～”で置き換える
ことができない。 
（4）李克强抬高嗓音说，谁都想过好日子，政府会和大家一起努力，下决心在温饱问题 
解决后，解决大家住的问题。(《人民网》2014年 3月 28日)(「誰でも良い暮ら 
しがしたいものです。政府は皆さんと一緒に努力し，衣食の問題が解決された後， 
住まいの問題を解決しなければならないと決心をしました。」と，李克強は声高 
に言った。) 
（5）谁都不想输，谁都不让步，后果是没有任何赢家。(《人民日报》2014年 03月 25 
日)(誰も負けたくないし，譲りたくないだろう。その結末は，だれも勝ち組にな 
れないということだ。) 
 なぜ例（4）で“谁都＋不～”が排除され，例（5）で“谁都～”が排除されているかに
ついて考える場合，利益・不利益が有用かもしれない。つまり，話し手や文の主体が自分
にとって述語の表す動きに利益が含まれていると考えていれば，“谁都～”が用いられ，
述語の表す動きに不利益が含まれていると考えていれば，“谁都＋不～”が用いられるの
である。 
以上のような問題意識を持って，“谁都～”“谁都＋不～”の構文的分布を 3つのケー
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スに分けて考える。この 3つのケースは本論文の仮説である。 
① “谁都～”しか使えないケース 
② “谁都＋不～”しか使えないケース 
③ “谁都～”も“谁都＋不～”も使えるケース 
 以下では，利益・不利益という観点も取り入れて，この 3 つのケースに絞り，“谁都
～”“谁都＋不～”の使用条件を明らかにすることを試みる。 
 
1.1.3“谁都～”しか使えないケース 
 “谁都～”しか使えないケースは，さらに①可能補語が後続した場合，②後続の要素に
否定の意味が含まれた場合，③“谁都～”の後に経験を表す“过”が現れた場合，④継続
を表す“在”が後続している場合のように４分類することができる。以下，構文的条件に
焦点を当てて，順次に述べていく。 
 
1.1.3.1可能補語が“谁都～”に続いた場合 
 可能補語を伴う場合はさらに二分することができる。それは主に“Ｖ不准”“Ｖ不 
住”“Ｖ不了”のような“不”を含めた可能補語を伴う場合と“Ｖ得起”“Ｖ得出”“Ｖ 
得了”のような“得”を含めた可能補語を伴う場合である。 
“谁都～”は“不”を含めた可能補語３）を伴い，文を構成することが可能であるが，そ
のような場合は「例外なし」という意味を表す。 
（6）谁是国内实力最强的电影演员？大概谁都说不准。(《红网》2014年 02月 18日)(誰 
が国内で一番実力のある映画俳優なのか。たぶん誰も正確に答えられない。) 
（6’）＊谁是国内实力最强的电影演员？大概谁都不说不准。 
（7）丈夫的五弟患有严重精神疾病，犯起病来谁都管不住。(《中国共产党新闻》2013 
年 7月 16日)(夫の 5番目の弟は重い精神病にかかっている。再発したら，誰も 
コントロールすることができない。) 
（7’）＊丈夫的五弟患有严重精神疾病，犯起病来谁都不管不住。 
（8）无论是田径，还是自行车，谁都避免不了这样一个事实——服药。(《新闻晚报》 
2013年 7月 15日)(フィールド競技であれ自転車競技であれ，誰も一つの事実を 
避けては通れない―薬を使用すること。) 
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（8’）＊无论是田径，还是自行车，谁都不避免不了这样一个事实——服药。 
（9）既然是一场“谁都说服不了对方”的争论，最好的结局或许是为了自己的“理”而 
分头努力，最后，有福的是观众。(《浙江日报》2014年 3月 20日)(「誰も相手 
を説得できない」以上，もっともよい結果としては，自分の理屈のために各自が 
努力する事であり，最後に得をするのは視聴者である。) 
（9’）＊既然是一场“谁都不说服不了对方”的争论，最好的结局或许是为了自己的
“理”而分头努力，最后，有福的是观众。 
なぜ例（6）(7)（8）（9）では“谁都＋不～”が制限されているのかということの原因は
“谁都～”の後に可能補語が生起していることに求められる。例（6）(7)（8）（9）におけ
る“说不准”“管不住”“避免不了”“说服不了”は“不”を含めた可能補語であり，そ
の内部に否定の意味が含まれている。当然のことながら，そのような否定の意味を含んだ
可能補語は否定の意味を表す“谁都＋不～”の前置を拒むのである。 
ただし，“谁都不会不～”“谁都不能不～”“谁都不得不～”のような二重否定の形は成り
立つとはいうものの，“不会不”“不能不”“不得不”は可能補語ではなく，一つのまとまっ
た意味を表すものとして「やむを得ず何かをする」という意味を表しているので，この限
りではない。 
“谁都～”の後に，“得”[de]を含めた可能補語⁴⁾が続いた場合は“谁都＋不～”で置
き換えることができない。 
                 （10）谁都听得出来，这是顺带讽刺小布什十年前贸然入侵伊拉克。(《羊城晚报》2013 
年 3月 1日)(これは 10年前にジョージ・Ｗ・ブッシュがイラクを軽率に侵攻 
したことを風刺したものだとみんな分かっている。) 
（10’）＊谁都不听得出来，这是顺带讽刺小布什十年前贸然入侵伊拉克。 
）                （11）“其实那一瓶饮料谁都买得起，大家缺的是一个早起的动力，就像杠杆的支点一 
样，看似微不足道，却有发生质变的效果。”小华总结道。(《人民网-教育频道》  
2014年 3月 31日)(「実際，飲み物は誰でも買えるが，みなさんに欠けている 
のは早起きの意欲です。いわば飲み物はテコの支点のようなものです。小さく 
て取るに足りないように見えるのですが，質的変化をもたらす効果を持ってい 
ます。」小華は以上のようにまとめた。) 
（11’）＊“其实那一瓶饮料谁都不买得起，大家缺的是一个早起的动力，就像杠杆的 
支点一样，看似微不足道，却有发生质变的效果。”小华总结道。 
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                      （12）这次张悟本虽然嘴硬,但谁都看得出,他的谎言怎么也捂不住了。(《齐鲁晚报》 
2014年 02月 2日)(今回，張悟本は強情を張っているが，彼の嘘はどうしても 
ばれるということは誰でも分かっている。) 
                 （12’）＊这次张悟本虽然嘴硬,但谁都不看得出,他的谎言怎么也捂不住了。 
  （13）会造车，十多年前可以算作本事，而现在花点钱，建个工厂，上点产品，谁都干 
得了，算不上本事了。(《人民网》2012年 5月 22日)(十数年前に車を作れると
いう                 いうことは素晴らしいことであったが，現在は費用を費やし，工場を建て，機 
械を備え付ければ，車を作ることなど誰でもできるので，素晴らしいとは思え 
ない。) 
（13’）＊会造车，十多年前可以算作本事，而现在花点钱，建个工厂，上点产品，谁 
都不干得了，算不上本事了。 
 例（10）（11）（12）（13）における“听得出来”“买得起”“看得出”“干得了”は可能
補語として捉えられ，物事が実現できるという意味を表す形式である。そのような可能補
語は“谁都～”となじむが，“谁都＋不～”とはなじまない関係にある。 
 
1.1.3.2後続要素に否定の意味が含まれた場合 
 “谁都～”の後に四文字熟語⁵⁾が生起することがある。後続の熟語に否定の意味が含ま
れた場合，“谁都＋不～”が排除される。 
  （14）无论是唱歌还是演戏，她的才能正在全面绽放，对她的辉煌前程，谁都坚信不疑。 
(《重庆日报》 2013年 09月 22日)(歌であれ演技であれ，彼女の才能は今まさ
に全て開花した。彼女の輝かしい前途を誰もが堅く信じて疑わない。) 
（14’）＊无论是唱歌还是演戏，她的才能正在全面绽放，对她的辉煌前程，谁都不坚 
信不疑。 
  （15）在日本经济停滞的 20年里，历届政府谁都无能为力，一直也没能解决得了。(《北
京日报》2013 年 08 月 16 日)(日本経済が停滞しているこの 20 年間，歴代の政
府は皆どうすることもできず，長らく問題を解決できなかった。) 
（15’）＊在日本经济停滞的 20 年里，历届政府谁都不无能为力，一直也没能解决得
了。 
  （16）“庇护（asylum）”这个词最初是指一块神圣不可侵犯的领地，譬如教堂，寺院，
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甚至托儿所，谁踏入这块领地即不受任何外部权力的侵扰，因而政治避难与庇护
制度具有非常鲜明的地域保护特点，人不进入这块土地，谁都爱莫能助。(《京华
时报》2013 年 07 月 04 日)(「庇護（asylum）」という言葉は，最初から侵すこ
とのできない神聖な場所であることを指している。例えば，教会，寺院そして
託児所に至るまで，このスペースに入った人は誰でも外部権力からのいかなる
干渉も受けない。したがって，政治避難と庇護制度ははっきりした地域保護の
特徴を有する。どんな人であろうと，このような場所に入ってこない限り，助
けたくてもどうにもならない。) 
（16’）＊“庇护（asylum）”这个词最初是指一块神圣不可侵犯的领地，譬如教堂，
寺院，甚至托儿所，谁踏入这块领地即不受任何外部权力的侵扰，因而政治避难
与庇护制度具有非常鲜明的地域保护特点，人不进入这块土地，谁都不爱莫能助。 
  （17）确实，无论是训练场还是比赛场，北汽的小伙子们热情都高涨了许多，谁都不甘
落后。(《人民网》2012 年 11 月 12 日)(確かに，訓練場であれ競技場であれ，
北汽の男たちの意気が大いに上がって，誰にも引けを取らない。) 
（17’）＊确实，无论是训练场还是比赛场，北汽的小伙子们热情都高涨了许多，谁都
不不甘落后。 
 例（14）（15）（16）（17）における“坚信不疑”“无能为力”“爱莫能助”“不甘落后”
の中の“不”“无”“莫”は打ち消しの意味を表すマーカーである。このような文環境では，
“谁都～”しか容認されない。 
 否定の意味は“不”“无”や“莫”によって顕現されるほか，“别”によって顕現され
ることもある。“别”を含めた動詞フレーズは“谁都～”となじむが，“谁都＋不～”とは
なじまない。 
   （18）群众的感受是最灵敏的，谁都别想糊弄过去。(《湖北日报》2014年 04月 08日)(群
衆の感覚がとても敏感で，誰もごまかすことができない。) 
  （18’）＊群众的感受是最灵敏的，谁都不别想糊弄过去。 
  （19）小章却不肯罢休，他拿不到物资，谁都别想拿到。(《钱江晚报》2014年 02月 20
日)(章君はやめようとしない。彼は先を争って，譲る気はなかった。) 
（19’）＊小章却不肯罢休，他拿不到物资，谁都不别想拿到。 
   （20）人生在世，谁都别指望能带走什么，但谁都应当考虑能够给社会留下点什么。(《中
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直党建网》2012年 07月 20日)(この世から何かを持って逝くことは望んではな
らない。しかし，社会に何を残すべきかを考えなければならない。) 
（20’）＊人生在世，谁都不别指望能带走什么，但谁都应当考虑能够给社会留下点什 
么。 
朱德熙（1982）では“别”が助動詞とされているが，本稿ではこれを副詞として認める。
例（18）（19）（20）における“别”は副詞として機能し，禁止を表しているのである。“谁
都＋不～”は事実を否定するという意味を表す形式なので，“不”“无”“莫”“别”と
は互いに排除し合う関係にあると思われる。 
 
1.1.3.3“谁都～”の後に経験を表す“V＋过”が現れた場合 
 アスペクトを表すマーカーとしての“过”は“谁都～”となじむ関係にあるが，“谁都
＋不～”とはなじまない関係にある。このような見解は次の例（21）（22）（23）（24）によ
って裏付けられる。 
  （21）个人信息泄露引来的闹心事，恐怕谁都经历过。(《深圳特区报》2013年 4月 12
日)(個人情報の漏えいによって迷惑を受けたことは恐らく誰でも経験したこと
があるだろう。) 
（21’）＊个人信息泄露引来的闹心事，恐怕谁都不经历过。 
  （22）我们这辈人谁都看过《古惑仔》吧！(《人民网》2012年 7月 26日)(我々の世代
は誰でも映画の『古惑仔』を見たことがあるだろう。) 
  （22’）＊我们这辈人谁都不看过《古惑仔》吧！ 
  （23）在维也纳，布达佩斯和布拉格，《赤壁》作为“谁都听过但没见过的”京剧，令国
外观众大叹惊艳。(《解放日报》2012 年 10 月 26 日)(ウイーン，ブダペストと
プラハで『赤壁』は「誰もが聞いたことがあるが見たことがない」京劇として
外国の観客を魅了し，感動させた。) 
  （23’）＊在维也纳，布达佩斯和布拉格，《赤壁》作为“谁都不听过但没见过的”京剧，
令国外观众大叹惊艳。 
  （24）游戏谁都玩过，但如果您还没玩过《新破天一剑》，那就太遗憾啦！(《人民网》
2008年 3月 5日)(誰もがゲームをしたことがあるが，まだ『新破天一剣』を体
験したことがないのであれば大変残念だ。) 
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  （24’）＊游戏谁都不玩过，但如果您还没玩过《新破天一剑》，那就太遗憾啦！ 
 “V＋过”は過去の経験を示す形式である。“V＋过”の否定は“没（有）＋V＋过” 
であり，“不＋V＋过”ではない。“V＋过”は過去の経験を表すがゆえ，例（21）（22） 
（23）（24）における“经历过”“看过”“听过”“玩过”は“谁都＋不～”とは共起でき 
ない。ただし，“谁都没经历过”“谁都没看过”“谁都没听过”“谁都没玩过”のように言え 
ば，正しい表現になる。 
 
1.1.3.4継続を表す“在”が後続している場合 
 継続を表すマーカーとしての“在”は副詞であり，“在＋Ｖ”のような形で行為・状態
が進行中であることを表す。“在＋Ｖ”が生起した文環境では“谁都＋不～”が許容されな
い。 
（25）阿里和腾讯，有财力有资源，更有称霸野心，虽然他们不再是你死我活，完全可
以各占一方，但是谁都在看着对方碗里的饭。(《中国经济周刊》2014年 03月 04
日)(アリババとテンセントは財力と資源があり，さらに制覇の野望を抱いてい
る。現在は食うか食われるかの競争ではなく，双方が完全に片方を支配できる
とはいうものの，互いに相手の「どんぶり」をにらんでいる。) 
（25’）＊阿里和腾讯，有财力有资源，更有称霸野心，虽然他们不再是你死我活，完
全可以各占一方，但是谁都不在看着对方碗里的饭。 
（26）不像现在的雾霾问题，问到谁，谁都在埋怨，但谁都没有责任。(《广州日报》
2014年 3月 7日)(現在の「汚染霧」の問題と違って，誰に聞いても文句ばかり
言って，責任は取らない。) 
（26’）＊不像现在的雾霾问题，问到谁，谁都不在埋怨，但谁都没有责任。 
（27）目前，食品安全的监管模式是几个部门分段式监管，往往是谁都在管，但谁也管
不好。(《人民网》2011年 6月 13日)(現在，食品の安全に関するチェック体制
は，いくつかの部門によって段階的に管理監督されているのである。すべての
部門で管理されているようだが，誰もうまく管理できていない。) 
（27’）＊目前，食品安全的监管模式是几个部门分段式监管，往往是谁都不在管，但
谁也管不好。 
（28）但企业的发展需要产权的清晰，谁都在违规，可是只有一两个人被处罚，这就是
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制度性的问题。(《华商报》2014年 1月 22日)(しかし企業の発展には明確な財
産権が必要である。誰もが規則に違反しているにもかかわらず，一人か二人だ
けが処罰されている。これは制度の問題である。) 
（28’）＊但企业的发展需要产权的清晰，谁都不在违规，可是只有一两个人被处罚， 
这就是制度性的问题。 
 例（25）（26）（27）（28）において，“在”の後に“看着”“埋怨”“管”“违规”とい
った動詞が続き，それらの動詞は副詞としての“在”の前置によって進行中の事柄を表す
ことになっている。“在＋Ｖ”の否定は“还＋没＋Ｖ”である。そのため，“谁都＋不＋
在＋ＶＰ”のような意味関係は成り立たない⁶⁾。 
 
1.1.4“谁都＋不～”しか使えないケース 
 この節では，“谁都＋不～”しか使えないケースについて共起制限の観点から検討する。
“谁都＋不～”しか使えないケースの制約条件を説明する場合も，その後に続く部分がど
んな性格のものなのかを見ることが大切である。 
例（29）（30）（31）（32）における“了”は完了を表すのではなく，何らかの変化を表す
ものである⁷⁾。そのような意味を表す“了”が文末に現れた場合，“谁都＋不～”は容認
されるが，“谁都～”は排除される。 
（29）极易落入感情漩涡的小鱼，也极易令两个人为其争风吃醋，而在小鱼难以抉择面
对之际，便一头扑进自己建立的梦幻世界中，谁都不管了。(例 2 を再掲)(感情
の渦に陥りやすい小魚はまた二人に恋のさや当ての争いをさせた。どちらかを
とるか，判断できない小魚は打ち建てた夢の世界に飛び込み，誰も構わなくな
った。) 
（29’）＊极易落入感情漩涡的小鱼，也极易令两个人为其争风吃醋，而在小鱼难以抉
择面对之际，便一头扑进自己建立的梦幻世界中，谁都管了。 
（30）今年卖价高就拼命种，明年一丰收卖价立马就下来，接着就是谁都不种了，来年
一缺货价格就又起来了。(《北京青年报》2014年 4月 8日)(今年，売値が高騰
したら，皆は一生懸命に植える。来年，豊作になりすぎて，価格が下落したら，
誰も植えなくなる。次の年は品薄となり，また価格が高騰する。) 
（30’）＊今年卖价高就拼命种，明年一丰收卖价立马就下来，接着就是谁都种了，来
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年一缺货价格就又起来了。 
（31）昏迷了数日后，殷正终于醒来了，而醒来后的殷正，却失忆了，殷正谁都不认得
了，医生说是头部的血块，不知道什么时候才能恢复。(《人民网》2014年 4月
10日)(昏睡状態になってから数日後，殷正はようやく目が覚めた。しかし彼は
記憶を無くし，皆のことを思い出せなくなった。医者の話では，頭部の血栓が
その原因で，いつ回復するか分からないそうである。) 
（31’）＊昏迷了数日后，殷正终于醒来了，而醒来后的殷正，却失忆了，殷正谁都认
得了，医生说是头部的血块，不知道什么时候才能恢复。 
（32）退休多年的张女士告诉记者，这个岛曾经是他们这些退休老人的主要活动场所，
早上晨练，晚上跳舞，散步，但自从有关部门将它出租给烧烤园之后，现在谁都
不去了。(《海南视窗》2007年 8月 21日)(退職して何年も経った張さんは記者
に対し次のように述べている。この島はかつて退職した老人の主な活動場所で
あった。早朝はトレーニング，夜はダンス，散歩をしていたが，関連部門がそ
こを焼肉料理店に貸し出した後，現在，誰も行かなくなった。) 
（32’）＊退休多年的张女士告诉记者，这个岛曾经是他们这些退休老人的主要活动场
所，早上晨练，晚上跳舞，散步，但自从有关部门将它出租给烧烤园之后，现在
谁都去了。 
例（29）（30）（31）（32）の文末における“了”は変化の結果を表している。例（29’）
（30’）（31’）（32’）に示すように，このような文環境では，“谁都～”の生起が容認さ
れない。1.1.3で述べたように，“谁都～”の意味・用法は①可能補語が後続した場合，
②後続の要素に否定の意味が含まれた場合，③経験を表す“过”を伴う場合，④継続を
表す“在”が後続している場合の４つにしか分布していない。これが例（29）（30）（31）
（32）において“谁都～”が排除される原因である。 
先にも述べたように，“不会不”“不能不”“不得不”は「やむを得ない」「しかたが
ない」といった意味を表すものである。“谁都～”はこれらの形式を伴うことがあるが，
そのような場合は“谁都＋不＋会＋不”のような構造のものとして認めてはならず，
“谁都＋不会不”のような構造のものとして認めなければならない。 
 
1.1.5“谁都～”“谁都＋不～”両方が使えるケース 
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 “谁都～”と“谁都＋不～”の構文的分布は全く相容れない関係にあるわけではない。
互いに置き換えられる場合もある。コーパスを観察したところ，両方が使えるケースは主
に①能力・許可を表す助動詞を伴う場合②当為を表す助動詞を伴う場合③願望を表す助動
詞を伴う場合④知覚・認識を表す動詞を伴う場合に分布していることを突き止めた。まず
能力・許可を表す助動詞を伴うケースをみる。 
 
1.1.5.1能力・許可を表す助動詞と共起する場合 
 現代中国語では能力・許可を表す助動詞に“能”“会”“可以”などがある。これらの
ものは動詞を伴い，動詞フレーズを作り，“谁都～”と意味関係を結ぶことは言うまでも
なく，“谁都＋不～”と意味関係を結ぶこともできる。 
 “能”の意味は大きく３つに分けることができる。それは①「能力」②「許可」③「可
能性」である。「能力」を表す“能”は“会”で置き換えることができる。それに対して，
「許可」を表す“能”は“会”で置き換えることができない。ただし，“可以”で置き換
えていうことができる。「可能性」を表す“能”は“谁都～”“谁都＋不～”となじまない
関係にあるので，ここでは取り上げないことにする。 
（33）川端康成是 1968年荣获诺贝尔文学奖的第一位日本作家，获奖后，他对前来采访 
的众多记者说：“我的小说很大程度上得益于翻译家的辛劳，让世界了解了日本
的文学，当然，如果谁都（能/会）用日语阅读就好了，但我不敢有这个奢望，还
是靠翻译吧。”(《北京晚报》2013年 09月 14日)(川端康成は 1968年ノーベル
文学賞の栄冠に輝いた日本作家の第一人者で，受賞後，彼はインタビューに来
た多くの記者に対し，次のように述べている。「私の小説は多くの翻訳家の苦労
のおかげです。そのため，世界に日本文学を理解していただくことができまし
た。もちろん，もし世界中の誰もが日本語で読めればいいのですが，私はそん
な高望みはしません。やはり翻訳家にお任せします。」) 
（34）我认为谁都不（能/会）用单腿走路。(作例)(誰も片足で歩くことはできないと 
思っている。) 
（35）只要有兴趣谁都（能/可以）参加。(《人民网》2009年 6月 22日)(興味があれ 
ば誰でも参加できる。) 
  （36）这些规定谁都不（能/可以）违反。(《北方新报》2014年 04月 23日)(これらの
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規則はどんな人であろうとも違反してはいけない。) 
 例（33）（34）の“能”は能力を表し，例（35）（36）の“能”は許可の意味を表すと考 
えられる。例文（33）～（36）に示すように，“能”は“谁都～”とのみならず，“谁都 
＋不～”とも共起しうる。また，例（33）（34）における“能”は能力を表しているので， 
“会”で置き換えることが可能である。 
ただし，例（35）における“能”は許可を表し，例（36）における“能”は禁止を表し
ているので，“可以”で置き換えることができる。この二つの文における“能”は“会”
で置き換えられないことはないが，そのような場合の“会”は将来の必然性を予測するも
のとして認めなければならない。 
 
1.1.5.2当為を表す助動詞と共起する場合 
 現代中国語では“得[děi]＋V”“应该＋V”“应当＋V”“要＋V”のような構造はそ
うあるべきことを表している。そのような意味特徴を有する動詞フレーズは“谁都～”と
だけでなく，“谁都＋不～”とも共起することができる。 
  （37）她希望这些东西能够规范起来，能够制度化，不管谁当教练，谁坐在这个位置上， 
谁都得做好这个事。(《人民网-体育频道》2013 年 04 月 18 日)(彼女はこれらの
ものが規範化し，制度化できることを期待している。どんな人であろうと，監
督になって，このポジションについたら，このことをきちんとやらねばならな
い。) 
  （38）如何让学生的错误得到惩戒，师生都是有数的，谁都不得越界，这就是法制的好
处，对老师和学生来说都是一种很好的保护措施。(《人民网》2007年 3月 4日)(ど
のように学生を処罰するか，先生と学生はきちんと分かっている。ルール違反
をしてはいけない。これは法制度の良いところで，先生と学生にとって一種の
保護措置と言える。) 
  （39）空气对大家是公平的，每个人都是雾霾贡献的一份子，怎么恢复过去的好空气，
谁都应该作出贡献。(《科技日报》2014 年 03 月 10 日)(大気はみなさんにとっ
て公平である。すべての人が「汚染霧」発生の原因となっている。どのように
過去の大気を取り戻すかすべての人が自分の力を捧げなければならない。) 
  （40）可是，谁都不应该忘却，一个干部首先是一个人，而且应该是一个在道德行为上
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经得起考察的人。(《湖北日报》2013 年 08 月 07 日)(しかし，リーダーはまず
人であり，そして道徳上の行為において検証に耐えうる人でなければならない
ということを忘れてはならない。) 
  （41）人生在世，谁都别指望能带走什么，但谁都应当考虑能够给社会留下点什么。(例
20を再掲)(この世から何かを持って逝くことは望んではならない。しかし，社
会に何を残すべきかを考えなければならない。) 
  （42）谁都不应当忘记，所有国家都依赖于开放贸易来养活本国人口。(《人民网》2008
年 4 月 22 日)(すべての国家が貿易開放を行うことによって国民に食べさせて
いることを忘れてはいけない。) 
  （43）医生有处方权，该不该吃药，该吃什么药，吃多少药，怎么吃药，谁都要听医生
的。(《北京晚报》2010 年 6 月 2 日)(医者は処方する権限を持っている―薬を
飲むべきか，どのような薬を飲むべきか，どれくらい飲むか，どのように飲む
か。誰もが医者の言うことを聞かなければならない。) 
  （44）“谁都不要以为自己比周围人略显聪明而洋洋得意，山外有山啊!”(《人民网》
2014年 01月 20日)(「自分が周りの人よりすこし利口であると，自惚れてはな
らない。上には上がいるのだ。」) 
 例（37）の“得做好”，例（39）の“应该作出”，例（41）の“应当考虑”，例（43） 
の“要听”は「意思・道理・事実からして，そのようにすべきである」或いは「そうしな 
ければならない」という意味を表している。それに対して，例（38）の“不得越界”，例 
（40）の“不应该忘却”，例（42）の“不应当忘记”，例（44）の“不要以为”は「そう 
してはならない」という差し止めの意味を表している。意味的には“得”と“不得”，“应 
该”と“不应该”，“应当”と“不应当”，“要”と“不要”が対立しているとはいうも 
のの，それぞれの要求する構文的条件はさほど変わらない。 
 
1.1.5.3願望を表す動詞と共起する場合 
 “想”“愿意（乐意）”“希望”“渴望”“想要”“喜欢”“爱”“喜爱”などは願望
を表す動詞である。これまで筆者の収集した用例を分析してみた結果，これらのものは“谁
都～”“谁都＋不～”の両方と共起できることが明らかになった。 
なぜ“谁都～”“谁都＋不～”はともに願望の意味を表す動詞と共起できるかについて
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考える場合，利益・不利益の観点から解釈することができる。つまり，話し手や文の主体
にとって述語の表す動きに利益が含まれていると考えていれば，“谁都～”が用いられ，
述語の表す動きに不利益が含まれていると考えていれば，“谁都＋不～”が用いられるの
である。以下，この仮説について，具体的な用例を通して，その妥当性を証明する。 
“想”“愿意（乐意）”“希望”“渴望”“想要”“喜欢”“爱”“喜爱”に含まれる
利益の含意は動詞のほかに，動詞フレーズによって担われることもある。 
（45）谁都希望赢，为了第一场胜利我们都快憋坏了，可是今年的运气实在是太差了， 
越去想第一场胜利，胜利就越是迟迟不来。(《人民网》2004年 6月 16日)(誰も 
が勝ちたいと思い，初戦を勝ち取るために我々は気がめいる。しかし今年は運 
が悪く，初戦で勝ちたいと思えば思うほど，勝利はなかなか来ない。) 
（46）李克强抬高嗓音说，谁都想过好日子，政府会和大家一起努力，下决心在温饱问
题解决后，解决大家住的问题。(例 4 を再掲)(「誰でも良い暮らしがしたいも
のです。政府は皆さんと一緒に努力し，衣食の問題が解決された後，住まいの
問題を解決しなければならないと決心をしました。」と，李克強は声高に言っ
た。) 
例（45）（46）における“赢”や“过好日子”は利益を含意しているので，“谁都～”し
か容認しない。つまり，“谁都＋不～”とはなじまない関係にある。これと逆に，例（47）
（48）における“输”“失去”は不利益を含意しているため，“谁都＋不～”としか共起
することができない。 
（47）谁都不想输，谁都不让步，后果是没有任何赢家。(例 5を再掲)(誰も負けたく 
ないし，譲りたくないだろう。その結末は，だれも勝ち組になれないというこ 
とだ。) 
  （48）这是最艰难的一次，去年的世锦赛也很难，但今年是奥运会，双方运动员会承受
更多的压力，谁都不想失去这样一个绝佳的机会，谁都想创造历史。(《人民网》
2012 年 8 月 7 日)(今回はもっともハードルが高い。去年の世界選手権大会も
ハードルが高かったが，今年はオリンピックである。双方の選手にプレッシャ
ーがかかっている。誰もがこの絶好の機会を失いたくないし，誰もが歴史を作
りたいと思っている。) 
 例（47）（48）における“输”“失去”は明らかに不利益を含意しているので，“谁都＋不
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～”とはなじまない関係にある。しかし，常識から見れば，利益・不利益を含意する動詞
のほかにどちらでもない中間的動詞がある。そのような場合，利益・不利益の有無は話し
手や文の主体の判断によるしかない。例えば，“做”“看（到）”“听”“遇到”“接”
といった動詞は願望を表す助動詞の後に続いて，“谁都～”“谁都＋不～”と共起できる
かどうかについて，話し手や文の主体から見て，利益の含意があるかないかによる。次の
例（49）（50）（51）（52）がその裏付けである。 
  （49）谁都愿意看到国产软件产业发展起来。(《人民网》2004年 12月 2日)(誰もが国 
産のソフトウェア産業の発展を望んでいる。) 
（50）企业相关负责人透露，“主要是产品与服务过硬，产品与服务都足够好的话，谁 
都乐意购买，再者是人才与管理等。”(《广州日报》2014年 02月 10日)(企業 
の関連部門の責任者は次のように述べている。「大切なのは製品とサービスが 
しっかりしていることです。製品とサービスが良ければ誰もが喜んで購入しま 
す。次に人材と管理なども大切です。」) 
 話し手や文の主体の立場からみた場合，例（49）（50）の述部の表す動きには利益の含み
があると考えられる。それが原因で例（49）（50）における“愿意”“乐意”は“谁都～”
としか共起できない。 
しかし，次の例（51）（52）になると，同じ“愿意”“乐意”でありながら，話し手や文
の主体から見て，述部の表す動きが不利益を含意しているため，“谁都～”とは共起しに
くい。 
（51）人类已经为黑匣子付出了惨痛的代价，谁都不愿意看到悲剧重演。(《科技日报》
2014年 4月 11日)(人類はすでにブラックボックスのために悲惨な代償を払っ
た。しかし，誰もこのような悲劇を繰り返すことを望んでいない。) 
（52）假书画的危害，往小里说，谁都不乐意花钱买赝品；往大里说，是扰乱了文化市
场的秩序。(《解放日报》2014年 03月 21日)(偽物の書画の危害について，小
さく言えば，偽物が出回っているがために皆が金を惜しむようになる。大きく
言えば，偽物が文化市場の秩序を乱している。) 
例（51）（52）における“看到悲剧重演”“花钱买赝品”は不利益を含意しているがゆえ
に，事態発生の回避はすじに合うのだろう。したがって，例（51）（52）における“愿意”“乐
意”は“谁都＋不～”としか共起できない。 
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1.1.5.4知覚・認識を表す動詞と共起する場合 
認識活動を表す動詞としての“知道”“理解”“相信”“觉得”“认为”などは“谁都
～”とも“谁都＋不～”とも共起することが可能である。 
  （53）谁都知道人才的可贵，但什么是人才呢？(《人民网》2003 年 6 月 2 日)(人材は
貴重なものだと誰でもわかっている。しかし，何が人材なのだろうか。) 
  （54）该男子愤慨地表示,谁都不知道这张照片对女儿将来有什么不良影响,而且自己还
得不时为自己的清白辩护。(《中国新闻网》2014年 04月 08日)(「この写真は娘
の将来にどんな悪い影響を与えるか誰も分からない。そして更にこれからは自
分の潔白を主張しなければならない。」と男性は憤慨して言った。) 
  （55）孩子们为什么不说话？这谁都理解。巨灾之下，家园毁灭，丧亲失友。(《人民网》
2008 年 6 月 4 日)(なぜ子供たちは黙っているのか。それは誰もが理解してい
る。大きな災害の中，家を失い，家族や友達を失っているからである。) 
  （56）谁都不理解他的爱好，他说，只想做自己喜欢做的事。(《人民网》2007 年 8 月
11日)(誰も彼の趣味を理解してくれない。彼は「ただ好きな事をしたいだけ。」
と述べている。) 
  （57）谁都相信品牌的力量，同样布料的衣服，如果是名牌，可以卖出 10000元的价格，
如果不是名牌可能 100元都没人要。(《人民网—媒介方法》2006年 09月 12日)(ブ
ランド品の影響力は誰でも知っている。同様の生地で作られた衣服はブランド
品であれば 10000元で売り出すことができるかもしれないが，ブランド品でな
ければ 100元でも誰も買わない。) 
  （58）金志扬走进会场时步履轻捷，神清气爽，发言时中气十足，思维敏捷，观点犀利，
谁都不相信他已年过七十。(《中国青年报》2014 年 03 月 12 日)(金志揚はさわ
やかな感じで軽やかな足取りで会場に入ってきた。発言の時には気力旺盛と感
じられた。頭の回転が速く，鋭い観点を持っているので，すでに 70歳を過ぎて
いるとは誰も信じない。) 
  （59）当谁都觉得自己无力改变局面的时候，似乎抱怨是唯一能维系心理平衡的一种方
式。(人民网-《人民论坛》2012年 02月 02日)(誰もが自分で局面を変える力が
ないと思った時，愚痴を言うことが心の均衡を維持する唯一の方法であるらし
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い。) 
  （60）可是我们都忘了，恋爱的时候，男男女女可都绞尽脑汁，想着法子吸引对方，讨
好对方。那时候，谁都不觉得累。(《羊城晚报》2013 年 09 月 03 日)(恋愛をし
ている時，男と女は知恵を絞って相手を引き付ける方法を考え，相手の機嫌を
取る。その時は誰も疲れを感じない。) 
  （61）家长们都把希望寄托在孩子能考上大学，谁都认为，文凭决定着当代青年的命运。
(《人民网-广西频道》2014年 03月 09日)(両親は子供たちが大学に合格できる
ことを期待している。卒業証書は，若者の運命を決めると誰もが思っている。) 
  （62）大家虽不想一个怀旧的标志消失，但谁都不认为它值得自己投资。(《人民网》2007
年 12月 18日)(みんなは歴史的マークの消滅を望んでいないが，誰もそれが投
資に値するとは思っていない。) 
例（53）（55）（57）（59）（61）における“知道”“理解”“相信”“觉得”“认为”は認識
活動を表すものである。例（54）（56）（58）（60）（62）における“知道”“理解”“相信”
“觉得”“认为”も“谁都＋不～”を受けているにもかかわらず，それぞれの表す認識活動
は例（53）（55）（57）（59）（61）における“知道”“理解”“相信”“觉得”“认为”とまっ
たく変わらない。 
例（53）（55）（57）（59）（61）や例（54）（56）（58）（60）（62）に示すように，認識活
動を表す“知道”“理解”“相信”“觉得”“认为”は“谁都～”とだけではなく，“谁都＋不
～”とも共起することができる。話が変わるが，“知道”“理解”“相信”“觉得”“认为”と
いった動詞の表す認識活動は瞬間的な内的変化であるので，継続を表す“正在”“着”とい
ったものと複合的に表現することがあまりないようである。 
      
1.1.6まとめ 
 以上，どのようなものが“谁都～”“谁都＋不～”と共起することができ，どのような
ものが“谁都～”“谁都＋不～”と共起することができないか，“谁都～”“谁都＋不～”
の両方と共起する場合，どのような使用条件が必要なのかについて，構文的分布の観点か
ら確認した。分析の結果を改めてまとめると，次のようになる。 
① “不”“得”を含めた可能補語，否定の意味が含まれたもの，経験を表す“V＋
过”は“谁都＋不～”とはなじまない関係にある。また，継続を表す“在”は“谁
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都～”と共起できるが，“谁都＋不～”とは共起できない。 
② 変化を表す“V＋了”は“谁都～”とは共起しにくく，“谁都＋不～”としか共
起することができない。 
③ 能力・許可を表す助動詞，当為を表す助動詞，願望を表す動詞，また知覚・認識
を表す動詞は“谁都～”“谁都＋不～”の両方と共起することができる。 
 
  
注 
1) 訳文は杉村博文，木村英樹（1995）からの引用である。 
2) 「＊」がついた文は非文である。 
3)“不”を含めた可能補語についてはさらに以下のようなものが挙げられる。 
逃不过，挡不住，说服不了对方，替代不了谁，，比不上我，说不准，输不起，离不开
谁，管不住，赢不了，打不倒谁，避免不了，背不起，说不好，缺不了谁，讨好不了，
离不开他，忘不了，赚不了钱，说不出个所以然来，逃避不了，说不清，挽留不住，解
释不清楚，管不了，救不了，说不上来，盖不全，得罪不起，消受不起，瞧不起，舍不
得…… 
4)“得”を含めた可能補語についてはさらに以下のようなものが挙げられる。 
   看得出，买得起，看得见，算得过来，拿得动，干得了，听得出来…… 
5)否定の意味を表す四文字熟語はさらに以下のようなものが挙げられる。 
   无能为力，爱莫能助，不以为然，坚信不疑，不甘落后，不置可否…… 
6)例えば，この章の例（25）（26）（27）（28）における“谁都在看着对方碗里的饭”“谁都
在抱怨”“谁都在管”“谁都在违规”は“谁都不在看着对方碗里的饭”“谁都不在抱
怨”“谁都不在管”“谁都不在违规”のようにいうことができない。 
7)木村英樹（2006）では動詞接辞の“了”について LEvsのように記され，文末助詞の“了”
について LEsp のように記されている。LEsp は，動詞，形容詞および一部の名詞のいず
れかから成る述語の末尾に用いられ，何らかの＜変化＞が参照時において＜既に実現済
み＞であることを表すとされている。 
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1.2“谁都～”“谁都＋没（没有）～”の使用条件について 
1.2.1はじめに 
この章の 1.1.1で述べたように，現代中国語における“谁都～”“谁都＋不～”といった
形式はともに「例外なし」という意味を表すが，両者と共起できるものの意味特徴には明
白な違いがある。また，“谁都～”“谁都＋不～”のほかに，“谁都＋没（没有）～”も「例
外なし」という意味を表す。“谁都～”と“谁都＋没（没有）～”の間にも共起制限上の違
いがある。例えば，“谁都经历过”（誰もが経験したことがある）は“谁都没经历过”のよ
うに置き換えていうことができるのに対して，“谁都说不准”（正確に言える人はいない）
は“谁都没说不准”のように置き換えていうことができず，“谁都没我妈妈好看”（母親ほ
どきれいな人はいない）も“谁都我妈妈好看”のように置き換えていうことができない。
なぜそのような共起制限上の違いがあるのかについては，これまでの研究では明確なルー
ルが示されていない。 
本節では“谁都～”“谁都＋没（没有）～”の使用条件に焦点を当てて，どんなものが
“谁都～”“谁都＋没（没有）～”と共起することができ，どんなものが“谁都～”“谁
都＋没（没有）～”と共起することができないか，またどんなものが“谁都～”“谁都＋
没（没有）～”の両方と共起することができるかについてルールを示したい。 
 
1.2.2先行研究の問題点と本稿の代案 
先述したように，“谁都～”に関する従来の研究はもっぱら意味解釈に集中し，それを
“谁也～”の意味・用法と照らし合わせながら記述するのが普通である。例えば，朱德熙
（1982）では“谁都～”“谁也～”に焦点を当てて，その使い分けについて次のように述
べている。 
 
“疑问代词有时候表示周边性，即表示在所涉及的范围之内没有例外。肯定句里‘都’
比‘也’占优势，否定句里‘也’比‘都’占优势。”（疑問詞はしばしば“也”（同
様に），“都”（いずれの場合も）と一緒に使われた場合，全体指示，すなわち言及し
た範囲の中に例外がないことを表す。肯定文においては“都”が“也”よりも優勢で，
否定文においては“也”が“都”より優勢である。¹⁾） 
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朱德熙（1982）ではすべての疑問詞について述べているので，“谁都～”に関する記述
はその一部にすぎない。しかし，このような捉え方は単に“谁都～”は何を表しているか
を記述したに過ぎず，“谁都～”の使用条件についてはルールが示されていない。またこ
のような記述では“谁都～”“谁也～”の使用頻度の角度から説明がなされているので，
次の例（1）（2）（3）のような現象については，合理的に説明することができない。 
（1）据记者了解，近年来，街面上出现了不少回收，销售名牌包的小店，还连带做高 
档皮具保养，维修，清洗等业务，收费不菲，但是否真有能力，谁都说不好。(《宁
波日报》2013 年 06 月 25 日)(記者の調査によると，ブランド品を回収，販売し
ている店が多々現れた。更に高級な皮製品の手入れ，補修，クリニーングなども
扱い，価格は安くない。しかし，本物の技術があるかどうか誰にも分からない。) 
（2）就是这些说者无心的话，却让听者上心了，谁都没看出来，小军的内心充满了内疚，
自责和挫败感。（《今日早报》2014年 01月 04日）（言うほうは何の気なしでも，言
われたほうは気になるものだ。誰の目にも見えはしなかったが，軍くんの内心は
後ろめたさ，自責，挫折の感情で溢れかえっていた。） 
   （3）个人信息泄露引来的闹心事，恐怕谁都经历过。(《深圳特区报》2013 年 4 月 12
日)(個人情報の漏えいによって迷惑を受けたことは恐らく誰でも経験したことが
あるだろう。) 
例（1）では“谁都＋没（没有）～”が排除され，例（2）では“谁都～”が排除される。
それに対して，例（3）では“谁都～”“谁都＋没（没有）～”の両方が容認される。 
（1’）＊据记者了解，近年来，街面上出现了不少回收，销售名牌包的小店，还连带 
   做高档皮具保养，维修，清洗等业务，收费不菲，但是否真有能力，谁都没说不
好。 
（2’）＊就是这些说者无心的话，却让听者上心了，谁都看出来，小军的内心充满了内
疚，自责和挫败感。（《今日早报》2014年 01月 04日）。 
（3’） 个人信息泄露引来的闹心事，恐怕谁都没经历过。 
なぜ例（1）における“说不好”は“谁都＋没（没有）～”と共起することができず，例
（2）における“看出来”は“谁都～”と共起することができないか。また，なぜ例（3）
における“经历”は“谁都～”“谁都＋没（没有）～”の両方と共起することができるか
については，先行研究で示されたルールでは十分に説明することが不可能である。 
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例（1）では“谁都～”の後に否定の意味を含んだ“说不好”のような可能補語が続いて
いる。例（2）では“谁都＋没（没有）～”の後に“V＋出来”のような結果補語が続いて
いる。また，例（3）では“谁都＋没（没有）～”の後に過去の経験を示す形式“Ｖ+过”
が後続している。このような構文的条件は“谁都～”“谁都＋没（没有）～”の使用条件
に何らかの影響を与えているのかもしれない。 
以上のような問題意識を持って，“谁都～”“谁都＋没（没有）～”の構文的分布を 3
つのケースに分けて考える。この 3つのケースは本稿の仮説である。 
① “谁都～”しか使えないケース 
② “谁都＋没（没有）～”しか使えないケース 
③ “谁都～”も“谁都＋没（没有）～”も使えるケース 
 以下では，構文的分布や共起制限の観点を取り入れて，この 3つのケースに絞り，“谁
都～”“谁都＋没（没有）～”の使用条件を明らかにすることを試みる。 
 
1.2.3“谁都～”しか使えないケース 
 “谁都～”しか使えないケースは，さらに①可能補語が後続した場合，②後続の要素に
否定の意味が含まれた場合，③当為を表す助動詞と共起する場合，④副詞の“在”と共起
する場合のように４分類することができる。以下，構文的条件に焦点を当てて，順次に述
べていく。 
 
1.2.3.1可能補語が“谁都～”に続いた場合 
 可能補語を伴う場合の“谁都～”の構文的分布はさらに二分することができる。それは 
主に“Ｖ不准”“Ｖ不住”“Ｖ不了”のような“不”を含めた可能補語を伴う場合と“Ｖ 
得起”“Ｖ得出”“Ｖ得了”のような“得”を含めた可能補語を伴う場合である。 
 “谁都～”は“不”を含めた可能補語を伴う場合，「例外なし」という意味を表す。 
（4）谁是国内实力最强的电影演员？大概谁都说不准。(《红网》2014年 02月 18日)(誰 
が国内で一番実力のある映画俳優なのか。たぶん誰も正確に答えられない。) 
（4’）＊谁是国内实力最强的电影演员？大概谁都没说不准。 
（5）丈夫的五弟患有严重精神疾病，犯起病来谁都管不住。(《中国共产党新闻》2013 
年 7月 16日)(夫の 5番目の弟は重い精神病にかかっている。再発したら，誰も 
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コントロールすることができない。) 
（5’）＊丈夫的五弟患有严重精神疾病，犯起病来谁都没管不住。 
（6）无论是田径，还是自行车，谁都避免不了这样一个事实——服药。(《新闻晚报》 
2013年 7月 15日)(フィールド競技であれ自転車競技であれ，誰も一つの事実を 
避けては通れない―薬を使用すること。) 
（6’）＊无论是田径，还是自行车，谁都没避免不了这样一个事实——服药。 
（7）既然是一场“谁都说服不了对方”的争论，最好的结局或许是为了自己的“理”而 
分头努力，最后，有福的是观众。(《浙江日报》2014年 3月 20日)(「誰も相手を 
説得できない」以上，もっともよい結果としては，自分の理屈のために各自が努 
力する事であり，最後に得をするのは視聴者である。) 
（7’）＊既然是一场“谁都没说服不了对方”的争论，最好的结局或许是为了自己的
“理”而分头努力，最后，有福的是观众。 
例（4）(5)（6）（7）における“Ｖ不准”“Ｖ不住”“Ｖ不了”は“谁都＋没＋Ｖ＋不准～”
“谁都＋没＋Ｖ＋不住～”“谁都＋没＋Ｖ＋不了～”のような形で言うことが不可能であ
る。なぜ“谁都＋没～”が制限されているのかということの原因は“谁都～”の後に可能
補語が生起していることに求められる。例（4）(5)（6）（7）における“说不准”“管不
住”“避免不了”“说服不了”は“不”を含めた可能補語であり，その内部に否定の意味
が含まれている。当然のことながら，そのような否定の意味を含んだ可能補語は否定の意
味を表す“谁都＋没（没有）～”の前置を拒むのである。 
“Ｖ得出来”“Ｖ得起”“Ｖ得出”“Ｖ得了”のような構造は可能補語としてとらえら
れる。“谁都～”の後に，“得”[de]を含めた可能補語が続いた場合は“谁都＋没（没有）
～”で置き換えることができない。 
                 （8）谁都听得出来，这是顺带讽刺小布什十年前贸然入侵伊拉克。(《羊城晚报》2013 
年 3月 1日)(これは 10年前にジョージ・Ｗ・ブッシュがイラクを軽率に侵攻 
したことを風刺したものだとみんな分かっている。) 
（8’）＊谁都没听得出来，这是顺带讽刺小布什十年前贸然入侵伊拉克。 
）                （9）“其实那一瓶饮料谁都买得起，大家缺的是一个早起的动力，就像杠杆的支点一 
样，看似微不足道，却有发生质变的效果。”小华总结道。(《人民网-教育频道》  
2014年 3月 31日)(「実際，飲み物は誰でも買えるが，みなさんに欠けている 
のは早起きの意欲です。いわば飲み物はテコの支点のようなものです。小さく 
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て取るに足りないように見えるのですが，質的変化をもたらす効果を持ってい 
ます。」小華は以上のようにまとめた。) 
（9’）＊“其实那一瓶饮料谁都没买得起，大家缺的是一个早起的动力，就像杠杆的 
   支点一样，看似微不足道，却有发生质变的效果。”小华总结道。 
                      （10）这次张悟本虽然嘴硬,但谁都看得出,他的谎言怎么也捂不住了。(《齐鲁晚报》 
2014年 02月 2日)(今回，張悟本は強情を張っているが，彼の嘘はどうしても 
ばれるということは誰でも分かっている。) 
                 （10’）＊这次张悟本虽然嘴硬,但谁都没看得出,他的谎言怎么也捂不住了。 
  （11）会造车，十多年前可以算作本事，而现在花点钱，建个工厂，上点产品，谁都干 
得了，算不上本事了。(《人民网》2012年 5月 22日)(十数年前に車を作れると
いう                 いうことは素晴らしいことであったが，現在は費用を費やし，工場を建て，機 
械を備え付ければ，車を作ることなど誰でもできるので，素晴らしいとは思え 
ない。) 
（11’）＊会造车，十多年前可以算作本事，而现在花点钱，建个工厂，上点产品，谁 
    都没干得了，算不上本事了。 
例（8）（9）（10）（11）における“听得出来”“买得起”“看得出”“干得了”は可
能補語として捉えられる。そのような可能補語は“谁都～”となじむが，“谁都＋不～”
とはなじまない関係にある。 
 
1.2.3.2後続要素に否定の意味が含まれた場合 
 この章の 1.1で述べたが，“谁都～”の後に四文字熟語が生起することがある。四文字
熟語に否定の意味が含まれた場合は“谁都＋不～”が排除される。 
  （12）无论是唱歌还是演戏，她的才能正在全面绽放，对她的辉煌前程，谁都坚信不疑。 
(《重庆日报》 2013年 09月 22日)(歌であれ演技であれ，彼女の才能は今まさ
に全て開花した。彼女の輝かしい前途を誰もが堅く信じて疑わない。) 
（12’）＊无论是唱歌还是演戏，她的才能正在全面绽放，对她的辉煌前程，谁都没坚 
   信不疑。 
  （13）在日本经济停滞的 20年里，历届政府谁都无能为力，一直也没能解决得了。(《北
京日报》2013年 08月 16日)(日本経済が停滞しているこの 20年間，歴代の政
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府は皆どうすることもできず，長らく問題を解決できなかった。) 
（13’）＊在日本经济停滞的 20 年里，历届政府谁都没无能为力，一直也没能解决得
了。 
  （14）“庇护（asylum）”这个词最初是指一块神圣不可侵犯的领地，譬如教堂，寺院，
甚至托儿所，谁踏入这块领地即不受任何外部权力的侵扰，因而政治避难与庇护
制度具有非常鲜明的地域保护特点，人不进入这块土地，谁都爱莫能助。(《京华
时报》2013 年 07 月 04 日)(「庇護（asylum）」という言葉は，最初から侵すこ
とのできない神聖な場所であることを指している。例えば，教会，寺院そして
託児所に至るまで，このスペースに入った人は誰でも外部権力からのいかなる
干渉も受けない。したがって，政治避難と庇護制度ははっきりした地域保護の
特徴を有する。どんな人であろうと，このような場所に入ってこない限り，助
けたくてもどうにもならない。) 
（14’）＊“庇护（asylum）”这个词最初是指一块神圣不可侵犯的领地，譬如教堂， 
    寺院，甚至托儿所，谁踏入这块领地即不受任何外部权力的侵扰，因而政治避
难与庇护制度具有非常鲜明的地域保护特点，人不进入这块土地，谁都没爱莫
能助。 
  （15）确实，无论是训练场还是比赛场，北汽的小伙子们热情都高涨了许多，谁都不甘
落后。(《人民网》2012 年 11 月 12 日)(確かに，訓練場であれ競技場であれ，
北汽の男たちの意気が大いに上がって，誰にも引けを取らない。) 
（15’）＊确实，无论是训练场还是比赛场，北汽的小伙子们热情都高涨了许多，谁都   
    没不甘落后。 
 “谁都坚信不疑”“谁都无能为力”“谁都爱莫能助”“谁都不甘落后”の中の“不”
“无”“莫”は打ち消しの意味を表すマーカーである。例（12）（13）（14）（15）のような
文環境では，“谁都～”しか容認されない。 
 “别”も否定的意味を表すものである。“谁都～”に続く動詞フレーズには“别”を含む
場合，“谁都＋不～”で置き換えて言うことができない。 
   （16）群众的感受是最灵敏的，谁都别想糊弄过去。(《湖北日报》2014年 04月 08日)(群
衆の感覚がとても敏感で，誰もごまかすことができない。) 
  （16’）＊群众的感受是最灵敏的，谁都没别想糊弄过去。 
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  （17）小章却不肯罢休，他拿不到物资，谁都别想拿到。(《钱江晚报》2014年 02月 20
日)(章君はやめようとしない。彼は先を争って，譲る気はなかった。) 
（17’）＊小章却不肯罢休，他拿不到物资，谁都没别想拿到。 
   （18）人生在世，谁都别指望能带走什么，但谁都应当考虑能够给社会留下点什么。(《中
直党建网》2012年 07月 20日)(この世から何かを持って逝くことは望んではな
らない。しかし，社会に何を残すべきかを考えなければならない。) 
（18’）＊人生在世，谁都没别指望能带走什么，但谁都应当考虑能够给社会留下点什 
么。 
例（16）（17）（18）における“别”は副詞として機能し，禁止の意味を表しているので
ある。“谁都＋没（没有）～”は事実を否定するという意味を表す形式なので，
“不”“无”“莫”“别”とは互いに排斥し合う関係にあるのである。 
 
1.2.3.3当為を表す助動詞と共起する場合 
 現代中国語では“得[děi]＋V”“应该＋V”“应当＋V”“要＋V”のような構造におけ
る“得”“应该”“应当”“要”はそうあるべきことや当然の成り行きを表すモダリティ表現
である。これらのものは“谁都～”と意味関係を結べるが，“谁都＋没（没有）～”とは意
味関係を結ぶことができない。 
  （19）她希望这些东西能够规范起来，能够制度化，不管谁当教练，谁坐在这个位置上，
谁都得做好这个事。(《人民网-体育频道》2013年 04月 18日)(彼女はこれらの
ものが規範化し，制度化できることを期待している。どんな人であろうと，監
督になって，このポジションについたら，このことをきちんとやらねばならな
い。) 
  （19’）＊她希望这些东西能够规范起来，能够制度化，不管谁当教练，谁坐在这个位置
上，谁都没得做好这个事。 
  （20）空气对大家是公平的，每个人都是雾霾贡献的一份子，怎么恢复过去的好空气，
谁都应该作出贡献。(《科技日报》2014 年 03 月 10 日)(大気はみなさんにとっ
て公平である。すべての人が「汚染霧」発生の原因となっている。どのように
過去の大気を取り戻すかすべての人が自分の力を捧げなければならない。) 
  （20’）＊空气对大家是公平的，每个人都是雾霾贡献的一份子，怎么恢复过去的好空气，
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谁都没应该作出贡献。 
  （21）人生在世，谁都别指望能带走什么，但谁都应当考虑能够给社会留下点什么。(例
18を再掲)(この世から何かを持って逝くことは望んではならない。しかし，社
会に何を残すべきかを考えなければならない。) 
  （21’）＊人生在世，谁都别指望能带走什么，但谁都没应当考虑能够给社会留下点什么。 
  （22）医生有处方权，该不该吃药，该吃什么药，吃多少药，怎么吃药，谁都要听医生
的。(《北京晚报》2010 年 6 月 2 日)(医者は処方する権限を持っている―薬を
飲むべきか，どのような薬を飲むべきか，どれくらい飲むか，どのように飲む
か。誰もが医者の言うことを聞かなければならない。) 
  （22’）＊医生有处方权，该不该吃药，该吃什么药，吃多少药，怎么吃药，谁都没要听
医生的。 
 例（19）の“得做好”，例（20）の“应该作出”，例（21）の“应当考虑”，例（22）の“要 
听”は「意思・道理・事実からして，そうするのが当然だ」或いは「そうしなければなら
ない」という意味を表している。コーパスを調べた結果，そのような表現が“谁都＋没（没
有）～”と共起する例がみられなかった。 
 
1.2.3.4副詞の“在”と共起する場合 
 副詞の“在”は“谁都～”を受けて文を展開させることができるが，“谁都＋没（没有）
～”を受けることがないようである。下記の例（23）（24）（25）（26）における“在”は行
為が進行中であるという意味を表す副詞としてとらえられる。 
（23）阿里和腾讯，有财力有资源，更有称霸野心，虽然他们不再是你死我活，完全可
以各占一方，但是谁都在看着对方碗里的饭。(《中国经济周刊》2014年 03月 04
日)(アリババとテンセントは財力と資源があり，さらに制覇の野望を抱いてい
る。現在は食うか食われるかの競争ではなく，双方が完全に片方を支配できる
とはいうものの，互いに相手の「どんぶり」をにらんでいる。) 
（23’）＊阿里和腾讯，有财力有资源，更有称霸野心，虽然他们不再是你死我活，完
全可以各占一方，但是谁都没在看着对方碗里的饭。 
（24）不像现在的雾霾问题，问到谁，谁都在埋怨，但谁都没有责任。(《广州日报》
2014年 3月 7日)(現在の「汚染霧」の問題と違って，誰に聞いても文句ばかり
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言って，責任は取らない。) 
（24’）＊不像现在的雾霾问题，问到谁，谁都没在埋怨，但谁都没有责任。 
（25）目前，食品安全的监管模式是几个部门分段式监管，往往是谁都在管，但谁也管
不好。(《人民网》2011年 6月 13日)(現在，食品の安全に関するチェック体制
は，いくつかの部門によって段階的に管理監督されているのである。すべての
部門で管理されているようだが，誰もうまく管理できていない。) 
（25’）＊目前，食品安全的监管模式是几个部门分段式监管，往往是谁都没在管，但
谁也管不好。 
（26）但企业的发展需要产权的清晰，谁都在违规，可是只有一两个人被处罚，这就是
制度性的问题。(《华商报》2014年 1月 22日)(しかし企業の発展には明確な財
産権が必要である。誰もが規則に違反しているにもかかわらず，一人か二人だ
けが処罰されている。これは制度の問題である。) 
（26’）＊但企业的发展需要产权的清晰，谁都没在违规，可是只有一两个人被处罚， 
    这就是制度性的问题。 
 例（23）（24）（25）（26）では，“看着”“埋怨”“管”“违规”といった動詞が副詞と
しての“在”の前置によって進行中の事柄を表しているのである。そのような文環境では
“谁都＋没（没有）～”は許容されない。そのため，例（23）（24）（25）（26）における“谁
都～”は“谁都＋没（没有）～”で置き換えて言うことが不可能である２）。 
 
1.2.4“谁都＋没（没有）～”しか使えないケース 
 この節では，“谁都＋没（没有）～”しか使えないケースについて検討する。例（27）
（28）（29）（30）に示すように,“V＋出”“V＋出来”のような可能補語が文末に現れた
場合は，“谁都＋没（没有）～”が容認されるが，“谁都～”は排除される。ただし，完
了を表す“了”が文末に生起した場合はこの限りではない。 
（27）乔世辉仔细为其检查后，确诊为阿米巴痢疾，同时还发现其下腹有一个婴儿头那
么大的肿瘤。部长不相信，并强调之前多国医生检查时，谁都没诊出。（《广西日
报》2013 年 01 月 27 日）（喬世輝は子細な検査を行い，アメーバ赤痢と診断し
た。同時に赤ん坊の頭ほどもある腫瘍が下腹部から発見された。部長は信じず，
この検査を受ける前に多くの国の医師から受けた検査では何も病気は見つかっ
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ていなかったことを強調した。） 
（27’）＊乔世辉仔细为其检查后，确诊为阿米巴痢疾，同时还发现其下腹有一个婴儿
头那么大的肿瘤。部长不相信，并强调之前多国医生检查时，谁都诊出。 
（28）就是这些说者无心的话，却让听者上心了，谁都没看出来，小军的内心充满了内
疚，自责和挫败感。（例 2を再掲）（言うほうは何の気なしでも，言われたほう
は気になるものだ。誰の目にも見えはしなかったが，軍くんの内心は後ろめた
さ，自責，挫折の感情で溢れかえっていた。） 
（28’）＊就是这些说者无心的话，却让听者上心了，谁都看出来，小军的内心充满了
内疚，自责和挫败感。 
（29）谁都没听出来这是周杰伦唱的歌。（《人民网》2014年 04月 27日）（この歌が周
傑論の歌う歌だとは，誰が聴いても分からなかった。） 
（29’）＊谁都听出来这是周杰伦唱的歌。 
（30）谁都没有检测出来这个药里面含有对身体有害的激素。（《人民网》2014年 04月
11日）（誰もこの薬に含まれる有害な毒素を検出できなかった。） 
（30’）＊谁都检测出来这个药里面含有对身体有害的激素。 
例（27）（28）（29）（30）における“谁都＋没（没有）～”は“谁都～”で置き換える
ことができない。しかし，文末に完了を表す“了”が生起した場合は，“谁都～”は容認
されるが，“谁都＋没（没有）～”は排除される。例（27）（28）（29）（30）は次の例
（27”）（28”）（29”）（30”）のように言っても自然な表現である。 
  (27”)谁都看出来了，小军的内心充满了内疚，自责和挫败感。 
    (28”)并强调之前多国医生检查时，谁都诊出来了。 
    (29”)谁都听出来了,这是周杰伦唱的歌。 
    (30”)谁都检测出来了,这个药里面含有对身体有害的激素。 
 アスペクトの観点からみれば，現代中国語における“没 V～”“没有 V～”は未だに実
現されていない事柄（未完了）を表す意味・機能を持つものである。例（27）（28）（29）
（30）に示すように，述語が“V＋出来”のような可能補語で，文末に完了を表す“了”が
欠けた場合，“谁都＋没（没有）～”しか許容されない。 
述語の表す事柄が「完了」である場合，“谁都～了”も“谁都＋没（没有）～”も用い
られる。ただし，“谁都～了”は「完了」を表すものとして解釈しなければならず，“谁
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都＋没（没有）～”は文環境の違いによって，「完了」としても「未完了」としても解釈す
ることができる。つまり，“谁都没（没有）看出来”のような可能補語については，「誰も
気づいていない」のような意味を表すものとして解釈することができるし，「誰も気づかな
かった」のように意味を表すものとして解釈することもできるのである。ただし，どんな
場合においても，“V＋出来”は“谁都＋不～”とは相いれない関係にあることを指摘して
おかなければならない。 
 
1.2.5“谁都～”“谁都＋没（没有）～”両方が使えるケース 
意味的には，“谁都～”と“谁都＋没（没有）～”は「肯定」と「否定」の意味を表す
とはいうものの，統語的には両者の構文的分布は全く相容れない関係にあるわけではない。
互いに置き換えられる場合もある。そのような分布状況については，「両方が使えるケース」
として位置付ける。両方が使えるケースは主に①能力を表す助動詞“能”“敢”を伴う場合，
②文に経験を表す“V＋过”が現れた場合，③動詞の“想”を伴う場合，④動詞の“觉得”
“认为”を伴う場合に分布している。 
 
1.2.5.1能力を表す助動詞の“能”“敢”と共起する場合 
 “能”“会”“敢”などは能力を表す助動詞である。しかし，これらのものの中の“能”
“敢”だけは動詞を伴い，動詞フレーズを作り，さらに“谁都～”と“谁都＋没（没有）
～”を受けて文を展開させることができる。 
（31）川端康成是 1968年荣获诺贝尔文学奖的第一位日本作家，获奖后，他对前来采访 
的众多记者说：“我的小说很大程度上得益于翻译家的辛劳，让世界了解了日本的 
文学，当然，如果谁都能用日语阅读就好了，但我不敢有这个奢望，还是靠翻译
吧。”(《北京晚报》2013年 09月 14日)(川端康成は 1968年ノーベル文学賞の
栄冠に輝いた日本作家の第一人者で，受賞後，彼はインタビューに来た多くの
記者に対し，次のように述べている。「私の小説は多くの翻訳家の苦労のおかげ
です。そのため，世界に日本文学を理解していただくことができました。もち
ろん，もし世界中の誰もが日本語で読めればいいのですが，私はそんな高望み
はしません。やはり翻訳家にお任せします。」) 
（32）结果，“铁甲神医”们信心满满地上去，却垂头丧气地下来，谁都没能完成任务。
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（《人民日报》2015 年 03 月 26 日）（結果，『鉄甲神医』たちは自信満々で任務
の遂行に赴いたが，意気消沈して帰還した。誰も任務を遂行することができな
かった。） 
（33）尽管大家不喜欢她，却都怕她，因为她谁都敢骂，什么话都敢骂的。（《哭泣的色
彩》百合）（皆は彼女の事を嫌っている。しかしながら，皆は彼女を恐れてもい
る。というのも，彼女は誰でもお構いなしに罵り，どんな事に対しても罵倒し
ようとするからだ。） 
  （34）6 枚金牌,数量不少,仅比俄罗斯少 5 枚,但全部出自短道一个项目,中国团谁都没
敢想。（《新华社-新闻报道》2003年 01月）（六枚の金メダルは少なくない数だ。
ロシアと比べてもたった五枚少ないだけだ。だが，そのすべてがショートトラ
ックスピードスケートという一つの競技から得たものであることは，中国選手
団の誰もあえて考えたくはなかった。） 
 例（31）（32）の“能”は可能の意味を表し，例（33）（34）の“敢”は「勇気がある」
という意味を表すと考えられる。例（31）～（34）に示すように，“能”“敢”によって
構成された述語は“谁都～”とのみならず，“谁都＋没（没有）～”とも共起しうる。 
 
1.2.5.2文に経験を表す“V＋过”が現れた場合 
 動詞の後について，かつてそのような経験があったという意味を表す“过”は助詞とし
て扱われている。アスペクトを表すマーカーとしての“过”は“谁都～”となじむ関係に
あることはいうまでもないが，“谁都＋没（没有）～”ともなじむ関係にある。このような
見解は次の用例によって裏付けられる。 
（35）个人信息泄露引来的闹心事，恐怕谁都经历过。(《深圳特区报》2013年 4月 12
日)(個人情報の漏えいによって迷惑を受けたことは恐らく誰でも経験したこと
があるだろう。) 
（36）事实上，俱乐部也留了一手，毕竟今年如此大刀阔斧的改革，谁都没经历过，万
一到了保级关键时刻，或许还得启用老队员出来镇场子，小唐说不定还能杀个回
马枪。（《钱江晚报》2014 年 01 月 28 日）（事実上，クラブも将来のためにゆと
りを残していた。今年は誰も経験したことの無い，大きな改革があった。万一，
ランクを保つ重要な時が来たら，もしかすると以前のメンバーを新たに参加さ
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せるかもしれない。） 
  （37）我们这辈人谁都看过《古惑仔》吧！(《人民网》2012年 7月 26日)(我々の世代
は誰でも映画の『古惑仔』を見たことがあるだろう。) 
  （38）毕飞宇的责任编辑赵萍透露：“这个小说很神秘，谁都没看过，谁也不知道他写的
是什么。”（《北京晚报》2017年 02月 28日）（華飛宇の編集長を務める趙萍透は，
「この小説はまさに神秘ですよ。こんな作品は誰も読んだことがないでしょう。
なにしろ作者が何を書いたのか誰にも分からないんですから」と話した。） 
  （39）在维也纳，布达佩斯和布拉格，《赤壁》作为“谁都听过但没见过的”京剧，令国
外观众大叹惊艳。(《解放日报》2012 年 10 月 26 日)(ウイーン，ブダペストと
プラハで『赤壁』は「誰もが聞いたことがあるが見たことがない」京劇として
外国の観客を魅了し，感動させた。) 
  （40） 室友做了一个所有人都惊讶的决定。一句瑞典语也不会的她，孤身到瑞典念大学。
不是斯德哥尔摩，那个地名谁都没听过，叫乌普萨拉。（《中国青年报》2012年 12
月 19日）（ルームメイトは誰もが驚くような決断をした。一言のスウェーデン
語も話せない彼女が，一人でスウェーデンの大学に入学するという。ストック
ホルムではなく，ウプサラ――そんな地名の場所がスウェーデンにあるなんて，
私たちは誰も知らなかった――の大学に。） 
  （41）游戏谁都玩过，但如果您还没玩过《新破天一剑》，那就太遗憾啦！(《人民网》
2008年 3月 5日)(誰もがゲームをしたことがあるが，まだ『新破天一剣』を体
験したことがないのであれば大変残念だ。) 
  （42）家用机游戏普遍存在被玩烂的现象，谁都没见过谁都没玩过的游戏自然就更受欢
迎了。(《人民网》2014年 03月 18日)（家庭用ゲーム機は世にありふれ，飽き
られつつある。誰も見たことがなく，誰も遊んだことがないゲームはおのずか
ら人々に歓迎されるだろう。） 
 “Ｖ＋过”は過去の経験を示すことはいうまでもないが，その否定は“没（有）＋Ｖ＋
过”であり，“不＋Ｖ＋过”ではないことに留意されたい。これが原因で“经历过”“看过”
“听过”“玩过”のような表現は“谁都～”を受けて文を構成することができるし，“谁都
＋没（没有）～”を受けて文を構成することもできる。 
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1.2.5.3動詞の“想”を伴う場合 
 “想”“愿意”“乐意”“希望”“渴望”“喜欢”“爱”“喜爱”などは願望を表す
動詞であるが，これらのものの中で“想”だけが“谁都～”“谁都＋没（没有）～”両方
と共起することができる。 
（43）五光十色的生活，当然充满了诱惑，谁都想快快成功，快快得到众人的瞩目。(《完
美大学必修课》)（彩り豊かな生活は，当然ながら誘惑に満ちている。早く成功
したい，早く人から注目されたいと誰もが思っているのだ。） 
（44）李克强抬高嗓音说，谁都想过好日子，政府会和大家一起努力，下决心在温饱问
题解决后，解决大家住的问题。(例３を再掲)(「誰でも良い暮らしがしたいも
のです。政府は皆さんと一緒に努力し，衣食の問題が解決された後，住まいの
問題を解決しなければならないと決心をしました。」と，李克強は声高に言っ
た。) 
例（43）（44）のような文脈では“谁都～”しか容認されない。しかし，これと逆に，
例（45）のような文環境では“谁都～”を用いることが不可能である。 
  （45）实力很强的韩国对手又有两人进入决赛，情况对我们非常不利，但谁都没想放弃，
最终有机会去拿这块金牌，也是我们实力所致。(《新华社》2004 年 6 月 16 日)
（高い実力を持った韓国選手が，また二人決勝戦に進んだので，中国にとって
非常に不利な状況となった。だが誰も諦めず，最終的に金メダルを掴み取る機
会を得るのであれば，それもまた中国の実力だと言えるだろう。） 
例（45）における“谁都没想放弃”は“谁都不想放弃”のように言うことも可能である。
例（43）（44）（45）に対して，例（46）では“谁都～”“谁都＋没（没有）～”の両方が許容さ
れる。 
(46)那时候我们谁都没想用它赚钱，纯粹出于理想主义，让大家都感受清洁能源的好处。
(《人民日报》2012年 11月 21日)（その時には私たちは誰もこいつを使って金を
稼ごうなんて思わなかったね。純粋に理想主義から出た考えで，ただみんなにク
リーンエネルギーの良さを感じてもらいたいんだ）  
 なぜ例（46）の“想用它赚钱”は“谁都～”“谁都＋没（没有）～”の両方となじむ関係
にあるかについて説明する場合，この章の 1.1で提出した「利益」「不利益」の仮説が有効
であろう。利益・不利益の中身についてはこの章の 1.1で説明したので，ここでは改めて
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触れないことにする。 
 
1.2.5.4動詞の“觉得”“认为”を伴う場合 
認識活動を表す動詞としての“觉得”“认为”などは“谁都～”とも“谁都＋没（没有）
～”とも共起することができる。 
  （47）当谁都觉得自己无力改变局面的时候，似乎抱怨是唯一能维系心理平衡的一种方
式。(人民网-《人民论坛》2012年 02月 02日)(誰もが自分で局面を変える力が
ないと思った時，愚痴を言うことが心の均衡を維持する唯一の方法であるらし
い。) 
  （48）“深奥的理论被他讲得浅显易懂，有滋有味，像长辈跟我们谈心。我们谁都没觉得
他是教授，高不可攀。”一位昔日老兵回忆说。(光明日报》2012 年 08 月 29 日)
（ある老兵が昔日の記憶を振り返り，こう語った。「難解な理論も彼が説明すれ
ば簡単で理解しやすくなり，味わい深く，先輩が私たちと腹を割って話をする
みたいに頭の中に染み込んでいくんだ。彼が教授で，私たちがとても手が届か
ないようなところにいる存在だとは誰も思わなかったよ」） 
  （49）家长们都把希望寄托在孩子能考上大学，谁都认为，文凭决定着当代青年的命运。
(《人民网-广西频道》2014年 03月 09日)(保護者らは皆，我が子を大学に入学
させたがっている。卒業証明書が現代の若者の運命を決定づけると誰もが考え
ているからだ。) 
  （50）很多人在这个年龄早已赋闲在家，但洪虎他们谁都没认为自己老了就该歇着。(《人 
民日报》2014 年 11月 08 日)（この歳になると多くの人が早々に家でのんびり過 
ごすようになる。だが，洪虎たちは年を取ったからといって家でのんびり過ごす
べきだとは考えなかった。） 
例（47）（48）（49）（50）における“觉得”“认为”は知覚・認識を表す動詞である。
そのような動詞は“谁都～”とだけではなく，“谁都＋没（没有）～”とも共起すること
ができる。ただし，そのような場合は“谁都＋V～”“谁都＋没（没有）＋V～”の後に
名詞や名詞フレーズの助けがなければならない。 
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1.2.6まとめ 
 この章では“谁都～”“谁都＋没（没有）～”を考察の対象としてそれぞれの構文的分
布や共起制限を確認した。考察の結果を改めてまとめると，次のようになる。 
①“不”“得”を含めた可能補語が現れた場合，否定の意味が含まれた文である場合，
当為を表す助動詞と共起する場合は“谁都＋没（没有）～”を用いることができな
い。また，継続を表す“在”は“谁都～”と共起できるが，“谁都＋没（没有）～”
とは共起できない。 
②“V＋出（来）”は“谁都＋没（没有）～”としか共起することができない。 
③能力・許可を表す助動詞“能”“敢”を伴う場合，後に経験を表す“V＋过”が現れ
た場合，願望を表す動詞“想”を伴う場合，また，知覚・認識を表す動詞“觉得，认
为”を伴う場合は“谁都～”“谁都＋没（没有）～”のいずれを用いることが可能
である。 
 
 
注 
1）訳文は杉村博文，木村英樹（1995）からの引用である。 
2）“他没在看电视”のような表現が成り立つが，主語の“他”は“谁”で置き換えると非
文になる。 
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1.3“谁都＋不～”“谁都＋没（没有）～”の使用条件 
1.3.1はじめに 
現代中国語における“谁都～”は「例外なし」という意味を表し，その否定表現には“谁
都＋不～”“谁都＋没（没有）～”のような形式がある。コーパスを調べた結果，“谁都
＋不～”は“谁都＋没（没有）～”で置き換えられる場合と置き換えられない場合がある。
しかし，どんな場合に置き換えることが可能で，どんな場合に不可能なのかという基本的
な問題はまだ解決されていない。 
“谁都＋不～”と“谁都＋没（没有）～”の使用条件に関する先行研究は管見の限りな
いようである。しかし，“不”と“没”の使い分けに関する研究は教科書や論文に散見され
る。まとめてみると，次のようになる。 
（“不”否定主观意愿，“没”否定客观事实。所谓“主观意愿”既包括动作的发出者(通
常是句中的主语)做某事的意愿，也包括说话者的主观评价和认识。所谓“客观事实”指的是
动作的发生，进行，完成，或过去的经历。）“不”は主観的な意識や願望を否定することに
対して，“没”は客観的な事実を否定する。主観的な意識や願望には，動作の主語（主体）
の願いも含まれて，話者の主観的な評価や認識も含まれている。客観的な事実というのは
行為の発生，完了や過去の経験を指すのである。例えば， 
（1）他不去大连。（作例）（彼は大連に行きたくない。） 
（2）他没去大连。（作例）（結果的に，彼は大連に行かなかった。） 
“他不去大连”も“他没去大连”も適切な文だと考えられるが，二つの文の意味特徴に
は違いがあると認めなければならない。例（1）では“他不去大连”は「彼は大連に行きた
くたい」というニュアンスを含意して，述べ立てのモダリティとして行為主体の主観的な
願望を表す働きをする。それに対して，例（2）では“他没去大连”は「結果的に，彼は大
連に行かなかった」のような意味を表すものとして解釈することができる。例（1）（2）か
ら発展的に考えれば，“谁都不去大连”と“谁都没去大连”との間にも似たような違いが
あると認められる。 
この節では，対照研究の観点から“谁都＋不～”と“谁都＋没（没有）～”の使用条件
に焦点を当てて，どんな場合に“谁都＋不～”が許容され，どんな場合に“谁都＋没（没
有）～”が許容されるか，またどんな場合に“谁都＋不～”と“谁都＋没（没有）～”の
両方が許容されるかについて枠組みを示すことを試みる。 
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以下では，統語的特徴に焦点を当てて“谁都＋不～”と“谁都＋没（没有）～”の使用
条件について三つのケースに分けて分析を加える。1.3.2 では，“谁都＋不～”しか使え
ないケースについて述べ，1.3.3 では，“谁都＋没（没有）～”しか使えないケースにつ
いて述べる。1.3.4 では，“谁都＋不～”と“谁都＋没（没有）～”の両方が使えるケー
スの使用条件を明らかにし，1.3.5では新たに得られた知見をまとめる。 
 
1.3.2“谁都＋不～”しか使えないケース 
 “谁都＋不～”しか使えないケースはさらに文末に変化の結果を表す“了”が現れた場
合，当為を表す助動詞と共起する場合のように分けて考えることが可能である。 
 
1.3.2.1文末に変化の結果を表す“了”が現れた場合 
“谁都＋不～”しか使えないケースの制約条件を説明する場合は，その後に続く部分が
どんな性格のものなのかを見ることが大切である。具体的に言えば，文末に変化の結果を
表す“了”が現れた場合，“谁都＋没（没有）～”は使えない。 
例（1）（2）（3）（4）における“了”は完了を表すのではなく，何らかの変化を表すもの
である。そのような意味を表す“了”が文末に現れた場合，“谁都＋不～”は容認される。
しかし，“谁都＋没（没有）～”は許容されない。 
 （1）极易落入感情漩涡的小鱼，也极易令两个人为其争风吃醋，而在小鱼难以抉择面对
之际，便一头扑进自己建立的梦幻世界中，谁都不管了。(《海南视窗》2002年 08
月 12日)(感情の渦に陥りやすい小魚はまた二人に恋のさや当ての争いをさせた。
どちらかをとるか，判断できない小魚は打ち建てた夢の世界に飛び込み，誰も構
わなくなった。) 
（1’）＊极易落入感情漩涡的小鱼，也极易令两个人为其争风吃醋，而在小鱼难以抉择
面对之际，便一头扑进自己建立的梦幻世界中，谁都没管了。 
（2）今年卖价高就拼命种，明年一丰收卖价立马就下来，接着就是谁都不种了，来年一
缺货价格就又起来了。(《北京青年报》2014年 4月 8日)(今年，売値が高騰した
ら，皆は一生懸命に植える。来年，豊作になりすぎて，価格が下落したら，誰も
植えなくなる。次の年は品薄となり，また価格が高騰する。) 
（2’）＊今年卖价高就拼命种，明年一丰收卖价立马就下来，接着就是谁都没种了，来
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年一缺货价格就又起来了。 
（3）昏迷了数日后，殷正终于醒来了，而醒来后的殷正，却失忆了，殷正谁都不认得了，
医生说是头部的血块，不知道什么时候才能恢复。(《人民网》2014年 4月 10日)(昏
睡状態になってから数日後，殷正はようやく目が覚めた。しかし彼は記憶を無く
し，皆のことを思い出せなくなった。医者の話では，頭部の血栓がその原因で，
いつ回復するか分からないそうである。) 
（3’）＊昏迷了数日后，殷正终于醒来了，而醒来后的殷正，却失忆了，殷正谁都没认
得了，医生说是头部的血块，不知道什么时候才能恢复。 
（4）退休多年的张女士告诉记者，这个岛曾经是他们这些退休老人的主要活动场所，早
上晨练，晚上跳舞，散步，但自从有关部门将它出租给烧烤园之后，现在谁都不去
了。(《海南视窗》2007 年 8 月 21 日)(退職して何年も経った張さんは記者に対
し次のように述べている。この島はかつて退職した老人の主な活動場所であった。
早朝はトレーニング，夜はダンス，散歩をしていたが，関連部門がそこを焼肉料
理店に貸し出した後，現在，誰も行かなくなった。) 
（4’）＊退休多年的张女士告诉记者，这个岛曾经是他们这些退休老人的主要活动场所，
早上晨练，晚上跳舞，散步，但自从有关部门将它出租给烧烤园之后，现在谁都没
去了。 
 例（1）（2）（3）（4）の文末における“了”は変化の結果を表し，このような文環境では，
“谁都＋没（没有）～”の生起が容認されない。そもそも“没”は“了”と対立する概念
を表すものである。相容れない関係にある“没”と“了”は同時に同じ文に現れることは
文法的にも意味的にもあり得ない。これが例（1）（2）（3）（4）において“谁都＋没（没有）
～”が排除される原因だろう。 
 
1.3.2.2当為を表す助動詞と共起する場合   
 現代中国語では“得[děi]＋V”“应该＋V”“应当＋V”“要＋V”のような構造におけ
る“得”“应该”“应当”“要”はそうあるべきことを表すモダリティ表現である。これ
らのものは“谁都＋不～”となじむ関係にあるが，“谁都＋没（没有）～”とはなじまな
い関係にある。 
  （5）如何让学生的错误得到惩戒，师生都是有数的，谁都不得越界，这就是法制的好处，
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对老师和学生来说都是一种很好的保护措施。(《人民网》2007年 3月 4日)(どの
ように学生を処罰するか，先生と学生はきちんと分かっている。ルール違反をし
てはいけない。これは法制度の良いところで，先生と学生にとって一種の保護措
置と言える。) 
  （5’）＊如何让学生的错误得到惩戒，师生都是有数的，谁都没得越界，这就是法制的
好处，对老师和学生来说都是一种很好的保护措施。 
  （6）可是，谁都不应该忘却，一个干部首先是一个人，而且应该是一个在道德行为上经
得起考察的人。(《湖北日报》2013年 08月 07日)(しかし，リーダーはまず人で
あり，そして道徳上の行為において検証に耐えうる人でなければならないとい
うことを忘れてはならない。) 
  （6’）＊可是，谁都没应该忘却，一个干部首先是一个人，而且应该是一个在道德行为
上经得起考察的人。 
  （7）谁都不应当忘记，所有国家都依赖于开放贸易来养活本国人口。(《人民网》2008
年 4月 22日)(すべての国家が貿易開放を行うことによって国民に食べさせてい
ることを忘れてはいけない。) 
  （7’）＊谁都没应当忘记，所有国家都依赖于开放贸易来养活本国人口。 
  （8）“谁都不要以为自己比周围人略显聪明而洋洋得意，山外有山啊!”(《人民网》2014
年 01月 20日)(「自分が周りの人よりすこし利口であると，自惚れてはならな
い。上には上がいるのだ。」) 
  （8’）＊“谁都没要以为自己比周围人略显聪明而洋洋得意，山外有山啊!” 
例（5）の“得”，例（6）の“应该”，例（7）の“应当”，例（8）の“要”は「意思・
道理・事実からして，そのようにすべきである」或いは「そうしなければならない」とい
う意味を表している。しかし，これらのものは否定の意味を表す副詞の“不”と共起して，
“不得越界”“不应该忘却”“不应当忘记”“不要以为”のような形で用いられれば，「そ
うしてはならない」「そうしてはいけない」のような禁止の意味を表すことになる。 
少し具体的に言えば，例（5）の“得”，例（6）の“应该”，例（7）の“应当”，例（8）
の“要”は「～する義務がある」「～することが必要だ」といったモダリティを表すものと
してとらえられる。いわば，命題内容に対する話し手の判断や聞き手に対する発話態度・
伝達態度を表すものである。そのようなものの否定的表現として，“不得”“不应该”“不
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应当”“不要”などがある。しかし，“没得”“没应该”“没应当”“没要”のような意
味構造はあり得ない。コーパスを調べた結果，“得”“应该”“应当”“要”が“谁都＋
没（没有）～”と共起する例はみられなかった。  
 
1.3.3“谁都＋没（没有）～”しか使えないケース 
1.3.3.1文に経験を表す“V＋过”が現れた場合 
 アスペクトを表すマーカーとしての“过”は“谁都＋没（没有）～”となじむ関係にあ
るが，“谁都＋不～”とはなじまない関係にある。このような見解は次の例（9）（10）（11）
（12）によって裏付けられる。 
  （9）事实上，俱乐部也留了一手，毕竟今年如此大刀阔斧的改革，谁都没经历过，万一
到了保级关键时刻，或许还得启用老队员出来镇场子，小唐说不定还能杀个回马
枪。（《钱江晚报》2014 年 01 月 28 日）（事実上，クラブも将来のためにゆとり
を残していた。今年は誰も経験したことの無い，大きな改革があった。万一，
ランクを保つ重要な時が来たら，もしかすると以前のメンバーを新たに参加さ
せるかもしれない。） 
（9’）＊事实上，俱乐部也留了一手，毕竟今年如此大刀阔斧的改革，谁都不经历过，
万一到了保级关键时刻，或许还得启用老队员出来镇场子，小唐说不定还能杀
个回马枪。 
  （10）毕飞宇的责任编辑赵萍透露：“这个小说很神秘，谁都没看过，谁也不知道他写
的是什么。”（《北京晚报》2017年 02月 28日）（華飛宇の編集長を務める趙萍
透は，「この小説はまさに神秘ですよ。こんな作品は誰も読んだことがないでし
ょう。なにしろ作者が何を書いたのか誰にも分からないんですから」と話した。） 
  （10’）＊毕飞宇的责任编辑赵萍透露：“这个小说很神秘，谁都不看过，谁也不知道
他写的是什么。” 
  （11）室友做了一个所有人都惊讶的决定。一句瑞典语也不会的她，孤身到瑞典念大学。
不是斯德哥尔摩，那个地名谁都没听过，叫乌普萨拉。（《中国青年报》2012年 12月
19 日）（ルームメイトは誰もが驚くような決断をした。一言のスウェーデン語も
話せない彼女が，一人でスウェーデンの大学に入学するという。ストックホルム
ではなく，ウプサラ――そんな地名の場所がスウェーデンにあるなんて，私たち
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は誰も知らなかった――の大学に。） 
  （11’）＊室友做了一个所有人都惊讶的决定。一句瑞典语也不会的她，孤身到瑞典念
大学。不是斯德哥尔摩，那个地名谁都不听过，叫乌普萨拉。 
  （12）家用机游戏普遍存在被玩烂的现象，谁都没见过谁都没玩过的游戏自然就更受欢
迎了。(《人民网》2014年 03月 18日)（家庭用ゲーム機は世にありふれ，飽き
られつつある。誰も見たことがなく，誰も遊んだことがないゲームはおのずか
ら人々に歓迎されるだろう。） 
  （12’）＊家用机游戏普遍存在被玩烂的现象，谁都没见过谁都不玩过的游戏自然就更
受欢迎了。 
 例（9）（10）（11）（12）においては，“谁＋都＋不～”が排除される。その原因は過去
の経験を表す“过”が文中に現れていることに求められる。つまり，“Ｖ＋过”は過去の
経験を表す構造である。“没”と“不”は，ともに否定を表すとはいうものの，“不”は
過去の経験を打ち消す場合には用いることができない。当然のことながら，例（9）（10）
（11）（12）における“没经历过”“没看过”“没听过”“没玩过”のような表現は“不经
历过”“不看过”“不听过”“不玩过”のように置き換えて言うことはできない。つまり，
“Ｖ＋过”のような構造は“谁都＋没（没有）～” を受けて文を構成することができる
が，“谁都＋不～”とは共起できない。 
 
1.3.3.2文に“V＋出（来）”のような可能補語が現れた場合 
“谁都＋没（没有）～”しか使えないケースはもう一つパターンがある。例（13）（14）
（15）（16）に示すように,述部に“V＋出”“V＋出来”のような可能補語が現れた場合は，
“谁都＋没（没有）～”が容認されるが，“谁都＋不～”は排除される。 
（13）乔世辉仔细为其检查后，确诊为阿米巴痢疾，同时还发现其下腹有一个婴儿头那
么大的肿瘤。部长不相信，并强调之前多国医生检查时，谁都没诊出。（《广西日
报》2013 年 01 月 27 日）（喬世輝は子細な検査を行い，アメーバ赤痢と診断し
た。同時に赤ん坊の頭ほどもある腫瘍が下腹部から発見された。部長は信じず，
この検査を受ける前に多くの国の医師から受けた検査では何も病気は見つかっ
ていなかったことを強調した。） 
（13’）＊乔世辉仔细为其检查后，确诊为阿米巴痢疾，同时还发现其下腹有一个婴儿
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头那么大的肿瘤。部长不相信，并强调之前多国医生检查时，谁都不诊出。 
（14）就是这些说者无心的话，却让听者上心了，谁都没看出来，小军的内心充满了内
疚，自责和挫败感。（《今日早报》2014 年 01 月 04 日）（言うほうは何の気なし
でも，言われたほうは気になるものだ。誰の目にも見えはしなかったが，軍く
んの内心は後ろめたさ，自責，挫折の感情で溢れかえっていた。） 
（14’）＊就是这些说者无心的话，却让听者上心了，谁都不看出来，小军的内心充满
了内疚，自责和挫败感。 
（15）谁都没听出来这是周杰伦唱的歌。（《人民网》2014 年 04 月 27 日）（この歌が周
傑論の歌う歌だとは，誰が聴いても分からなかった。） 
（15’）＊谁都不听出来这是周杰伦唱的歌。 
（16）谁都没有检测出来这个药里面含有对身体有害的激素。（《人民网》2013 年 04 月
11日）（誰もこの薬に含まれる有害な毒素を検出できなかった。） 
（16’）＊谁都不检测出来这个药里面含有对身体有害的激素。 
例（13）（14）（15）（16）のような文環境では，“谁都＋不～”の生起が容認されない。
前述したように，アスペクトの観点からみれば，“没＋V～”“没有＋V～”は実現された
事柄（完了）と未だに実現されていない事柄（未完了）を表すことが可能である。つまり，
“谁都没（没有）看出来”のような可能補語については，「誰も気づいていない」のような
意味を表すものとして解釈することができるし，「誰も気づかなかった」のような意味を表
すものとして解釈することもできるのである。しかし，前者の意味を表すにしても後者の
意味を表すにしても，“V＋出”“V＋出来”は“谁都＋不～”とは相いれない関係にある。
“不”は「完了」「未完了」の意味と直接にかかわらないからであろう。 
 
1.3.4“谁都＋不～”“谁都＋没（没有）～”両方が使えるケース 
 以上で“谁都＋不～”しか使えないケースと“谁都＋没（没有）～”しか使えないケー
スの構文的分布について述べた。しかし，これはけっして“谁都＋不～”と“谁都＋没（没
有）～”の構文的分布が全く相容れない関係にあることを意味しているわけではない。互
いに置き換えられる場合もある。そのような分布状況については，「両方が使えるケース」
として位置付けられる。両方が使えるケースは主に①可能を表す助動詞“能”“敢”を伴う
場合，②願望を表す動詞の“想”を伴う場合，③知覚・認識を表す動詞と共起する場合に
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分布している。 
 
1.3.4.1可能を表す助動詞の“能”“敢”と共起する場合 
現代中国語では可能を表す助動詞に“能”“会”“敢”などがある。“能”“敢”は  
助動詞でありながら，さらに動詞を伴い，動詞フレーズを作り，“谁都＋不～”と“谁都
＋没（没有）～”を受けて文を構成することができる。 
（17）这些规定谁都不能违反。(《北方新报》2014 年 04 月 23 日)(これらの規則はど
んな人であろうとも違反してはいけない。) 
（18）结果，“铁甲神医”们信心满满地上去，却垂头丧气地下来，谁都没能完成任务。
（《人民日报》2015 年 03 月 26 日）（結果，『鉄甲神医』たちは自信満々で任務
の遂行に赴いたが，意気消沈して帰還した。誰も任務を遂行することができな
かった。） 
（19）一家人天各一方，谁都不敢相信全家还会有大团圆的日子。（《人民网》2015年 03
月 08日）（家族の全員が互いに遠く離れていて，まさか一家全員で大団円を迎
える日が来るとは誰も思わなかった。） 
  （20）6 枚金牌,数量不少,仅比俄罗斯少 5 枚,但全部出自短道一个项目,中国团谁都没
敢想。（《新华社-新闻报道》2003年 01月）（六枚の金メダルは少なくない数だ。
ロシアと比べてもたった五枚少ないだけだ。だが，そのすべてがショートトラ
ックスピードスケートという一つの競技から得たものであることは，中国選手
団の誰もあえて考えたくはなかった。） 
 例（17）（18）の“能”は可能の意味を表し，例（19）（20）の“敢”についても，広義
的に解釈すれば可能という意味を表すものとして考えられる。例（17）～（20）に示すよ
うに，“能”“敢”によって構成された述部は“谁都＋不～”とのみならず，“谁都＋没
（没有）～”とも共起しうる。 
 ただし，例（17）（18）（19）（20）のような文環境では可能を表す助動詞の“会”が排除
される。なぜ“会”が生起しえないかについて考える場合，いわゆる「能力可能」と「状
況可能」の違いを見逃してはならない。具体的に言えば，「能力可能」の場合は可能かどう
かの原因が行為の主体にあるのに対して，「状況可能」は可能であるかどうかが主体側によ
るのではなく,客観的状況に左右されるのである。例（17）（18）（19）（20）における“能”“敢”
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は状況可能を表していると考えられる。そのような意味・機能はもっぱら「能力可能」し
か表さないマーカーとしての“会”には担えない。それが文中の“谁都不能”“谁都没能”
“谁都不敢”“谁都没敢”は“谁都不会”“谁都没会”で置き換えられない原因としてとら
えられる。 
 
1.3.4.2願望を表す動詞の“想”を伴う場合 
同じ願望を表す動詞でありながら，“想”は“谁都＋不～”“谁都＋没（没有）～”と
意味関係を結べるが，“愿意（乐意）”“希望”“渴望”“喜欢”“爱”“喜爱”などは
“谁都＋不～”“谁都＋没（没有）～”とは意味関係を結ぶことができない。 
 なぜ“谁都＋不～”“谁都＋没（没有）～”はともに願望の意味を表す“想”と共起で
きるかについて考える場合，利益・不利益の観点から解釈することができる。以下，この
仮説について，具体的な用例を通して，その妥当性を証明する。 
（21）谁都不想输，谁都不让步，后果是没有任何赢家。(《人民日报》2014年 03月 25
日)(誰も負けたくないし，譲りたくないだろう。その結末は，だれも勝ち組に
なれないということだ。) 
（22）这是最艰难的一次，去年的世锦赛也很难，但今年是奥运会，双方运动员会承受
更多的压力，谁都不想失去这样一个绝佳的机会，谁都想创造历史。(《人民网》
2012年 8月 7日)(今回はもっともハードルが高い。去年の世界選手権大会もハ
ードルが高かったが，今年はオリンピックである。双方の選手にプレッシャー
がかかっている。誰もがこの絶好の機会を失いたくないし，誰もが歴史を作り
たいと思っている。) 
  （23）实力很强的韩国对手又有两人进入决赛，情况对我们非常不利，但谁都没想放弃，
最终有机会去拿这块金牌，也是我们实力所致。(《新华社》2004年 6月 16日)（高
い実力を持った韓国選手が，また二人決勝戦に進んだので，中国にとって非常に
不利な状況となった。だが誰も諦めず，最終的に金メダルを掴み取る機会を得る
のであれば，それもまた中国の実力だと言えるだろう。） 
 (24)那时候我们谁都没想用它赚钱，纯粹出于理想主义，让大家都感受清洁能源的好处。
(《人民日报》2012 年 11 月 21 日)（その時には私たちは誰もこいつを使って金
を稼ごうなんて思わなかったね。純粋に理想主義から出た考えで，ただみんなに
  
 
71 
クリーンエネルギーの良さを感じてもらいたいんだ。） 
 例（21）（22）（23）における“输”“失去”や“放弃”といった動詞は不利益を含意し
ているので，“谁都＋不～”と共起できることはいうまでもないが，“谁都＋没（没有）
～”とも共起することができる。ただし，利益であるか不利益であるかということは文脈
において判断しなければならない場合がある。例（24）における“用它赚钱”は文脈から
みて，話し手や文の主体にとって不利益の含みがあると考えられる。それが原因で（24）
における“想”は“谁都＋没（没有）～”としか共起することができない。 
 
1.3.4.3知覚・認識を表す動詞と共起する場合 
“知道”“理解”“相信”“觉得”“认为”などは認識活動を表すものである。 
  （25）可是我们都忘了，恋爱的时候，男男女女可都绞尽脑汁，想着法子吸引对方，讨
好对方。那时候，谁都不觉得累。(《羊城晚报》2013 年 09 月 03 日)(恋愛をし
ている時，男と女は知恵を絞って相手を引き付ける方法を考え，相手の機嫌を
取る。その時は誰も疲れを感じない。) 
  （26）“深奥的理论被他讲得浅显易懂，有滋有味，像长辈跟我们谈心。我们谁都没觉
得他是教授，高不可攀。”一位昔日老兵回忆说。(光明日报》2012 年 08 月 29
日)（ある老兵が昔日の記憶を振り返り，こう語った。「難解な理論も彼が説明
すれば簡単で理解しやすくなり，味わい深く，先輩が私たちと腹を割って話を
するみたいに頭の中に染み込んでいくんだ。彼が教授で，私たちがとても手が
届かないようなところにいる存在だとは誰も思わなかったよ」） 
  （27）大家虽不想一个怀旧的标志消失，但谁都不认为它值得自己投资。(《人民网》2007
年 12月 18日)(みんなは歴史的マークの消滅を望んでいないが，誰もそれが投
資に値するとは思っていない。) 
  （28）很多人在这个年龄早已赋闲在家，但洪虎他们谁都没认为自己老了就该歇着。(《人 
民日报》2014 年 11月 08 日)（この歳になると多くの人が早々に家でのんびり過 
ごすようになる。だが，洪虎たちは年を取ったからといって家でのんびり過ごす
べきだとは考えなかった。） 
例（25）（26）（27）（28）における“觉得”“认为”は“谁都＋不～”とだけではなく，
“谁都＋没（没有）～”とも意味関係を結ぶことが可能である。そのような場合はそのよ
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うな認識活動をする人がまったくいないという意味を表すことになる。“知道”などは
“谁都＋不～”と共起できるが，“谁都没知道”“谁都没有知道”のような形で使うこと
がないようである。 
  
1.3.5まとめ 
 以上，どのようなものが“谁都＋不～”“谁都＋没（没有）～”と共起することがで
き，あるいは共起することができないか，どのようなものが“谁都＋不～”“谁都＋没（没
有）～”の両方と共起することができるかについて，構文的分布や共起制限の観点から確
認した。分析の結果を改めてまとめると，次のようになる。 
①完了を表す“了”が文末に現れた場合，当為のモダリティを表す助動詞が現れた  
場合は“谁都＋不～”は許容されるが，“谁都＋没（没有）～”は許容されない。 
②文に過去の経験を表す“V＋过”が現れた場合と文に“V＋出（来）”のような可
能補語が現れた場合は“谁都＋不～”は排除され，“谁都＋没（没有）～”が容認
される。 
③可能を表す助動詞の“能”“敢”や願望を表す動詞の“想”，また，知覚・認識を
表す動詞が生起した場合は“谁都＋不～”“谁都＋没（没有）～”の両方が許容さ
れる。 
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1.4“谁也～”の共起制限 
1.4.1はじめに 
疑問詞の“谁”は副詞の“也”を伴って，それとともに述語の修飾成分となり，物事の
存在を完全に否定する意味を表すことができる。“谁也～”は否定を導き出すことを基本
的な意味・機能とし，また接続詞の“无论”“不管”“不论”“任”を受けて文型を構成
することもある。ただし，肯定を導き出すことはまったくないことはない。 
 この節では“谁也～”の共起制限に焦点を当てて，どんな場合に“谁也～”は肯定述語
を要求し，どんな場合に“谁也～”は否定述語を要求するかについてルールを示したい。 
 
1.4.2先行研究と問題点 
“谁也～”の意味・用法に関する記述は苏培成（1984）や望月十八吉（1994）などに散
見される。苏培成（1984）では，「例外なし」の意味を表す疑問詞の後に続く“也”は「類
似」という意味を表し，“谁+也”は A さんの動きによって B さんも動くという含みを持
っていると指摘されている。 
望月十八吉（1994）では，疑問詞は場合によって疑問の意味を失い，不定の意味に使わ
れるとされ，“也”と呼応する場合は，疑問詞は例外のない総括的な表現として用いられ
るとされている。苏培成（1984）も望月十八吉（1994）も意味分析にとどまっていると感
じられる。 
統語機能を視野に入れていない点はこれまでの研究に共通しているところである。つま
り，構文的分布についての説明があまり触れていないようである。そうなると，“谁也～”
はどんな場合に肯定述語を要求しどんな場合に否定述語を要求するかについては明確な答
えを出すことがむずかしいだろう。以下の例（1）（2）に示すように，“谁也～”は否定述
語とのみならず，肯定述語を要求することもある。 
  （1）一有雾霾传言，谣言就会不断。我们不能总是跟着舆论后面走，天一霾就说话，天
一蓝就谁也不管了。（《人民网》2017 年 01 月 09 日）（光化学スモッグがあると，
絶えず噂がたつ。空が曇ればＰＭ２．５について騒ぎ立て，空が晴れればＰＭ２．
５については誰も構わなくなった。） 
 （2）其实，老人与年轻人之间都需要尊重与宽容，毕竟谁都年轻过，谁也会老去。（《人
民网》2015 年 11 月 03 日）（実のところ，老人と若者の間には敬意と寛容の心が
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必要だ。誰しも若いときはあったのだし，誰しも老いゆくのだから。） 
 以下ではどんな場合に“谁也～”は肯定述語と共起できるか，どんな場合に否定述語 
と共起できるかについてルールを示したい。 
 
1.4.3“谁也～”が肯定述語と共起する場合 
 肯定述語と共起する“谁也～”については，筆者の内省ではやや不自然さを感じるが，
肯定述語と共起するような用例が数多くみられる。このことは肯定述語を伴う“谁也～”
のような表現パターンが普通の表現になりつつあるということを意味していると思う。た
だし，肯定述語を要求する“谁也～”という表現パターンは無秩序に分布しているわけで
はない。コーパスを観察したところ，主に能力・許可・可能を表す助動詞“能”“会”“可
以”を伴う場合，知覚・認識を表す動詞“知道”を伴う場合，願望を表す動詞“想”“愿望”
“希望”と共起する場合，当為を表す助動詞“得[děi]”“要”と共起する場合，否定的要
素を伴う場合に分布していることを突き止めた。以下では順次に述べていく。  
 
1.4.3.1能力・許可・可能を表す助動詞“能”“会”“可以”を伴う場合 
 能力・許可・可能を表す助動詞に“能”“会”“可以”“敢”などがあるが，これらのもの
のすべてが“谁也～”と共起できるわけではない。大量の用例を観察した結果，“敢”を
伴う“谁也～”の用例は見られなかった。 
（3）其实，老人与年轻人之间都需要尊重与宽容，毕竟谁都年轻过，谁也会老去。（例
（2）を再掲）（実のところ，老人と若者の間には敬意と寛容の心が必要だ。誰し
も若いときはあったのだし，誰しも老いゆくのだから。） 
（4）洁白娇嫩的脸上突然长斑，任谁也会觉得痛苦不堪。（《人民网》 2013年 04月 18
日）（白く瑞々しい顔の上に突然シミができたのだから，誰だって耐え難い苦し
みだと思うだろう。） 
（5）假如是一个队伍，不只我可以带，谁也可以带，谁带我的队伍都不会有问题，并且
带得很好。（《人民网》2012-03-13）（もしもそのチームに私だけでなく誰もが率
いていいし，誰が率いても何も問題が無いっていうなら，それは素晴らしいチ
ームだろう。） 
（6）国务院妇女儿童工作委员会仅是一个群团组织的协调机构，民政，教育，残联，共
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青团……谁都可以管，谁也可以不管。（《人民日报》2013 年 08 月 29 日）（国務院
婦女児童工作委員会は単なる一つの群団組織の調整機構であり，民政，教育，障
害者連合会，共産主義青年団……誰もがみな関わろうと関わらざろうとかまわな
い。） 
（7）这一微博引发了网民议论。网民“乐安出版”说：“绑匪抓不到，赎金照样交，这
谁也能干啊，要警察干什么？”（《人民网》2011年 12月 31日）（一つのマイクロ
ブログがネットユーザーに議論を引き起こした。ネットユーザー“楽安出版”氏
はこう述べている。「誘拐犯は捕まえられず，身代金はいつものように持ってかれ
て，これが警察の仕事だってんなら，誰だって警察官になれるよ。警察の人たち
は自分たちが何しなきゃいけないかわかってんの？」） 
（8）对于这样一个简单明了的题目，除非是脑筋急转弯，任谁也能断定是乙胜甲。（《证
券时报》2013 年 06 月 08 日）（こういったごく簡単なテーマにおいては，クイズ
さえでなければ，誰が考えても乙が勝ったと断定しうる。） 
 例（3）～（8）に示すように，能力・許可・可能を表す助動詞“能”“会”“可以”は“谁
也～”となじむ関係にある。また，例（4）（8）に示すように，“谁也～”の前に接続詞の
“任”を置くことができる。“谁也～”を受ける“任”はいかなる人であろうとも，結果
が変わらないという意味を表すので，「例外なし」という意味を表すものとしてとらえられ
る。例（4）（8）における“任”は“无论”“不管”“不论”で置き換えることが可能であ
る。しかし，これらの文における“谁也～”は“谁也敢”の形で言うことができない。 
 
1.4.3.2知覚・認識を表す動詞“知道”を伴う場合 
 前述したように，現代中国語では知覚・認識を表す動詞に“觉得”“认为”“理解”“相
信”“知道”などがある。しかし，“谁也～”を受けて文を展開させることが可能なのは
“知道”だけである。次の例（9）（10）（11）（12）に示すように，そのような文環境では
“觉得”“认为”“理解”“相信”といったものが排除される。 
（9）谁也知道马克思是人不是神，不是天生的马克思主义者，而是一生中也犯过错误，
说过错话。（《人民网》2017 年 01 月 03 日）（ご存知のように，マルクスは神では
なく人間だ。生まれながらのマルクス主義者だったわけではない。一生のうちに
は間違ったことを行い，間違ったことを語ることだってあった。） 
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（9’）＊谁也(觉得/认为/理解/相信)知道马克思是人不是神，不是天生的马克思主义者，
而是一生中也犯过错误，说过错话。 
（10）对广播，电视，报纸来说这搜索这件事情需要用比较多时间，特别是对传统印刷
报纸来说。而数字报纸，谁也知道，只需键入关键词，然后点击“转到”。（《今
传媒》2013 年 03 月 12 日）（ラジオ，テレビ，新聞，特に昔ながらの紙にイン
クで印刷された新聞に関して言えば，調べたい事柄について言及された箇所を
探し出すのはかなり時間がかかる。だがデジタル新聞なら，誰もが知っている
ように，キーワードを入力して検索ボタンをクリックするだけで，そのキーワ
ードの箇所に『移動』できる。） 
（10’）＊而数字报纸，谁也(觉得/认为/理解/相信)，只需键入关键词，然后点击“转
到”。 
（11）谁也知道，朝鲜是一个较小的国家，但其战略地位则极重要。（《人民网》2012年
08月 14日）（北朝鮮は一つの小国だが，戦略上極めて重要な地位にあることは
周知の事実である。） 
（11’）＊谁也(觉得/认为/理解/相信)，朝鲜是一个较小的国家，但其战略地位则极重
要。 
（12）当梅出国的时候，大约任谁也知道是个好事，这比从前就进步了好多。在古代，
中国人认为外国都没中国好，出国是风险很大的事情。（《中国青年报》2015年 04
月 30日）（梅が国を出るとなると，たいてい誰でもそれが良い事だと分かった。
これが時代の大きな進歩だった。古代においては，中国人は外国は中国ほどに
良いところではなく，国を出ることには大きな危険が伴うと考えていた。） 
（12’）＊当梅出国的时候，大约任谁也(觉得/认为/理解/相信)是个好事，这比从前就
进步了好多。在古代，中国人认为外国都没中国好，出国是风险很大的事情。 
 態度を表明したり思考・認識を表したりする意味においては，“觉得”“认为”“理
解”“相信”と“知道”の間に類似点がある。しかし，“谁也～”を受けて文を展開させ
る意味・機能においては“知道”と“觉得”“认为”“理解”“相信”との間にずれがあ
ると認めなければならない。このような意味・機能のずれは例（9’）（10’）（11’）
（12’）をみても明らかである。 
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1.4.3.3願望を表す動詞“想”“愿意”“希望”と共起する場合 
 願望を表す“想”“愿意”“希望”“渴望”“喜欢”“爱”“喜爱”などはさらに動
詞述語文を構成することができる。そのような意味・用法においては共通点がみられる。
しかし，コーパスを調べたところ，“想”“愿意”“希望”が“谁也～”を受けることが
できるが，“渴望”“喜欢”“爱”“喜爱”などが“谁也～”を受けて文を構成すること
ができない。 
（13）原来这村里知道小常的，也不过只是上年正月初三在修福老汉家听铁锁谈话的那
几个人，可是自铁锁被捕以后，知道的人就越来越多了，因为铁锁一被捕，谁也
想打听是为什么来，结果就从冷元口中把铁锁那天晚上谈的话原封传出去。（赵树
理《李家庄的变迁》）（もともとこの村で常くんについて知ったのは，去年の正
月三日に修福爺さんの家で鉄鎖くんから噂を聞いた数人の者だけだったが，鉄
鎖くんが捕まってから，知る者はますます増えた。なぜなら鉄鎖くんが捕まり，
誰もがその理由を聞きに来たので，結果として冷元さんの口から鉄鎖くんがそ
の晩に話したことがそのまま伝えられることとなった。） 
（14）这时敌人离得不很远，开会也不便再打锣，冷元铁锁们一大伙热心的人就跑到各
家叫人去，好在这时候捉住了散兵，谁也想来看看，因此人来得反比平常时候更
多。（赵树理《李家庄的变迁》）（そのころ敵は遠くない場所にいて，会議中にど
らを打つのは危険だったので，冷元や鉄鎖のような熱情に溢れた者たちは家々
に声をかけに行った。ちょうどその時散兵を捕まえ，誰もが見たがったので，
かえって普段の時よりも人が多く集まることになった。） 
（15）在十八九岁的日子，热情像一锅煮沸的油，谁也愿意献出自己宝贵的血。我的书，
一次又一次地送到年轻读者的手中，我感受到我们之间友谊的加深。（《作家文摘
\1993》）（十八，九の歳頃は，煮えたぎる油みたいな熱情があって，誰だって他
者の為に自分の血を流すことを厭わない。私の本が次々と若い読者の手に送ら
れていくさまに，私たちの友情が深まるのを感じたんだ。） 
（16）百块的小家电产品换起来可就没那么令人心疼，谁也愿意换个最新款的。（《人民
网》2012 月 08 月 16 日）（百元くらいの小型家電だったら頻繁に買い換えても
惜しくないから，誰だって最新版に買い換えたがるよ。） 
（17）作为家长，这种想法是没错的，谁也希望自己的晚辈，生活得富裕一些，自己也
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就宽慰了。（《人民网》2013 年 05 月 03 日）（保護者にとって，こんな考え方も
悪くない。誰でも次世代の者には，より豊かな生活を送って欲しいと願う。そ
れが彼ら自身の慰めにもなるのだ。） 
（18）“今年也是轮到我值班，都已经习惯啦。谁也希望全家团圆，但是我觉得咱们这
些付出，值得！”（《人民网》2012 年 01 月 23 日）（「今年のお正月も私が当直
になった。もう気にしなくなった。誰だって一家団欒を望む。でも私たちがこ
うやって苦労することには価値があると，私はそう思うんだよ！」） 
 内的状態を表す点においては“想”“愿意”“希望”“渴望”“喜欢”“爱”“喜爱”
などは“觉得”“认为”“理解”“相信”“知道”などと似通っている。しかし，前者の
表す内的状態は「感情」「感覚」としてとらえられ，後者の表す状態は「思考」「認識」と
してとらえられる。これが両者を分けて考える原因である。例（13）～（18）では“渴望”“喜
欢”“爱”“喜爱”の生起は容認されない。 
 
1.4.3.4当為を表す助動詞“得[děi]”“要”と共起する場合 
 現代中国語では“得[děi]＋V”“应该＋V”“应当＋V”“要＋V”のような構造は話
し手の事柄に対する認識的態度を表すものである。これらのものの中で“得[děi]”“要”
だけが“谁也～”と共起することができる。 
（19）我总以为人究竟不能胜过一切，谁也得有消化不了的东西。（《老舍短集》）（私は
結局のところ人は全てに勝つということはできないと考える。誰しも解決でき
ない物事はあるものだ。） 
（20）子贡赶紧停住车，没好气地大声嚷道：“你这顽童休得胡闹，这是孔夫子的车，
快放过去！”“不管谁也得讲道理，我来问你们，到底是城躲车呢还是车躲城？”
小孩有板有眼地说。（《孔子拜师》）（子貢は急いで車を停めると，不機嫌そうに
大声で怒鳴った。「おいこのイタズラ盛りの腕白が，こいつは孔子様の車だぞ，
さっさとそこをどかんか！」「誰にだって道理はあるよ。おじさんたちに聞きた
いんだけどさ，町が車を避けるの？ それとも車が町を避けるの？」子供は筋
道の通った理屈を返した。） 
（21）遇到旗鼓相当的对手，任谁也要切磋一番，好好享受一下比武对决的快感。（《人
民网》2012 年 11 月 07 日）（互角の力を持ったライバルに出会ったら，誰でも
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心血を注いで切磋琢磨し，強さを競い合う喜びを大いに享受するんだ。） 
（22）自尊心甚强的现代人若被说一句“你那是模仿”，大概无论谁也要生气的，并极
力证明这不是模仿。（《读书》）（自尊心の強い現代人が一言，「お前のそれパクリ
だろ」と言われたら，おそらく誰もが怒りを顕わにし，必死に模倣でないこと
を証明しようとするだろう。） 
例（19）（20）（21）（22）における“谁也～”はそれぞれ当為を表す助動詞“得[děi]”“要”
を伴い，「道理・事実からして，そのようにすべきである」或いは「そうしなければならな
い」という意味を表している。ただし，例（20）（21）（22）に示すように，“谁也～”を
受ける“得[děi]”“要”は接続詞の“不管”“任”“无论”と呼応して意味・機能を果たす
ことが可能である。 
 
1.4.4否定的要素を伴う場合 
 “懒得”“很难”“难以”のようなフレーズには否定的要素が含まれている。“谁＋也
～”は“懒得”“很难”“难以”を伴い文を展開させることができる。そのような場合の文
は肯定文として認めなければならないとはいうものの，意味的には打ち消しの意味を表す
ものとして認めなければならない。 
（23）过了七年之痒后，那真的是连痒都懒得痒了，忙了一天，难得晚上安静会儿，谁
也懒得说话，各自捧个手机埋头刷机，触手可及，心隔千里。（《广州日报》2016
年 11月 09日）（男女の仲も七年を過ぎれば心変わりするというが，本当に倦怠
期が来てしまった。忙しい一日が過ぎ，夜は心身をリラックスさせるべく，夫
婦ともどもスマートフォンを操作するのに没頭していて，そばにいるのに，心
には千里の隔たりがある。） 
（24）旧城就像一个烂摊子,谁也懒得收拾,总想着在新的土地上崛起“高精尖”的复合
体。（《法制日报》2013 年 01 月 14 日）（旧市街はまるでガラクタを並べた露店
のようだ。誰も片付けようとせず，どこか新しい土地に『高レベルで精密で先
端的』な複合体が現れてくれればいいのにと考えているのだ。） 
（25）这两边的胜者之后还会继续碰面展开半决赛。如此车轮鏖战任谁也很难全身而退，
（《新华社》2016年 06月 24日）（両方において勝者となった後，繰り広げられる
準決勝戦の中で顔を合わせた。このような死力を尽くした激しい戦いにあっては 
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  誰であれ自分の身を守るのは難しいものだ。） 
（26）使用了纳税人血汗钱的这些学生，大量出国留学，取得博士学位后，究竟有多少
能回来为国效力，现在谁也很难保证。（《人民网》2014 年 02 月 26 日）（これら
の学生たちは納税者から得た血税を使い，大勢で国外に留学したが，博士号を
取得した後は，いったいどれだけの学生が国に帰って学んだ成果を生かしてく
れるのか，現在は誰も保証できない。） 
（27）成都的商业地产存量到底有多严重？尽管业界已经就此争论许久，但恐怕谁也难
以统计出一个标准的数据。（《人民网》2016 年 03 月 22 日）（成都の商業用地の
存在数はいったいどれほど深刻な問題なのだろうか？ すでに業界ではこの種
の論争が繰り返されて久しいが，おそらく正確な根拠に基づいて統計を行うこ
とは誰であれ難しいだろう。） 
（28）回顾昆明三任市委书记的落马，留给人们的除了深思，还有什么？似乎谁也难以
说清楚。（《环球人物》2015 年 04 月 27 日）（昆明の中国共産党市委員会の書記
を務めた人物が次々と三人も落馬した件を回顧してみよう。あれは人々に深い
印象を与えた。では，その他には何がある？ どうやら誰もその点をはっきり
と語れないようだ。） 
“懒得”“很难”“难以”といったフレーズは否定的な意味を表す形式である。例（23）
～（28）には“不”や“没”のような打ち消しを表す形式がないにもかかわらず，否定の
意味を表す文として認めるべきである。否定の意味を含むがゆえ，“懒得”“很难”“难
以”といった形式は“谁也～”となじむ関係にある。 
 さらに“谁也～”の後に“无能为力”“爱莫能助”“不甘落后”のような否定の意味
が含まれた四文字熟語が生起することがある。 
（29）过去十几年里，2.6 亿农民相继进城，接近俄罗斯和日本人口的总和。其子女教
育与就业，自身医疗与住房，十几年积累的问题要一下解决，恐怕谁也无能为力。
（《解放日报》2015年 03月 16日）（過ぎ行く十数年のうちに，ロシアと日本の
人口の総和に近しい数の，二億六千万人もの農民が次々と都市へ流入していっ
た。彼らの子どもたちへの教育と雇用，彼ら自身への医療と住居，十数年のう
ちに積もり積もった問題を一気に解決するのは，恐らく誰であれ，どうするこ
ともできないだろう。） 
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（30）哪怕职位很高，权力很大的贪官，一旦被“网”上，只有认栽的份儿，谁也爱莫
能助。（《人民网》2011 年 11 月 09 日）（職位も権力も強大な，恐るべき悪徳官
吏でさえも，いったん『ネット』に絡め取られれば，惨めな立場に陥り，誰も
助けようがない。） 
（31）今年入选方队后，俩人谁也不甘落后，哥哥李文浩因为动作标准，责任心强被选
为小教员。（《京华时报》2015 年 08 月 28 日）（今年から正方形の隊列に加わる
ことを許された後，二人は後れを取ることをよしとせず，特に兄の李文浩はそ
の正確な動作と責任感の強さから新兵の教育係に選ばれた。） 
例（29）（30）（31）における“谁也无能为力”“谁也爱莫能助”“谁也不甘落后”の中
の“不”“无”“莫”は打ち消しの意味を表すマーカーである。このような意味構造の四
文字熟語は，“谁也～”と共起し，「例外なし」という意味を表すことができる。 
“谁也～”の後に否定を表す副詞の“不”が生起することが多い。それによって構成さ
れた動詞フレーズは「例外なし」という意味を表す。 
“谁也＋不～”は文末の“了”と呼応して機能することができる。ただし，そのような
場合の“了”は完了を表すのではなく，何らかの変化を表すものである。 
  （32）一有雾霾传言，谣言就会不断。我们不能总是跟着舆论后面走，天一霾就说话，
天一蓝就谁也不管了。（例（1）を再掲）（光化学スモッグがあると，絶えず噂が
たつ。空が曇ればＰＭ２．５について騒ぎ立て，空が晴れればＰＭ２．５につ
いては誰も構わなくなった。） 
  （33）以前村里人还常到空地去遛弯儿，现在成垃圾场了，谁也不去了。（《北京日报》
2014 年 02 月 20 日）（「以前は村の人がちょくちょく空地をぶらついてたけど
ね，今はゴミ捨て場になっちまってね，誰も行きやしないよ」） 
（34）我知道这段期间很少有人去山西，所以我去了他们还挺感动的，说你看这个时候
大家都怕粘包，谁也不来了。（《新京报》2015 年 03 月 04 日）（私はこの時期に
山西に行く人はとても少ないのだと知った。私が行った時彼らはとても感動し，
「見なよ，この時分はみんな濡れ衣で陥れられるのを怖がって，誰も来やしな
い」と語った。） 
 例（32）（33）（34）の文末における“了”は変化の結果を表すものとしてとらえられる。
ただし，そのような「変化」は「～そうしなくなる」という否定的な意味構造である。 
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中国語では能力・許可・可能を表す助動詞に“能”“会”“可以”“敢”などがある。これ
らのものは動詞を伴い，動詞フレーズを作り，“谁也＋不～”と共起することが可能であ
る。 
（35）谁也不能说，网友的观点就是错的，但令人遗憾的是，从这样的言论中，我们看
不到舆论该有的宽容态度。（《人民网》2017 年 05 月 12 日）（中国ネットユーザ
ーの観点が間違っていたとは誰も言えない。しかし，残念なことに，我々はこ
のような言論の中で，世論は寛容でなければいけないということを見失ってし
まう。） 
（36）在内容创业领域，抄袭和跟风很厉害，谁也不能保证别人不照搬你的模式，但可
以尽量让自己第一个进行这类尝试。（《人民网》2017 年 09 月 28 日）（創作性を
必要とする仕事の領域においては，剽窃と後追いがひどく，誰かがあなたの真
似をしないとは誰にも保証できない。） 
（37）谁也不会想到，当年送出去的大队党支部书记，现在是咱们党的总书记。（《学习
时报》2017 年 08 月 28 日）（その年送り出した大隊党支部書記が，現在は我々
の党の総書記だとは，誰も思い至らないだろう。） 
（38）李春波小时候，家里的规矩特别多，大人没有上饭桌之前小孩子是谁也不可以上
去的。（《人民网》2016 年 02 月 03 日）（李春波が幼い頃，家庭内の規則はとて
も多く，大人が食卓に着く前に子供が食卓に着くのは許されなかった。） 
（39）所有来看他的人都红了眼，但谁也不敢哭出声。（《安徽日报》2017年 09月 21日）
（見に来た人はみな目を赤く腫らしたが，誰も声を上げて泣きはしなかった。） 
 狭義的に解釈すれば，例（35）（36）の“能”は可能の意味を表し，例（37）の“会”
は能力を表し，例（38）の“可以”は許可を表し，例（39）の“敢”は「そうする勇気が
ある」という意味を表すと考えられる。しかし，どちらも広義的な可能を表すものとして
とらえられる。例（35）～（39）に示すように，能力・許可・可能を表す助動詞によって
構成された述語は“谁也＋不～”と共起しうる。 
先にも述べた“得[děi]＋V”“应该＋V”“应当＋V”“要＋V”のような構造は“谁
也＋不～”を受けることが可能である。 
（40）这是历代传下来的规矩，谁也不得违背。（《人民网》2016 年 02 月 29 日）（これ
は歴代から伝わる規則だ。誰も背いてはならない。） 
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（41）对于共产党员来说，谁也不应该回避自己的失误。（《长江日报》2013年 08月 27
日）（共産党員にとっては，誰も自分の失敗から逃げてはいけないのだ。） 
（42）中国不会谋求地区霸权，而且会全力反对第三国的干涉。特别是，谁也不应当付
诸过时的冷战思维。（《人民网》2012 年 02 月 05 日）（中国が地域の覇権を握ろ
うとすることは無い。さらに，中国は全力で第三国からの干渉に反対する。特
に，過ぎし日の冷戦を蘇らせてはならない。） 
（43）学习是艰苦的，又是快乐的，谁也不要想不付出辛劳就能成才，辛苦并快乐着好
于快乐并辛苦着。（《人民网》2017 年 09 月 19 日）（学習とは苦しみであり，喜
びでもある。苦労せずに成功する人はいない。） 
例（40）の“不得”，例（41）の“不应该”，例（42）の“不应当”，例（43）の“不
要”は「そうしてはならない」という意味を表している。当然のことながら，これらのも
のは“谁也～”となじむ関係にある。 
 “想”“愿意”“乐意”“希望”“渴望”“想要”“喜欢”“爱”“喜爱”などは願望
を表す動詞である。これらの動詞は“不”の修飾を受けることが可能である。ただし，そ
のような場合，話し手や文の主体にとって述語の表す動きに不利益が含まれていることを
要求する。次の例（44）（45）（46）（47）がその裏付けである。 
（44）家长当然愿意孩子就近入学，谁也不希望把时间浪费在路上。（《经济日报》2017
年 02 月 27 日）（保護者が我が子を近くの学校に入学させたいと思うのは当然
だ。誰も通学のために時間を浪費したくはない。） 
（45）为提高子女的竞争能力,培养子女特长,这些家长在选择培训机构时可谓慎之又慎,
谁也不想让子女进入较差的培训机构,生怕误了孩子前程。（《法制日报》2017 年
07月 26日）（我が子の競争能力を高めるため，我が子の才能を伸ばすため，こ
れらの保護者たちは教育機関の選択に慎重だ。我が子を質の低い教育機関に放
り込んで，子供の前途を台無しにすることを恐れない親はいない。） 
（46）可谁也不愿意亲手把周总理送进火化炉，更不愿意去扳动那重似千斤的电闸。（《人
民网》2017 年 05 月 08 日）（誰も自分の手で周総理を火葬炉に送りたいとは思
わず，さらに誰もそのとても重みのあるスイッチを入れたいとは思わなかった。） 
（47）如今车市竞争激烈，谁也不乐意做第一个改变者。（《新闻晨报》2015年 01月 11
日）（最近のクルマ市場の競争は激烈で，誰も第一の改変者にはなりたがらな
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い。） 
 例（44）（45）（46）における“把时间浪费在路上”“让子女进入较差的培训机构”“亲
手把周总理送进火化炉”は不利益を含意しているので，“谁也＋不～”と共起することが
できる。ただし，例（47）における“做第一个改变者”が“谁也＋不～”と共起できるか
どうかについては話し手や文の主体から見て，不利益の含意があるかないかによる。いわ
ば，利益の含意の有無は話し手の判断に任されるものである。 
知覚や認識活動を表す動詞としての“知道”“理解”“相信”“觉得”“认为”などは
“谁也＋不～”と共起することが可能である。 
（48）前阵子在电视上看到部队正在改革的消息后，心里就一直打鼓，孩子打电话来都
是报喜不报忧，谁也不知道他在部队到底如何。（《中国国防报》2017年 04月 10
日）（この間テレビで部隊が改革されているというニュースを見たんですが，ず
っと胸騒ぎがしています。息子が電話で話してくれるのは良い事ばかりで，悪
い事は話してくれません。誰も息子が部隊でどうしているのか知らないんです。） 
（49）偏僻小乡村的乡亲们，听说樊丽以一亩地 800元的“天价”租地，种完出租。谁
也不理解，都认为她疯了，谁也不愿意跟疯子打交道。（《科技日报》2014年 02月
14 日）（辺鄙な小村の村人たちは，樊麗が１ムーの土地を８００元の『ぼった
くり価格』で借り，種まきを終えた後で貸し出したことを誰も理解できず，彼
女の気が触れたと思い，彼女を狂人扱いして誰も付き合おうとしなかった。） 
（50）这前后不过三四个月的时间，究竟真正促使福田知难而退的最大因素是什么？迄
今在日本还是一个谜。但有一点可以肯定的是，谁也不相信福田的放弃与其年龄
有关。（《人民网》2006 年 09 月 19 日）（その前後は三，四ヶ月程度の間だった
が，いったい福田康夫が退任した最大の要因とは何なのだろう？ 今なお日本
では一つの謎とされている。だがはっきりしていることが一点ある。それは，
誰も福田の退任と彼の年齢に関係があるという話は信じていないという点だ。） 
（51）他很相信我这句开玩笑的实话，半步也不肯离开麦地，纵然是昼夜不睡，因为他
们有一个希望，谁也不觉得疲乏。（《北京日报》2012 年 12 月 18 日）（彼は冗談
めかした実話を信じて，半歩も麦畑を離れようとしなかった。たとえ昼夜眠ら
ずとも，彼らには希望があり，誰も疲労を感じることはなかった。） 
 例（48）（49）（50）（51）における“知道”“理解”“相信”“觉得”は“谁也＋不～”
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となじむ関係にある。“谁也＋不～”を受けた“理解”“相信”“觉得”は知覚や認識活
動を表すことには変わりがないが，“谁也＋不～”を受けることによって，そのような知覚
や認識活動をする人がまったくいないという意味関係が結ばれることになる。 
また，“不”はいわゆる可能補語を構成することがある。“谁也～”は“不”を含めた
可能補語を伴い，文を構成することができるが，そのような場合は「例外なし」という意
味を表す。 
（52）想自杀的人共同的心理特征是孤独，认为谁也理解不了自己，谁也帮不了自己，
在这个世界上惟有自己最不幸，最痛苦。（《科技日报》2013 年 09 月 23 日）（自
殺を望む人は共通して孤独感に心を支配されており，誰も自分を理解できず，
誰も自分を助けられず，この世界で自分が最も不幸せで，最も苦しんでいると
思っている。） 
（53）彩票中奖强求不得，谁也说不准下一期的开奖号到底是什么。（《人民网》2016年
11月 21日）（宝くじを当てることは難しい。後に発表される当選番号など誰も
正確に言えない。） 
（54）如果确定成立合资公司，两家各投资 50%占比的可能性比较大，会导致双方相互
“扯皮”，谁也说服不了对方。（《中国证券网》2015年 10月 22日）（もしも合弁 
会社の成立が確定したら，両社で半々に出資する可能性が大きい。そのせいで，
責任のなすりあいをして，相手を説得できないといった状況になりかねない。） 
（55）放心，我们外面那个链子都已经锁上了，谁也跑不了。（《鲁豫有约》）（安心して
ください。外はチェーンがかかっているから，誰も逃げ出せない。） 
例（52）（53）(54)（55）における“理解不了”“说不准”“说服不了”“跑不了”は“不”
を含めた可能補語であり，その内部に否定の意味が含まれている。そのような意味構造の
ものは，“谁也～”となじむ関係にあり，両者の共起によって否定の相乗効果が生み出さ
れるのである。 
“谁也～”の後には“不”が現れることはいうまでもないが，時間的特徴によって否定
を表す副詞“没（没有）”が生起することができ，物事の存在を完全に否定するという意味
を表す。つまり，アスペクトの観点からみれば，文に経験を表す“V＋过”が現れた場合，
“谁也＋没（没有）～”となじむ関係にあるが，“谁也＋不～”とはなじまない関係にあ
る。このような見解は次の用例によって裏付けられる。 
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（56）我们常常听到“多喝热水”的嘱咐，可是好像谁也没说过到底该喝多少度的水。
（《人民网》2017年 04月 29日）（我々は常々「お湯をたくさん飲みなさい」と言 
   い聞かせられてきたが，いったい何度の水が飲用に適しているのかは誰も教え
てくれなかった。） 
（57）师娘也会燕青拳，但不教授学生，谁也没看过师娘练拳。（《辽沈晚报》2013 年 10
月 11 日）（先生の奥さんも燕青拳の使い手だったが，学生に教えようとはしな
かったので，誰も奥さんが燕青拳を練習する姿を見たことがなかった。） 
（58）百姓称“一屋卖二主”这样的事只在电视上看过，真正发生在身边谁也没经历过，
不知道怎么处理。（《辽沈晚报》2013 年 10 月 11 日）（人々が「一つの家を二人
に売る」などというような事態は，テレビで見かけるだけで，事実としては誰
も経験したことが無いため，どのように事態を処理すればいいのかわからない。） 
（59）一首《剪爱》，本是涂惠源写给她的歌，却因为音乐理念上的分歧导致婚姻破裂，
于是谁也没听过她在舞台上唱起。（《人民网》2013年 03月 10日）（『剪愛』とい
う歌は，涂恵源が彼女のために書いた歌なのだが，音楽理念の相違による婚姻
関係の破局によって，彼女が舞台の上でこの歌を歌うのを耳にした者はいなか
った。） 
 例（56）（57）（58）（59）における“谁也＋没～”は“谁也＋不～”で置き換えて言うこ
とができない。“谁也＋不～”が排除される原因は“V＋过”の生起に求められる。つま
り，“V＋过”の否定は“没”によって表されるが，“不”は“不＋V＋过”のような形で
意味関係を結ぶことができない。 
“谁也＋没（没有）～”は可能を表す助動詞“能”“敢”を伴い，動詞フレーズを作り，
文を構成することができる。 
（60）尹雪艳着实迷人。但谁也没能道出她真正迷人的地方。（《人民网》2016 年 06 月
20 日）（尹雪艶は実に魅力的だ。でも，彼女のどこがあんなにも人を魅了する
のか誰にも分からない。） 
（61）最终，谁也没能挡住这个做着飞行梦长大的小女孩儿。她顺利考入空军航空大学，
并成为当年的入学“状元”。（《中国青年报》2016 年 04 月 23 日）（最終的に，
誰もこの空を飛びたいという夢を大きく膨らませた小さな女の子を説得するこ
とができなかった。彼女は順調に空軍航空大学に入学し，その年で最も優秀な
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新入生となった。） 
（62）我们本来认为，如果先飞到韩国，再飞去日本应该更快，但谁也没敢多问。（《人
民政协报》2014 年 08 月 14 日）（私たちはまず韓国まで飛んでいって，次に日
本に飛んで行けばもっとはやいはずだと思っていたが，誰も確認する勇気がな
かった。） 
（63）据说，洞内藏有宝物，可谁也没敢下去探宝。（《人民网》2013年 08月 27日）（洞
内には宝物が秘蔵されているという噂があったが，誰も宝探しに入っていこう
とはしなかった。） 
 例（60）～（63）に示すように，“能”“敢”によって構成された述語は“谁也＋没（没
有）～”と共起することができる。ただし，アスペクト的特徴を無視すれば，“谁也不能”
“谁也不敢”のような形で言うことも可能である。 
  
1.4.5まとめ 
 以上，“谁也～”の共起制限に焦点を当てて，“谁也～”がどんな場合に肯定述語を要
求し，どんな場合に否定述語を要求するかについてルールを示した。分析の結果を改めて
まとめると，次のようになる。 
①助動詞の“能”“会”“可以”，動詞の“知道”“想”“愿意”“希望”は“谁也～”を
受け，文を構成することができる。また，助動詞の“得[děi]”“要”も“谁也～”
を受け，「例外なし」という意味を表すことが可能である。 
②“谁也～”は否定的意味を含む形式となじみやすく，特に否定副詞の“不”や“没
（没有）”と共起しやすい。 
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1.5“谁都～”“谁也～”の役割分担 
1.5.1はじめに 
疑問詞の“谁”が副詞の“都”“也”を伴い，時には接続詞の“无论”“不管”“不论”
と呼応して，「言及された条件や範囲ですべて例外なし」という意味を表す。本節では“谁
都～”“谁也～”の使用条件に焦点を当てて，どんな場合に“谁都～”または“谁也～”
が許容され，どんな場合に“谁都～”または“谁也～”が制限されるか，またどんな場合
に“谁都～”“谁也～”の両方が許容されるかについてルールを示したい。 
 
1.5.2先行研究の再検討 
先述したように，“谁都～”“谁也～”の意味・用法に関する記述は朱德熙（1982），苏
培成（1984）などに散見される。 
朱德熙（1982）では“谁都～”“谁也～”に焦点を当てて，その使い分けについて次の
ように述べている。 
 
“疑问代词有时候表示周边性，即表示在所涉及的范围之内没有例外。肯定句里‘都’
比‘也’占优势，否定句里‘也’比‘都’占优势。”（疑問詞はしばしば“也”（同様
に），“都”（いずれの場合も）と一緒に使われた場合，全体指示，すなわち言及した範
囲の中に例外がないことを表す。肯定文においては“都”が“也”よりも優勢で，否定
文においては“也”が“都”より優勢である。） 
 
苏培成（1984）では，“都”は“也”と文法的意味が異なり，その語彙的意味は「総括」
という意味であるとされ，“也”は「類似」という意味を表すとされている。「例外なし」
という意味を表す疑問詞の後に続く“都”と“也”は異なった談話角度を反映し，“谁＋
都”は Aさんと Bさんの二人の動きを表し，“谁＋也”は Aさんの動きに従って Bさんも
動くという含みを持っているとされている。 
以上の先行研究の記述では“谁都～”“谁也～”の使用頻度の角度から説明がなされて
おり，意味的視点や統語的視点が欠けている。“谁都～”“谁也～”の役割分担について
考える場合，優勢であるか否かが判断の基準にならない。次の例（1）（2）のような現象に
ついて，合理的に説明することができないためには，意味論の観点や統語論の観点が必要
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である。 
  （1）个人信息泄露引来的闹心事，恐怕谁都经历过。(《深圳特区报》2013 年 4 月 12
日)(個人情報の漏えいによって迷惑を受けたことは恐らく誰でも経験したことが
あるだろう。) 
  （2）今年卖价高就拼命种，明年一丰收卖价立马就下来，接着就是谁都不种了，来年 
一缺货价格就又起来了。(《北京青年报》2014年 4月 8日)（(今年，売値が高騰 
したら，皆は一生懸命に植える。来年，豊作になりすぎて，価格が下落したら， 
誰も植えなくなる。次の年は品薄となり，また価格が高騰する。） 
 例（1）では，“谁也～”が排除されるのに対して，例（2）では“谁都～”“谁也～” 
の両方が容認される。 
  （1’）＊个人信息泄露引来的闹心事，恐怕谁也经历过。 
  （2’）今年卖价高就拼命种，明年一丰收卖价立马就下来，接着就是谁也不种了，来年
一缺货价格就又起来了。 
 なぜ例（1）における“经历过”は“谁也～”と共起することができず，例（2）におけ 
る“不种了”は“谁都～”“谁也～”の両方と共起することができるかについては，朱德 
熙（1982）や苏培成（1984）で示されたルールでは十分に説明することができない。 
 この章の 1.1～1.4では述べたように，否定述語と共起する場合の“谁都～”“谁也 
～”は互いに置き換えることができる。否定述語と共起する場合の意味・用法については， 
ここでは取り上げないことにする。本節では全部肯定と共起する場合の“谁都～”“谁也 
～”の役割分担を明らかにする。以下では，“谁都～”しか使えないケース，“谁都 
～”“谁也～”両方が使えるケースのように分けて分析を進める。。 
 
1.5.3“谁都～”しか使えないケース 
 これまでの研究は否定述語を伴う“谁都～”“谁也～”に光を当てているが，“谁都～”
も“谁也～”も肯定述語と共起することが可能である。しかし，そのような場合，“谁都
～”は述べ立て文に用いられるのに対して，“谁也～”は述べ立て文には生起しない。具
体的に言えば，“谁都～”しか使えないケースは，さらに①“谁都～”の後に経験を表す
“V＋过”が現れた場合，②継続を表す“在”が後続している場合，③“得”[de]を含めた
可能補語が続いた場合のように 3分類することができる。以下，意味特徴や構文的条件に
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焦点を当てて，順次に述べていく。 
 
1.5.3.1経験を表す“V＋过”を伴う場合 
 “谁都～”の後に経験を表す“V＋过”が現れた場合，アスペクトを表すマーカーとし
ての“过”は“谁都～”となじむ関係にあるが，“谁也～”とはなじまない関係にある。
このような見解は次の例（3）（4）（5）（6）によって裏付けられる。 
（3）个人信息泄露引来的闹心事，恐怕谁都经历过。(例（1）を再掲)(個人情報の漏え
いによって迷惑を受けたことは恐らく誰でも経験したことがあるだろう。) 
  （4）我们这辈人谁都看过《古惑仔》吧！(《人民网》2012 年 7 月 26 日)(我々の世代
は誰でも映画の『古惑仔』を見たことがあるだろう。) 
（5）在维也纳，布达佩斯和布拉格，《赤壁》作为“谁都听过但没见过的”京剧，令国 
外观众大叹惊艳。(《解放日报》2012年 10月 26日)(ウイーン，ブダペストとプ 
ラハで『赤壁』は「誰もが聞いたことがあるが見たことがない」京劇として外国 
の観客を魅了し，感動させた。) 
  （6）游戏谁都玩过，但如果您还没玩过《新破天一剑》，那就太遗憾啦！(《人民网》2008 
年 3月 5日)(誰もがゲームをしたことがあるが，まだ『新破天一剣』を体験した 
ことがないのであれば大変残念だ。)  
 例（3）（4）（5）（6）では“谁都～”が許容され，“谁也～”は排除される。“谁也～”
は一部の未完了の事柄を表す動詞，動詞フレーズを伴うことが可能であるが，実現済みの
事柄を表す“V＋过”を伴い文を構成することがないようである。 
 
1.5.3.2継続を表す“在”が後続している場合 
継続を表すマーカーとしての“在”は副詞として位置づけられ，“在＋Ｖ”のような形で
動作・行為が進行中であることを表す。“在＋Ｖ”のような構造は“谁也～”とはなじま
ない関係にある。 
（7）阿里和腾讯，有财力有资源，更有称霸野心，虽然他们不再是你死我活，完全可以 
各占一方，但是谁都在看着对方碗里的饭。(《人民网-中国经济周刊》2014年 03月 
04日)(アリババとテンセントは財力と資源があり，さらに制覇の野望を抱いてい 
る。現在は食うか食われるかの競争ではなく，双方が完全に片方を支配できると 
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はいうものの，互いに相手の「どんぶり」をにらんでいる。) 
（8）不像现在的雾霾问题，问到谁，谁都在埋怨，但谁都没有责任。(《广州日报》2014 
年 3月 7日)(現在の「汚染霧」の問題と違って，誰に聞いても文句ばかり言って， 
責任は取らない。) 
（9）目前，食品安全的监管模式是几个部门分段式监管，往往是谁都在管，但谁也管不 
好。(《人民网》2011年 6月 13日)(現在，食品の安全に関するチェック体制は， 
いくつかの部門によって段階的に管理監督されているのである。すべての部門 
で管理されているようだが，誰もうまく管理できていない。) 
（10）但企业的发展需要产权的清晰，谁都在违规，可是只有一两个人被处罚，这就是
制度性的问题。(《华商报》2014年 1月 22日)(しかし企業の発展には明確な財
産権が必要である。誰もが規則に違反しているにもかかわらず，一人か二人だ
けが処罰されている。これは制度の問題である。) 
 例（7）（8）（9）（10）では，“看着”“埋怨”“管”“违规”といった動詞が介詞とし
ての“在”の前置によって進行中の事柄を表している。“在＋Ｖ”は“谁都～”を受けて
文を展開させることがあるが，“谁也～”を受けて文を構成することが不可能である。い
わば，“谁也＋在＋VP”のような形で文を構成することができない。 
 
1.5.3.3“得”[de]を含めた可能補語が続いた場合 
“谁都～”は“得”[de]を含めた可能補語を伴い，文を構成することができる。それに
対して，“谁也～”は“得”[de]を含めた可能補語を伴うことがないようである。 
（11）谁都听得出来，这是顺带讽刺小布什十年前贸然入侵伊拉克。(《羊城晚报》2013
年 3 月 1 日)(これは 10 年前にジョージ・Ｗ・ブッシュがイラクを軽率に侵攻
したことを風刺したものだとみんな分かっている。) 
（12）“其实那一瓶饮料谁都买得起，大家缺的是一个早起的动力，就像杠杆的支点一 
样，看似微不足道，却有发生质变的效果。”小华总结道。(《人民网-教育频道》  
2014年 3月 31日)(「実際，飲み物は誰でも買えるが，みなさんに欠けている 
のは早起きの意欲です。いわば飲み物はテコの支点のようなものです。小さく 
て取るに足りないように見えるのですが，質的変化をもたらす効果を持ってい 
ます。」小華は以上のようにまとめた。) 
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（13）这次张悟本虽然嘴硬,但谁都看得出,他的谎言怎么也捂不住了。(《齐鲁晚报》2014 
年 02月 2日)(今回，張悟本は強情を張っているが，彼の嘘はどうしてもばれる 
ということは誰でも分かっている。) 
  （14）会造车，十多年前可以算作本事，而现在花点钱，建个工厂，上点产品，谁都干 
得了，算不上本事了。(《人民网》2012年 5月 22日)(十数年前に車を作れると
いうことは素晴らしいことであったが，現在は費用を費やし，工場を建て，機
械を備え付ければ，車を作ることなど誰でもできるので，素晴らしいとは思え
ない。) 
 “听得出来”“买得起”“看得出”“干得了”は可能補語であることは誰の目にも明ら
かなことである。例（11）（12）（13）（14）に示すように，“V＋得出来”“V＋得起”“V
＋得出”“V＋得了”のような可能補語は“谁都～”と共起することができるが，“谁也
～”とは共起することができない。 
 
1.5.4“谁都～”“谁也～”の両方が使えるケース 
“谁都～”と“谁也～”の構文的分布においては，互いに置き換えられる場合もある。 
“谁也～”が肯定述語と共起することについては，筆者の内省で，やや不自然さを感じる
が，肯定述語と共起するような表現が数多くみられる。“谁都～”“谁也～”両方が使え
るケースは主に“能”“会”“可以”を伴う場合，内的動きを表す動詞を伴う場合，“得[dě
i]”“要”と共起する場合に分布している。 
 
1.5.4.1“能”“会”“可以”を伴う場合 
“能”“会”“可以”などは意志動詞を伴い，文を展開させるのが普通であるが，その
ように構成された動詞フレーズは“谁都～”はもちろんのこと，“谁也～”とも共起する
ことができる。 
（15）明天谁都会来吧？（作例）（明日誰でも来るでしょう。） 
（16）洁白娇嫩的脸上突然长斑，任谁也会觉得痛苦不堪。（《人民网》2013年 04月 18
日）（白く瑞々しい顔の上に突然シミができたのだから，誰だって耐え難い苦し
みだと思うだろう。） 
（17）只要有兴趣谁都可以参加吧？（《中国妇女报》2017年 09月 20）（興味があれば
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誰でも参加できるでしょう。） 
（18）国务院妇女儿童工作委员会仅是一个群团组织的协调机构，民政，教育，残联，
共青团……谁都可以管，谁也可以不管。（《人民日报》2013 年 08 月 29 日）（国
務院婦女児童工作委員会は単なる一つの群団組織の調整機構であり，民政，教
育，障害者連合会，共産主義青年団……誰もがみな関わろうと関わらざろうと
かまわない。） 
（19）我们班的留学生谁都能看懂中文报。（《人民日报》2013 年 08 月 29 日）（うちの
クラスの留学生は誰もが新聞を読める。） 
（20）对于这样一个简单明了的题目，除非是脑筋急转弯，任谁也能断定是乙胜甲。（《证
券时报》2013 年 06 月 08 日）（こういったごく簡単なテーマにおいては，クイ
ズさえでなければ，誰が考えても乙が勝ったと断定しうる。） 
例（15）（16）における“会”は可能性があることを表し，例（17）の“可以”は可能を
表し，例（18）の“可以”は広義的な「譲歩」を表すものとしてとらえられる。例（19）
の“能看懂”，例（20）の“能断定”は典型的な可能表現としてとらえられる。このよう
な意味構造のものは“谁都～”とのみならず，“谁也～”とも共起しうる。 
 
1.5.4.2内的動きを表す動詞を伴う場合 
“谁都～”“谁也～”は内的動きを表す一部の動詞を伴うことができる。内的動きを表
す動詞には“觉得”“认为”“理解”“相信”“知道”や“想”“愿意”“希望”“渴
望”“喜欢”“爱”“喜爱”などがあるが，このうちの“知道”や“想”“愿意”“希望”
が“谁都～”“谁也～”の両方と共起することが可能である。 
（21）谁都知道人才的可贵，但什么是人才呢？(《人民网》2003 年 6 月 2 日)(人材は
貴重なものだと誰でもわかっている。しかし，何が人材なのだろうか。) 
（22）比如说公车改革，谁都知道难。（《新华日报》2017 年 08 月 30 日）（例えばバス
改革についは，それが難しいと誰でもわかっている。） 
（23）谁也知道，朝鲜是一个较小的国家，但其战略地位则极重要。（《人民网》2012年
08月 14日）（北朝鮮は一つの小国だが，戦略上極めて重要な地位にあることは
周知の事実である。） 
（24）谁也知道马克思是人不是神，不是天生的马克思主义者，而是一生中也犯过错误，
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说过错话。（《人民网》2017 年 01 月 03 日）（ご存知のように，マルクスは神で
はなく人間だ。生まれながらのマルクス主義者だったわけではない。一生のう
ちには間違ったことを行い，間違ったことを語ることだってあった。） 
（25）李克强抬高嗓音说，谁都想过好日子，政府会和大家一起努力，下决心在温饱问
题解决后，解决大家住的问题。(《人民网》2014 月 03 月 28 日)(「誰でも良い
暮らしがしたいものです。政府は皆さんと一緒に努力し，衣食の問題が解決さ
れた後，住まいの問題を解決しなければならないと決心をしました。」と，李
克強は声高に言った。)  
（26）这时敌人离得不很远，开会也不便再打锣，冷元铁锁们一大伙热心的人就跑到各
家叫人去，好在这时候捉住了散兵，谁也想来看看，因此人来得反比平常时候更
多。（赵树理《李家庄的变迁》）（そのころ敵は遠くない場所にいて，会議中にど
らを打つのは危険だったので，冷元や鉄鎖のような熱情に溢れた者たちは家々
に声をかけに行った。ちょうどその時散兵を捕まえ，誰もが見たがったので，
かえって普段の時よりも人が多く集まることになった。） 
（27）谁都愿意看到国产软件产业发展起来。(《人民网》2004年 12月 2日)(誰もが国
産のソフトウェア産業の発展を望んでいる。)  
（28）百块的小家电产品换起来可就没那么令人心疼，谁也愿意换个最新款的。（《人民
网》2012 月 08 月 16 日）（百元くらいの小型家電だったら頻繁に買い換えても
惜しくないから，誰だって最新版に買い換えたがるよ。） 
（29））谁都希望赢，为了第一场胜利我们都快憋坏了，可是今年的运气实在是太差了， 
越去想第一场胜利，胜利就越是迟迟不来。(《人民网》2004年 6月 16日)(誰も
が勝ちたいと思い，初戦を勝ち取るために我々は気がめいる。しかし今年は運
が悪く，初戦で勝ちたいと思えば思うほど，勝利はなかなか来ない。) 
（30）“今年也是轮到我值班，都已经习惯啦。谁也希望全家团圆，但是我觉得咱们这
些付出，值得！”（《人民网》2012 年 01 月 23 日）（「今年のお正月も私が当
直になった。もう気にしなくなった。誰だって一家団欒を望む。でも私たち
がこうやって苦労することには価値があると，私はそう思うんだよ！」） 
 例（21）（22）は“谁都～”を受ける“知道”の意味・用法であり，例（23）（24）は“谁
也～”を受ける“知道”の意味・用法である。例（25）～（30）は“谁都～”“谁也～”
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の両方と共起する“想”“愿意”“希望”の意味・用法である。しかし，ともに内的動きを
表すにもかかわらず，“觉得”“认为”“理解”“相信”や“渴望”“喜欢”“爱”“喜
爱”などは“谁都～”“谁也～”の両方とも共起しうる用例がない。“谁都～”としか共
起することがないようである。 
 
1.5.4.3“得[děi]”“要”と共起する場合 
内的動きを表す一部の動詞と同じように，“得[děi]”“要”も“谁都～”“谁也～”の
両方と共起することが可能である。 
（31）她希望这些东西能够规范起来，能够制度化，不管谁当教练，谁坐在这个位置上，
谁都得做好这个事。(《人民网-体育频道》2013年 04月 18日)(彼女はこれらの
ものが規範化し，制度化できることを期待している。どんな人であろうと，監
督になって，このポジションについたら，このことをきちんとやらねばならな
い。) 
（32）子贡赶紧停住车，没好气地大声嚷道：“你这顽童休得胡闹，这是孔夫子的车，
快放过去！”“不管谁也得讲道理，我来问你们，到底是城躲车呢还是车躲城？”
小孩有板有眼地说。（《孔子拜师》）（子貢は急いで車を停めると，不機嫌そうに
大声で怒鳴った。「おいこのイタズラ盛りの腕白が，こいつは孔子様の車だぞ，
さっさとそこをどかんか！」「誰にだって道理はあるよ。おじさんたちに聞きた
いんだけどさ，町が車を避けるの？それとも車が町を避けるの？」子供は筋道
の通った理屈を返した。） 
（33）医生有处方权，该不该吃药，该吃什么药，吃多少药，怎么吃药，谁都要听医生
的。(《北京晚报》2010 年 6 月 2 日)(医者は処方する権限を持っている―薬を
飲むべきか，どのような薬を飲むべきか，どれくらい飲むか，どのように飲む
か。誰もが医者の言うことを聞かなければならない。) 
（34）自尊心甚强的现代人若被说一句“你那是模仿”，大概无论谁也要生气的，并极
力证明这不是模仿。（《读书》）（自尊心の強い現代人が一言，「お前のそれパクリ
だろ」と言われたら，おそらく誰もが怒りを顕わにし，必死に模倣でないこと
を証明しようとするだろう。） 
例（31）（32）（33）（34）における“得[děi]”“要”は助動詞として認められる。例（31） 
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（32）における“得[děi]”は判断のモダリティを表し，そのようなモダリティ表現が“谁
都～”“谁也～”と共起することによって，判断される対象には例外がないという意味を
表す。例（33）（34）の“要”は異なる意味を表すものとして認めなければならない。前者
は判断のモダリティを表し，後者は“要～的”の形で推測のモダリティを表している。し
かし，「例外なし」という意味を表す点においては両者の間に共通点がある。 
 
1.5.5まとめ 
 以上，“谁都～”“谁也～”の役割分担について述べた。分析の結果を改めてまとめる
と，次のようになる。 
①経験を表す“V＋过”と継続を表す“在”は“谁也～”とはなじまない関係にある。
また，得”[de]を含めた可能補語は“谁都～”と共起できるが，“谁也～”とは共
起できない。 
②“能”“会”“可以”や“知道”，“想”“愿望”“希望”，及び“得[děi]”“要”は“谁
都～”“谁也～”の両方と共起することができる。 
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2 不定を表す“谁”の構文的分布 
2.1はじめに 
 文における疑問詞は疑問または反語の意味を表すのが普通である。しかし，下記の
例（1）（2）における疑問詞は疑問の意味はいうまでもなく，反語の意味も表さない。 
  （1）夏践石握起拳头，好像要同谁拼一场。（毕淑敏《血玲珑》）（夏践石はこぶしを
握りしめて，まるで誰かと戦おうとしているようだ。） 
  （2）若是谁出现呼吸急促，双脸泛红，短时间不省人事，先别惊慌，将其扶起置于
通风处，让其深呼吸或口对口人工呼吸，一会儿就可醒转。（《国能网》2014年
02月 04日）（もし，誰かの呼吸が激しくなり，顔も赤くなり，意識を失って
いるとしたら，慌てずにその人を風の通る場所へ移動してください。その人に
深呼吸をさせるか，あるいは人工呼吸をする。そうしたら，すぐ目が覚めるで
しょう。） 
例（1）（2）における下線部の疑問詞は疑問の意味や反語の意味を表しているのではな
く，特定することができないという意味を表している。本論文ではこのような意味・用法
を持った疑問詞による表現を「不定表現」と呼ぶ。ここで用いられた“谁”は自分が知ら
ない，言えない，言う必要がない，あるいは言いたくないような人，またははっきりとし
ない人を指すのである。 
この節では，不定を表す“谁”の構文的分布を考察することを目的とする。以下，2.2
では先行研究の問題点を指摘する。2.3では中国語の「不定表現」としての“谁”の構文
的分布を検証する。2.4ではまとめを行う。 
 
2.2先行研究と問題点 
中国語の「不定表現」に関する記述は朱德熙（1985），刘月华（2001）などに散見され
る。 
いわゆる不定表現について，朱德熙（1982）は，ストレスを置くか置かないかということ
を問題視し，次のように指摘している。 
 
（a） 他叫什么绊了一交？（彼は何につまずいたの） 
（ｂ） 他叫什么绊了一交。（彼は何かにつまずいたようだ） 
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（a）における“什么”はストレスを置いて発音されるので，疑問文を構成するものであ
り，(b)における“什么”はストレスを置いて発音されないので，平叙文を構成するもので
あり，「ある一つのものにつまずく」という意味を表す。平叙文における“什么”は疑問の
意味を表さないので，本論文で言う不定表現をつくるものである。 
 朱德熙（1982）で例として使われた“什么”と同様に，“谁”も疑問の意味や反語の意味
を表すだけではなく，不定を表すこともある。例えば， 
(3)夏践石握起拳头，好像要同谁拼一场。（例（1）を再掲）（夏践石はこぶしを握りし
めて，まるで誰かと戦おうとしているようだ。） 
例（3）における“谁”はストレスを置かずに発音される。これは朱德熙(1982)の説明に
あてはまる。しかし，朱德熙（1982）のルールはすべての現象をカバーできるわけではな
い。 
（4）昨天，谁来学校了？（作例）（昨日，誰が学校に来たか。）  
例（4）の“谁”についてはストレスを置く，置かないにかかわらず，疑問の意味を表し
ているとしか解釈することができない。このことから，朱德熙（1982）で示された疑問表
現と不定表現を区別するルールはすべての現象をカバーすることができるとは思えない。
先行研究に対して，この節ではドラマや小説から抽出した用例に基づいて，中国語におけ
る不定を表す“谁”は文脈に依存する傾向があるという仮説を立てて検証したい。 
 以下では，この仮説に基づいて，中国語の不定を表す“谁”の構文的分布を明らかにす
る。 
 
2.3不定を表す“谁”の構文的分布 
コーパスを調べた結果，「不定」を表す“谁”は①推測のモダリティが含まれる文，②仮定条件を
表す文，③否定文，④譲歩の意味が含まれる文，⑤疑問の形をなす文に分布していることを突き
止めた。以下，文環境に焦点をあてて，順次に述べていく。 
 
2.3.1推測のモダリティを表す文に用いられた場合 
 “谁”は推測のモダリティを表す文に用いられた場合，疑問の意味ではなく，不定の意
味を表すことになる。ただし，推測のモダリティを表す“好像”“像”“～似的”“估计”
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“仿佛”といった副詞の助けがないと，単独では機能しえない。この仮説の妥当性は以下
の例によって支持される。 
（5）夏践石握起拳头，好像要同谁拼一场。（例（1）を再掲）（夏践石はこぶしを握り
しめて，まるで誰かと戦おうとしているようだ。）  
（6）一天，爹妈正在夸耀我一定能考进名牌大学时，我说，我要当兵。就像谁往客厅里
扔了一瓶酒精，空气都烧蓝了。孩子，干什么都要顺应潮流。在我和你爸爸那个
年代，当兵闹革命就是潮流。（毕淑敏《红处方》）（ある日，両親は私が間違いな
く名門大学に受かると自慢げに言ってくれた時，私は「軍人になりたい」と返
事した。まるで誰かがリビングにアルコールを投げ込んだかのように，空気が
青く燃えた。「どんなことをやるにしても時代の流れに乗らなければならない。
私とお父さんの時代では，兵隊さんになって，革命を起こすことは，まさにそ
の頃の流れだった。」） 
（7）“就跟我们谁信了似的。”许逊笑着说，“别跟我们这儿机灵，论撒谎在行的全是
你教师。”（王朔《玩的就是心跳》）（「俺たちが信じるとでも？」許遜さんは笑
って，「俺たちの前で姑息なマネは通用しないぜ。嘘をつくならここにいる全員
がお前のお師匠だ。」） 
  （8）“天王盖地虎”，估计有谁说这么一句，立即会有一批人喊出“宝塔镇河妖”，都成
条件反射了！（《人民网》2013年 7月 23日）（たぶん，誰かが「天王盖地虎」と
叫んだら，すぐさま「宝塔镇河妖」と叫び返す人たちが出てくるでしょう。もは
や条件反射になっています！） 
  （9）就在不远的以前，开书店还是文艺小清新们无限憧憬的职业——惬意，安稳，与书
为邻。仿佛谁若开了家书店，就立即焕发出高大上的光芒。（《广州日报》2014 年
03 月 10 日）（ちょっと前までは，本屋を開くのは清楚系の憧れだった。－快適
で安定していて，本と隣り合っている。まるで本屋を営んでいるというだけで，
高級でエレガントな輝きを放つようになる。） 
 例(5)(6)(7)(8)(9)は疑問詞の“谁”が現れているにもかかわらず，疑問文としてとらえ 
てはならない。疑問の意味を表さない原因は推測のモダリティを表す副詞の生起と関係が 
あるかもしれない。例(5)(6)(7)(8)(9)における“好像”“像”“～似的”“估计”“仿佛” 
などは把握した情報・知識に基づいて，物事の性質・状態などを推し量るという意味を表 
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しているので，文としては推測のモダリティを表していると考えられる。いうまでもなく， 
“好像”“像”“～似的”“估计”“仿佛”の内部に違いがないわけではないが，本節のテー 
マと直接な関係がないので，ここでは触れないことにする。 
 さらにもう一つの現象を見逃してはならない。それは“谁”によって構成される主述構 
造がさらに主述構造を伴い，文を構成するということである。そのような場合は定かでは 
ないが，確かにそのようなことがあるという意味を表す。下記の例（10）は主述構造が連 
体修飾語として機能する場合の意味・用法である。 
（10）我记得谁写的一本小说里有这么个故事。（作例）（私は誰かの小説の中に，こん
な物語があったのを覚えている） 
 例（10）においては二つの主語と二つの述語があると認められる。具体的に言えば，“谁 
写”における“谁”は主語としてとらえられ，“写”は述語としてとらえられる。また，“一 
本小说里”は主語であり，“有”は述語であると考えられる。“谁写”のような主述構造は 
文を言い終わるのではなく，連体修飾語として後続の主述構造を限定する役割を果たして 
いると考えられる。 
 
2.3.2仮定条件を表す文に用いられた場合 
“谁”が仮定条件を表す文に用いられた場合も不定の意味を表すことになる。ただし，
“若是”“要是”“要”“若”“如果”“假如”“万一”などの助けが必要である。以下
の用例はその裏付けである。 
  （11）若是谁出现呼吸急促，双脸泛红，短时间不省人事，先别惊慌，将其扶起置于通
风处，让其深呼吸或口对口人工呼吸，一会儿就可醒转。（例（2）を再掲）（もし，
誰かの呼吸が激しくなり，顔も赤くなり，意識を失っているとしたら，慌てず
にその人を風の通る場所へ移動してください。その人に深呼吸をさせるか，あ
るいは人工呼吸をする。そうしたら，すぐ目が覚めるでしょう。） 
  （12）苏杭手握一把打开的小刀，和我一起杀气腾腾地在学校里走来走去，他向我发誓：
谁要再敢说一句苏宇的坏话，他就立刻宰了那个人。（余华《在细雨中呼喊》）（苏
杭は開いたナイフを手に持ち，私と一緒に殺気を立てながら校内を歩き回って
いた。彼は誰かが苏宇さんの悪口を言ったら，すぐさま殺してやると誓った。） 
  （13）他用自己不可动摇的权威，去恫吓那些胆小怕事的村民，警告他们谁要是窝藏菩
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萨，一律以反革命论处。（余华《在细雨中呼喊》）（彼は絶対譲らない態度で，臆
病な村人たちを脅した。誰かが菩薩さまを隠して持っていれば，反革命の罪で
処罰すると警告した。） 
  （14）有一天，谁若攻克了戒毒，不但会获得诺贝尔医学奖，还会获得诺贝尔和平奖，
因为毒品引发的战争太多了。（毕淑敏《红处方》）（もしいつか，だれかが麻薬中
毒患者の治療に成功したら，その人はノーベル医学賞を受賞するだけでなく，
ノーベル平和賞も受賞するだろう。麻薬が起こした戦争は多すぎるからだ。） 
  （15）我老赵行得正走得直，英子就是我妹妹，怎么说我都可以，但如果谁伤害了英子，
我决不饶他！（《国际在线》2015年 4月 1日）（他人がとやかく言っても恐れる
に足りない。英子は俺の妹のような存在だ。俺のことはどう言われても平気だ。
しかし，誰か英子を傷つけるとしたら，決して許さないぞ！） 
  （16）对于北京奥运会非注册记者来说，假如谁盯着“公园里的狗屎”之类的负面新闻
进行报道，一定会被同行耻笑。（《中国新闻网》2008年 7月 21日）（北京オリン
ピックの非登録記者にとって，もし誰かが「公園内の犬の糞」などと言うマイ
ナスな一面について報道すれば，必ず同業に笑われるだろう。） 
  （17）王强不顾节前重感冒刚刚痊愈后略显虚弱的身体，主动要求来到站前广场岗位。
他对所领导说：“我年轻，有力气，站前广场和候车室台阶积雪厚，人多，万一
谁摔倒了，我能第一时间扶住他们”。（《新华网》2014年 2月 10日）（王強は休
日前に風邪を引いていた。治ったばかりにもかかわらず，少し弱った体を動か
して，駅前の広場のポジションを要求した。「私は若くて，力もある。駅前の広
場と待合室の階段は雪が深く積もっている。人も多いし，万が一誰か転んでも
私ならすぐに対応できる。と彼は上司に言った。） 
 例（11）～（17）では，“谁”は“若是”“要”“要是”“若”“如果”“假如”“万一”を受 
けて従属節を構成していると考えられる。“谁”が不定の意味を表しうるのは，これらの接 
続詞が前置していることと関係があるように思われる。つまり，“若是”“要”“要是”“若” 
“如果”“假如”“万一”といった副詞の前置がなければ，不定の意味は成り立たない。 
 ただし，次の例（18）（19）（20）では，“若是”“要”“要是”“若”“如果”“假如”“万一” 
などが省略されたと考えられる。 
  （18）小姑娘急了，“我呀，是让您把药好好保存起来，以后谁再得了这种病，不就有救
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了吗！”（毕淑敏《血玲珑》）（少女は焦った。「私は薬をちゃんと保存してって
言ったんです！そうすれば，誰かがこの病気になったら，助かるんではないで
すか！」） 
  （19）不是有个电影，叫《突破乌江》，白军冲锋的时候，一个胖军官在后面挥着枪喊，
弟兄们，给我冲！谁冲上去，我赏二两大烟土！（毕淑敏《红处方》）（『突破乌江』
という映画があるでしょう。白軍が突撃している時，一人の太った将校が後ろ
で銃を振り回しながら「みんな進め！！誰かが突撃したら，アヘンを 100グラ
ムやる！！」） 
 （20）谁想再次戒毒，他们就会把病人当成摇钱树，高价戒毒，牟取暴利。（毕淑敏《红
处方》）（誰かがもう一度麻薬中毒を治療したかったら，その人は金のなる木と
見なされ，麻薬中毒を断つという名目で高額な治療費を払わせ，莫大な利益を
手に入れる。） 
 例（18）における“以后谁再得了这种病”，例（19）における“谁冲上去”，例（20） 
における“谁想再次戒毒”は，それぞれ“如果（若是，要是）以后谁再得了这种病”“如 
果（若是，要是）谁冲上去”“如果（若是，要是）谁想再次戒毒”のように解釈すること 
が可能であるので，接続詞の省略として認められる。 
 
2.3.3否定文に用いられた場合 
 “谁”は肯定文だけではなく，否定の意味を表す文にも生起しうる。以下の例文におけ
る“谁”は不定を表すものとして認められる。不定表現として認める理由は否定要素を含
む文（否定文）に用いられたことに由来する。 
  （21）时间和距离，在毒品王国是不存在的。我不相信有谁能独自从那里返回。枉费心
机。（毕淑敏《红处方》）（時間も距離も，麻薬の王国では存在しない。そこから
帰ってくる人間がいるとはまったく信じないよ。） 
  （22）她福至心灵，想出一个两面兼顾的态度，表示有好多人发狂地爱过自己，但是自
己并未爱过谁，所以这一次还是初恋。（钱钟书《围城》）（彼女は突然ひらめいた。
両方に配慮する態度をとることにした。多くの人が狂うほど自分を愛していた
が，まだ人を愛したことがない。だから今度は初恋だと言った。） 
  （23）我想和我的爸爸妈妈在一起！我需要别人爱我，我也爱这个世界！我没害过谁，
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我要活！（毕淑敏《血玲珑》）（私はお父さんとお母さんと一緒にいたい！誰か
に愛されたい！私もこの世界を愛している！誰も傷つけたことのないこの私は
生きていきたい！） 
  （24）我绝对不是想玷污谁而实在是没办法。（余华《在细雨中呐喊》）（決して誰かを汚
したかったわけじゃないが，しょうがなかったんだ。） 
 （25）以她现在的心境，恨不能找一间地穴隐身，哪有兴趣听谁痛说家史。（毕淑敏《血
玲珑》）（彼女は今穴があったら入りたいほどの気持だろう。人の家の歴史を聞
く余裕なんてない。） 
意味の観点からみれば，例（21）～（24）では，否定を表す副詞の“不”“未”“没”“不
是”の生起によって，主語と述語との論理的関係が不確定となり，“谁”の意味内容も定か
でなくなるのである。例（25）には否定のマーカーが現れていないとはいうものの，語用
論の観点からみれば，文中の“哪”は疑問の形で反対の意味を述べる言い方なので，文全
体としては否定の意味を表していると考えられる。 
統語の観点からみれば，例（21）～（24）における“谁”はいずれも目的語として機能
している。このことから，“谁”は否定文に生起し，不定を表す場合，目的語として機能す
るのが普通だといえる。 
ただし，否定文に用いられた“谁”は“没有”を受けて，「動目構造」を構成し，「全面
否定」を表すことができるという事実を見逃してはならない。 
（26）全面从严治党针对所有党员干部，没有谁能置身事外。（《人民网》2017 年 08 月
25日）（党の厳格な統治には幹部党員の全員が、誰も無関係ではいられない） 
（27）没有谁能否定自己性格中的矛盾性，双重性。（《人民网》2017年 09月 20日）(誰
も自分の性格の中に潜む矛盾や二重人格を否定できない。) 
（28）我们的粮食不可能也不能依赖进口。我们一旦缺粮，没有谁能填上这个缺口。（《人
民网》2016 年 03 月 31 日）(食料は輸入に頼ることは不可能であり、そうして
はならない。我々がいったん食糧難に陥れば、誰も不足した食糧を補ってはく
れない。) 
（29）没有谁能阻止一个新时代的到来，一切都在悄然变化中。（《人民网》2016年 01月
02 日）(誰も新しい時代の到来を妨げることはできない。一切の物事は変化し
ているのだ。) 
  
 
104 
例（26）（27）（28）（29）では疑問詞の“谁”が“没有”を受けて，さらに可能の意味を
表す“能”“可以”“会”を伴い，「例外なし」という意味を表している。例（26）（27）（28）
（29）における“没有谁”は“没有人”のように置き換えていうことが可能である。“没有
人”といえば，全面否定になるので，当然のことながら，文中における“没有誰”は全面
否定の意味を表すものとして認められる。 
「例外なし」を表す場合の“谁”は“人”（「～の人」）の意味と変わらないので，“人”
で置き換えることが可能である。例えば，次の例（30）（31）（32）（33）は例（30’）（31’）
（32’）（33’）のように置き換えることが可能である。 
（30）不要意气用事，你这样报复不了谁，只会毁了自己。（王朔《一半是火焰一半是海
水》）（感情に身を任せて事に当たるな。お前はそんな事をしても誰にも復讐で
きない。ただ己が身を害するだけだ。） 
（30’）不要意气用事，你这样报复不了人，只会毁了自己。 
（31）她一昂首，“我从未对不起过谁，都是人家对不起我。”（王朔《一半是火焰一半是
海水》）（彼女は頭を上げた。「私が誰かに申し訳の立たないようなことは何もし
ていない。人々こそ私にすまないことばかりだ」） 
（31’）她一昂首，“我从未对不起过人，都是人家对不起我。” 
（32）古人那么爱喝茶，也没见谁喝出病来，为何现代人不能随便喝茶呢？（《北京青年
报》2017 年 04 月 28 日）（古代の人々はあんなにも茶を飲むことを愛したでは
ないか。それにもかかわらず，茶の飲みすぎで病気になった者がいたという話
は聞いたことがない。ならば，どうして現代人は自由に茶を飲むことすらでき
ないのだ？） 
（32’）古人那么爱喝茶，也没见人喝出病来，为何现代人不能随便喝茶呢？ 
（33）沙月亮像突然醒了酒，口齿清楚地说：“干娘，我姓沙的还从来没有低声下气地求
过谁。”（莫言《丰乳肥臀》）（沙月亮は突如として酔いから冷め，はっきりとし
た話しぶりで言った。「義母ちゃん，俺は，まだ誰にも媚びへつらったことはね
えぞ」） 
（33’）沙月亮像突然醒了酒，口齿清楚地说：“干娘，我姓沙的还从来没有低声下气地
求过人。” 
 例（30）（31）（32）（33）の下線部の“谁”も例（30’）（31’）（32’）（33’）の下線部の
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“人”も具体的な人を指しているわけではない。そのため，両者は互いに置き換えること
ができる。ただし，置き換えた後も漠然とした意味を表すことには変わりがない。 
 
2.3.4譲歩文に用いられた場合  
 現代中国語では「S1の状況にかかわらず，S2が成立する」という表現が譲歩文と呼ばれ
ている。“即使”“哪怕”“就算”“即便”のような副詞は譲歩文を構成するものである。そ
れらの副詞は統語的には述語とつながりを持つものであり，意味的には，従属節の示す条
件を想定したり推論したりするという意味を表す。“谁”はそのような副詞を受けた場合，
文の表す意味が不定となる。 
  （34）毛主席对这些同志，一直是和蔼亲切，宽厚仁慈的，即使谁有了缺点错误，也是
循循善诱的，谁家里有个困难，也是十分关心爱护并给予帮助的。（《人民网-文史
频道》2015年 3月 26日）（毛主席はこの人たちに対しては，ずっと親切でやさ
しくしていた。たとえ誰かミスを犯しても，やさしく指導していたのだった。
誰かの家が困難でも，すごく気にかけて助けていた。） 
  （35）如果着了火呢？大家往哪里跑？所有的窗棂都钉了铁条，哪怕谁有勇气跳楼，一
时半会也撬不开。（毕淑敏《红处方》）（もし火事が起きたら，みんなどこへ逃げ
るんだ？すべての窓には鉄パイプがつけてある。飛び降りる勇気があるとして
も，すぐには外せない。） 
  （36）这个奖不如不得!得了反而出现这样令自己难堪的一幕!就算谁有责任来整自己，
但这又何苦呢?这次得奖是国家的光荣，也是广州美术学院的光荣，但有些人老在
那里自己跟自己过不去。（《人民网》2007 年 3 月 11 日）（この賞はとらないほう
がましだ！取ったら反って自分が難しい立場に立たされる。たとえ誰か自分を
こらしめる「責任」があるとしても，必要かどうか疑問だ。今回の受賞は国家の
栄誉であり，広州美術学院の栄誉でもある。でもある人たちはどうしても自分を
責め続けなければ気が済まない。） 
  （37）退一步说，即便谁能从环卫工手上冒领去钱物，也是发不了财的。（《人民网》2012
年 2月 7日）（一歩ゆずって，たとえ誰かが清掃員から金品をだまし取ったとし
ても，金持ちにはなれないよ。） 
例（34）（35）（36）（37）の“谁”は疑問の意味を表しているとは思えない。疑問を表さ 
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ない原因は前置の“即使”“哪怕”“就算”“即便”などの意味・機能に求められる。つまり，
例（34）（35）（36）（37）のような文環境では，“谁”が譲歩を含意する副詞を受けて，従
属節の主語として機能することによって本来の疑問の意味が捨象され，不定の意味がメイ
ンになるのである。 
 
2.3.5疑問の形をなす文である場合 
 動詞の“有”と“是”は“有没有”“是不是”の形で用いることが可能である。“有没有”
“是不是”を受ける“谁”は不定の意味を表すことになる。 
  （38）我买了一块马克 雅可布（Marc Jacobs）的手表，但表盘太小了，我不喜欢。有
没有谁要买啊？（《人民网》2015 年 2月 26日）（Marc Jacobsの腕時計を買っ
たんだけど， 文字盤が小さすぎて，あまり好きじゃないの。誰か買う人はいる？） 
  （39）主持“好声音”让人见识到了华少有一把“好舌头”，但他一直没忘记自己发专
辑的梦想，“实话实说，非常想参加自己主持的一个节目，看看有没有谁为我转
身。”（《人民网》2014年 3月 12日）（『好声音』を司会することで，華少は「い
い舌」を持っていることを世間に知らしめた。でも彼は自分でアルバムを出す
という夢をずっと忘れてはいなかった。「正直に言って，とても自分が司会する
番組に参加したくて，私のために誰か振り返る人がいるのかどうか知りたいで
す。」） 
  （40）他为人低调，家就住钱塘江边，那天他想肯定有很多车子被淹，于是当天下午两
点多钟，就借了朋友的车在路上转了，看看有没有谁需要帮忙的。（《钱江晚报》
2013年 10月 9日）（彼は謙虚な人で，銭塘江の付近に住んでいる。彼はあの日，
必ず多くの車が水に埋もれると思っていたそうで，その日の午後二時過ぎに友
達の車を借りて，誰か助けがいる人がいないか見回りしていた。） 
  （41）有居民介绍，平时就有人把不用的东西往这里堆，不知道是不是谁丢下了易燃物
品导致了火灾。（《人民网》2015年 3月 30日）（住民の紹介によると，普段から
使わないものをここに積む人がいて，誰かの捨てた可燃物が火災を起こしたの
かもしれない。）  
例（38）（39）（40）（41）に示すように，“谁”は“有没有谁～”“是不是谁～”のよう 
な形で用いられた場合，もともとの疑問の意味が消え去り，「不定」の意味を表すことにな
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る。 
 共起制限の観点からみれば，“谁”は“吗”と共起し，疑問文を構成することができない。 
しかし，“吗”と共起し「不定」の意味を表すことが可能である。また“吧”と共起しても 
疑問の意味を表すのではなく，「特定できない人」という意味を表すことになる。 
  （42）“里面有谁不行了吗？”“老太太病了。”（海波《铁床》）（「誰か具合が悪いので
すか？」「おばあちゃんが具合が悪いらしい。」）   
（43）小王身上沾满了土。“这不出血了吗？是从学校回来的路上和谁吵架了吧。”(作例)
（王さんは土埃にまみれているのだった。「血が出てるじゃないか。学校の帰り
だね？ 誰かと喧嘩でもしたのかな」）  
  （44）经理，这个工作我一个人干不了，让谁来帮帮我吧。（《人民网》2014 年 3 月 15
日）（社長，この仕事，一人で務まらないかもしれない。誰かが私を助けるよう
にしてもらいたい。） 
 例（42）（43）（44）の文末には終助詞の“吗”“吧”が現れている。それが原因で文中 
の“谁”は疑問の意味を表すものとして解釈してはならず，特にそれと定まっていないと
いう意味を表すものとして解釈しなければならない。 
 
2.4まとめ 
 以上，不定を表す“谁”の構文的分布について述べた。「不定」の意味は疑問詞の“谁”
によって担われるほかに，文脈や他の成分とのインタラクティブによって顕現されること
もある。以上の分析の結果は次のようにまとめられる。 
①“谁”は推測のモダリティを含む文に生起した場合，不定の意味を表す。 
②不定の意味を表す“谁”が仮定条件を表す文にも用いられる。そのような場合は“若
是”“要”“要是”“若”“如果”“假如”“万一”などの助けが必要である。 
③否定要素を含む文に用いられた場合の“谁”は不定表現として認められる。 
④“谁”は“即使”“哪怕”“就算”“即便”のような譲歩を表す副詞を受けた場合，文
の表す意味が不定となる。 
⑤“谁”は“有没有～”“是不是～”のような疑問の形をなす文に生起した場合，不定
の意味を表す。 
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３ 連鎖構文“谁 1～谁 2～”の使用条件 
3.1はじめに 
 現代中国語では，“谁再站起来吃饭，我就打断谁的腿。”（立ち上がって飯食う奴は足をた
たき折ってやる。）のように，疑問詞の“谁”が前後呼応して“谁 1～谁 2～”のような形で
“连锁句”1）と呼ばれる文をつくることが可能である。このような構造的関係は日本語で
は普通，「連鎖構文」と呼ばれている２）。“谁 1～谁 2～”による連鎖構文の使用条件につい
て，先行研究では具体的に示されていない。この節では，“谁 1～谁 2～”のような連鎖構文
の要求する構文的条件について具体的に検証し，新たに提案することを試みる。 
 以下，3.2ではまず先行研究の問題点を指摘し，本研究の立場を示す。3.3では，“谁 1”
と“谁 2”が同一人物を指す場合の使用条件について述べ，3.4 では，“谁 1”と“谁 2”が
異なる人物を指す場合の使用条件について述べ，3.5では，いわゆる緊縮複文における“谁
１～谁２～”について述べる。3.6ではまとめを行う。 
 
3.2先行研究と本研究の立場 
 “谁 1～谁 2～”による連鎖構文の意味・用法については，吕叔湘（1982）や朱德熙（1982）
などがあげられる。朱德熙（1982）では，“有的时候，同一个疑问代词前后配合着用，所指
相同，也表示周边性。”（同一の疑問詞が前後に配されて，同じ対象を指示することもある。
これは全体指示の用法である３））とされている。以下ではそのまま引用する。以下の例は
朱德熙（1982）で用いられた用例である。 
  
（1）谁愿意去谁就去。（行きたい人が行く）  
さらに，朱德熙（1982）では下記の例（2）のように，“谁１～谁２～”の形は“谁～他～”
のような形と同じものとして扱われる。 
 （2）谁没看过这个电影，我就把票让给他。（この映画を見たことのない人があれば，
(誰であるかにかかわらず）私はチケットをその人にプレゼントする) 
しかし，例（2）に対して，例（３）のような文における“他”は“谁”で置き換えるこ 
とができない。  
 （3）谁要是不相信这个道理，不管他走到哪儿，都要碰钉子。（もしこの道理を信じよ
うとしない者がいれば，その人はどこに行こうと，困難に直面する） 
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 朱德熙（1982）では，ときには二つの“谁”が前後にあって，異なる人物を指す場合があ
ると指摘されている。以下の例（4）（5）は朱德熙（1982）で用いられた用例である。 
 
（4）他们俩谁也不认识谁。（彼ら二人は互いに面識がない） 
 （5）他说朝鲜话，我说中国话，谁也不懂谁的话，可是谁也能体会谁的意思。（彼は朝
鮮語を話し，私は中国語を話し，どちらもお互いのことは分からないが，どち
らも相手の言わんとすることが実感できた。）  （朱德熙（1982）：ｐ．93） 
朱德熙（1982）の説明では，連鎖構文を構成する“谁 1～谁 2～”が“谁”の非疑問的用
法の一つであり，「例外なし」を表すとされている。しかし，下記の例（6）に示すように，
構造的に“谁 1～谁 2～”の条件を満たしていても，連鎖構文を構成しない場合もある。 
（6）喜欢谁，支持谁，就用爱心为他燃屏，表白爱豆的方式就是这么简单。（《人民网》
2016 年 09 月 23 日）（ハートを送って好きなアイドルを応援して，アイドルに
告白する方法はこんなにも簡単だ。） 
 例（6）における“谁 1～谁 2～”は連鎖構文としてとらえてはならない。訳文に示すよう
に，“谁”は繰り返して用いられているにもかかわらず，二つの事柄が並んで存在するとい
う意味を表しているので，並列関係を結ぶものとしてとらえてもよいように思われる。文
環境の違いにより，このようなずれが生じたのだろう。このことから，朱德熙（1982）の
指摘は厳密さに欠けているといわざるをえない。 
本論文では例（6）のような“谁 1～谁 2～”構造を研究の対象としない。この節の冒頭
で述べたように，“谁 1”と“谁 2”が同一人物を指す場合も異なる人物を指す場合もあ
る。同一人物を指すか異なる人物を指すかの判断のポイントは文の構造的特徴にある。具
体的に言えば，“谁 1”は「任意の，無条件の」という意味を表し，その後の“谁 2”は前
置の“谁”と同一人物を表す場合の意味・用法は“谁 1”が主語として機能する場合，“谁
1”が目的語として機能する場合，“谁 1”が連体修飾語として機能する場合に分布してい
る。それに対して，“谁 1”と“谁 2”が異なる人物を指す場合の意味・用法は否定文を構
成する“谁也不（没）～谁”“谁都不（没）～谁”の二つにしか分布していない。以下で
は，コーパスに基づいて連鎖構文をつくる“谁 1～谁 2～”の構文的分布を明らかにする。  
 
3.3“谁 1”と“谁 2”が同一人物を指す場合 
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“谁 1～谁 2～”による連鎖構文の本質的な意味は同じ形の疑問詞が互いに関連し，異な
る機能を果たす意味的特徴を有することにあると考えられる。“谁 1”と“谁 2”が同一人物
を指す場合の構文においては“谁１”を含む前件の表す事柄が仮定的なことであるので，“如
果”“要是”のような仮定条件を示す要素が前件の文頭に現れることが可能である。ただし，
現れない場合が多い。また，後件は結果を示すので，前件と後件の間には“就”“才”のよ
うな必然の帰結を導き出す副詞が生起するのが普通である。“谁 1”と“谁 2”が同一人物を
指すパターンについては，さらに“谁 1”が主語として機能する場合，“谁 1”が目的語とし
て機能する場合，“谁 1”が連体修飾語として機能する場合のように三分類することが可能
である。 
 
3.3.1“谁 1”が主語として機能する場合 
“谁 1”と“谁 2”が同一人物を指す場合，“谁 1”が基本的には主語として機能するが，
“谁 2”は主語だけではなく，目的語や連体修飾語として機能することも可能である。 
（7）共产党最讲认真，谁不认真对待，谁就要付出代价；没有人违反了纪律规矩，还会
成为逃脱惩处的“幸运儿”。（《中国纪检监察报》2017 年 3 月 28 日）（共産党は最
も誠実であり，不誠実に対処するような者は，不誠実な対処への対価を支払うこ
とになるだろう。規律と規則に違反した者のうち，懲罰からまんまと逃げおおせ
た『運の良い奴』はいなかった。） 
（8）谁控制了石油，谁就控制了所有国家；谁控制了粮食，谁就控制了人类。（《黑龙江 
日报》2017年 3月 21日）（石油をコントロールする者が諸国をコントロールす 
る。食料をコントロールする者が人類をコントロールする。） 
（9）不论是展会主办方还是参展家具企业，谁能迅速满足市场精准需求，谁才能脱颖而 
出。（《人民网》2017年 3月 24日）（展示会の主催者であれ出展した家具企業で 
あれ，市場の需要を正確に把握し，迅速に満足させられる者は，おのずと頭角を 
現す。） 
（10）谁能在快与稳之间寻求最佳平衡，谁才有可能站上最终的领奖台。（《人民网》2017
年 3月 29日）（急進と安定との間で最良のバランスを取る者は，最終的に表彰
台の上に登ることになるだろう。） 
（11）解放军在前线冒着枪林弹雨不怕流血牺牲饿着肚子为你们的土地牛马打仗，你们
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竟想扔下粮食逃跑，良心哪里去了？卸下粮食，一袋袋扛过河，谁再敢说泄气话，
我就枪毙谁！（莫言《红高粱家族》）（解放軍は雨あられのごとく弾丸が飛び交
う中で，流血の犠牲も飢餓の苦しみも恐れずに，お前たちの土地と家畜のため
に戦ってくれたんだぞ。お前たちは食料を捨てて逃げようっていうのか，良心
はどこに行った？ 食料を降ろして，一袋ずつ皆で担いで川を渡れ。また情け
ないことを言い出す奴がいれば，俺が撃ち殺してやる！） 
（12）我这个房子啊，谁能全款付，我就卖给谁。（《人民日报》2016年 2月 13日）（俺
のこの家は，ちゃんと全額払ってくれるってんなら，誰にでも売ってやるさ。） 
（13）我父亲那时候毫不手软，为这么一点小事他会对我弟弟拳打脚踢，同时像个暴君
那样反复宣告：“谁再站起来吃饭，我就打断谁的腿。”（余华《在细雨中呐喊》）
（あの時の父は容赦がなく，ちょっとのことでも私の弟に暴力をふるった。同
時に暴君みたいに何度も宣告した。「立ち上がって飯食う奴は足をたたき折っ
てやる。」） 
（14）谁砸软环境的口碑，组织就砸谁的饭碗。（《人民日报》2017 年 3 月 30 日）（（設
備以外の）ソフト面の環境，政策・法律・管理・サービス・人材などの批判に
傷をつけるような者は，組織によって首にされるぞ。） 
例（7）（8）（9）（10）では，“谁 1”と“谁 2”が両方とも主語として機能している。それ
に対して，例（11）（12）では，“谁 1”が主語として機能し，“谁 2”が目的語として機能し
ている。例（13）（14）については，“谁 1”が主語として機能し，“谁 2”が連体修飾成分を
結ぶものとしてとらえられる。そのような連体修飾成分がさらに目的語として機能してい
ると解されうる。 
意味関係に注目すれば，“谁 1～谁 2～”による複文の前件は仮定的な事柄を表すがゆえ，
“如果”“要是”のような仮定条件を表すマーカーが現れていなくても，前件と後件の仮定
的関係が自明となるが，下記の例（15）（16）（17）（18）に示すように，“如果”“要是”と
いったマーカーが現れた場合は，前件と後件の仮定的な関係がいっそう鮮明となる。 
（15）“如果谁泄密，谁就进去（看守所）。”一位领导直接说道。 会后，包括记者在内
的行动人员的手机全部上交，每个小组的组长现场领一部对讲机。（《羊城晚报》
2015 年 8 月 12 日）（「もしも誰か秘密を漏らすような者がいれば，そのような
者には拘置所に行ってもらうことになる」と一名の指導者がはっきりと語った。
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会議の後，記者を含めた人員の携帯電話が全て預けられ，各々の小グループの
リーダーがその場でインターホン越しに一部を受け取った。） 
（16）父母为她请遍了有名的萨满，也看不好她的病，眼看姑娘不中用了，只得贴出告
示说：如果谁能治好姑娘的病，就把姑娘嫁给谁。（《光明网》2014年 07月 16日）
（両親は彼女のために有名な祈祷師を訪ねたが，それでも彼女の病気は良くな
らず，娘はもう治る見込みがないと思い，告示を張り出すことしかできなかっ
た。「娘の病を治せた者に，娘を嫁がせる」） 
（17）会议召开之前，有人喊话，“谁要是支持出嫁女，就打死谁，就把他的一份给出去。”
（《中国妇女报》2015 年 07 月 26 日）（会議が開催される前、「嫁いだ女を支持
する奴がいたら、殴り殺して、そいつの分をくれてやるよ」とある人が言った
のだ。） 
（18）大会充分估计了现实中的困难,毛泽东指出：“谁要是只看见光明一面，不看见困
难一面，谁就会不能很好地为实现党的任务而斗争。”（《中共党史研究》2015 年
07月 03日）（大会は十分に現実の困難を見積もっていた。毛沢東は「誰かがも
し明るい一面だけを見て，困難な一面を見なかったとしたら，そのような者に
は党の任務のために戦うのは無理だろう」と指摘した。） 
例（15）（16）（17）（18）に示すように，“谁 1～谁 2～”が“如果”“要是”などを要求する
場合，“谁 1”の前にも後にも生起しうる。例（15）（16）は“谁 1”の前に生起する例であ
り，例（17）（18）は“谁 1”の後に生起する例である。ただし，前に生起しても後に生起
しても，意味的には大差がない。 
 
3.3.2“谁１”が目的語として機能する場合 
まれなケースであるが，“谁１”は目的語として機能することもある。しかし，“谁２”は
目的語だけではなく，主語として機能することもある。 
  （19）下面我要开始点名了，喊到谁，谁就站起来。（作例）（次に私が名前を呼びます
ので，呼ばれた人は起立してください。） 
  （20）皇帝重用谁，谁就会飞黄腾达。（《人民网》2014 年 06 月 05 日）（皇帝に重用さ
れた者は必ず出世するだろう。） 
（21）他说：“绣文，你是真不懂还是假不懂啊，我图的是你这个人。我现在有一个巨大
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的商机，给了谁，就等于是把黄金送给谁。”（毕淑敏《血玲珑》）（「秀文，君は本
当に分らないのかとぼけているのか，僕が見込んでいるのは君という人間だ。
今僕は大きな商機を握っている。誰かにあげれば，そいつに黄金をあげること
になるんだ。」彼は言った。） 
（22）我是这里的老大，我想削谁，下面的小弟就会替我去打谁。（《人民网》2013年 05
月 05日）（俺がここの親分だ。俺が誰かを気に入らねえと思ったら，下の弟分
どもが俺に代わってそいつをとっちめるって寸法よ。） 
例（19）（20）では“谁１”が目的語として機能し，“谁２”が主語として機能している。
このような構造的特徴は前述の例（11）（12）と正反対している事実を指摘しておくべきで
ある。つまり，例（11）（12）では主語の“谁”が前件に生起し，目的語としての“谁”が
後件に生起しているのと異なって，例（19）（20）では主語としての“谁”が後件に生起し，
目的語としての“谁”が前件に生起しているのである。例（21）（22）では“谁１”と“谁
２”がともに目的語として機能しているのである。 
  
3.3.3“谁１”が連体修飾語として機能する場合 
“谁 1”は“的”を伴い，連体修飾構造の修飾部として機能することもできる。そのよう
な場合の連体修飾構造は前件の主語として機能するのが普通である。 
（23）在双方近一个小时的会谈中，张近东频繁提到协同和精准。张近东表示，谁的协
同能力越强，谁的机会就越多。（《人民网》2017年 3月 28日）（約一時間の会談
に，張近東は協同と正確性を頻繁に提案した。張近東は，協同能力がより高い
者はチャンスもより多く得られると主張した。） 
  （24）“谁的开放程度高，谁就能抓住发展先机，获得发展优势，占据发展制高点”（《人
民网》2017 年 3 月 15 日）（「高い開放性を持つ者は，発展の機会を先に得て，
優勢な発展を勝ち取り，発展の高みを押さえ得る」） 
（25）如为纯住宅的地块，则谁的建设标准高，地块就归谁。（《北京晨报》2016年 10月
29日）（例えば住宅専用の用地があったとしたら，高い建設基準を有する者が，
その住宅用地を得られる。） 
（26）技术高度发达的当今时代，谁的传播手段先进，传播能力强大，谁的文化理念和
价值观念就能广为流传，谁就能掌握国际话语权。（《学习时报》2017 年 1 月 20
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日）（技術が高度に発達した今の時代，誰かが先進的な宣伝技術と強大な宣伝能
力を持っていれば，その人の文化理念と価値観が広く伝わり，世界に語りかけ
る権利さえも掌握しうるだろう。） 
（27）未来这一领域比拼的就是人才的竞争，谁的企业工程师和技术工人积累多，谁的
技术就更稳定，有口碑。（《南方日报》2016 年 11 月 30 日）（将来，この領域は
人材の競争だ。エンジニアと技術工員を多く確保している企業は，技術が安定
していて，評判も良い。） 
（28）当前所有经济体都面临“风浪”，谁的船长指挥高超，水手技艺精湛，谁就可以
乘风破浪。（《人民网》2017年 3月 21日）（目下は世界のすべての経済体は危
機の荒波にさらされている。キャプテンの指揮が優れ，船員の技術が巧みであ
れば，その船は危機をものともせずに行進するだろう。） 
（29）聚会活动上，大家都把手机都交出来，谁的手机先响，谁就会遭受到惩罚。（《人
民网》2016 年 11 月 21 日）（パーティーで，参加者は皆，携帯電話を預けた。
最初に携帯電話が鳴った者が，罰を受けるのだ。） 
（30）我爱用谁的电脑就用谁的，你别瞎操心了。（《南方日报》2015年 10月 05日）（俺
が誰かのパソコンを使いたいと思ったら使うんだ。お前がやたらに気に揉む必
要はない。） 
 統語的には，“谁 1＋的”と後続の体言によって構成される連体修飾構造は，主語として
機能したり目的語として機能したりすることができる。例（23）～（29）に示すように，
“谁 1＋的”とヘッド部（主要部）によって構成された連体修飾構造は主語の一部として機
能することが可能であり，また例（30）に示すように，目的語の一部として機能すること
も可能である。 
意味特徴の角度からみれば，例（23）（24）（25）（26）の“谁 1＋的”はヘッドとしての
“协同能力”“开放程度”“建设标准”“传播手段”といった状況の主体としてとらえられ，
例（27）（28）（29）の“谁 1＋的”はヘッドとしての“企业工程师和技术人员”“船长”“手
机”の所有者としてとらえられる。 
  
3.4“谁 1”と“谁 2”が異なる人物を指す場合 
この節では“谁 1”と“谁 2”が異なる人を指すパターンをみる。意味の観点からみても，
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統語の観点からみても“打开门，谁都能看得见谁”“他们俩谁也不理谁”のような文にける
“谁 1”“谁 2”は 3.3で取り上げられた“谁１～谁２～”との間にずれがあると認めなけれ
ばならない。具体的に言えば，“谁 1”と“谁 2”は別々の人を指すという点において，両者
の間にずれがあるのである。 
（31）在这个世界，无论裂变出多少个时尚的阵营，没有谁可以高枕无忧，谁也不必羡
慕谁，恐惧谁。（《人民网》2017年 3月 28日）（この世界で，ファッション業界
がどれだけの陣営に分かれても，誰も枕を高くしてなんの心配もなく寝ること
はできず，誰も誰かを羨んだり恐れたりする必要はない。） 
（32）两人一见如故，谁也分不开谁，除了工作的所有时间都黏在一起，并确认对方正
是自己想找的。《中国妇女报》2017 年 3 月 27 日）（二人は初対面だが，古い友
人同士のようにお互いに離れたがらず，仕事の時以外はいつも一緒にいた。ま
た，お互いが本当に自分の探し求めてきたタイプの人であることを確認し合っ
ていた。） 
（33）小宝被选上《欢乐中国人》给大家唱歌，妈妈却有自己的想法，而奶奶登台又说
着自己的想法，到了太姥姥又有新的想法。一家四代人争论热烈，谁也不让谁。
（《千龙网》2017 年 3 月 17 日）（宝ちゃんは『歓楽中国人』に選ばれて，みん
なの前で歌うことになった。しかし，お母さんは自分の考えがあって，お婆さ
んにも自分の考えがあって，ひいお婆さんにも別の考えがあった。一家四代で
激しく議論を交わしたが，誰も譲る気はなかった。） 
（34）两个人谁都不理谁。（《人民网》2017年 3月 13日）（誰も互いに相手にしない。） 
例（31）～（34）では，“谁 1”と“谁 2”が異なる人物を指しているのが事実である。な
ぜそのような現象が生じているか，原因は前置の“谁 1”と後置の“谁 2”の文法的役割が
異なっていることに求められる。つまり，前置の“谁 1”が主語として機能しているのに対
して，後置の“谁 2”が目的語として機能しているのである。例（31）～（34）のような文
環境における“谁１”は“也”“都”を伴うのが普通である。 
 
3.5緊縮複文における“谁１～谁２～” 
“谁 1～谁 2～”はいわゆる緊縮複文を構成することがある。そのような場合，“谁 1”は
「～の人」の意味を表すものとして位置づけられる。 
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（35）由于识字的人很少，农奴们在选举农民协会主任时，就在每个候选人的身后放一
只碗，投票人向碗里扔豆子，谁得的豆子多谁就当选。（《人民网》2017年 3月 28
日）（文盲の人がとても多かったので，農民たちは農民協会の主任選挙の時に，
各々の候補者の後ろに碗を一つ置き，投票者が碗に豆を入れることで投票とみ
なし，豆を最も多く得た者が当選とされた。） 
（36）我问他中午管不管饭？他说“自然谁赢谁请。”（王朔《玩的就是心跳》）（飯はあ
るのか聞いたら，彼は「もちろん買ったやつがおごるってことで。」と言った。） 
（37）谁证明谁盖章，哪所学校能够证明材料的真实性就盖哪所学校的章。（《人民网》
2017年 3月 27日）（証明する機関が印を捺すのだ。学校が書類を本物と証明す
るには，その学校の印を捺せばいい。） 
（38）小李秘书说：“你爱找谁就找谁，关我什么事，我才懒得管你呢。”（ドラマ《乡村   
爱情 9》）（「誰に陳情・要請しようが，私の知ることではありません。あなたに
構うのが面倒なんですよ」と秘書の李さんが言った。） 
（39）你自己一出门就瞎套瓷，逮谁给谁留地址，是人不是人就跟人家拍胸脯：以后北
京有事尽管找我。（王朔《玩的就是心跳》）（家を出たら他人になれなれしくして，
誰にでも住所を教えて，人だろうがなかろうが胸をたたいて「今後北京でなん
かあったら俺を頼りな」と言う。） 
（40）发展低碳经济，还需要有促进实现低碳经济的机制。说白了就是谁实现了低碳经
济谁不吃亏，自然就引导到低碳经济上来了。相反如果谁低碳谁吃亏，自然就是
变相鼓励浪费，鼓励高碳。（《人民网》2014 年 07 月 17 日）（低炭素経済の発展
には，低炭素経済の実現を促進する仕組みが必要だ。はっきり言えば，低炭素
経済を実現する人は損をしない。そして自然に低炭素経済へと導かれていく。
逆に言えば，もし低炭素経済を行う人が損をすれば，我々の社会は物質の大量
消費と，炭素の大量排出を奨励するわけである。） 
例（31）～（34）における“谁也不必羡慕谁”“谁也分不开谁”“谁也不让谁”“谁都不理
谁”“谁都不搭理谁”は単文としてとらえるならば，例（35）～（39）における“谁得的豆
子多谁就当选”“谁赢谁请”“谁证明谁盖章”“你爱找谁就找谁”“逮谁给谁留地址”につい
ては異なるものとしてとらえなければならない。つまり，例（35）（36）（37）における“谁
得的豆子多谁就当选”“谁赢谁请”“谁证明谁盖章”などは二つの主語と二つの述語によっ
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て構成される意味関係であるため，複文としてとらえなければならない。ただし，例（38）
（39）の構造的意味は例（35）（36）（37）と若干異なり，後続節の主語が省略されたと考
えられる。例えば，例（38）については，“你爱找谁（你）就找谁”のように還元すること
が可能である。 
さらに，もう一つ，例（35）における“谁得的豆子多谁就当选”は“得的豆子多的人当
选”（豆を最も多く得た者が当選とされた）のように解釈することが可能である。例（36）
（37）（38）（39）についても，同様に解釈することが可能である。3.4の例（31）～（34）
における“谁 1～谁 2～”は異なる人物を指すのと違い，例（35）～（40）における“谁 1～
谁 2～”は同じ人物を指すのである。つまり，緊縮文を構成するか緊縮複文を構成するかに
よって同じ“谁 1～谁 2～”でありながら，まったく違う意味を表すのである。 
 
3.6まとめ 
 “谁 1”と“谁 2”が同じ人物を指す場合，“谁 1”が主語，目的語や連体修飾語として機
能するのが普通である。それに対して，異なる人物を指す場合，“谁也不（没）～谁”“谁
都不（没）～谁”のような形で文が構成される。また，緊縮複文を構成する場合は，“谁
1”“谁 2”が同じ人物を指すのである。 
 
 
注 
1） 同じ形の疑問詞が互いに関連し異なる機能をはたす統語的特徴を有する文を指す。 
2） 杉村博文（2016）では，“连锁句”のことを「連鎖構文」と呼ばれている。詳しくは杉
村博文（2016）を参照されたい。 
3） 訳文の出所は杉村博文，木村英樹『文法講義―朱德熙教授の中国語文法要説』（1995）
から引用している。 
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第 3章 “谁”の語用的意味 
 
1 はじめに 
“谁”の意味について考える場合，意味論や統語論の観点を欠かせてはならないが，語
用論的解釈のプロセスを介さずには，真の意味・用法を明らかにすることが難しいと思わ
れる。  
以下では，語用論の観点を導入し，“谁”とそれを用いる使用者や文脈との関係に焦点
をあてて検証する。２では，先行研究を検討し問題点などを洗い出す。3 では，“谁”の
語用的意味に関する用例を確認しながら，その用法について詳細に述べる。4 ではまとめ
を行う。 
 
2 先行研究と問題点 
“谁”の語用的意味に関する研究は朱德熙（1982），吕叔湘（1985），戦慶勝（2003）に
散見される。吕叔湘（1985）では疑問詞疑問文は疑問の意味を表すほかに，反語表現の意
味・用法もあるとされ，文の中に否定詞がない場合，文が否定の意味を表し，文の中に否
定詞がある場合，文が肯定の意味を表すと記述されている。 
しかし，“谁知”“谁想”“谁说”“谁叫你”のような構造における“谁”の意味につい
ては，吕叔湘（1985）では第一人称代名詞の“我”に当たるとされている。一部の文にお
ける“谁知”“谁想”“谁说”“谁叫你”についてはそのように説明しても差し支えない
が，すべての“谁知”“谁想”“谁说”“谁叫你”についてはそのような説明はできない。
なぜなら，次のような反例があるからである。 
 （1）谁说小孩子不懂得人生？谁说小孩子就不能规划自己将来的人生？其实，这些全靠
老师和家长的教育和引导。（《从普通女孩到银行家》）（幼い子供には人生なんか理
解できないなどと誰が言うのか？幼い子供には自分の将来を決められるはずがな
いなどと誰が言うのか？実のところ，これらは教師と保護者の教育と指導による
のだ。） 
 （2）望着船头被劈开的白色海浪，宋蔼龄心情变得灰暗起来，她不知道此行前程究竟如
何。她现在是孤零零一人，谁知道还有多少美国人对中国人抱有这种看法。（《宋氏
家族全传》）（白い波浪を打ち砕く船首を見ると，宋藹齢の心情は暗い灰色に塗り
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つぶされていった。彼女はこの旅行の前途には何が待ち受けているのか分からな
かった。現在の彼女は一人孤独だった。さらにどれだけのアメリカ人が中国人に
対してこのような考え方を抱いているのか，誰が知っていようか。） 
例（1）（2）における“谁”は第一人称代名詞の“我”で置き換えてはならない。具体的 
に言えば，例（1）の“谁”は漠然とした「誰か」を指すのであり，例（2）の“谁”はそ
の前の第三人称代名詞の“她”を指していると思われる。つまり，例（1）の“谁说”は“怎
能说”のように置き換えられ，例（2）の“谁知道”は“她不知道”のように置き換えるこ
とができるので，吕叔湘（1985）の「“我”に相当する」という指摘はこのような現象をカ
バーすることができない。 
吕叔湘（1985）の指摘に対して本論文は“谁知”“谁想”“谁说”“谁叫你”のような 
構造における“谁”の意味については，第一人称代名詞の“我”に当たるほかに，第三人
称や漠然とした人を指すこともあると考える。以下では統語論や意味論のほかに語用論的
観点も取り入れて，疑問の意味を表さない“谁”の意味・用法を 4項目に分けて分析を加
える。それは①反語の意味を表す場合，②代用を表す場合，③問い返す意味を表す場合，
④反駁の意味を表す場合である。まず，反語の意味を表す場合の“谁”の意味・用法をみ
る。 
 
３ 反語の意味を表す場合 
中国語の反語については，吕叔湘（1942），王力（1943），丁声树（1961），胡玉树（1979），
张志公（1980），朱德熙（1982）などで取り上げられ，比較的新しい研究としての朱德熙
（1982）では次のように述べている。 
 
有的句子形式上是疑问句，但不要求回答，只是用疑问句的形式表示肯定或否定。这种
疑问句叫做反问句。反问句的形式和意义正相反，肯定形式（即不带否定词的形式）表示
否定，否定形式（即带否定词的形式）表示肯定。（ある種の文は，かたちの上では疑問文
であっても，回答は求めておらず，ただ疑問文の形式を用いて肯定または否定を表して
いるだけのものもある。この種の疑問文は反語文と呼ばれる。反語文のかたちは意味と
は正反対で，肯定形式（すなわち否定詞を伴わないかたち）が否定を表し，否定形式（す
なわち否定詞を伴うかたち）が肯定を表す。１）） 
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 一方，仁田義雄（1999）では，日本語のいわゆる反語について次のように述べている。
中国語の反語表現と関連性があるので，以下ではそのまま引用する。 
 
反語は疑問文によって話し手の強い主張を聞き手に伝えるものである。これは，通常
の質問の機能をもつ文が，その問いかけに対する解答が明らかに否定的であるという聞
き手の知識を前提とし，その知識を聞き手に想起（活性化）させることによって，結果
として逆の主張を行うといった機能と考えることができる。 
 
本論文では疑問文の形を用いながら，疑問を表すのではなく，明らかな道理や事実につ
いて，話し手の考えを断定的に言う表現を反語表現として位置付ける。反語表現は一般に
話し手の不満・不快感を表し，詰問・非難のモダリティを含んでいる。反語表現の特徴は，
否定の形をとる文によって肯定の意味を強め，肯定の形をとる文によって否定の意味を強
めることである。以下では，統語的特徴に基づいて，“谁”の反語の意味を①疑問詞のみ
が使用される場合，②“谁＋思考動詞”の形で用いられる場合，③“谁还～”の形で用い
られる場合，④助動詞の“会”“能”“敢”“愿意”“肯”“要”を伴う場合，⑤否定の意味を
表す副詞“不”“没”を伴う場合のように五つのケースに分けて分析を加える。 
 
3.1疑問詞のみが使用される場合 
 中国語では，疑問の形で述べていながら，聞き手に答えを求めるのではなく，文脈に出
た事柄が事実に反したり正しくなかったりとして，その存在や意義を認めない，容認しな
いという述べ方がある。そのような意味・機能は疑問詞の“谁”によって実現されること
がある。ただし，疑問詞疑問文による反語表現は普通の疑問文と同じであるので，どのよ
うな語用的意味を表すかということは文脈や経験や常識などに基づいて判断しなければな
らない。 
  （3）他不仅承包了楼道卫生，还自费买涂料粉刷墙壁，自己动手给楼梯安装扶手，为减
少邻里纠纷，20多年来他一直用自家电为全楼照明，没一句抱怨。“我是党员，这
个时候我不带头，谁带头！”（《人民日报》2017年 04月 18日）（彼は通路の衛生
に関して請け負っただけでなく，私費で塗料を購入して壁を塗り替え，自ら手を
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動かして階段に手すりを設置し，近隣の揉め事を減らし，２０年以上も自分の家
の電気を使って建物全体の照明を行い，たった一言の不満もこぼさなかった。「私
は党員だからね，自分が率先してやらなきゃ，他に誰がやってくれるのかね！」） 
  （4）在商贸城休闲度假，康乐健身尚且说得过去，但公墓呢，谁没事经常到那儿度假？
多瘆人。（《工人日报》2017 年 05 月 03 日）（ショッピングセンターで休日を過ご
したり，スポーツジムで休日を過ごしたりするのはいいものだ。でも誰が墓地で
休日を過ごしたがるだろう？実に気味が悪い。） 
  （5）这种奇葩的事情发生在你身上，谁信啊！（电视剧《欢乐颂 2》）（こんな珍しい事
があなたの身に降りかかるなんて，誰が信じるだろう！） 
（6）小编：你知道，那接下来，请开始你的表演！ 
  SOLO猫：表演...就表演，我说就我说！难道你以为我会怕吗？ 
小编：不怕你结巴什么呀？ 
    SOLO猫：谁结巴了啊。昨天我去参加文明创建志愿者的时候，小哥哥小姐姐都告诉
我啦。遵守交通规则，礼让慢行，不做低头一族，也是遵守国家安全。叔
叔我们不约，出门结伴而行也是遵守国家安全。（《中关村在线》2017年 04
月 17日）（編集：知ってますよね，次はあなたのショーをお願いします。 
SOLO猫：ショー……えっと，ショー，ボクが喋る事はボクが喋るよ！ キミはボ
クが怖がるとでも思ったの？ 
編集：怖くないなら，なんでどもるんですか？ 
SOLO猫：誰がどもるの。きのうボクがマナー向上ボランティアに参加した時にね，
お兄さんお姉さんがみんな教えてくれたよ。交通規則を守ろうね。ゆっ
くり走るのがマナーだよ。うつむきながら道を歩いちゃだめだよ。これ
も国家の安全の遵守なんだよ。） 
（7）小狮子屈起手指，弹弹进财的头，问那几个大汉子：”伙计们，吃不吃活人脑子？
大汉子们都说：“谁吃那玩艺儿，恶心死了。（莫言《丰乳肥臀》）（小獅子が手の指
を曲げて進財の頭を弾いて，何人かの男たちに「お前さんたち，生きた人間の脳
みそを食いたいかい？」と聞いた。男たちは皆口をそろえて「誰がそんなふざけ
た物を食うか，反吐が出るぜ」と答えた。） 
  （8）“已经在这个游戏里了，你玩不好，你怪谁？”火钳刘明文化传媒联合创始人马 
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睿认为，短视频行业对于每个内容创作者来说，都变得更加公平了。（《人民网》2017 
年 04月 14日）（「このゲームをやってみて，うまく遊べないのなら，君は誰を責 
めるんだ？」火鉗劉明文化伝媒連合創始者の馬睿は，動画サービスはおのおのの 
製作者にとって，より公平な形に変化してきていると考えている。） 
（9）庄之蝶说：你管得那么严，我敢接触谁？女人说：没人？那景雪荫不是相好了这么
多年吗？（贾平凹《废都》）（「お前は口出しがひどいな。俺が誰に会おうっていう
んだ？」と庄之蝶は言った。女は「一人もいない？なら景雪蔭とはずっと何年も
仲良しの間柄ってわけじゃないっていうの？」と言い返した。） 
 例（3）～（9）における“谁”は疑問文の形をしているとはいうものの，文脈の制約か 
ら，聞き手に答えを求めるのではなく，否定の意味を表している。例（3）（4）（5）（6）に 
おける“谁”は動詞や動詞フレーズを伴っている。それによって構成された文は形が肯定 
であるのに，否定の意味を表している。例（7）（8）における“谁”は動詞を受けて文の目 
的語として機能し，反語の意味を表している。 
 統語論の観点からみれば，例（5）（6）における“谁”は語気助詞の“啊”を伴って，反
語の意味を表している。ただし，例（3）（4）（7）（8）（9）に示すように，語気助詞の“啊”
は必ずしも現れなければならないことはない。また，否定の意味を表す“谁”は主語とし
て機能したり，目的語として機能したりことがある。例（3）（4）（5）（6）（7）における“谁”
は主語として機能し，例（8）（9）における“谁”は目的語として機能している。語用的意
味の観点からみれば，“谁”は否定の意味を表すだけでなく，例（6）のように反駁の気持
ちを表したり，例（8）（9）のように非難・憤りの気持ちを表したりすることもできる。 
 
3.2“谁＋思考動詞”の形で用いられる場合 
“谁”は“谁知～”“谁知道～”“谁料～”“谁料想～”“谁想到～”“谁承想～”と
いった形で用いられることがある。統語論の観点からみれば，“谁知～”という形式は他
の要素を伴うことができるが，単独で機能することもできる。 
（10）我曾想过向刘斌借钱，这是我在北京惟一可以求助的朋友了，谁知刘斌的现状也
不妙。（《中国北漂艺人生存实录》）（私は劉斌に金を借りようと思っていた。北
京で頼れる唯一の友人だ。意外なことに劉斌の現状も好ましいものではない。） 
（11）望着船头被劈开的白色海浪，宋蔼龄心情变得灰暗起来，她不知道此行前程究竟
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如何。她现在是孤零零一人，谁知道还有多少美国人对中国人抱有这种看法。（例
（2）を再掲）（白い波浪を打ち砕く船首を見ると，宋藹齢の心情は暗い灰色に
塗りつぶされていった。彼女はこの旅行の前途には何が待ち受けているのか分
からなかった。現在の彼女は一人孤独だった。さらにどれだけのアメリカ人が
中国人に対してこのような考え方を抱いているのか，誰が知っていようか。） 
（12）谁料“屋漏偏逢连阴雨”，腿伤刚好，又遭一次火灾，差一点被烧死。（《1994年
报刊精选》）（思いがけなく『雨漏りの家に毎晩雨が降る』ような不幸に遭った。
脚の怪我が治ったと思ったら，今度は火災ときた。もう少しで焼け死ぬところ
だった。） 
（13）您也许不知道，我读的是男中，一进初中就搞文化大革命，后来知青下放，在农
村呆了四年，没有路子上大学，招工回城，谁想到会被分配到这个厂？（池莉《来
来往往》）（貴方は知ってらっしゃらないかもしれませんが，私は男子中学校で
勉強したんです。中学校に進学したら文化大革命が起こりましてね，次は上山
下郷運動と来ましてね，農村で四年を過ごしましたよ。大学に進学するすべが
ないものですから，労働者として町に帰りました。まさかこの工場に配属され
たとは思わなかったでしょう。） 
（14）谁料想，父母竟然背着她，对宋子文做出了如此无理的事情。（《宋氏家族全传》）
（彼女の知らないところで，まさか彼女の両親が宋子文にこんな酷いことをした
とは誰も思わなかっただろう。） 
（15）谁承想，跳出苦海，转眼又掉进“火坑”。8年前，经朋友介绍，赵小月认识了现
在的丈夫。结婚时间不长，因为一件小事，丈夫就施以拳脚。（《人民网》2017年
04月 21日）（苦しい境遇から抜け出したのに，まさかまた生き地獄だとは思わ
なかった。８年前，友達から紹介されて，趙小月は現在の夫に出会った。結婚
してから間もなく，夫は彼女に些細な事で暴力を振るうようになった。） 
  （16）正是出于这种考虑，开学前我没有陪女儿去学校。而是建议她拿着学校的地图，
自己去学校认教室。谁知，在我提醒她的时候，她已经约了一个也上ＵＢＣ大学
附中的小学同学，一起去干这件事。（《从普通女孩到银行家》）（こういった考え
があって，学校が始まる前に私は娘に学校まで付き添ってやるようなことはし
なかった。娘には学校の地図を持って自分で教室まで行くべきだと提案した。
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私が娘にアドバイスしていた時には，彼女は既に UBC大学付属中学の小学生の
友達と約束をして，一緒にこの事をやりとげたなんて思ってもいなかった。） 
 例（10）～（15）における“谁知～”“谁知道～”“谁料～”“谁料想～”“谁想到 
～”“谁承想～”は思いもよらないという気持ちを込めた否定の意味を表している。しか 
し，例（14）（15）（16）における“谁料想”“谁承想”“谁知”は文から遊離して説明を 
加える働きをするものである。“谁知～”“谁知道～”“谁料～”“谁料想～”“谁想到 
～”“谁承想～”といった形式に含まれる「思いもよらない」という意味はさらに次のよ 
うに分けて考えることができる。 
下記の例（17）（18）における“谁知～”“谁料～”は常識からみて，一般的に予想され 
ることと反対の結果になったことを表すものとしてとらえられる。 
  （17）我曾想过向刘斌借钱，这是我在北京惟一可以求助的朋友了，谁知刘斌的现状也
不妙。（例（10）を再掲）（私は劉斌に金を借りようと思っていた。北京で頼れ
る唯一の友人だ。意外なことに劉斌の現状も好ましいものではない。） 
  （18）谁料“屋漏偏逢连阴雨”，腿伤刚好，又遭一次火灾，差一点被烧死。（例（12）
を再掲）（思いがけなく『雨漏りの家に毎晩雨が降る』ような不幸に遭った。脚
の怪我が治ったと思ったら，今度は火災ときた。もう少しで焼け死ぬところだ
った。） 
 例（17）（18）に対して，下記の例（19）（20）における“谁知道～”“谁想到～”は後
続成分の内容を強く否定し，「誰も知らない」という意味を表すものとしてとらえられる。 
（19）望着船头被劈开的白色海浪，宋蔼龄心情变得灰暗起来，她不知道此行前程究竟
如何。她现在是孤零零一人，谁知道还有多少美国人对中国人抱有这种看法。（例
（2）を再掲）（白い波浪を打ち砕く船首を見ると，宋藹齢の心情は暗い灰色に
塗りつぶされていった。彼女はこの旅行の前途には何が待ち受けているのか分
からなかった。現在の彼女は一人孤独だった。さらにどれだけのアメリカ人が
中国人に対してこのような考え方を抱いているのか，誰が知っていようか。） 
（20）您也许不知道，我读的是男中，一进初中就搞文化大革命，后来知青下放，在农
村呆了四年，没有路子上大学，招工回城，谁想到会被分配到这个厂？（例（14）
を再掲）（貴方は知ってらっしゃらないかもしれませんが，私は男子中学校で勉
強したんです。中学校に進学したら文化大革命が起こりましてね，次は上山下
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郷運動と来ましてね，農村で四年を過ごしましたよ。大学に進学するすべがな
いものですから，労働者として町に帰りました。まさかこの工場に配属されと
は思わなかったでしょう。） 
 例（10）～（16）に示すように，語用論の観点からみれば，そのような文における“谁
知（道）～”“谁料（想）～”“谁想（到）～”“谁承想～”といった形式は相手に答え
を求めるのではなく，認識のモダリティを表すものとして認められる。   
 
3.3“谁还～”という形で現れた場合 
 “谁～”は副詞の“还”を伴い，さらに“谁还～”の形で“愿意”“敢”“会”などと共
起し，話し手の否定的見解を示すことができる。ただし，そのような否定的意味には，詰
問したり反駁したりする気持ちが含まれる。 
（21）千篇一律的网红们，靠着吃饭，聊天，就日进斗金，谁还愿意把青春“浪费”在
奋斗上？（《新闻晨报》2017 年 3 月 21 日）（千編一律のマンネリなネット有名
人たちは，ものを食べたりお喋りしたりして一攫千金を成し遂げようとしてい
る。それでは若いうちに一生懸命に奮闘する奴なんていないだろう？） 
（22）李明贤说，现在不去预测到底是哪一种理由，才会导致蔡当局开放农药残留比欧
盟超过一千倍，但至少包括木瓜，番荔枝，凤梨，红毛丹，百香果，芒果，荔枝，
龙眼等 8项岛内民众经常食用的水果，谁还敢常买或给小孩吃？（《中国台湾网》
2017年 04月 13日）（「どんな理由でＥＵの規定量の千倍を超える農薬の残留を
台湾当局が許可したのかは現在のところ分かりませんが，そこにはパパイヤ，
バンレイシ，パイナップル，ランブータン，パッションフルーツ，マンゴー，
レイシ，リュウガン等８種類の島民が常食とする果物が含まれています。誰が
農薬まみれの果物を子供に食べさせようとするでしょうか？」と李明賢は言っ
た。） 
（23）将来的香港人家家户户都用上了轻松便捷的塑料制品。到了那个时候，谁还会花
钱去买洋铁制成的沉重小桶呢？（窦应泰《李嘉诚家族传》）（将来の香港人は便
利で扱いやすいプラスチック製品を家々で使うようになるだろう。その時が来
たら，誰が重たいブリキの桶を買うだろうか？） 
（24）两个旁若无人地聊着天，好像是在自己家里。倒也是，席子是仆人，原不必防。
  
 
126 
那个范青稞，不过是个孤陋寡闻的西北婆姨，出了这房门，谁还认得谁？（毕淑
敏《红处方》）（二人で傍若無人におしゃべりをして，まるで自分の家にいるよ
うだ。まあ席子は召使だ。彼を警戒する必要はない。あの範青稞は学識浅く見
聞狭き西北の女房だ。この家の門を出たら，互いに関係しなくなるだろう。） 
 例（21）（22）（23）における“谁还愿意”“谁还敢”“谁还会”は質問を表すのではな
く，事柄に対する話し手の否定的見解を表すものである。ただし，そのような否定的見解
の内容としては「誰一人いない」のように解釈しなければならない。例（24）における“谁
还认得谁”は軽蔑の気持ちを込めて否定の意味を表していると考えられる。 
 
3.4助動詞の“会”“能”“敢”“愿意”“肯”“要”を伴う場合 
 “谁”は“会”“能”“敢”“愿意”“肯”“要”などの助動詞を伴い，疑問の意味を表すこ
とがあるが，疑問の意味のほかに，文脈によっては「そのようなことをする人がいない」
という打ち消しの意味を表すこともできる。 
（25）先生说，就算好奇，你一个平头老百姓，谁会把情况告诉你？（毕淑敏《红处方》）
（好奇心だからと言っても，君のような一般庶民には情報を教えてくれる人が
いない。） 
（26）谁会愿意离开城堡呢？城堡里黄金满池，美女如云，钟鸣鼎食，锦衣玉佩，要什
么，有什么，想什么，有什么，城堡里胜过天堂。（李景文《城堡》）（誰がこの城
を離れたがるものか。城では黄金で地面が埋め尽くされ，美女雲のごとし，鐘
がなり鼎が並ぶ食事，錦の衣服に玉の装身具，ほしいものはなんでもあり，思
うものは何でもある。） 
（27）下了班已经累趴的编编再也不用为偷懒不去健身房而狂找理由啦，毕竟在家就可
以美又瘦，谁能抵抗住呢？（《瑞丽网》2017年 04月 19日）（仕事を終えるとす
っかりくたくたになっちゃう私は何かを口実にスポーツジムに行かないなんて。
家にいるだけで綺麗になって痩せられるんなら，誰もその誘惑には抵抗できな
いよね？） 
（28）论美艳，谁能忘了 Dior香水广告里那个曲线完美的女人？（《人民网》2017年 04
月 21日）（美について議論するなら，ディオールの香水の広告に出てきたあの
完璧な曲線美の女性の事を誰が忘れるものかね？） 
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（29）把事情反过来说，这么厉害的人，当你与她成了一家人之后，谁敢欺负你呢？你
岂不是就很省事了吗？（池莉《来来往往》）（逆に言えば，こんな立派な人と結
婚したら，誰が君を苛めようっていうんだい？） 
（30）这女孩性格刚烈，又学了些武功，谁敢惹她？（李文澄《努尔哈赤》）（この娘は
性格がきつくて，武術もできるときた。この娘を苛めようとする奴なんている
もんか。） 
（31）深圳人讲求实际，谁愿意花钱去买没有价值或价值不高的东西呢？（《1994 年报
刊精选\07》）（深圳人は実際を求める。価値の無いもの，価値の低いものに誰が
金を払いたがる？） 
（32）这年头，不给高报酬，谁愿意去侍候不是自己亲人的病人？（《1994 年报刊精选
\12》）（このごろは，高い報酬を用意しなきゃ，身内でもない病人の世話なんて
誰がやりたがるだろう？） 
（33）那个年头苦哇，有钱人家谁肯叫自己的孩子到街头卖唱？（《1994年人民日报\第
4 季度》）（その年は苦しかったね。金持ちなら誰が自分の子どもに街角で歌っ
て小銭を稼がせたりするもんか。） 
（34）满头灰白的稀发和深嵌鱼尾纹的额角，谁肯相信他才是５４岁的人！屈指数来，
他在河北武安市庄子营村当支书已整整２５个年头了。（《1996 年人民日报\6 月
份》（頭は白髪で真っ白になり，額は皺が深く刻みこまれている。誰が彼を５４
歳だと信じるだろう！指折り数えてみると，彼は河北省武安市庄子營村で村党
支部書記を２５年にわたって務めたのだ。） 
  （35）爷爷蛮横地说：“谁要你论功行赏！”嘴里虽是这般说，心其实软了。（莫言《红
高粱家族》）（祖父は乱暴な口調で「お前の論功行賞なぞ誰がいるもんか！」と
言った。口ではこんな調子だったが，心中では情に流されていた。） 
  （36）还有人说等未来，谁要相信未来？今天就是未来，在这个每人都朝不保夕的时代，
谁能够控制未来？（《李敖对话录》（未来を待てという奴がいるが，誰が未来な
ど信じるか？今が未來だ。誰もが先の保証などできないこの時代に，誰が未来
をコントロールできる？） 
例（25）～（36）では疑問詞の“谁”が生起しているにもかかわらず，そのような文に
おける“谁”は聞き手に答えてもらう意味・機能を持たない。例（25）（26）における
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“谁会”や例（27）（28）の“谁能”は「そのようにする人がいない」という否定的な意
味を表し，例（29）（30）の“谁敢”，例（31）（32）の“谁愿意”さらに例（33）（34）の
“谁肯”例（35）（36）“谁要”についても同様に解釈することが可能である。これらの文
における“谁会”“谁能”“谁敢”“谁愿意”“谁肯”“谁要”はその判断と真逆の内容を疑
問の形で述べる言い方であるため，反語の一種としてとらえられる。 
 
3.5否定の意味を表す副詞“不”“没”を伴う場合 
 表現効果を強めるために，“谁”は“不”や“没”のような否定の意味を表す副詞を伴
い，否定文の形で強い断定の意味を表すことができる。 
  （37）增加休息要以提高工作效率为基础，反过来说，增加休息是提高工作效率的一个
重要动力，干得好，干得快，可以多休息，谁不愿意呢？（《1994年人民日报\第
1 季度》）（休憩を増やすには仕事の効率を上げることを前提としている。逆に
言えば，休憩を増やすことこそ仕事の効率を上げるための重要な動機だともい
う。 良い仕事，早い仕事，たっぷりの休憩。誰がこれを望まない？） 
  （38）天下做父母的谁不疼爱自己的孩子？（《1994年人民日报\第 2季度》）（子どもを
可愛がらない両親がこの世に存在するだろうか？） 
  （39）在武警交通一支队，谁没经历过几苦几难，谁没缠一身高原病呢？（《1994年人民
日报\第 3季度》）（中国人民武装警察部隊交通一支隊において，度重なる苦難を
経験しなかった者はいるか？高山病にかからなかった者はいるか？） 
  （40）其实，死机又算是什么大不了的事情，用电脑的人谁没碰到过死机呢？（《2000年
人民日报》）（実のところ，フリーズなんてたいしたことじゃない。パソコンを
使っていてフリーズしたことがない人はいるのか？） 
例（37）（38）（39）（40）は一般の疑問文と同じ構造をなしているにもかかわらず，疑問
の意味を表すのではなく，もっぱら話し手が自分の判断を強く表出するための表現である。
判断のモダリティを表しうるのは文中の“谁”と前置要素とのインタラクティブによるも
のと思われる。例えば，例（37）では，前置の“增加休息是提高工作效率的一个重要动力，
干得好，干得快，可以多休息”が「それが良いことだ」という前提条件をつくり，“谁不
愿意呢？”はそのような前提条件の働きかけによって判断のモダリティを持つようになっ
たのだと解されうる。例（38）（39）（40）についても“谁不”“谁没”の前置要素が前も
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って前提条件を示すものとしてとらえられる。 
 
4 代用を表す場合 
 “谁”による代用表現はある人のことを“谁”をもって指すという用法である。代用
に関する記述は管見の限りでは，あまり多くないようである。しかし，第二言語習得の観
点からみれば，“谁”による代用表現は無視してはならないカテゴリーである。“谁”に
よる代用表現の内部にまったくずれがないわけではない。そのようなずれについては本論
文では①未知の人の代用，②既知の人の代用，③露骨に言うのを避ける場合の代用のよう
に分けて考える。まず「未知の人の代用」の意味・用法をみる。 
いわゆる「未知の人の代用」は客観的な制限が原因で，ある人の名前がわからない，し
かし，対話がうまく行けるように，その代わりに臨時的に“谁”を用いるような意味・用
法のことである。 
（41）余老头说着，见一个人从那扇独门里走出来，就喊：“那个谁，借个火！”（严
歌苓《穗子物语》）（余爺さんは「一人があの門から出てきて『誰か，火を貸せ！』
と叫ぶのを見たんじゃ」と話してくれた。） 
  （42）“我们全家都看你的节目！你那个太好笑！就是跟那个谁，有没有？”说实话我
每天录影，根本不记得跟谁在一起，但他还是很高兴。（《鲁豫有约 开心果》）（「一
家全員であなたの番組を見てますよ！あなたは本当に笑えますよ！あの誰某と
一緒なんですか？」正直に言うと私は毎日撮影していて，誰と一緒だったか全
然覚えていないが，彼はそれでも実に楽しそうだった。） 
 例（41）（42）における“谁”はその人の名前が頭に浮かばないために，“谁”でお茶を
濁す意味・用法のものである。上の例（41）（42）における“谁”は形だけの疑問詞であり，
疑問の意味とは無縁である。それらの実際の意味はそれだと断定的に言うのではなく，ぼ
かす気持ちで物事を指し示すのである。しかし，未知であるか既知であるかについては下
記の例（43）（44）（45）（46）における“谁”と異なっていると認めなければならない。 
（43）晴雯道：“今儿他还出席，必来请你的，你等着吧。”平儿笑问道：“他是谁？
---谁是他？”（《红楼梦》63回）（晴雯が「今日はあちらがお返しに一席設け
ると言っていらしゃいますから，きっとあなたを招待に見えます。待ってらっ
しゃいな」と言いますと，平児は笑いながら「あちらって誰のこと？誰があち
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らなのよ」と言います） 
（44）“谁打过？打过谁？”列别贾特尼科夫突然惊慌起来，甚至脸红了。 
    “就是您嘛，您打了卡捷琳娜·伊万诺芙娜，大约是在一个月前，是吗！要知道，
我听说了，昨天……原来这就是您的信念！”（《罪与罚》）（「誰が殴った？ 誰
を殴った？」レベジャートニコフが突如として慌てふためき，顔を赤くした。 
「レベジャートニコフ様ですよ，カテリーナ・イワーノヴナを殴ったのはおよそ
一か月前でしょう！ 聞いていますので。昨日……まさかこれがあなたの信念
であるとは」） 
  （45）他们争吵的内容都是生活琐事，诸如丈夫总是在妻子扫完地以后把烟灰弹在地上，
妻子总是在丈夫看电视的时候唠叨，谁说好了接孩子临放学时又不去了，谁偷偷
给了自己兄弟姐妹钱……（《中国妇女报》2017年 04月 25日）（彼らが言い争う
内容は全て生活の瑣事だ。例えば，夫はいつも妻が掃除し終えた後でタバコの
灰を床に落とすだの，妻はいつも夫がテレビを見ている間にくどくど話をする
だの，誰が子供の下校時間にドタキャンして迎えに行かなかっただの，誰がこ
っそり自分の兄弟姉妹に金をやっただの……。） 
（46）当初是谁说的这个衣服样式新颖啊！现在又说什么老套？！真是让人琢磨不透。
（礼平《小站的黄昏》）（この服がイケていると言ったのは誰？なのに今はもう
ダサいって？本当に意味不明。） 
例（43）（44）（45）（46）は話し手がある程度情報を把握しているのに，わざと尋ねると
いう点においては，例（41）（42）との間にずれがある。しかし，人の代用という意味にお
いては，例（41）（42）と共通している。モダリティの観点から考えれば，例（45）（46）
における“谁”にはからかう，または皮肉の意味が含まれていることは否めない。次は露
骨に言うのを避ける場合の代用の意味・用法をみる。このような意味・用法はタブーや不
便なので，話し手は自分の知っている人の名前に触れたくない場合に分布している。 
  （47）墨非不说什么转身走了，出了门又折回身，说：“黛二，工作的事你找一找缪一
吧，她公公是那个谁谁，那谁谁眨一下眼，缪一的户口就一路绿灯地进了北京。
让缪一的公公帮你在本市找个工作还算什么难事。”（陈染《无处告别》）（墨非
は何も言わずに素早く立ち去ったが，門を出るなり再び戻ってきて「黛二，仕
事のことは繆一に頼んでみてね。彼女の義父は何処其処の誰某という者で，彼
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は一瞬のうちに繆一の戸籍を北京に移してしまったんだ。繆一の義父の助けが
あれば，君がここで仕事を見つけるなんて簡単だよ」） 
 例（47）のような文環境においては，露骨に人の名前を言い表すと不都合の生じる恐れ
がある。そのため，疑問詞の“谁”を用いてお茶を濁すのである。つまり，例（47）では，
“那个谁谁”“那谁谁”といった形式によって，話し手が人の名前を隠しているのだと解さ
れうる。 
 
5 問い返す意味を表す場合 
 “谁”は問いただす形で話し手の事柄に対する態度を表すことがある。そのような意味・
用法は主に“谁叫～”“谁让～”のような形によって担われる。 
（48）可谁叫你跳了行，改唱戏了呢？（曹禺《曹禺选集》）（あなたが勝手に役者に転
職したんでしょう。） 
  （49）“我们也是没办法，现在大家都跟时间抢着干，谁叫这明前茶太金贵，四斤嫩芽
才炒成一斤碧螺春，这茶叶呀晚摘半天的价格就要降几十块，所以这几天大家都
是忙得没日没夜。”（《人民网》2017 年 04 月 13 日）（「我々だってどうしよう
もないんです。今は誰もが時間と競争して頑張っている。この明前茶は大変貴
重なものだろう。４ｋｇの若芽を炒ってもわずか１ｋｇの碧螺春しか得られな
い。この茶葉は半日遅く摘み取ったら価格が何十元が下がってしまう。だから
ここ数日はみんな昼夜休まず働いている。） 
（50）说她霸道也好，公器私用也好，谁叫她二十年来为服装部募集了超过 1.75亿美元
呢？（《界面》2017年 05月 04日）（ひどい人と言ってもいいし，公私混同と言
ってもいい。彼女が二十年来，服飾部門のために１億７５００万ドルも調達し
たんでしょう？） 
（51）丁义珍的生活境遇落差越大，老百姓越会感觉到“活该，谁让你贪，谁让你跑”。
大家不是同情他，是觉得他咎由自取。（《人民网》2017 年 05 月 02 日）（丁義珍
の生活はさらに荒んだものとなり，民衆はさらに「ざまあ見やがれ。私腹を肥
やしやがって，逃亡しやがって」と思うようになった。誰も丁義珍に同情せず，
自業自得だと考えた。） 
（52）李雪导演借用了陈道明老师的话表露心迹：“谁让你干这个呢？因为我们选了这
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个题材，自愿选中这个剧本做这项工作，那就必须得尽力做好。”（《人民网》2017
年 04月 26日）（李雪は陳道明先生の言葉を借りて気持ちを表した。「自分でこ
の仕事をやったんだろう。この題材とシナリオを選んで仕事をするなら，全力
でしなきゃ。」） 
（53）鲁立人笑道：“老岳母，我没有这个权力，谁让您招了这么些不安生的女婿呢？” 
（莫言《丰乳肥臀》）（魯立人は笑いながら「お義母さん，私にはそんな権力はあ
りませんよ。頼りがいの無い娘婿をあなたのもとに招き入れたのは誰ですかね？」
と言った。） 
 “谁叫～”“谁让～”のような構造における“谁”は物事に対して態度を示したり判断
したりする主体としてとらえられる。例（48）～（53）に示すように，“谁叫你跳了行”“谁
叫这明前茶太金贵”“谁叫她二十年来为服装部募集了超过 1.75亿美元呢？”“谁让你贪，
谁让你跑”“谁让你干这个呢？”“谁让您招了这么些不安生的女婿呢？”の述部の表す事
柄は眼前の状況を引き起こした原因としてとらえられ，眼前の状況が話し手の態度を引き
起こす原因である。語用的意味の観点から考えれば，例（48）は非難の気持ちを表したり，
例（49）（52）は「しようがない」という気持ちを表したり，例（51）は軽蔑・非難の気持
ちを表したりするものとしてとらえられる。 
   
6 反駁の意味を表す場合 
 反駁とは他人の主張や批判に対して論じ返すことである。そのような意味は主に“谁说
（的）～”によって実現される。例（54）～（58）のような文環境では“谁说（的）～”
が否定の意味を表し，その中に反駁の意味が含まれる。相手からの意見や言動をそのまま
受け入れる気にはならず，それを拒否し，真っ向から反論する意味を表すのである。 
（54）不得不说颜值高怎么折腾都好看啊！看看这呼之欲出的攻气，谁说板寸是男生的
专利，女孩子一旦帅起来就没男孩子什么事了好么！（《瑞丽网》2017年 04月 19
日）（やっぱり綺麗な人はどんな格好をしても綺麗だって言わなきゃならない
ね！クリステン・スチュワートの攻めっぷりを見てみてよ。誰がクルーカット
は男性だけの髪型だって言うの？女の子がいったん恰好良くなったら男の子な
んていらないよ！） 
（55）为了这次登顶，他在北京集训了一年，“谁说业余队员没资格，不管你们让不让，
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我都得登！”（《1994年报刊精选\05》）（この度の登頂のため，彼は北京で一年
間の集中トレーニングを行った。アマチュア隊員に資格が無いなんて誰が言っ
たんだ。「あんたらが許可しようがしまいが，俺はどこにだって登れるんだ！」） 
（56）谁说小孩子不懂得人生？谁说小孩子就不能规划自己将来的人生？其实，这些全
靠老师和家长的教育和引导。（例（1）を再掲）（幼い子供には人生なんか理解で
きないなどと誰が言うのか？幼い子供には自分の将来を決められるはずがない
などと誰が言うのか？実のところ，これらは教師と保護者の教育と指導による
のだ。） 
（57）谁说苦夏难熬？在我看来，只需要简简单单的一杯酸梅汤，就已经足以让我美滋
滋地爱上夏天。（南丘阳《从头到脚要美丽》）（誰が夏バテに耐えられないって？ 
見なよ，たった一杯の簡単な酸梅湯だけで，私は夏を気分よく過ごせるよ。） 
（58）“你们帮不了我的……”急性子二姐大叫起来：“谁说的！那乌拉特有什么了不
起？敢欺负我三妹，我非杀了他不可……”（李文澄《努尔哈赤》）（「あなたたち
は私を手伝えっこないよ……」短気な姉が大きな声で「誰がそんなことを言っ
た！ ウラドが何だってんだい？ あたしの妹を虐めるってんなら，あたしは
あいつを殺しちまうだろうよ……」と叫んだ。） 
  そもそも“谁说（的）～”は「話したのは誰だ」という疑問の意味を表すものであ
る。しかし，例（54）～（58）に示すように，“谁说（的）～”が文頭に立つ場合，それ
は疑問の意味を表すのではなく，否定の意味を表す。このような意味は語用的意味として
認めなければならない。 
 
7 まとめ 
 以上，語用論の観点から疑問の意味を表さない“谁”の意味・用法を検証した。分析
の結果，次のようなことが明らかになった。 
“谁”の表す語用的意味は反語を表す場合，代用を表す場合，問い返す場合，反駁を表
す場合に分布しているが，そのような意味は“谁”と他の要素とのインタラクティブによ
って実現されたり文環境の支えによって実現されたりするのである。 
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注 
１）朱德熙（1982）の日本語訳については杉村博文・木村英樹（1995）を参照されたい。
本論文の日本語訳は杉村博文・木村英樹（1995）を引用している。  
  
 
135 
第 2 編 
日本語の「誰」の構
文的分布 
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第 4章 疑問表現における「誰」の意味・機能 
 
１ はじめに 
 日本語における「誰」は名を知らない人，または，その人であるとはっきりとわからな
い人物を指す。例えば，「あの人は誰ですか」のような文中の疑問詞「誰」の意味・機能に
ついては，疑問のモダリティを表しているので，疑問詞としてのもっとも基本的な用法で
ある。 
 この章の目的は，疑問のモダリティを表す「誰」の意味特徴と統語特徴を明らかにする
ことである。以下で，２では先行研究を検証し，３では疑問のモダリティを表す「誰」の
意味特徴を述べ，４では疑問のモダリティを表す「誰」の統語特徴を述べる。5 ではまと
めを行う。 
 
２ 先行研究と問題点 
 日本語の疑問詞に関する日本語学的研究は尾上圭介（1983）や奥津敬一郎（1984）など
があげられる。日本語の「誰」については疑問を表すものとして位置づけられるのが普通
であるが，すべての研究においてそれが「疑問詞」として呼ばれているわけではない。た
とえば，『国語学大辞典』（1980）では「疑問詞」という項目が設けられているのに対して，
尾上圭介（1983）では「不定語」という用語が用いられ，奥津敬一郎（1984）では「不定
詞」という言い方が使われている。さらに，寺村秀夫（1991）や仁田義雄（2009）などで
は「疑問語」という言い方が使われている。 
 このように，いわゆる「疑問詞」に関する位置づけの違いは専門用語の使用の違いを見
ても明らかである。つまり，いわゆる「疑問詞」の中身に関する見解は角度の違いによっ
て必ずしも統一されていないことが明らかである。本論文では便宜上，『国語学大辞典』
（1980）の「疑問詞」という用語を踏襲し，日本語の「誰」の意味・機能を考察する。 
 
３ 「誰」の意味特徴 
 意味論の観点からみれば，疑問詞の「誰」は名詞として機能するのが普通であり，情報
の不足がそこにあるという意味を表すものである。その丁寧語は「どなた」であるが，「ど
なた」は本研究の扱う対象ではないので，触れないことにする。 
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 「誰」が質問や疑問の意味を表す場合，終助詞の「か」「だ？」「だろう」などを伴うの
が普通である。 
  （1）「地下牢を出るまでに久保さんに何があったのか？ いいえ，久保さんに，誰が，
何をしたのか？ …」 小林はいかにも困ったという顔をして冴子を見ている。
（二条睦『監獄女医－地下牢の囚人』） 
（2）一体誰がどのような経緯でこのような法案を立案したのか。櫻井よしこ『日本の
論点 2003』 
  （3）「何が遅いんだ？君たちは誰だ？」 
    彼は大声で叫び，あたりを見まわす。ドアはすっかり溶けてしまい，そこに朧げ 
  に人影が浮かんでいる。（福永武彦『死の島』） 
    （4）「少しは残して置くんやろう。逓送にも使うし，おいたちも馬がなくては困る」 
「誰が馬っこの面倒みるんだ？」（原田康子『海霧』） 
（5）誰が真実を知ってるんだろう。やっぱり官九郎さんかな。『ＴＶガイド』2003年
5月 30日号 関東版（第 42巻第 22号，通巻 2144号） 
（6）そのとき，全身を走る快感を誰が知っているだろう。勇者になったような気分で
した。（山崎百合子『死刑囚からの恋うた』） 
 例（1）～（6）における「誰」はそれぞれ終助詞の「か」や「だ？」や「だろう」 
を伴って，話し手の疑って質問するという気持ちを表している。これらの意味・用法は「誰」
の典型的な意味・用法としてとらえられる。 
 ただし，疑問の意味を表す場合，必ずしも「か」や「だ？」「だろう」などの助けがなけ
ればならないことはない。下記の例（7）～（10）に示すように，「か」，「だ？」「だろう」
のようなマーカーが生起しないことがある。ただし，生起しない場合も疑問を表す文であ
ることには変わりがない。また，例（11）における「誰が行くのです」も疑問表現として
とらえられる。終助詞の「か」が省略されたものである。 
  （7）「誰を殺しに来たの？」  
「―あなたにとって赤川先生はどんな方ですか？」（赤川次郎『作者消失』） 
  （8）伸子はツカツカと進み出ると， 
「尾島さんの奥様でいらっしゃいますね」 
と言った。久子はちょっと面食らって， 
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「あんた誰よ？」 
「今度社長になりました桑田伸子と申します」（赤皮次郎『女社長に乾杯！』） 
  （9）純子は唖然として，「どうして？今頃何だって――」 
    「それがね，尾島さんが社長に戻るのに反対といって……。どうしよう」 
    純子の目が輝いた。もちろん本当に輝いたらお化けであるが。その場で飛び上が
った。 
    「やるじゃないの！首謀者は誰？」 
    「山本さんらしいの」（赤皮次郎『女社長に乾杯！』） 
（10）「なんだとおっ！？ 誰がそんなこと…」  
反論が，途中で力をなくしたことを，隠岐は見逃さなかった。（前田珠子『月読
見の乙女 魅魎暗躍譚 後編』） 
（11）「それで，誰が行くのです。調練の相手をする部隊が必要ということでしょう？」 
（北方謙三『水滸伝 14(爪牙の章)』） 
今度は角度を変えて疑問詞による問いかけに対する回答のあり方に焦点をあてて考える。
疑問詞の「誰」による質問について回答する場合は，聞き手（答える人）自身の名前，職
業，話し手と聞き手との間柄などを表す名詞に限る。次の例（12）（13）（14）はその裏付
けである。 
  （12）「人に薦められてって，人って，誰ですか。」  
「生島さん。あなたさっきもそうだけど，すぐに人のことを穿鑿なさるのね。」（車
谷長吉『贋世捨人』）  
  （13）伸子はツカツカと進み出ると， 
「尾島さんの奥様でいらっしゃいますね」 
と言った。久子はちょっと面食らって， 
「あんた誰よ？」 
「今度社長になりました桑田伸子と申します」（例（8）を再掲） 
  （14）奥に立てかけられたトタン板のすき間から，灯りがこぼれていた。  
    「誰だい」，としわがれた男の声がした。  
「俺だ，俺。お客さんだよお」（浅田次郎『地下鉄に乗って』） 
 例（12）における「生島さん」は人の名前であり，例（13）における「今度社長になり
  
 
139 
ました桑田伸子」は職業と人の名前である。例（14）の「誰だい」は文章語としてはあま
り用いられないようだが，答えとしての「お客さん」は話し手と聞き手とのつながりを表
すものとしてとらえられる。 
 
４ 「誰」の構文的分布 
 コーパスを調べたところ，疑問を表す「誰」の構文的分布は次の 4.1，4.2，4.3，4.4，
4.5 のようになっていることを突き止めた。それは①「が」を伴い主語として機能する場
合，②「を」を伴い目的語として機能する場合，③「が」「を」以外の格助詞を伴う場合，
④述語の一部として機能する場合，⑤疑問文が更に文の成分として機能する場合である。
まず，主語として機能する場合の意味・用法をみる。 
 
4.1主語として機能する場合 
 統語的には，「誰」は主格を表す格助詞の「が」を伴って，文の主語として機能すること
ができる。そのような場合の「誰」は疑問終助詞の「か」を要求したり，要求しなかった
りすることがある。 
（15）車道には，すでに，雨水があふれて，川のように，流れていた。「誰が，そんな
ことをしたんですか？」と，亀井が，きいた。（西村京太郎『L特急たざわ殺人事
件－長編トレイン・ミステリー』） 
（16）「地下牢を出るまでに久保さんに何があったのか？いいえ，久保さんに，誰が，
何をしたのか？…」小林はいかにも困ったという顔をして冴子を見ている。（二
条睦『監獄女医－地下牢の囚人』）  
（17）一体誰がどのような経緯でこのような法案を立案したのか。（櫻井よしこ『日本
の論点 2003』） 
（18）俺はテーブルの上のビールに手を伸ばした。ビール？ビールだって？一体誰が
ビールなんて頼んだんだ？（加藤秀幸『いつかどこかのおかしな話』） 
 例（15）（16）（17）（18）では，「誰」は主格を表す「が」を伴い，後続の「そんなこと
をした」「「何をした」「立案した」「頼んだ」といった述語の主語として機能しているので
ある。ただし，例（15）（16）（17）では終助詞の「か」が生起しているのに対して，例（18）
では終助詞の「か」が現れていない。現れていても現れていなくても疑問のモダリティを
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表すことには変わりがない。 
 
4.2目的語として機能する場合 
 「誰」は行為の対象を表す格助詞の「を」を伴って目的語として機能することができる。
そのような場合は「誰」が述語となる動詞の表す行為の及ぶ側を表す。ただし，その人は
不確かな人物でなければならない。主格に立つ「誰」と同じように，それは終助詞の「か」
などを要求しない場合もある。 
（19）それなのに，（秀吉は）分国内に勝手に新しい城を築いている。一体誰を敵と考
えているのか。（（谷口克広『秀吉戦記 戦史ドキュメント』） 
（20）当地で，保護部隊は誰を罰するつもりなのか？（斎藤松三郎『夢のありかを求
めて ペーター・ハントケ論』） 
（21）その恩恵なしに井上だって一日も生きられないわけだ。ひどい噓話を喋言って，
誰をどこへ誘導したいのかね。（吉本隆明『情況へ』） 
（22）ああ，考えれば考えるほど怖くなる。ここでは誰を信じて，何をどう訴えたら
よいのだろうか。（松井今朝子『家，家にあらず』）  
（23）「誰を殺しに来たの？」「―あなたにとって赤川先生はどんな方ですか？」（赤川
次郎『作者消失』） 
 例（19）～（23）における「誰」は後続の「を」の生起によって，それぞれ「考える」
「罰する」「誘導する」「信じる」「殺す」といった他動詞の目的語として機能し，「知らな
い人，またははっきりとわからない人を指す」という疑問の意味を表すことになる。例（23）
には，終助詞の「か」が現れていないとはいうものの，それの省略として考えられる。 
 
4.3他の格助詞を伴う場合 
 「誰」は格助詞の「が」「を」を伴い文を展開させるほかに，「に」「の」「と」「から」「へ」
「で」「より」「まで」といった格助詞を伴い，文を展開させることもある。また，「誰」は
「より」を伴い，比較の基準や起点を表したり，「まで」を伴い，状態の限度や終点を表し
たりすることもあるが，用例が見当たらなかったので，ここでは取り上げないことにする。 
 
4.3.1格助詞の「に」を伴う場合 
  
 
141 
 「誰」は格助詞の「に」を伴い，抽象的な存在の場所を表したり，行為・作用の向けら
れる相手を表したりすることができる。そのほか，受身表現における行為の主体を表した
り，使役表現における行為の仕向けられる側を表したりすることもできる。 
 
4.3.1.1抽象的な存在の場所を表す場合 
 「誰」は「誰に～がある(の)か」という文型をつくり，事物の抽象的な存在場所という
概念を担うことができる。つまり，存在する事物は必ずしも目で確認することができると
は限らない。 
（24）「とにかく，どんな状態で，家元が死んだのか？そのとき，誰にアリバイがある
かが問題になってきますね」（山村美紗『京都茶道家元殺人事件』） 
（25）「お前が責任を感じることはないんだ。我々は実質的には被害者なんだ」  
「誰に責任があるとかないとか，そんなことをいってんじゃねーよ！」（嶽本野
ばら『ミシン 2/カサコ』） 
（26）ときどき私は，以前ほど主を身近に感じられないことがあります。そんなとき，
私はだれに原因があるのか知っています。（コリー・テン・ブーム(著)/錦織寛
(訳)『日ごと新たに』） 
（27）大体，戦争犯罪人と断定したのは，一体誰なんだ。誰にそんな権限があるのか。 
我が国の歴史教科書にしても，憤懣やるかたない。（飯田博三郎『本来無一物』） 
（28）「あんたがどんなずっこけたことをしようと勝手だが―」と絵描きは言った。 
「まあ，誰にどんな才能があるかなんて神様にしかわからないからねえ」  
「絵か。そうか，絵か―」(川西桂司『薄曇りの肖像』) 
 例（24）～（28）における「アリバイ」「責任」「原因」「権限」や「才能」などは抽象的
な事柄であるがゆえ，実際の形として表すことができず，直接知覚で把握することができ
ない。コーパスを調べた結果，具体的なものの存在の場所を表す「誰に～がある（の）か」
を表す用例が見つからなかった。 
  
4.3.1.2行為の向けられる相手を表す場合 
「誰」は主述文において，「に」を伴って，文を展開させることができる。そのような場
合，後続する動詞が意志動詞であれば，「誰」は疑問の意味を表すと同時にその行為の影響
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を受ける側も表すのである。 
（29）その場に母もいないのに，誰に呼びかけたのか。（吉田直哉『日本の科学者吉田
富三』） 
（30）缶詰には有害物質が混入されていたため，健康を害した場合，その損害を誰に
請求したらよいのだろうか。（滝川宜信『実践企業法務入門 契約交渉の実際か
ら債権回収まで』） 
（31）それより問題は，いかに妻の骨を得て，誰に頼むかということである。（渡辺淳
一『泪壺』） 
（32）「弥生の今回のことは誰にお聞きになりましたか」「妻の聖子からです。昨夜，
電話がありまして…」（嵐山光三郎『蘭の皮膜』） 
（33）誰に鍵を開けてもらったの？」「吉井さんです」（映島巡『ダミーフェイス』） 
（34）その相手が，今夜は女になって誰に会いに行ったのだろう。（剛しいら『ホテル
で逢いましょう』）  
 例（29）～（34）に示すように，「呼びかける」「請求する」「頼む」「聞く」「開けてもら
う」「会いに行く」といった動詞や動詞フレーズは意志性があり，主述文に生起していれば，
相手格を必要するという統語的性格を持っている。ただし，例（29）～（34）では行為の
向けられる相手が具体的な名前を知る人ではなく，不確かな人物である。その「不確かな
人物」の意味は「誰」によって示されている。 
 
4.3.1.3受身表現の行為の主体を表す場合 
 「誰」は格助詞の「に」を伴う場合，抽象的な存在場所や行為の向けられる相手を表す
ほかに，受身表現の行為の主体を表すこともできる。つまり，受身表現の「に」格におけ
る「誰」は述語の表す動作の実質的な担い手としてとらえることが可能である。 
（35）それでもどこで調べたか，自宅に脅迫状を送って寄越す奴もいる。いつ，どこ
で誰に狙われるか。（小林潔『ガサ！ 麻薬 Gメン捜査ドキュメント』） 
（36）誰に頼まれたのか，どういう狙いか知らんが…（内田康夫『三州吉良殺人事件 
長編推理小説』） 
（37）これによって相手は誰にやられたか，記憶を喪ってしまう確率が高い。（柘植久
慶『サバイバル・バイブル』） 
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（38）「医者に行かれんかったんで，なかなか治らんで」「誰に斬られたのかね。それ
とも自分でやったのかね」（宮部みゆき『理由』） 
 例（35）（36）（37）（38）における「誰」は格助詞の「に」を伴っているにもかかわらず，
例（29）～（34）と異なって，動作の影響を受ける側を表すのではなく，影響や作用の出
どころを表している。このような見解は例（35）（36）（37）（38）の「誰に狙われる」「誰
に頼まれる」「誰にやられる」「誰に斬られる」を主述文に変えると，「誰が狙う」「誰が頼
む」「誰がやる」「誰が斬る」のようになることによって裏付けられる。 
 さらにもう一つの文法的現象を見逃してはならない。「誰」が格助詞の「に」を伴い，影
響や作用をどこから受けるかという意味を表す場合，後続の「に」は格助詞の「から」で
置き換えることが可能であり，「から」を伴う場合もその「から」は「に」で置き換えるこ
とが可能である。ただし，「仕事中に客に来られた」「子供のとき父に死なれた」のような
いわゆる間接的な受身表現における「に」は「から」で置き換えることができない。 
  （39）誰におごったかは忘れてもいいが，誰からおごられたかは，忘れてはだめじゃ。 
（オッキア・シン『シンさんの印度料理夜話』） 
  （39’）誰におごったかは忘れてもいいが，誰におごられたかは，忘れてはだめじゃ。 
  （40）その品触れの書類というのは誰から命ぜられて作られたんですか。（野間宏『狭
山裁判』） 
  （40’）その品触れの書類というのは誰に命ぜられて作られたんですか。 
  （41）東京下町の影響もあって関心は強かった。誰から教えられたのかは全く憶えて
いないが，中学時代から左翼の文献を読んでいた。（大崎平八郎『戦中派からの
遺言 戦没者の鎮魂のために） 
  （41’）東京下町の影響もあって関心は強かった。誰に教えられたのかは全く憶えて
いないが，中学時代から左翼の文献を読んでいた。 
 例（39）（39’）（40）(40’)（41）(41’)に示すように，受身表現における「誰＋から」
は「誰＋に」で置き換えても文の意味がさほど変わらない。つまり，文中の動詞が受身化
された場合は「誰から」であろうとも，「誰に」であろうとも，「から」「に」の前置成分が
行為を起こす主体であることには変わりがない。 
 
4.3.1.4使役の対象を表す場合 
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 「誰＋に」という構造は受身文に限らず，使役文において，使役の対象（述語動詞の表
す動作の担い手）を表すことができる。ただし，受身文に現れる場合の「誰＋に」と異な
って使役文における「誰＋に」は「誰＋から」のように置き換えて言うことができない。 
（42）ところが，総代をだれにするか，答辞をだれに読ませるかということをホーム 
   ルームで話し合っている（林竹二/灰谷健次郎『教えることと学ぶこと 対談』） 
（43）「本当ですか？ でも，誰に歌わせるんですか？」 「君たちで歌うんだよ」（加
瀬邦彦『ビートルズのおかげです あの頃の音楽シーンが僕たちのスタイルを生
んだ ザ・ワイルド・ワンズ風雲録』）  
  （44）「一体，私を誰に会わせるのですか。私，こんなところに知り合いがいないよ」 
広間の奥の扉があいた。（胡桃沢耕史『新・翔んでる警視 長篇痛快推理小説』） 
  （45）誰を病院に行かせたのか。（作例） 
 例（42）（43）（44）に示すように，「誰＋に＋V＋せる(させる)」という構造における格 
助詞の「に」は使役の対象を表す。そのような意味・機能を持つ「に」は「から」で置き 
換えると，非文になる。ただし，例（45）に示すように，使役文で行為・作用の主体を表 
すには，述語動詞が自動詞である場合，格助詞の「を」または「に」を用いることができ 
るのに対して，述語動詞が他動詞である場合は格助詞の「に」しか用いることができない。 
 
4.3.2連体修飾関係を結ぶ場合 
 疑問詞の「誰」は格助詞の「の」と一緒になって連体修飾関係を結ぶことができる。そ
のような意味・機能がさらに二つのパターンに分かれている。一つは「の」を受けて連体
修飾構造のヘッド(主要部)として機能するパターンであり，もう一つは「の」を伴い連体
修飾構造の修飾部として文を展開させるパターンである。 
 下記の例（46）～（51）に示すように，「誰」は格助詞の「の」を受けて連体修飾構造の
ヘッドとして機能する場合，連体修飾関係が結ばれるが，そのような連体修飾構造のもの
がさらに主語として機能したり目的語として機能したり補語として機能したり述語の一部
として機能したりするのが普通である。 
  （46）二週間後の発表の時，この中の誰が笑い，誰がガックリと肩をおとすのか。（倉
橋燿子『さようならこんにちは』） 
  （47）私達家族や知人達の誰がこの様な大惨事を予想したでしょうか。（『信楽列車事
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故 JR西日本と闘った 4400日』） 
（48）市場を形成する消費者グループの誰を顧客とするかを決定すること。（大城勝
浩/波田浩之/髙山英男『広告』） 
（49）モデルの誰をトップシーンに出すか，最終的にはデザイナーと演出家の判断だ。
（武藤直路『スタイリストになるには』） 
（50）「殿は大坂の誰に忠誠を誓っているのですか」 「今答えなきゃならん問題か」
（鈴木輝一郎『片桐且元』 
（51）球のルールをつくったのはアメリカの誰だったろう。（重松清『日曜日の夕刊』）） 
 例（46）～（51）における「この中」「私達家族や知人達」「消費者グループ」「モデル」
「大坂」「アメリカ」といった体言は連体修飾構造の修飾部として，後続の「誰」と意味関
係を結んでいる。意味特徴の角度からみれば，例（46）～（51）の修飾部とヘッドとの間
に包含関係ができている。つまり，ヘッドとしての「誰」は前置修飾語の表す内容の一部
分となる。 
 統語機能に目を転じてみると，例（46）（47）における「誰」は主語の一部としてとらえ
られ，例（48）（49）における「誰」は目的語の一部としてとらえられる。また，例（50）
の「誰」は補語の一部として機能しているのであり，例（51）の「誰」は述語の一部とし
て機能しているのである。述語として機能する「誰」の意味・用法については本章の 4.4
で詳しく述べる。 
 「誰」は連体修飾構造のヘッドになるだけではなく，格助詞の「の」を伴い，連体修飾
構造の修飾部として機能することもできる。 
（52）「変わらないためには変わらねばならぬ」とは誰の言葉だったろう。（夏目房之
介『ＡＥＲＡ（アエラ）2005 年 4月 4日号（第 18巻第 18 号，通巻 919 号）』） 
（53）これぐらいの年月をおけば，誰の犯行かは容易に分かるまいと考えたのではな
いか。（梓林太郎『白馬岳殺人事件』） 
（54）「これで何もかもすんだ。心おきなく自首できる」 「誰の墓なんですか」 「我
が家の墓だ」（藤田宜永『転々』） 
（55）昆虫の蛹みたいな，切り取られた人の指。誰の指だろう。左手を宙にかざして
みる。（奥泉光『葦と百合』） 
 統語的には，例（52）（53）（54）（55）における「誰」は連体修飾部として後続のヘッド
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部に連なっている。意味的には，例（52）（53）の「誰」はヘッドとしての「言葉」「犯行」
といった行為の主体としてとらえられ，例（54）（55）の「誰」はヘッドとしての「墓」「指」
の所有者としてとらえられる。このように「誰」は連体修飾構造の修飾部として機能した
りヘッドとして機能したりすることができるのである。 
 
4.3.3格助詞の「と」を伴う場合 
「誰」は格助詞の「と」を伴い，一緒になって物事をする人を表したり，また行為の影
響を受ける側の人物を表したりすることがある。 
（56）玄関から入って来た，つまり，お客さんなのであろう。「誰と来たの？」「ママ
ー」「お母さんとだ」 正ちゃんが，「お母さん，好き？」「すき」（北村薫『空
飛ぶ馬』） 
（57）仲良しの友だちは皆，塾の模試を受けているのに，誰とどこで遊ぶつもりなの
だろう。（重松清『日曜日の夕刊』） 
（58）霧子がお盆に，自分の分だけのコーヒーとミルクを持って，ソファに戻ってく
る。「誰と会っていたんだ」 「知っている人よ」 「そんなことは，わかって
いる」（渡辺淳一『化身 下巻』） 
（59）社長がどんな取引を誰としたかは，きみには言うまい（五木寛之『戒厳令の夜』） 
（60）「亜左美ちゃんが喧嘩して暴れたんです」若い看護婦の声だ。 「喧嘩？誰と」 
「土井寛子さんです」 「アルコール依存症の？」（多島斗志之『症例 A』） 
例（56）～（60）における「誰」は物事を一緒に行う人を表していると解される。ただ
し，例（56）（57）における「誰＋と」と例（58）（59）（60）における「誰＋と」について
は同様に解釈してはならない。つまり，例（56）（57）における「来る」「遊ぶ」などは必
ずしも相手を必要とする行為ではない。それに対して，例（58）（59）（60）における「会
う」「取引をする」「喧嘩する」といった行為は相手を必要とするものである。それに基づ
いて考えれば，例（56）（57）における「誰＋と」は共同行為者を表していると考えられ，
例（58）（59）（60）における「誰＋と」は欠かせてはならない共同行為の相手を表してい
ると考えられる。 
 
4.3.4格助詞の「から」を伴う場合 
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 格助詞としての「から」は起点や出発点，または出どころを表すが，文環境の違いによ
って，変化する前のもとの状態を表したり，ものや情報の与え手を表したりすることがあ
る。「誰」はそのような意味・用法を有する格助詞の「から」を伴い，文を展開させること
ができる。 
  （61）最初の人間は誰から生まれたのか。（作例） 
（62）「あの牛ですけど，誰から買ったんですか？」 「江原寿子さんですよ。」（赤川
次郎『泥棒よ大志を抱け ユーモア・ピカレスク』） 
（63）そのあとに南家の切ったでロンアガリ。誰から得点をもらえばよいか？（横山
竜介『麻雀力検定 140』） 
（64）「その話，誰から聞いたの？」 「ついこの前，鳴海さんが他の方に話している
のを偶然に聞いたのよ。」（蓮見圭一『水曜の朝，午前三時』） 
（65）このことは誰から伝えられたの？（作例） 
 例（61）では，格助詞の「から」の生起によって，文中の「誰」は変化する前のもとの
状態を表すものとしてとらえられる。例（62）（63）（64）における「誰」は定かでない出
どころを表していると解されうる。また例（65）に示すように，間接ながら，行為を起こ
す主体を表すこともできる。 
 
4.3.5格助詞の「へ」を伴う場合 
 「誰」は格助詞の「へ」を伴い行為や変化の向けられる相手を表すことができる。 
  （66）「二度とちょっかいを出すな」「ほう―誰へだ？」（菊地秀行『D-昏い夜想曲 吸
血鬼ハンター』） 
 例（66）における「ちょっかいを出す」は方向性を含意する述語としてとらえられる。 
そのような述語は常に動作や変化の影響を受ける側を要求するので，文中の「誰」が行為 
を受ける側を表していると考えられる。また，「誰＋へ」という構造はさらに格助詞の「の」 
を伴い，連体修飾関係を結ぶことがある。 
（67）さりげない学の声には，警戒の気配があった。誰への警戒か，何に対してのも
のか，本人にも判然としないだろう。（髙樹のぶ子『サザンスコール』） 
（68）電話も私のところと夫と息子にかかってくるのでは氏が違うので，それを聞い
ただけで誰への電話かすぐわかります。（佐藤洋子/海渡雄一『男が語るー家族・
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家庭』） 
 例（67）（68）における「誰」は連体修飾関係の一部である。後続の「警戒」「電話」は
動きを表しているので，当然のことながら，「誰＋へ」は動きの向けられる対象としてとら
えられる。 
 
4.4述語の一部として機能する場合 
 疑問詞の「誰」は名詞述語文の述部として機能しうる。ただし，「誰」の意味素性から述
部には疑問の意味を表す終助詞の「か」や断定助動詞の「だ」などが現れる場合と現れな
い場合がある。 
（69）「お主，知っているか。蘭館で，船長の持参した品物を受け取るのは誰なのだ？」
と浦は小声で聞いた。（多岐川恭『濡れた心・異郷の帆』） 
（70）「あの三人分の身の代金を，ひとまとめにして出してくれた気前のいいのは，一
体誰ですか」 「気になるのか」 「へえ，ちょっぴり」（草野唯雄『電話メモ
殺人事件推理喫茶 2』） 
（71）教授と柏原は声をそろえて賛嘆した。 「この椅子の人は誰ですか？」と美久
が質問したので，それはたぶんオシリス神であると柏原が解説した。（小森健太
朗『ネヌウェンラーの密室』） 
（72）「そうかもしれないわ。でも，それなら，犯人は誰？」と，いった。 「それが
わからないから，調べているんです。良子さん，是非，協力してください」（山
村美紗『紫式部殺人事件』） 
  （73）「誘拐！？ 誰に？」「岩下克巳という男」「誰だ，それは？」「義母の兄よ」（鎌
田敏夫『フランティック』） 
例（69）（70）（71）（72）における「誰」は述語の一部として機能し，後続の助動詞は言
い切りの形で文を完結させるのである。例（73）における「誰だ，それは？」は「それは
誰だ？」と同じ意味であり，いわゆる倒置法として扱われてもよいだろう。  
 
4.5疑問文が更に文の成分として機能する場合 
統語的な観点からみれば，「誰」によって構成された疑問文はさらに文の成分として機能
することができる。そのような意味・機能は「は」「が」を伴い文の主語として機能する場
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合，「を」を伴い目的語として機能する場合の二つに分布している。まず，文の主語として
機能する場合の意味・用法をみる。 
（74）視聴データを提供するのもビジネスですから，誰が必要経費を持つかは，大切
なポイントです。（千田利史『メディアショック』） 
（75）新しい問題を解答つきで売り出したものかもしれない。そうだとしたら誰が作
ったのかという疑問が出てくる。（工藤宜『江戸文人のスクラップブック』） 
（76）八方手を尽くしたが，誰が何のためにそんな事をしたのかは，判らなかった。
（小西良太郎『美空ひばり ヒューマン・ドキュメント』 
例（74）（75）（76）は疑問文がさらに文の主語として機能する例である。具体的に言え
ば，「誰が必要経費を持つか」「誰が作ったのか」「誰が何のためにそんな事をしたのか」と
いったセンテンスが文の主語にほかならない。また，次の例（77）（78）（79）（80）に示す
ように，「誰」によって構成された疑問文は文の目的語として機能することもできる。 
（77）その後，暗殺者たちのうち数人が裁判官のところへ行って，彼らの罪を告白し，
誰が彼らを裏切ったかを探った。（マックス・リューティ(著)/ 高木昌史(訳)
『民間伝承と創作文学 人間像・主題設定・形式努力』） 
（78）誰が利益を受けるかを考慮せず，違法な行為を一律に有効と解するのはおかし
い。（江頭憲治郎『株式会社・有限会社法』） 
（79）歓迎会に誰を招待したか忘れてしまった。（作例） 
（80）「きみは，誰が奈緒子を殺したのか，知っているね。つまり…長瀬は，そのとき
に？」（荒太『永遠の仔』） 
 例（77）（78）における「誰が彼らを裏切ったか」「誰が利益を受けるか」は完璧な文で
ありながら，さらに格助詞の「を」を伴い文の目的語として機能しているのである。例（79）
（80）については，格助詞の「を」が省略されたと考えられる。 
 
5．まとめ  
 以上，いわゆる疑問のモダリティを表す「誰」の構文的分布について，意味特徴と統語
特徴に焦点をあてて分析を行った。疑問のモダリティを表す「誰」は意味上，名を知らな
い人，または，その人であるとはっきりとわからない人物を表し，構文上，主語，述語，
補語として機能したりするのが普通である。さらに「誰」によって構成された疑問文が文
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の成分として機能したりすることもできる。このような見解はこれまでの研究を超えて，
疑問のモダリティを表す「誰」の分布状況がいっそう明らかになったように思われる。以
上の分析を改めてまとめると，次のようになる。 
① 疑問のモダリティを表す「誰」は格助詞を伴うことができ，主語として機能した
り目的語として機能したり補語として機能したり述語の一部として機能したりす
るので，その意味・機能が広範囲にわたって分布している。 
② 疑問のモダリティを表す「誰」は名詞述語文の述部として機能しうる。 
③ 疑問のモダリティを表す「誰」によって構成された疑問文はさらに文の成分とし
て機能することができる。そのような意味・機能は主語として機能したり，目的
語として機能したりする。 
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第 5章 「誰」の意味・機能の拡がり 
 「誰」の意味・機能の拡がりは主に「誰＋でも」「誰＋も」「誰＋か」の三つの形式によ
って担われている。 
 
1 「例外なし」を表す「誰」の構文的分布 
 「例外なし」を表す「誰」の意味・用法は二つのパターンに分かれている。一つは「誰
＋でも」であり,もう一つは「誰＋も」である。一言，「例外なし」といっても「誰＋でも」
と「誰＋も」の役割は同じではない。 
 
1.1「誰＋でも」の共起制限 
1.1.1はじめに 
文における疑問詞は疑問の意味を表すのが普通である。しかし，下記の例（１）に示す
ように，疑問詞が現れていても疑問の意味を表さない場合もある。 
（1）人間はだれでも中年を過ぎて一度里帰りをし，自分の育ちというものにもう一度
対面し直さなければならならない。（小此木啓吾『メンタルヘルスのすすめ』） 
（2）私でも誰でも，必ずできることはなにか。(『朝日新聞』2014/03/10) 
例（1）における下線部の「誰＋でも」は疑問の意味を表しているのではなく，肯定形と
呼応して「例外なし」という意味を表し，例（2）における「誰＋でも」は後置要素として，
「私でも」の後に続き，並列関係を結び，「例外なし」という意味を表す。 
この節の目的は，「例外なし」を表す日本語の「誰+でも」の構文的分布を明らかにし，
そうすることによって，第二言語教育のためのルールを確立することにある。以下，1.1.2
では先行研究の妥当性を検証し，本研究の代案を示す。1.1.3 では「例外なし」という意
味を表す「誰+でも」の用例を確認しながら，具体的な分布状況を浮き彫りにする。1.1.4
ではまとめを行う。 
 
1.1.2先行研究と本稿の立場 
「誰+でも」の意味・用法については，数多くの研究があり，すべては意味の記述にとど
まっている程度である。ここでは，益岡隆志・田窪行則（1992），寺村秀夫（1991），日本
語記述文法研究会（2009）を紹介したい。 
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益岡隆志・田窪行則（1992）では，「『だれでも，どれでも，どこでも，どちらでも，い
つでも』等のように『～でも』は，任意の対象を表す」とされている。 
寺村秀夫（1991）では，「『疑問語＋デモ』は，肯定的述語とのほうがなじみやすく，否
定的述語とは結びつきにくいということが一般に見られる。「Q デモ」は，（「Q ダッタラ P
デナイ」という「条件―帰結」を否定して）物事の肯定的な側面を強調する表現機能をも
つ」のように指摘されている。 
一方，日本語記述文法研究会（2009）では，疑問語に「でも」がついたものは，基本的
に肯定の述語と共起し，同類のものすべてを肯定する意味を表す。述語を否定の述語にか
えることはできないと述べている。ただし，「でも」は「たとえ～でも」という仮定的な意
味を含むため，「疑問語でもＰ」はどのような条件のもとでもＰが成立することを表す。Ｐ
にくる表現は何でもよいわけではなく，基本的には，可能かどうか，許容されるかどうか，
必要かどうかなどを表す表現である。単純な事実や過去の 1回だけの出来事には用いにく
いとされている。 
以上の先行研究に共通しているのは「誰+でも」が肯定述語と共起しやすいとしている点
である。しかし，このような捉え方は単に「誰+でも」は何を表しているかを記述したに過
ぎず，「誰+でも」の使用条件についてはルールが示されていないので，再検討する余地が
あるように思われる。 
本論文は意味特徴のほかに，統語機能も視野に入れて分析を行う。以下では，「誰＋でも」
の意味・用法に焦点をあてて分析を試みる。  
 
1.1.3「誰+でも」の構文的分布 
「誰＋でも」は肯定述語と結びつきやすく，「誰」を受けた「でも」は「前件の内容に関
係なく後件が成り立つ」という譲歩の意味を表すので，「誰＋でも＋肯定述語」は「どんな
人であっても，後件が成り立つ」という仮定的な肯定の意味になる。「誰＋でも」の構文的
分布は次のようになっている。①主語として機能する場合，②目的語として機能する場合，
③「が」「を」以外の格助詞と一緒になって使う場合，④「～でも誰でも」の形で並列関係
を表す場合，⑤述語の一部として機能する場合である。 
 
1.1.3.1主語として機能する場合 
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 「誰＋でも」が主語として機能する場合，二つのパターンがある。一つは「～は誰でも
～」「～なら誰でも～」のような主題や条件が付く場合であり，もう一つは主題や条件が付
かない場合，「誰＋でも＋が」という形式である。まず主題や条件が付く場合をみる。 
  （3）人間はだれでも中年を過ぎて一度里帰りをし，自分の育ちというものにもう一度
対面し直さなければならならない。（例（1）を再掲） 
  （4）子供はだれでもおっかあのおっぱいが恋しいもんじゃ。（竹田伸一『聖書による
キリスト教研究』） 
  （5）ひとはだれでも，老いることを恐れる。（髙野澄『江戸生きかたの達人たち』） 
  （6）この水を飲む者はだれでもまた渇く。しかし，わたしが与える水を飲む者は決し
て渇かない。（五木寛之『蓮如われ深き淵より』） 
  （7）社会問題や，人間に好奇心をもっている人なら誰でも，医師という職業について
いる人々に何か格好の話し相手を見出すはずだ。（エルヴェ・アモン(著)/野崎三
郎(訳)『｢医師｣像の解体』） 
  （8）「中堂鈴之助が，色キチだってことは，この商店街の人間なら誰でも知ってるこ
とだよ。一時，ＰＴＡでも問題になったんだから」（藤田宜永『タイホされたし
度胸なし 長編ソフトボイルド推理』） 
  （9）元請けで土木屋に任せるのは危ないから，設計者なら誰でも反対するんですが，
Ｄさんは正直で義理堅いのかな。（笠原顯司『｢住みか｣のヒント 設計者からの
メッセージ』） 
  （10）それなら女性には気をつけた方がいいね。ＮＹでは男性なら誰でも気をつける
べきですが，ナイトライフには十分注意すべきです。（『週刊ポスト』2003年 2
月 21日号（第 35巻第 7号，通巻第 1686号）） 
 例（3）～（10）については，「誰＋でも」の前に置かれる語がグループ概念を表すもの 
であり，それに続く「誰＋でも」はそのグループのすべての「人」を表すものとして解さ 
れうる。意味的には，例（3）～（10）では「誰＋でも」は前置の名詞とともに行為の主体 
を表している。例（3）～（10）は「例外なし」を表す「誰＋でも」構造の一つのパターン 
である。しかし，「例外なし」を表す「誰＋でも」の構文的分布はこれだけではない。  
  （11）この発想法をもちいれば，どこでも誰でもが実践可能だろうと思うからである。
（岸裕司『中高年パワーが学校とまちをつくる』）  
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  （12）だいたい平気でそういうことのできる者でない限り上級将校にはなれないとい
うことを誰でもが知っているのだ。（筒井康隆『虚航船団』） 
  （13）そんなことが出来るものか，と誰でもが思うだろう。始め，自動車はびくとも
しない。（宇野千代『自伝的恋愛論』） 
  （14）今やインターネットを使える人なら―いや，衛星放送が見られるテレビさえあ
れば―誰でもが，容易に世界の情報を得られるようになっている。（片桐新自
『現代社会学への誘い』） 
 例（11）（12）（13）（14）では「誰＋でも」の前に主題や条件がなく，それがさらに主語
として機能しているのである。モダリティの観点からみれば，判断のモダリティ文に用い
られることが多い。具体的に言えば，話者の判断や主観的な態度を表す文に生起すること
が多い。アスペクトの観点からみれば，「誰＋でも」の要求する述語は未完成のことを表す
ことが多い。しかし，述語が未来的仮説を表す「た」形の場合，その限りではない。 
 「V+た」は一般的に単純に「過去にそのような出来事があった」ということを表す。し
かし，「明日の決勝で勝ったチームがオリンピックへの出場権を得る。」のような文におけ
る「勝った」は過去（発話時以前）の出来事を述べるのでなく，主文の出来事時以前の出
来事を表しているので，未発生の事柄を仮定的に述べる表現としてとらえられる。いわゆ
る「相対的テンス」１）のことである。 
(15)女子は誰でもはじめて嫁入りした時は，寂しくって泣き出すもんだけど，すぐ 
    そこの家に慣れてしまうからな。(石坂洋次郎『石中先生行状記』) 
(16)誰でも結婚媒介所の門口をくぐった者は申込料として五円取る。(杉山萠円『街 
    頭から見た新東京の裏面』) 
 例（15）では，主節の述語としての「慣れてしまう」が未来のことを表すが，「慣れてし
まう」と「嫁入りする」の時間的前後関係は「嫁入りする」が先に発生し，「慣れてしまう」
はその後に発生するものである。つまり，従属節述語としての「嫁入りした」は「慣れて
しまう」その時点ですでに発生した事柄としてとらえなければならない。例（16）につい
ても同様に解釈することができる。つまり，「くぐる」ということは「五円取る」というこ
との前提であるので，「五円取る」ということが発生する時点において，それがすでに発生
したことでなければならない。仮定的に発生したことであるため，「た」形のみが可能だと
いうことになるのである。ただし，このような意味・用法の「た」形は文末に生起しては
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ならず，連体修飾語として機能しなければならない。例（15）（16）における「誰＋でも」
は個々の具体的な事柄を表すのではなく，広く認められる一般論のことを表すものとして
認められる。これも「誰＋でも」の構文的分布の一つとして見なされうる。 
また，例（17）～（21）に示すように，「誰+でも」の後に可能を表す表現が後続するこ
とができる。日本語では，可能を表す表現として，動詞そのものの可能形，「Ｖ＋ことがで
きる」「Ｖ連用形＋得る」といったパターンがある。例（17）～（21）の「誰＋でも」は可
能表現の述語とともに用いられ，「例外なし」という意味を表している。 
(17)「しかし，まあ，誰でもやれることをやって苦しむよりも，やれないことをやっ 
  て苦しむ方が，意義があるさ」(横光利一『旅愁』) 
  (18)以前なら，歯をくいしばって上級学校を断念し，その口惜しさを長くかみしめた 
    のに，現在はまあ誰でも大学へ入れる。(野坂昭如『てろてろ』) 
  (19)人間は誰でも殺人ができるのに，それをしないのはどうしてだろう。(野坂昭如 
『てろてろ』) 
    (20)三人の委員は一学期ごとに交代し，再選はゆるさない。だれでもが委員に選挙さ
れる機会をもつことができるために。(石川達三『人間の壁』) 
    (21)これだけの水なら，ながいあいだに靴皮をしみとおして，幾らか底を濡らすに 
    ちがいないとは，誰でも容易にうなずき得る。(谷譲次『踊る地平線 02』) 
 例（17）（18）における「やれる」「入れる」はそれぞれ「やる」「入る」の可能形であり，
「誰+でも」の後に続き，すべての人には能力的にそうすることができるという意味を表し
ている。例（19）（20）（21）において，「殺人ができる」「もつことができる」「うなずき得
る」は可能を表す文型としてとらえられ，「誰+でも」に後続し，「例外なし」という意味を
表している。 
この節の 1.1.2で述べたように，「誰+でも」は否定の意味を表す述語とはなじまない関
係にある。ただし，動詞が二重否定という形で用いられる場合はその限りではない。 
(22)看板に山神奇童とあるから，それは山男の出来損ないのようなものであろうと， 
  誰も最初はそう思っておりましたが，見に来たものは，まず誰でもその意外なの
に驚かされないわけにはゆきません。(永井隆『大菩薩峠 18』) 
    (23)これが普通云われる想像力で，誰でも所謂想像力が全くないということはありま 
    せんけれども，比較的そういう想像をする癖があって，いろいろ想像を逞しくす 
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    る人がある。(岸田国士『俳優倫理』) 
    (24)引力の法則は，だれでも知っていなくてはならない法則だから，ぼくもよくおぼ 
えていますよ。(海野十三『ふしぎ国探検』) 
    (25)わたしはね，平和というのは誰でもが考えなければならない問題だから，それの 
    手引きの本ならきっと売れるだろうと思ったけど，……(福永武彦『死の島』) 
    (26)これは誰でも認めずにはいられないことであるが。(佐々木直次郎『ウィリアム・ 
    ウィルスン』) 
例（22）～（26）における「驚かされないわけにはゆきません」「ないということはあり
ません」「知っていなくてはならない」「考えなければならない」「認めずにはいられない」
は二重否定の意味構造の述語であるがゆえ，究極のところ，述語の意味は否定ではなく，
肯定となる。このように，二重否定の形の述語が「誰＋でも」と共起する場合，全部肯定
の意味を表すことになる。 
 
1.1.3.2目的語として機能する場合 
 「誰＋でも」は目的語として機能することができる。そのような場合は格助詞の「を」
が現れないのが普通である。 
（27）鈴木さんは，自分の子供でなくても誰でも愛する心を持っている。（『朝日新聞』
2009年 10月 12日） 
  （28）ガーデニングの基礎きちんと育てて美しい花を咲かせましょうひとつの素敵な
ポットと出会って，花を植えてみたくなった。そんなはじまり方もいいじゃな
い。植物は誰でもやさしく迎え入れ，そしてきちんと応えてくれます。はじめ
ましょう，ガーデニング。（『素敵なガーデニング雑貨をさがす』） 
  （29）なかなかの美形だったが，キャプテン・ラブには意味のないことだった。彼は
だれでも愛することができた。美醜にかかわらず，だれにでも同じように奉仕
する。（デヴィッド・ウィルツ(著)/汀一弘(訳)『眠りについた骨』） 
  （30）免許があれば，私は誰でも運転手として雇うつもりです。（『毎日新聞』2016年
5月 18日） 
 例（27）（28）（29）（30）では「誰＋でも」の後に格助詞の「を」が後続していないにも 
かかわらず，それぞれ「愛する」「迎え入れる」「愛する」「雇う」といった他動詞の目的 
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語として機能しているのである。 
 
1.1.3.3他の格助詞と一緒になって使う場合 
 「誰＋でも」は格助詞の「が」「を」を伴い文を展開させるほかに，「に」「の」「と」「か 
ら」といった格助詞と一緒になって文を展開させることもある。ついでに触れておくが， 
その場合，「に」「と」「から」のような格助詞が「誰」と「でも」の間に生起しなければな 
らない。 
「誰＋でも」は格助詞の「に」と一緒になって，抽象的な存在の場所を表したり，行為・ 
作用の向けられる相手を表したり，受身表現における行為の主体を表したり，使役表現に 
おける行為の仕向けられる側を表したりすることができる。まず，抽象的な存在場所を表 
す意味・用法をみる。 
「誰」は「誰にでも～がある」という文型をつくり，事物の抽象的な存在場所という概 
念を表すことができる。つまり，存在する事物は必ずしも目で確認することができると 
は限らない。   
（31）逆境は誰にでもある。問題は，その時期をどう過ごすかだ。（守屋洋『活学とし
ての中国古典 興亡の歴史に学ぶ現代の人間学』） 
（32）「誰にでも生きる権利がある，その権利を保証しない社会や人々には正義がない」
（鷲田小彌太『社会に出てから役に立つ考え方 鷲田流｢人間通｣になれる本』） 
（33）そういう時，ゲッと叫んで吐き出しそうになるほどまずいものに遭遇したとい
う体験が，誰にでも一度や二度はあるのではないだろうか。（清水義範『私は作
中の人物である』） 
  （34）人間，誰にでも欠点はあるし，その人特有のクセもある。自分自身でも同じこ 
     とだ。（山田智彦『30歳までに何をするか 20代の過ごし方で人生は大きく 
     変わる』） 
 例（31）（32）（33）（34）における「逆境」「権利」「体験」や「欠点」などは抽象的な事
柄であるがゆえ，実際に形として表すことができず，直接知覚で把握することができない。
具体性に欠けているため，例（31）（32）（33）（34）のような文に生起しうるのだと考えら
れる。 
 次に，行為の向けられる相手を表す場合の意味・用法をみる。「誰＋でも」は主述文にお
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いて，その後に意志動詞が続く場合，「に」と一緒になって，その行為の影響を受ける側も
表すのである。 
  （35）当事者は，そのサインを誰にでも示しているわけではない。（渋井哲也『男女七
人ネット心中 マリアはなぜ死んだのか』） 
  （36）父は誰にでも問いかけ，わたしたちは友人やその家族が尋問にさらされるのを
魅せられたように眺める。（デヴィッド・ウィルツ(著)/汀一弘(訳)『わが故郷
に殺人鬼』） 
  （37）ここで二十五年間も小道具係を務めてきたんですからね。誰にでもきいてみて
ください！（マーガレット・Ｐ・ブリッジズ(著)/ 春野丈伸(訳)『わが愛しの
ワトスン』）  
  （38）いつ再度の調べがあっても大丈夫なようにしておいたのです。ですから，それ 
     を誰にでも見せびらかしたかった。（江戸川乱歩『化人幻戯』） 
 例（35）（36）（37）（38）に示すように，「示す」「問いかける」「聞く」「見せびらかす」
といった意志動詞は「誰にでも」の後に続いて，主述文に生起していれば，相手格を必要
とするという統語的性格を持っている。文中の「誰にでも」は相手格を表すものにほかな
らない。 
「誰＋でも」は格助詞の「に」と一緒になる場合，抽象的な存在場所や行為の向けられ
る相手を表すほかに，受身表現の行為の主体を表すこともできる。つまり，受身表現の「に」
格における「誰」は述語の表す動作の実質的な担い手としてとらえることが可能である。 
  （39）（三）は，す早くでき，かなり美味しく，手軽で，日々の生活のところで，冬場
なら誰にでもすすめられる。（椋木修三『記憶力 30秒増強術』） 
  （40）会津の名山と言えば，すぐ磐梯山の名があげられる。それは猪苗代の平地から 
誰にでも仰がれたからであろう。（吉本隆明『背景の記憶』） 
  （41）彼が出てみると，丸々とした体形の，誰にでも好感の持たれるふくよかな笑顔
の寮母さんが立っていた。（岩崎勝利『希望のレールで 若者達へ気力を』） 
  （42）なんやろな．カメラを持ってたら，誰にでも話しかけられる．なんか，フィル
ターが一枚はさまった感じ…（松野良一『市民メディア論 デジタル時代のパ
ラダイムシフト』） 
 例（39）（40）（41）（42）における「誰＋でも」は格助詞の「に」と一緒になって影響や 
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作用の出どころを表している。さらに，「誰＋でも」が格助詞の「に」と一緒になって，影 
響や作用をどこから受けるかという意味を表す場合，「に」は格助詞の「から」で置き換え 
ることが可能である。 
  （43）大人になってだれからでも，あの人はいい人だと言われるようになるんだと，
固く心に決めました。（笹沢左保『明日はわが身 人間ならば魂の開発を』） 
 例（43）に示すように，受身表現における「誰＋から＋でも」は「誰＋に＋でも」で置 
き換えても意味的には大差がない。次は使役の対象を表す場合の意味・用法をみる。 
 さらに，「誰＋に＋でも」という構造は使役文において，使役の対象（述語動詞の表す動 
作の担い手）を表すことができる。ただし，受身文に現れる場合の「誰＋に＋でも」と異 
なって使役文における「誰＋に＋でも」は「誰＋から＋でも」のように置き換えて言うこ 
とができない。 
  （44）名前はもう忘れてしまったが，誰にでもやらせるパンスケであるばかりでなく，
あんな写真を嬉しそうに撮らせるなんて。（東直己『フリージア』） 
  （45）まったく彼女は，誰にでもそう思いこませそうな雰囲気を身につけていた。（五
木寛之『凍河』） 
 例（44）（45）に示すように，「誰＋に＋V＋せる(させる)」という構造における格助詞 
の「に」は使役の対象を表す。 
 「誰＋でも」は格助詞の「の」と一緒になって連体修飾関係を結ぶ場合，「の」を受けて
連体修飾構造のヘッド（主要部）としてしか機能しえず，「の」の後続は容認されない。 
  （46）メンバーの誰でもが理念を語れるようにすることである。（鈴木敏正『生涯学習
の教育学学習ネットワーキングから』） 
  （47）朝食の時間は午前７時半～１０時。地域の誰でも利用でき，小中学生や一人暮
らしの高齢者ら１日平均５人が訪れるという。（『読売新聞』2011/08/23） 
  （48）どこの誰でも自由に使用していい温泉だった。ところが，吉安くんはそれが気
に入らないという。（丸山健二『逃げ歌』） 
  （49）政子ならずとも鎌倉の誰でもが，その人はたった一人しかいないことを知って
いる。（永井路子『北条政子』）  
 例（46）（47）（48）（49）では，「誰＋でも」が格助詞の「の」を受けて連体修飾構造の 
ヘッドとして機能している。そのような連体修飾構造のものがさらに主語として機能して 
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いるのである。例（46）（47）（48）（49）では「メンバー」「地域」「どこ」「鎌倉」といっ 
た体言は連体修飾構造の修飾部として，後続の「誰＋でも」と意味関係を結んでいる。意 
味特徴の角度からみれば，例（46）（47）（48）（49）の修飾部とヘッドとの間に包含関係が 
できている。 
 「誰＋でも」が格助詞の「と」と一緒になって，「誰＋と＋でも」という形で行為の共同
者を表すことができる。  
  （50）もっと簡単にいうと，誰とでも仲良くできる人だけが，気くばりの心を持てる
ということになります。（鈴木健二『気くばりのすすめ』） 
  （51）いつでも，どこでも，だれとでも友達になる兄弟は，クラブのスーパーＶＩＰ
にも知り合いがいる。（熊崎敬『Sports graphic number plus  2004 June』） 
  （52）といって，友だちがいないとか，気むずかしいというのではなく，誰とでも 
遊び，また誰からも好かれた。（赤川次郎『愛情物語 curtain call』） 
  （53）銀行員の塚本は，中肉中背で誰とでも喋る忠治とはちがい，長身痩軀で口数は
少ない。（吉川良『どうせなら中産階級』） 
 例（50）～（53）における「誰」は物事を一緒に行う人を表していると解釈することが 
できる。しかし，例（50）（51）における「誰とでも」と例（52）（53）における「誰とで 
も」については同様に解釈してはならない。つまり，例（50）（51）における「仲良くする」 
「友達になる」といった行為は相手を必要とするものである。それに対して，例（52）（53） 
における「遊ぶ」「喋る」といった行為は必ずしも相手を必要とする行為ではない。このこ 
とから，例（50）（51）における「誰＋と」は行為の相手を表していると考えられ，例（52） 
（53）における「誰＋と」は欠くことのできない共同行為の相手を表していると考えられ 
る。 
 格助詞としての「から」は起点や出発点，または出どころを表すが，「誰＋から＋でも」
という形式は文環境の違いによって，ものや情報の与え手を表すことがある。 
  （54）素直な心があればどこへ行っても，いつでも誰からでも何でも学ぶことができ
る。（青木直美『現代 2003年 12月号（第 37巻第 12号）』） 
  （55）原則として，利害関係を有する者であれば，誰からでも，無効を主張すること
ができる。（松野民雄『民法概要』） 
  （56）上家が切った牌はポンするものではない，という格言。その意味するところは，
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ポンはだれからでもできるものであり，……（横山竜介『麻雀力検定 140』） 
  （57）世界のどこにでもつながり得て，自分以外のだれからでもかかり得る電話が持
つ無限の期待によるものであり，……（松沢呉一『鬼と蝿叩き 松沢堂の冒険』） 
 例（54）（55）（56）（57）における「誰からでも」はものや情報の与え手を表すものとし 
て解されうるが，動作を起こす主体として解釈してもかまわない。。 
 
1.1.3.4並列関係を結ぶ場合 
 「誰+でも」は「NPでも誰でも＋肯定述語」という形で並列関係を結び，「例外なし」と 
いう意味を表すことがある。ただし，「誰+でも」は後置要素として，常に「NPでも」の 
後に続かなければならない。 
(58)「たいへんですね。なにかあれば，ぼくと三根夫が伝令になって，隊長でも誰で
も起こしてきますからね」と，帆村は当直の人びとにいった。(海野十三『怪星ガ
ン』) 
    (59)本キットには，クリスマスに人気の絵柄 5種類の専用ステンシルシールが各 3枚
（計 15枚）と，補正＆デコレーション用の専用ペンが付属し，初心者でも誰でも 
    簡単にフェイスペイントやボディペイントを楽しむ事ができます。(『朝日新聞』
2013年 11月 18日) 
    (60)私でも誰でも，必ずできることはなにか。(例（2）を再掲) 
    (61)ゲーム機には親が使用制限をかける機能があるが，それを使っていないと，子ど
もでも誰でもソフトの体験版をダウンロードできる。(『朝日新聞』2013年 10月
18日) 
(62)そんなこと，大人でも，子供でも，誰でも分かる。(『朝日新聞』2014年 05月 10
日) 
（63）（パラグライダー，スポーツカイト）子供でも車いすに乗った人でも誰でもが 
参加し楽しめます。（『福祉の地域づくりをはじめよう』） 
 例（58）（59）（60）（61）に示すように，「隊長でも誰でも」「初心者でも誰でも」「私 
でも誰でも」「子供でも誰でも」における「誰でも」の「でも」が「前件の内容に関係なく 
後件がなりたつ」という「譲歩」の意味を表している。また例（62）（63）に示すように， 
「誰+でも」の前には二つ以上の並列的要素の生起も可能である。 
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1.1.3.5述語の一部として機能する場合 
「誰+でも」は「誰+でも＋断定助動詞」のような構造をなし，言い切りの形で用いるこ 
とがある。そのような場合の「誰＋でも」は述語の一部として見なされうる。 
(64)「それゃ，君，帰ったばかりだから，どうかしてるのは誰でもですよ。そのうち 
  君だって，どうかなりますからな。用心しないと入院しますよ」(横光利一『旅愁』) 
    (65)「誰でも」告知ができるってところがポイントですね。 
正確には Twitterユーザーなら誰でもですね。(広告) 
    (66)席替えがドキドキするのは，誰でもですか？ 
オレはいつもドキドキしますよ。(広告) 
例（64）（65）（66）における「誰+でも」は述語の一部として機能し，後続の助動詞は 
言い切りの形で文を完結させるのである。例（64）（66）における「どうかしてるのは誰で
もですよ」「ドキドキするのは，誰でもですか」は「誰でもどうかしてる」「誰でもドキド
キする」と同じ意味であり，いわゆる倒置法として扱ってもよいだろう。ただし，例（65）
における「Twitterユーザーなら誰でもです」は省略として認めなければならない。 
 
1.1.4まとめ   
 以上，いわゆる「例外なし」を表す「誰＋でも」の構文的分布について，意味的特徴や
統語的特徴に焦点を当てて分析を行った。この節の分析は次のようにまとめることができ
る。 
①「誰＋でも」は，格助詞の「が」「を」を伴うことができ，主語や目的語として機能
することが可能である。 
②「誰＋でも」は格助詞の「に」「と」「から」と一緒になって使うことができる。た
だし，「に」「と」「から」といった格助詞が「誰」と「でも」の間に生起しなけれ
ばならない。 
③並列関係を結ぶ場合の「誰＋でも」は後置成分として機能しなければならない。 
④「誰+でも」は「誰+でも＋断定助動詞」のような構造をなし，述語の一部として機
能することが可能である。 
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注 
１）日本語の場合，動詞が表すテンスは下の表のように過去か否か（すなわち過去－非過
去の対立）で表される。 
 過去    現在   未来 
食べる   食べた   食べる   食べる 
 
また，テンスには以上のように発話時点を基準に置く「絶対的テンス」だけではなく， 
主節のテンスを基準にして従属節中のテンスを表すケースもある。下の例を見られたい。 
（1）アメリカに行く時に帽子を買った。（帽子購入→渡米） 
（2）アメリカに行った時に帽子を買った。（渡米→帽子購入） 
このようなテンスは「相対的テンス」と呼ばれている。詳しくは工藤真由美（1995）を 
参照されたい。  
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1.2「誰＋も」の共起制限 
1.2.1はじめに 
「誰+も」は肯定文に用いられれば，物事の存在や意義をすべて認めるという形式になる。
それに対して，否定文に用いられれば，物事の存在や意義をすべて認めないという形式に
なる。下記の例（1）（2）を見られたい。 
（1）人はだれも若かった時代をまばゆいばかりの青春の記憶として飾りたがります。
(『朝日新聞』2013/10/01) 
（2）看護婦以外は誰も部屋へはいって来なかった。(井上靖『射程』) 
例（1）の下線部の「誰＋も」は単純に疑問の意味を表しているのではなく，肯定形と呼
応して「例外なし」という意味を表し，例（2）における「誰＋も」は否定形と呼応して，
「例外なし」という意味を表している。 
この節の研究目的は，「例外なし」を表す日本語の「誰+も」の構文的分布を明らかにし
たい。以下，2では先行研究の妥当性を検証し，代案を示す。3では肯定形を要求する「誰
＋も」の構文的分布について述べ，4 では否定形を要求する「誰＋も」の構文的分布につ
いて述べる。5ではまとめを行う。 
 
1.2.2先行研究と本稿の立場 
「誰+も」の意味・用法に関する研究は数多くみられるが，代表的なものとして尾上圭介
（1983），益岡隆志・田窪行則（1992），寺村秀夫（1991），仁田義雄（2009）などが挙げら
れる。 
益岡隆志・田窪行則（1992）では，「だれも，どれも，なにも，どこも，どちらも，いつ
も」などは否定表現を伴い，対象の不存在を表すとされている。 
寺村秀夫（1991）では，「ドコ，ダレ，ナニなどの疑問名詞（+格助詞）にモが付いて，
それが否定の述語で結ばれると，（V）の場合と同様，全部否定になる。」のように述べ，
「疑問詞+も」という文型については，「そのセットのどのメンバーをとりだしても，それ
に対応する述語は否定」という意味を表すとされている。さらに，「ダレモ，ナニモ，ドン
ナ～モ，ドウモなどは，肯定的述語とは結びつかない。結びついても非常に不自然である。」
のように指摘されている。ナニモ，ドンナ～モ，ドウモなどは本論文の研究テーマと関係
ないので，ここでは触れないことにするが，「誰＋も」に関する指摘は賛同できない部分が
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ある。具体的に言えば，例（1）における「誰＋も」は「飾りたがる」のような「肯定的述
語」と結びついているにもかかわらず，文としては自然なものである。 
一方，仁田義雄（2009）では，疑問詞に「も」がついたものは，基本的に否定の述語と
共起し，同類のものすべてを否定し，述語を肯定の述語にかえることはできず，ただし，
疑問詞によっていくつかの例外があるとされている。たとえば，「だれも」の形では，否定
の述語としか共起しないが，後に「が」がついて「だれもが」の形になると，肯定の述語
とも共起できるようになると述べている。しかし，やはり例（1）を引用するが，文中の「誰
＋も」は必ずしも格助詞の「が」を必要としない。 
以上のような事実から，先行研究で示されたルールは上述の例（1）はいうまでもなく，
次の例（3）（4）１）についても，合理的に説明することができない。 
（3）その細長いテーブルには先客が四人ほどいて，雑誌を拾い読みしたり頬杖を突い
たりしていたが，彼女が来た時には誰も口を噤んでいた。(福永武彦『死の島』) 
（4）彼女の程度の左傾化は，今の日本に於いては流行性痲疹の如きもので，若いも 
のは誰も一度はかかるのだし，そうしてやがてけろりとするのだ。(野上弥生子
『真知子』)  
例(3)(4)における「誰＋も」は肯定述語と結びついているとはいうものの，否定を表し
ているとは思えない。いうまでもなく，「誰＋も」はほとんどの場合において否定形となじ
む関係にあるが，例（3）（4）のような現象がある以上，それを無視してはならない。例（3）
（4）のような現象を解明するためには，述語の性格に注目する必要があるように思われる。 
以上のような事実に基づいて，本論文は意味特徴のほかに，統語機能も視野に入れて分
析を行う。以下では，「誰＋も」の意味・用法に焦点をあてて，その共起制限について述べ
る。  
 「誰+も」は否定述語と結びつくだけでなく，場合によっては肯定述語と結びつくことも
可能である。まず，否定述語と結びつく場合の分布状況をみる。 
 
1.2.3全部否定を表す場合 
 否定形を要求するのが「誰＋も」の中心的な意味・用法である。一言，否定の述語と結
びつくといっても，「誰＋も」は主語として機能したり，目的語として機能したり，並列関
係を結んだりするので，その意味・機能は多岐にわたって分布しているのである。先にも
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述べたように，否定形を要求するのは「誰＋も」の典型的な意味・用法である。ただし，
意味の成立は文末の述語が否定形であるかどうかが重要な参考指数である。 
  (5)看護婦以外は誰も部屋へはいって来なかった。(例（2）を再掲) 
   (6)そして，そのことについて，だれもおかしいと思っていないのだ。章太郎にしても，
そうであった。(源氏鶏太『停年退職』) 
  （7）球団誕生から２６年目，優勝経験のないチームは前半戦終了時は３位にいたが，
優勝などだれも意識していなかった。（『朝日新聞』2013/07/19） 
(8)しかし学界では誰もそれを批判するものがなかった。(伊藤整『氾濫』) 
  (9)誰も二千万円の金を，君のために使う奴はないだろう。(井上靖『射程』) 
  (10)分会長の質問に，だれも答える者がない。(石川達三人間『人間の壁』) 
 例（5）（6）（7）は動詞述語文であり，例（8）（9）（10）は形容詞述語文である。どち 
らも否定形で，「誰＋も」と一緒になって機能しているのである。 
  さらにもう一つ，例（5）（6）（7）の「誰＋も」は文末の否定形と意味関係を結んでい
るのに対して，例（8）（9）（10）における「誰＋も」はその直近の「批判する」「使う」「答
える」と直接に意味関係を結ぶのではなく，それを含む述部と意味関係を結んでいると認
めなければならない。 
「誰+も」は「NPも誰も＋否定」という形で「例外なし」の否定という意味を表すことが
ある。ただし，並列関係を結ぶ場合の「誰+も」は後置要素として，常に「NP＋も」の前置
を要求するのが普通である。 
(11)もちろん，そんなことは起こらなかった。チームメートも誰も責めない。(『朝 
    日新聞』2014/03/28) 
  (12)楽天が新規参入した時，優勝するとは，日本シリーズで巨人と相まみえるとは， 
    私も誰も想像しなかった。(『朝日新聞』2013/10/22) 
  （13）十月二十一日から十一月二日までのあいだ，彼がどこに住んでいたのかを知る 
     者もだれもいない。（吉岡晶子(訳)『暗殺者』） 
  （14）ハンバーガーの時に限って，あまりに陰惨なので演出助手も誰も拾ってくれな 
い。仕方ないから自分で拾って紙で丸めたけど，あたりはシーンとしてた。（宇
田川悟/蜷川幸雄『ニッポン食いしんぼ列伝』） 
 例（11）（12）（13）（14）における「NPも誰も＋否定」という形式が並列関係を表しうる
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のは「も」が並列用法を持っているからだと認められる。「誰」は不定称の人称代名詞であ
るがゆえ，それによって結ばれる並列関係の前置要素が「人」の概念を表すものでなけれ
ばならない。例えば，例（11）において，「チームメート」は「人」の概念を表すものとし
てとらえられる。例（12）（13）（14）も同様で，「誰」と並列関係を構成している前置要素
としての「私」「知る者」「演出助手」も「人」の概念を表すものである。 
 「誰＋も」は並列関係を結ぶばかりでなく，後続要素として並列関係を受けることも可
能である。 
（15）投手も野手も誰もがこんなはずではないと思ったはず。(『中日新聞』2017/06/08) 
(16)彼女のみならず，沢田自身も，熊井校長も，校務主任も，一条太郎も，だれも知 
らなかった。(石川達三『人間の壁』) 
（17）そんな高い山の上には，人も動物もだれもやってこない場所があって，花がた
くさん咲き，氷のように冷たい小川も流れていました。（パウル・ビーヘル(著)/
野坂悦子(訳)『ドールの庭』） 
（18）「第九の（注―添付の）写真がとられるまであなたも小島さんもだれも時計には
さわっていないのですか」（野間宏『狭山裁判』） 
 1.2.4.4 で詳しく述べるが，並列関係を受ける場合，肯定形も成り立つし，否定形も成
り立つ。例（15）（16）（17）（18）において，「誰＋も」は「投手も野手も」「沢田自身も，
熊井校長も，校務主任も，一条太郎も」「人も動物も」「あなたも小島さんも」のような並
列関係を受けて，包括した形で取り立てているのである。文中の「誰＋も」はいかなる人
という意味を表すものとしてとらえられる。 
 
1.2.4全部肯定を表す場合 
 「誰も」は動詞を伴う場合，動詞が否定形になるのが普通である。これまでの研究もほ
とんど否定形を伴う場合の「誰も」を射程に入れているが，コーパスを観察した結果，肯
定形を伴う用例もあることを突き止めた。肯定形を伴う「誰も」の構文的分布は次のよう
になっている。①「誰も」の後にさらに格助詞の「が」が生起し，主語として機能する場
合，②目的語として機能する場合，③少数であるが，格助詞の「に」「の」「と」「から」「よ
り」と一緒になって使う場合，④「～も＋誰も」の形で並列関係を表す場合である。 
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1.2.4.1主語として機能する場合  
 「誰＋も」は肯定形を伴い，主語として機能することがある。ただし，主語として機能
する場合は「誰も」の後にさらに格助詞の「が」が後続することが多い。また，肯定形を
伴う「誰もが」は「NP+は」を受けたり，「NP+なら」を受けたりして文を展開させることが
ある。また，主体を表す場合は格助詞の「が」が省略されることがある。まず，肯定形を
伴う「誰も」の典型的な意味・用法をみる。 
  (19)また会場内では音楽や飲食が楽しめるフェスティバルも催され，誰もが自由なス 
    タイルで運動と遊びを楽しむことができます。(『朝日新聞』2013/07/23) 
(20)日本共産党「日本共産党は，『健康で文化的な最低限度の生活』をすべての国民 
    に保障し，社会保障の増進を国の責務と明記した憲法 25条の立場から，だれも 
が安心でき，将来に希望のもてる社会保障制度を構築する改革に取り組みます」
というコンセプトにもとづいて論を展開している。(『朝日新聞』2013/07/11) 
(21)「思ったことを，だれもが素直に，すぐ文章にできる。その能力がすごい。書く 
    ことに抵抗感がないのはこれまでの積み重ねでは」。授業を終えた高野さんの感 
想だ。(『朝日新聞』2013/07/14) 
（22）そのときいきなりクロジーのかん高い怒鳴り声がきこえ，だれもがその方向に顔
をむけた。（ジーン・Ｍ・アウル(著)/白石朗(訳)『マンモス・ハンター 中』） 
  (23)通子が計画書をさしだすと，だれもが，そう質問しました。（山本素子『医師・登 
山家今井通子』） 
（24）そして，大事なことだが，だれもが生き延びる。 そして，とどめは『この道を
行く人なしに』である。（福島富士男『静かなる中心 イギリス文学をよむ』） 
（25）車は，ヒーローのためのものだ，というあからさまな宣言の効果がどれほど少な
いかを，だれもが知っている。無意識なものは，効果的であり続ける。（石井淳蔵
『価値の創造』） 
 統語的観点からみれば，例（19）～（25）では「誰＋も」が主語として機能していると
思われる。また，例（19）（20）（21）に示すように，「誰+も」に可能を表す述語が後続す
ることが多い。つまり，動詞そのものの可能形や「Ｖ＋ことができる」「Ｖ連用形＋得る」
といったパターンがよく用いられるのである。例（19）（20）（21）の「誰＋も」は可能表
現の述語とともに用いられ，例外なし何かをすることができるということを表している。
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アスペクトの観点からみれば，「誰＋も」の要求する述語は完成のことを表しても，未完成
のことを表してもかまわない。具体的に言えば，例（22）（23）のように「誰＋も」は過去
のことを表す述語と共起でき，例（24）（25）のように「誰＋も」は未完成のことを表す述
語と共起できる。この点においてはこの章の 1.1で述べた「誰＋でも」の意味・用法と異
なっている。肯定形を伴う「誰＋でも」は完成を表す述語と共起することができないから
である。 
（26）人は誰もが弱さを持ち，間違いを犯すこともあります。(『朝日新聞』2011/08/22) 
（27）島の人は誰もがあいさつしてくれ，優しさを実感している。(『朝日新聞』
2012/02/20) 
  （28）この賞は全国のプロ野球担当記者らの投票で選ばれるもので，選手なら誰もが
ほしい名手の称号です。(『中日新聞』2016/11/09) 
  （29）小津少年の生身の姿に映画ファンなら誰もが心躍るだろう。(『中日新聞』
2016/08/04) 
（30）人はだれも若かった時代をまばゆいばかりの青春の記憶として飾りたがります。
(例（1）を再掲) 
（31）彼女の程度の左傾化は，今の日本に於いては流行性痲疹の如きもので，若いも 
のは誰も一度はかかるのだし，そうしてやがてけろりとするのだ。(例（4）を再
掲) 
例（26）（27）では「誰＋も」の前に取り立て助詞の「は」と名詞によって構成された名
詞フレーズが現れ，「誰もが」は文の成分として機能している。例（28）（29）では「誰＋
も」の前に仮定の意味を表す「なら」が現れ，「誰もが」によって構成される成分は「なら」
によって示される仮定条件のもとでは「例外なし」という意味を表していると考えられる。
主体を表す「誰も」はさらに「が」を伴うのが普通であるが，例(30)(31)に示すように主
体を表すマーカーとしての格助詞の「が」が現れないこともある。言い換えれば，例（30）
（31）では格助詞の「が」が省略されたと考えられる。ただし，「が」が省略されても，「誰
も」は主体として機能することには変わりがない。このことは，例（30）（31）における「誰
も」は「みんな」で置き換えられることによって裏付けられる。 
 さらに，もう一つの現象を見逃してはならい。否定形でなくても述部に否定的な意味が
含まれる場合，「誰＋も」はすべてを否定することを表すのである。 
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(32)誰もここへ上げちゃ駄目よ。(井上靖『射程』) 
(33)その細長いテーブルには先客が四人ほどいて，雑誌を拾い読みしたり頬杖を突い 
  たりしていたが，彼女が来た時には誰も口を噤んでいた。(例（3）を再掲) 
例（32）の「だめ」は否定的な意味を含むものであり，例（33）の「口を噤んでいた」
も否定的な意味が含まれているのである。 
 
1.2.4.2目的語として機能する場合 
 「誰＋も」は格助詞の「を」と一緒になって，目的語として機能することができる。そ
のような場合の「誰＋も」は例外なしに行為をこうむるという意味を表す。 
(34)キックで世界一の実力を持つ「天才キッカー」宮間のＣＫは誰もをうならせ，勝 
    利に導いた。(『毎日新聞』2014/05/23) 
(35)それに対して選手本人は２７日，『ツイッター』で「モンペリエへの移籍が実現し
なくて残念。チーム，町は素晴らしいが，会長は誰もを貶すような愚か者」と反
応し，波紋を呼んでいる。(『朝日新聞』2013/06/28) 
(36)愛すべきバクダシュ。ピスタチオをまとったミルクアイスは，老人から子供まで， 
誰もを虜にしてしまう。(『毎日新聞』2014/03/25) 
(37)シャンソンはそのすべてを包み込み，だれもを幸せな気分にしてくれるのだろう。 
(『毎日新聞』2010/02/19) 
 例（34）（35）（36）（37）における「誰も」は目的語として機能し，すべての「人」が述
語の表す行為をこうむることを表すのである。目的語として機能する場合の「誰＋も」は
二つのパターンがある。「誰もを」のほかに，「誰をも」の形で目的語として機能すること
も可能である。以下の例文を見られたい。 
    (38)確かな技術から生みだされる世界トップフレンチは誰をも虜にします。(『朝日新
聞』2014/03/26) 
    (39)その驚異的な速さは，観客の誰をも魅了した。(秦直之『ニッサン・スカイライン
R32 GT-R』) 
    (40)水島は誰をも許し，温かく大きな心で包みこむ。（渡辺一雄『小説｢翔べ！そごう｣』） 
  (41)このアイキャッチングなシルエットは，誰をも魅了することでしょう。(『朝日 
    新聞』2014/03/06) 
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 例（34）（35）（36）（37）と例（38）（39）（40）（41）に示すように，取り立て助詞と呼
ばれる「も」は格助詞の「を」の前においても後においても機能しうるのである。 
 
1.2.4.3他の格助詞と一緒になって機能する場合 
 「誰」は格助詞の「が」「を」を伴い文を展開させるほかに，「に」「の」「と」「から」「よ
り」といった格助詞と一緒になって，文を展開させることもある。ただし，取り立て助詞
の「も」は格助詞の「に」「と」「から」「より」の後において機能しなければならない。 
 「誰＋も」は格助詞の「に」と一緒になって，抽象的な存在の場所を表したり，行為・
作用の向けられる相手を表したりすることができる。そのほか，受身表現における行為の
主体を表したり，使役表現における行為の仕向けられる側を表したりすることもできる。
まず，抽象的な存在場所を表す意味・用法をみる。 
 「誰」は「誰にも～がある」という文型をつくり，事物の抽象的な存在場所という概念
を表すことができる。つまり，存在する事物は必ずしも目で確認することができるとは限
らない。 
（42）ほめられてうれしいと思わない人はいない。誰にも，自分の価値を認めてもら
いたい欲求がある。（斎藤茂太『1分間でやる気を出す 200のヒント』） 
（43）どんなモデルが売れるか，その基準はいつも動いている。ということは，誰に
もトップモデルになれる可能性があるということなのだ。（鎌田敏夫『Body & 
money』） 
（44）個人情報保護制度の趣旨からいえば，だれにも，みだりに自分の情報が公開さ
れることを防ぐ権利があります。（青山彰久『よくわかる情報公開制度 情報公
開って何？』） 
 例（42）（43）（44）における「欲求」「可能性」や「権利」などは抽象的な事柄であるが
ゆえ，形のあるものとして把握することができない。そのため，「誰」は抽象的な存在場所
としてとらえることが可能である。次に，行為の向けられる相手を表す場合の意味・用法
をみる。 
 「誰＋も」は主述文において，「に」と一緒になって，文を展開させることができる。そ
のような場合，後続する動詞が意志動詞であれば，その行為の影響を受ける側も表すので
ある。 
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（45）でもノンノ，このことしばらくは，誰にも内緒にしてくれる？」 「どうして？」 
「うん…」（柴田よしき『少女達がいた街』） 
（46）死とはだれにも訪れる通り道なんですね。どうしても避けられない。（山崎章郎
/永六輔『大往生』） 
 例（46）（47）に示すように，「内緒にする」「訪れる」といった動詞は意志性があり，主
述文に生起していれば，相手格を必要するという統語的性格を持っている。 
「誰＋も」は格助詞の「に」と一緒になる場合，抽象的な存在場所や行為の向けられる
相手を表すほかに，受身表現の行為の主体を表すこともできる。つまり，受身表現の「に」
格における「誰」は述語の表す行為の実質的な担い手としてとらえることが可能である。 
  （47）「誰にも喜ばれる繊細な味わい。つい“もうひとつ”と手を伸ばしたくなります」
（『あの人が選んだ東京手みやげ』） 
  （48）ここだけは春になったことがだれにも認められる。そのころになると，村人が
セリを摘みにくるようになる（小宮宗治『定年後・八ヶ岳いなか暮らし』） 
 例（47）（48）における「誰＋も」は格助詞の「に」と一緒になって使われているにもか 
かわらず，動作の影響を受ける側を表すのではなく，影響や作用の出どころを表している。 
さらに，「誰＋も」が格助詞の「に」と一緒になって，影響や作用をどこから受けるかとい 
う意味を表す場合，「に」は格助詞の「から」で置き換えることができる。 
（49）普段，薄いタイプを食べている人にはなじみやすいかも。サクッと香ばしく焼 
け，誰からも好まれそう。（上島寿子(著)/戸塚真弓(著)『ｄａｎｃｙｕ 2001
年 5月号（第 11巻第 5号）』） 
（50）人間的にも松井は誰からも好かれ尊敬されるタイプだから，あえてぶつけよう
とする選手もいなかった。（マイク吉村『ヤンキース松井が殺される』） 
（51）会場にはステージの前寄り中央あたりにライトが当たって誰からも注目される
場所が必ずありますから，そこをサッと探し出すことです。（佐藤綾子『元気心
理学！仕事も恋もうまくいくステキな習慣』） 
 例（49）（50）（51）における「誰＋から＋も」は「誰＋に＋も」で置き換えても文の意
味がさほど変わらない。 
「誰＋に＋も」という構造は受身文に限らず，使役文において，使役の対象（述語動詞
の表す動作の担い手）を表すことができる。ただし，受身文に現れる場合の「誰＋に＋も」
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と異なって使役文における「誰＋に＋も」は「誰＋から＋も」のように置き換えて言うこ
とができない。 
  （52）視線で周囲を意識し，非情で身のこなしが軽く孤独であるという印象を誰に 
     も抱かせる女性を，いまの社会に現われた宇宙人のような人間として創りあげ 
た。（中島誠『宮部みゆきが読まれる理由』） 
（53）その語り草のことが誰にも思い出せるし，だから，いまその木を伐ることが，
ヨネにとって常人の想像を超えた意味があるに違いないと，こわ持てしている
のだ。（大城立裕『水の盛装』） 
 例（52）（53）に示すように，「誰＋に＋V＋せる(させる)」という構造における格助詞の
「に」は使役の対象を表す。そのような意味・機能を持つ「に」は「から」で置き換える
と，不自然な表現になる。 
 「誰＋も」は格助詞の「の」と一緒になって連体修飾関係を結ぶ場合，二つのパターン
がある。一つは「の」を伴い連体修飾構造の修飾部として文を展開させるパターンであり，
もう一つは「の」を受けて連体修飾構造のヘッド(主要部)として機能するパターンである。 
下記の例（54）（55）（56）（57）は「誰＋も」が格助詞の「の」を伴い，連体修飾構造の修
飾部として機能するパターンである。 
    (54)ある当局者は「誰もの頭の中にある数字は４（％）だ」と語った。(『朝日新聞』 
2012/01/23) 
    (55)誰もの心に刻み込まれた名曲の数々，熟成度を増した“伝説”のステージング， 
   日本中に勇気と元気をもたらすこと確実なスーパー・アクト，これぞエンターテ 
   インメントだ！(『朝日新聞』2012/02/27) 
    (56)緊急避難先のシェルターが一刻も早く役割を終えることは，だれもの願いだ。(『朝
日新聞』2014/05/14) 
(57)結果は，主催者を含めて誰もの予想を裏切り，赤・白ともにカリフォルニアが１
位を占めた。(『朝日新聞』2007/07/09) 
 統語的には，例（54）（55）（56）（57）における「誰」は連体修飾部として後続のヘッド
部に連なっている。意味的には，例（54）（55）の「誰」はヘッドとしての「頭」「心」の
所有者としてとらえられ，例（56）（57）の「誰」はヘッドとしての「願い」「予想」とい
った行為の主体としてとらえられる。 
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 下記の例（58）（59）（60）（61）は「誰＋も」が格助詞の「の」を受けて，連体修飾構造
のヘッドとして機能するパターンである。 
  （58）個人投資家や証券業界関係者の誰もが，この数字を見て驚愕した。（『週刊現代』 
2001年 6月 2日） 
  （59）首位集団の誰もが同じことを考えているようだ。（斎藤純『銀輪の覇者』） 
  （60）自分だけが貧しいわけじゃない。村の誰もが，貧しかった。（鏡貴也『伝説の勇
者の伝説』） 
(61)トレンドやビジネスの視点ではなく，実際のユニクロ顧客であるイネスの着る
側の視点から，女性の誰をも気持ち良くする服，美しく見せる服，自分が着たい
と思う服を追求しました。(『朝日新聞』2014/03/17) 
 例（58）（59）（60）（61）における「個人投資家や証券業界関係者」「首位集団」「村」「女
性」といった体言は連体修飾構造の修飾部として，後続の「誰＋も」と意味関係を結んで
いる。意味特徴の角度からみれば，例（58）（59）（60）（61）の修飾部とヘッドとの間に包
含関係ができている。つまり，ヘッドとしての「誰」は前置修飾語の表すグループの一員
となる。さらに，統語的な観点からみれば，例（58）（59）における「誰」は主語の一部と
してとらえられ，例（60）（61）における「誰」は目的語の一部としてとらえられる。 
 このように「誰」は連体修飾構造の修飾部として機能したりヘッドとして機能したりす
ることができるのである。 
 格助詞の「と」は「誰」と取り立て助詞の「も」の間に生起し，「誰＋と＋も」という形
で「例外なし」という意味を表すことができる。そのような構造によって一緒になって物
事をする人を表すのである。しかし，例（62）における「誰とも」と例（63）における「誰
とも」については同様に解釈してはならない。 
  （62）化粧はしないこと。誰とも口をきいてはだめ。（ミリアム・ローリーニ(著)/興
津真理子(訳)『ウーマンズ・ケース』） 
  （63）でも，よくよく見ていると，京子に悪気はない。だれとも仲良くやるが，だれ
とも親しくつき合わない。信じないが，疑わない。（若林ミヤ『風俗嬢・私は｢つ
かの間｣の愛を売る』）  
例（62）における「口をきく」という行為は必ずしも相手を必要とする行為ではないの
に対して，例（63）における「仲良くする」という行為は相手を必要とするものである。
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それに基づいて考えれば，例（62）における「誰＋と」は共同行為者を表していると考え
られ，例（63）における「誰＋と」は欠かせてはならない共同行為の相手を表していると
考えられる。   
 格助詞としての「から」は起点や出発点，または出どころを表すものである。「誰」はそ
のような意味・用法を有する格助詞の「から」と一緒になって，文を展開させることがで
きる。 
  （64）そしてまるで傷を負った獣のように，誰からも離れ，心の傷が癒えるまで，ひ
とりでじっとしています。（鈴木秀子『愛する人，愛される人の 9つの性格 エ
ニアグラムでわかる最良のパートナー』） 
  （65）共同社会（国や地方公共団体）を維持するため税金が徴収されるのであるなら
ば，だれからも公平に徴収することがのぞましい税制の第一条件といえる。（『ニ
ュース解説室へようこそ！ 2006年版』） 
 例（64）（65）における「誰からも」は補語として物の離れる場所或いは物の出所を示す 
ものである。 
 格助詞の「より」は比較の基準を表す。「誰＋も」と一緒になって使う場合，主語の表す
人物が述語の表す動きについて「一番」であるという意味を表す。 
  （66）彼女はフロリダ州立大学で学んだだけに，この州のことを誰よりも熟知してい 
た。（柘植久慶『スーツケース一杯の恐怖』） 
  （67）忠治が営業所に着くと，いつだって誰よりも早く来て掃除をしている中村が， 
「池田のお母さんから電話があって，熱を出して休む…」（吉川良『どうせなら 
    中産階級』） 
  （68）こわかった。つらかった。苦しかった。全ての弱音を涙にして，誰よりもプラ
イドの高い兄が号泣していた。復讐の決意が固まるほどに，孤独感はいや増し
た。（佐藤賢一『双頭の鷲 上巻』） 
  （69）なんだなんだ，それでは少し話が違うじゃないか。誰よりも，まず退院したい
といったのは母で，それにわたしも弟も賛成しただけではないか。（渡辺淳一
『風のように・返事のない電話』） 
 例（66）（67）（68）（69）に示すように，「誰＋より＋も」という構造は文脈からして，
他の誰よりも先に行動を起こしたり，他者よりも先を争ったり，他の誰にも負けずに早く
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事を済ませたりするという意味を表すのである。 
 
1.2.4.4並列関係を受ける場合 
 「誰＋も」は「でも」や「も」によって構成された並列関係を受けることができる。そ
のような場合の「誰＋も」は前置の並列関係の表す意味内容を全面的に認めるという意味
を表す。下記の例（70）（71）（72）（73）に示すように，並列関係を受ける「誰＋も」は，
物事の存在や意義を認めるという意味を表すものとしてとらえられる。 
(70)それぞれのプログラムが４５分で，若い方でも，家族連れでも誰もが気軽に楽し
めるようになっています。(『読売新聞』2013年 04月 06日) 
(71)点字を巡る問題を理解してもらい，高齢者でも障害者でも誰もが暮らしやすい社
会を目指す企業の姿勢もアピールしている。(『読売新聞』2012年 01月 20日) 
(72)同法成立と条約批准を契機に，障害がある人もない人もだれもが安心して暮らせ
る社会になってほしい。(『朝日新聞』2013/12/06) 
(73)だがそんな中にあって，サッカーファンも映画ファンも誰もがこよなく愛する映
画が存在する。(『朝日新聞』2013/01/19) 
例（70）（71）の「若い方でも，家族連れでも」「高齢者でも障害者でも」は「X でも Y
でも P」のような並列関係のものとして認められる。例（72）（73）には三つの「も」が存
在しているが，後者の「も」が前置の二つの「も」と異なる意味・機能を担っていると認
めなければならない。つまり，例（72）（73）の「障害がある人もない人も」「サッカーフ
ァンも映画ファンも」は「X も Y も P」のような並列関係であるのに対して，「誰＋も」に
おける「も」は並列関係を結ぶものとして認めてはならない。「X も Y も P」における「P」
の一部として同類のものとしての二つ或いは二つ以上の並列成分を包括した形で取り立て
ているのである。意味的には，例（70）（71）（72）（73）における「誰＋も」は前置の並列
関係のものを受けて，どちらも認め，いわば「例外なし」という意味を表すものである。 
 
1.2.5まとめ 
 以上，いわゆる「例外なし」を表す「誰＋も」の構文的分布について，統語的特徴や意
味的特徴，さらに文環境も視野に入れて考察を行った。これまでの研究はほとんど否定形
を伴う場合の「誰も」を射程に入れているが，本研究で取り上げた肯定形を伴う現象につ
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いてはあまり触れられていない。その意味においては本研究の記述はこれまでの研究を超
えて，本研究の説明によって，「誰＋も」の分布状況がいっそう明らかになったように思わ
れる。以上の分析を改めてまとめると，次のようになる。 
①「誰＋も」は否定形を伴う場合，主語として機能したり，目的語として機能したり，
並列関係を結んだりすることができる。 
②「誰＋も」は肯定形を伴う場合，格助詞を伴い，主語や目的語，さらに補語として
機能することができる。また，「誰＋も」は「でも」や「も」によって構成された並
列関係を受けることができる。そのような場合，「誰＋も」は後置成分として機能し
なければならない。 
 
 
注 
1）日本語のネイティブの方に方言ではないかと指摘されているが，文学作品の表現なので， 
 このまま用例として使用する。 
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1.3「誰+でも」「誰+も」の役割分担について 
1.3.1はじめに 
 「誰+でも」「誰+も」はすべてを肯定したり，否定したりすることを表し，合わせて「例
外なし」という意味も表す。しかし，「誰+でも」「誰+も」の使用条件について，益岡隆志・
田窪行則（1992）などで示されたルールは十分とはいえない。この節では先行研究の妥当
性を検証し，「誰+でも」「誰+も」の役割分担について新たにルールを示すことを試みる。 
  
1.3.2先行研究の問題点 
この章の 1.1と 1.2で述べたように，「誰+でも」「誰+も」の意味・用法については，数
多くの研究があるが，すべて意味の記述にとどまっている程度である。ここでは，寺村秀
夫（1991），仁田義雄（2009）を紹介したい。 
寺村秀夫（1991）では，「ドコ，ダレ，ナニなどの疑問名詞（+格助詞）にモが付いて，
それが否定の述語で結ばれると，全部否定になる。『疑問語+モ』でいうと，＜そのセット
のどのメンバーをとりだしても，それに対応する述語は否定＞ということである。全部否
定的な表現効果を持つのが『疑問語句＋モ』の中心的な用法といってよいようであるが，
述語の肯定の形とは全く結びつかないというわけでもなさそうである。しかし，『ダレモ』
は肯定的述語とは結びつかない。結びついても非常に不自然である。それに対して，『疑問
語＋デモ』は，肯定的述語とのほうがなじみやすく，否定的述語とは結びつきにくいとい
うことが一般に見られる。」のように指摘されている。 
一方，仁田義雄（2009）では，疑問詞に「も」がついたものについては，基本的に否定
の述語と共起し，同類のものすべてを否定するので，述語を肯定の述語にかえることはで
きないとされている。ただし，疑問詞によっていくつかの例外があるとされている。たと
えば，「だれも」の形では，否定の述語としか共起しないが，後に「が」がついて「だれも
が」の形になると，肯定の述語とも共起できるようになる。それに対して，疑問詞に「で
も」がついたものは，基本的に肯定の述語と共起し，同類のものすべてを肯定する意味を
表す。述語を否定の述語にかえることはできないと述べている。 
寺村秀夫（1991）と仁田義雄（2009）に共通しているのは「誰＋でも」は肯定述語と共
起しやすく，「誰＋も」は否定述語と共起しやすいとしている点であろう。しかし，このよ
うな捉え方は単に「誰＋でも」「誰＋も」が何を表しているか或いは肯定述語と共起できる
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かどうかを記述したに過ぎず，「誰＋でも」「誰＋も」の使用条件については具体的なルー
ルが示されたとは言えない。 
またこのような記述では「誰＋でも」「誰＋も」は肯定述語と共起できるかどうかという
角度から説明がなされているので，次の例（1）（2）のような現象については，合理的に説
明することができない。 
（1）彼女の程度の左傾化は，今の日本に於いては流行性痲疹の如きもので，若いも 
のは誰も一度はかかるのだし，そうしてやがてけろりとするのだ。(野上弥生子
『真知子』)  
（2）人はだれも若かった時代をまばゆいばかりの青春の記憶として飾りたがります。
(『朝日新聞』2013/10/01) 
 例（1）（2）における「誰も」は否定を表しているとは思えない。それはなぜだろう。い
うまでもなく，「誰+でも」はほとんどの場合において肯定形となじむ関係にあり，「誰+も」
はほとんどの場合において否定形となじむ関係にあるが，例（1）（2）のような現象がある
以上，それを見逃すわけにはいかない。例（1）（2）のような現象を解明するためには，述
語の性格に注目する必要があるように思われる。 
「誰＋でも」は基本的に肯定述語と共起し，否定述語と共起しない。しかし，「誰＋も」
は否定述語とのみならず，肯定述語とも共起するできる。「誰＋でも」が否定述語と共起し
ないということは先行研究によって明らかにされているため，ここでは触れないことにす
る。以下では，肯定述語と共起する「誰+でも」「誰+も」の役割分担を明らかにする。具体
的に言えば，「誰＋でも」はどんな場合に「誰＋も」で置き換えられ，どんな場合に「誰＋
も」で置き換えられないかについて明らかにしなければならない。先行研究に対して，以
下では，「誰＋でも」しか使えないケース，「誰＋も」しか使えないケース，「誰＋でも」「誰
＋も」両方が使えるケースのように分けて議論を進めたい。 
 
1.3.3「誰＋でも」しか使えないケース 
 この節では，「誰＋でも」しか使えないケースについて検討する。「誰+でも」は「誰+で
も＋断定助動詞」というような言い切りの形で用いることがあり，述語の一部として見な
されうる。そのような場合の「誰＋でも」は「誰＋も」で置き換えることができない。。 
(3)「それゃ，君，帰ったばかりだから，どうかしてるのは誰でもですよ。そのうち 
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    君だって，どうかなりますからな。用心しないと入院しますよ」(横光利一『旅愁』) 
    (4)「誰でも」告知ができるってところがポイントですね。 
正確には Twitterユーザーなら誰でもですね。(広告) 
    (5)席替えがドキドキするのは，誰でもですか？ 
オレはいつもドキドキしますよ。(広告) 
例（3）（4）（5）における「だれ+でも」は述語の一部として機能し，後続の助動詞は文
を完結させる意味・機能を持つものである。例（3）（5）における「どうかしてるのは誰で
もですよ」「ドキドキするのは，誰でもですか」は「誰でもどうかしてる」「誰でもドキド
キする」と同じ意味であり，いわゆる倒置法として扱うことが可能である。ただし，例（4）
における「Twitterユーザーなら誰でもです」は省略として認めなければならない。例（3）
（4）（5）のような文環境では「誰＋も」が許容されない。 
 
1.3.4「誰＋も」しか使えないケース 
 「誰＋も」しか使えないケースは，さらに①過去のことを表す「た形」が現れた場合，
②連体修飾構造の修飾部として機能する場合，③格助詞の「より」と一緒になって機能す
る場合に分布している。以下，構文的条件に焦点を当てて，順次に述べていく。 
 
1.3.4.1過去のことを表す「た形」が現れた場合 
仁田義雄（2009）では「『疑問語＋でも』の『でも』は『たとえ～でも』という仮定的な
意味を含むため，『疑問語でもＰ』はどのような条件のもとでもＰが成立することを表し，
Ｐにくる表現は何でもよいわけではなく，基本的には，可能かどうか，許容されるかどう
か，必要かどうかなどを表す表現である。単純な事実や過去の 1回だけの出来事には用い
にくい。」とされている。過去のことを表す「た形」が現れた文においては，「誰＋も」が
生起しうるが，「誰＋でも」は生起しえない。このような見解は次の用例によって支持され
る。 
  （6）誰もが，その屋敷には何かがいることを確信したのです。（鈴木康央『ぐーるど
先生の怪異譚』） 
  （7）通子が計画書をさしだすと，だれもが，そう質問しました。（山本素子『医師・
登山家今井通子』） 
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  （8）運転手の後ろに座席をまたいでドカッと座ってしまったのだった。誰もが黙って
いた。（下川裕治『オカマのプーさん』） 
  （9）同じ力で殴られたとしたら，皮膚が紫色に変色しただろう，それほどの激しさだ
った。誰もが犬を殴った。（畑正憲『ムツゴロウの動物交際術』） 
 例（6）（7）（8）（9）に示すように，アスペクトの観点からみれば，述語が完成のことを 
表す場合，「誰＋でも」が制限される。つまり，このような文環境においては，「誰も」し 
か容認されない。ただし，「誰も」だけで用いられることがなく，「誰もが」の形で主語と 
して機能しなければならない。 
また，もう一つの現象を見逃してはならない。それは述語が未来の仮説を表す「た」形
の場合，「誰＋でも」が容認されるということである。「V+た」は一般的に単純に「過去に
そのような出来事があった」ということを表す。しかし，「明日の決勝で勝ったチームがオ
リンピックへの出場権を得る。」のような文における「勝った」は過去（発話時以前）の出
来事を述べるのではなく，主文の出来事時以前の出来事を表しているので，未発生の事柄
を仮定的に述べる表現としてとらえられる。いわゆる「相対的テンス」のことである。 
(10)女子は誰でもはじめて嫁入りした時は，寂しくって泣き出すもんだけど，すぐそ
この家に慣れてしまうからな。(石坂洋次郎『石中先生行状記』) 
(11)誰でも結婚媒介所の門口をくぐった者は申込料として五円取る。(杉山萠円『街 
  頭から見た新東京の裏面』) 
 例（10）では，主節の述語としての「慣れてしまう」が未来のことを表すが，「慣れてし
まう」と「嫁入りする」の時間的前後関係は「嫁入りする」が先に発生し，「慣れてしまう」
その後に発生するものである。つまり，従属節述語としての「嫁入りした」は「慣れてし
まう」その時点ですでに発生した事柄としてとらえなければならない。例（11）について
も同様に解釈することができる。つまり，「くぐる」ということは「五円取る」ということ
の前提であるので，「五円取る」ということが発生する時点において，それがすでに発生し
たことでなければならない。仮定的に発生したことであるため，「た」形のみが可能だとい
うことになるのである。 
 
1.3.4.2連体修飾構造の修飾部として機能する場合 
 「例外なし」を表す「誰＋も」は格助詞の「の」を伴い，連体修飾構造の修飾部として
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機能することができる。下記の例（12）（13）（14）（15）に示すように，連体修飾関係を
つくる「誰＋も」は必ずしも否定形を要求するとは限らない。 
(12)結果は，主催者を含めて誰もの予想を裏切り，赤・白ともにカリフォルニアが１ 
  位を占めた。(『朝日新聞』2007/07/09) 
    (13)ある当局者は「誰もの頭の中にある数字は４（％）だ」と語った。(『朝日新聞』 
2012/01/23) 
(14)緊急避難先のシェルターが一刻も早く役割を終えることは，だれもの願いだ。
(『朝日新聞』2014/05/14) 
    (15)また兵庫県が県下にただ一つのセメント工場をいろいろな形で応援することもま 
    ず間違いないという誰もの見透しであった。(井上靖『射程』) 
 例（12）（13）（14）（15）における「誰もの予想」「誰もの頭」「誰もの願い」「誰もの見
透し」は連体修飾関係のものである。筆者の観察したかぎりでは，「誰でもの＋名詞」と
いう構造をなす例がみられていない。 
 例（12）（13）（14）（15）では「誰＋も」が現れているにもかかわらず，文末は否定形で
はない。また，例（12）（13）（14）（15）では「誰＋でも」が許容されないので，連体修飾
関係を結ぶ場合の「誰＋も」は「誰＋でも」で置き換えることができないと言える。 
  
1.3.4.3格助詞の「より」と一緒になって機能する場合 
格助詞の「より」は取り立て助詞の「も」となじむ関係にあるが，副助詞の「でも」と
はなじまない関係にある。そのため，「誰よりも」は成り立つが，「誰よりでも」は成り立
たない。 
（16）彼女はフロリダ州立大学で学んだだけに，この州のことを誰よりも熟知してい
た。（柘植久慶『スーツケース一杯の恐怖』） 
（17）忠治が営業所に着くと，いつだって誰よりも早く来て掃除をしている中村が， 
「池田のお母さんから電話があって，熱を出して休む…」（吉川良『どうせなら  
中産階級』） 
（18）こわかった。つらかった。苦しかった。全ての弱音を涙にして，誰よりもプラ
イドの高い兄が号泣していた。復讐の決意が固まるほどに，孤独感はいや増し
た。（佐藤賢一『双頭の鷲 上巻』） 
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（19）なんだなんだ，それでは少し話が違うじゃないか。誰よりも，まず退院したい
といったのは母で，それにわたしも弟も賛成しただけではないか。（渡辺淳一
『風のように・返事のない電話』） 
 例（16）（17）（18）（19）に示すように，「誰＋より＋も」という構造は文脈からして，
他の誰よりも先に行動を起こしたり，他者よりも先を争ったり，他の誰にも負けずに早く
事を済ませたりするという意味を表すのである。そのような文における「誰＋より＋も」
は「誰＋より＋でも」で置き換えることができない。 
 
1.3.5「誰＋でも」「誰＋も」両方が使えるケース 
 構文的分布については「誰＋でも」「誰＋も」はまったく相いれない関係にあるわけでは
ない。互いに置き換えられる場合もある。両方が使えるケースは主に①主語として機能す
る場合，②格助詞の「に」と一緒になって使う場合，③格助詞の「と」と一緒になって機
能する場合に分けて考える。 
 
1.3.5.1主語として機能する場合 
 統語的観点からみれば，「誰＋でも」「誰＋も」は主語として機能することができる。
ただし，「誰＋も」は文の主語として機能する場合，格助詞の「が」を伴い，「誰＋も＋
が」の形で使うのが普通である。 
   (20)以前なら，歯をくいしばって上級学校を断念し，その口惜しさを長くかみしめ 
     たのに，現在はまあ誰でも大学へ入れる。(野坂昭如『てろてろ』) 
   (20’)以前なら，歯をくいしばって上級学校を断念し，その口惜しさを長くかみしめ 
       たのに，現在はまあ誰もが大学へ入れる。 
   (21)人間は誰でも殺人ができるのに，それをしないのはどうしてだろう。(野坂昭如 
『てろてろ』) 
   (21’)人間は誰もが殺人ができるのに，それをしないのはどうしてだろう。 
   （22）また会場内では音楽や飲食が楽しめるフェスティバルも催され，誰もが自由な 
     スタイルで運動と遊びを楽しむことができます。(『朝日新聞』2013/07/23) 
   (22’)誰でも自由なスタイルで運動と遊びを楽しむことができます。 
  （23）日本共産党「日本共産党は，『健康で文化的な最低限度の生活』をすべての国民 
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     に保障し，社会保障の増進を国の責務と明記した憲法 25条の立場から，だれも 
が安心でき，将来に希望のもてる社会保障制度を構築する改革に取り組みます」
というコンセプトにもとづいて論を展開している。(『朝日新聞』2013/07/11) 
  （23’)だれでも安心でき，将来に希望のもてる社会保障制度を構築する改革に取り組
みます。 
 例（20）（21）における「誰＋でも」と例（22）（23）における「誰＋も＋が」は可能表
現の述語とともに用いられ，すべての人が何かできることを表している。例（20）（21）
における「誰＋でも」は「誰＋も＋が」で置き換えることが可能であり，例（22）（23）
における「誰＋も＋が」は「誰＋でも」で置き換えることが可能である。つまり，例
（20）（21）（22）（23）のような文環境では，「誰＋でも」「誰＋も」の両方が容認される
のである。 
 
1.3.5.2格助詞の「に」と一緒になって機能する場合 
 「誰＋でも」「誰＋も」は格助詞の「に」と一緒になって，抽象的な存在場所を表したり，
行為・作用の向けられる相手を表したりすることができる。そのほか，受身表現における
行為の主体を表したり，使役表現における行為の仕向けられる側を表したりすることもで
きる。 
  （24）人間，誰にでも欠点はあるし，その人特有のクセもある。自分自身でも同じこ 
     とだ。（山田智彦『30歳までに何をするか 20代の過ごし方で人生は大きく変 
わる』） 
   (24’)人間，誰にも欠点はあるし，その人特有のクセもある。自分自身でも同じこ 
      とだ。 
  （25）ほめられてうれしいと思わない人はいない。誰にも，自分の価値を認めてもら
いたい欲求がある。（斎藤茂太『1分間でやる気を出す 200のヒント』） 
   (25’)ほめられてうれしいと思わない人はいない。誰にでも，自分の価値を認めても
らいたい欲求がある。 
  （26）信玄ならずとも，こんなことなら誰にでも云えることだった。要は，信玄の本
心だった。（新田次郎『武田信玄』） 
   (26’)信玄ならずとも，こんなことなら誰にも云えることだった。要は，信玄の本心
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だった。  
  （27）でもノンノ，このことしばらくは，誰にも内緒にしてくれる？」 「どうして？」 
「うん…」（柴田よしき『少女達がいた街』） 
   (27’)でもノンノ，このことしばらくは，誰にでも内緒にしてくれる？」 「どうし
て？」 「うん…」 
  （28）会津の名山と言えば，すぐ磐梯山の名があげられる。それは猪苗代の平地から 
誰にでも仰がれたからであろう。（深田久弥『日本百名山』） 
     (28’)会津の名山と言えば，すぐ磐梯山の名があげられる。それは猪苗代の平地から 
誰にも仰がれたからであろう。 
  （29）ここだけは春になったことがだれにも認められる。そのころになると，村人が
セリを摘みにくるようになる。（小宮宗治『定年後・八ヶ岳いなか暮らし』） 
   (29’)ここだけは春になったことがだれにでも認められる。そのころになると，村人
がセリを摘みにくるようになる。 
  （30）大人になってだれからでも，あの人はいい人だと言われるようになるんだと，
固く心に決めました。（笹沢左保『明日はわが身 人間ならば魂の開発を』） 
     (30’)大人になってだれからも，あの人はいい人だと言われるようになるんだと，固
く心に決めました。 
  （31）人間的にも松井は誰からも好かれ尊敬されるタイプだから，あえてぶつけよう
とする選手もいなかった。（マイク吉村『ヤンキース松井が殺される』） 
     (31’)人間的にも松井は誰からでも好かれ尊敬されるタイプだから，あえてぶつけ
ようとする選手もいなかった。 
  （32）まったく彼女は，誰にでもそう思いこませそうな雰囲気を身につけていた。（五
木寛之『凍河』） 
     (32’)まったく彼女は，誰にもそう思いこませそうな雰囲気を身につけていた。 
  （33）視線で周囲を意識し，非情で身のこなしが軽く孤独であるという印象を誰にも
抱かせる女性を，いまの社会に現われた宇宙人のような人間として創りあげた。
（中島誠『宮部みゆきが読まれる理由』） 
     (33’)視線で周囲を意識し，非情で身のこなしが軽く孤独であるという印象を誰に
でも抱かせる女性を，いまの社会に現われた宇宙人のような人間として創りあ
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げた。 
 例（24）（25）に示すように，「誰」は「誰にでも～がある」「誰にも～がある」のような 
文型をつくり，事物の抽象的な存在場所という概念を表すことができる。例（26）（27）に 
おける「誰＋に＋でも」「誰＋に＋も」に後続する動詞が意志動詞であれば，その行為の影 
響を受ける側も表すのである。例（26）（27）における「云える」「内緒にする」といった 
動詞は意志性があり，主述文に生起していれば，相手格を必要とするという統語的性格を 
持っているものである。また，例（28）（29）は受身表現である。そのような文における「誰 
＋に＋でも」「誰＋に＋も」は間接ながら，行為の主体を表すものとしてとらえられる。さ 
らに，「誰＋でも」「誰＋も」が格助詞の「に」と一緒になって，影響や作用をどこから受 
けるかという意味を表す場合，「に」は格助詞の「から」で置き換えることができる。例（30） 
（31）に示すように，受身表現における「誰＋から＋でも」「誰＋から＋も」は「誰＋に＋ 
でも」「誰＋に＋も」で置き換えても文の意味がさほど変わらない。さらに，例（32）（33） 
に示すように，「誰＋に＋でも」「誰＋に＋も」のような構造は受身文に限らず，使役文に 
おいて，使役の対象を表すことができる。ただし，受身文に現れる場合の「誰＋に＋でも」 
「誰＋に＋も」と異なって使役文における「誰＋に＋でも」「誰＋に＋も」は「誰＋から＋ 
でも」「誰＋から＋も」のように置き換えて言うことができない。例（24）（26）（28）（32） 
における「誰＋に＋でも」は「誰＋に＋も」で置き換えることが可能であり、例（25）（27） 
（29）（33）における「誰＋に＋も」は「誰＋に＋でも」で置き換えることが可能である。 
 
1.3.5.3格助詞の「と」と一緒になって機能する場合 
 格助詞の「と」は「誰」と副助詞の「でも」或いは取り立て助詞の「も」の間に生起し，
「誰＋と＋でも」「誰＋と＋も」といった形で「例外なし」という意味を表すことができる。
それによって一緒になって物事をする人を表したり，また行為の影響を受ける側の人物を
表したりする。 
  （34）もっと簡単にいうと，誰とでも仲良くできる人だけが，気くばりの心を持てる
ということになります。（鈴木健二『気くばりのすすめ』） 
   (34’)もっと簡単にいうと，誰とも仲良くできる人だけが，気くばりの心を持てると
いうことになります。  
  （35）でも，よくよく見ていると，京子に悪気はない。だれとも仲良くやるが，だれ
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とも親しくつき合わない。信じないが，疑わない。（若林ミヤ『風俗嬢・私は｢つ
かの間｣の愛を売る』） 
     (35’)でも，よくよく見ていると，京子に悪気はない。だれとでも仲良くやるが，だ
れとも親しくつき合わない。信じないが，疑わない。 
  （36）といって，友だちがいないとか，気むずかしいというのではなく，誰とでも 
遊び，また誰からも好かれた。（赤川次郎『愛情物語 curtain call』） 
     (36’)といって，友だちがいないとか，気むずかしいというのではなく，誰とも遊び，
また誰からも好かれた。 
  （37）化粧はしないこと。誰とも口をきいてはだめ。（ミリアム・ローリーニ(著)/興
津真理子(訳)『ウーマンズ・ケース』） 
  (37’)化粧はしないこと。誰とでも口をきいてはだめ。 
 例（34）（35）（36）（37）のような文環境では，文中の「誰」は物事を一緒に行う人を表 
していると解される。しかし，例（34）（35）と例（36）（37）については同様に解釈して 
はならない。つまり，例（34）（35）における「仲良くする」という行為は相手を必要とす 
るのに対して，例（36）（37）における「遊ぶ」「口をきく」といった行為は必ずしも相手 
を必要とする行為ではない。それに基づいて考えれば，例（34）（35）における「誰＋と」 
は共同行為者を表していると考えられ，例（36）（37）における「誰＋と」は欠かせてはな 
らない共同行為の相手を表していると考えられる。例（34）（35）（36）（37）のような文環 
境における「誰とも」は「誰とでも」で置き換えられ，「誰とでも」は「誰とも」で置き換 
えることが可能である。   
 
1.3.6まとめ 
 以上，「誰＋でも」と「誰＋も」の類似点や相違点を検証し，それを通して，両者の役割
分担を浮き彫りにした。この節の分析の結果は次のようになる。 
①判断の助動詞を伴い，述語の一部として機能する場合，「誰＋でも」が用いられ，「誰
＋も」は用いられない。 
②格助詞の「より」と一緒になって機能する場合及び連体修飾構造の修飾部として機
能する場合は，「誰＋も」しか用いることができない。 
③主語として機能する場合，「誰＋も」と「誰＋でも」は互いに置き換えることができ
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る。格助詞の「に」「と」及び受身文に用いられる「から」と一緒になって機能する
場合は「誰＋でも」も「誰＋も」も容認される。 
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２ 不定を表す「誰」の構文的分布 
2.1はじめに 
 文における疑問詞は疑問の意味を表すのが普通である。しかし，下記の例（１）に示す
ように，疑問詞が現れていても疑問の意味を表さない場合もある。 
 （1）椅子に座るには，誰かを押しのけなくちゃいけない。（『朝日新聞』2016/02/28） 
（2）「これを借りていっていいかな。誰か読める人がいる筈だからね。偽物か本物かも
分かるにちがいない。調べてみるよ。」（山下洋輔『ドバラダ門』） 
例（1）（2）では疑問詞の「誰」が「か」を伴い，それとともにまとまった意味・機能を
表している。例（1）における下線部の「誰＋か」は疑問の意味を表しているのではなく，
特定できないという意味を表し，例（2）における「誰＋か」は後続の「読める人」と同一
概念を表している。本稿ではこのような意味・用法を持った疑問詞による表現を「不定表
現」と位置付ける 1)。 
本稿の目的は，不定を表す日本語の「誰」の構文的分布を明らかにし，そうすることに
よって，第二言語教育のためのルールを確立することにある。以下，2.2では先行研究の
妥当性を検証し，本稿の代案を示す。2.3では不定の意味を表す「誰+か」の用例を確認
しながら，具体的な分布状況を浮き彫りにする。2.4では「誰＋格助詞＋ともなく」の形
で用いられる場合について述べ， 2.5では「誰～わけでもない」という形で用いられる
場合について述べる。2.6ではまとめを行う。 
 
2.2先行研究と本稿の立場 
 いわゆる「不定表現」に関する研究は数多くみられるが，代表的なものとして三尾
（1979），益岡・田窪（1992）などが挙げられる。三尾（1979）では，疑問詞「誰」の主
な用法について「疑問用法」「不定個称」「不定全称」のように三分類されている。「不定
個称」「不定全称」の違いについては，次のように説明されている。  
 
  「不定個称」：「誰か」などの形態で，前提集合のうちのあるメンバーを指すもの。 
  「不定全称」：「誰も」などの形態で，前提集合のうちの全てのメンバーを指すもの。 
 
  三尾（1979：73－90）の「前提集合」というとらえ方に焦点をあてて考えれば，「誰＋か」
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という構造は必ずある「集団」を構成する一個人を表さなければならないのだろう。しか
し，狭義的に考えれば，「家族の誰か」「四人の誰か」については，そのように解釈するこ
とが可能であるが，「誰かと話している」「誰かにつくらせる」については，そのように解
釈することが不可能である。「集団」というものが必ずしも存在しているとは限らないから
である。 
また，論理的に考えれば，「集合」と「個称」は対立の概念を表すので，「集合」という
ことばで「誰かと話している」「誰かにつくらせる」のような表現を説明するのは妥当とは
思えない。つまり，「誰かと話している」「誰かにつくらせる」のような文の成立は「集合」
を前提条件としないので，三尾(1979)の説明は厳密さに欠けると言わなければならない。 
 一方，益岡，田窪（1992）ではいわゆる不定表現が「不定語」として位置付けられてい
る。当該研究でいう「不定語」は「疑問詞+か」だけではなく，「疑問詞+も」「疑問詞+でも」
も含まれている。以下では，益岡・田窪（1992）での論述をそのまま引用する。 
 
不定語――疑問語に「か」「も」「でも」のついた語。不定の対象を指し示す語。 
「－か」不定の対象の存在を表す。 
「－も」（否定表現を伴い）対象の不存在を表す。 
「－でも」任意の対象を表す。 
 
 「誰もいない」「誰も知らない」の表す意味は「不定」であるかどうかを別として，アス
ペクトの観点から考えれば，「誰か止めてくれ」「誰か助けてください」は完成した状態で
はなく，眼前の状態でもないので，「存在を表す」とはいえない。益岡・田窪（1992）にお
いても，「誰＋か」の使用条件についてほとんど具体的に触れられていない。 
 さらに，三尾（1979），益岡・田窪（1992）で示されたルールでは，例（1）（2）はいう
までもなく，例（3）のような現象についても充分に説明することができない。 
（3）昔から口寄せの巫女をしていたと云う事だけは，母親か誰かから聞いていまし
た。（芥川 竜之介『妖婆』） 
 統語機能の観点からみれば，例（3）における「母親か誰か」が対等の関係にある。こ
のような構造における「誰＋か」の意味・機能については，先行研究では具体的に触れて
いないようである。 
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 これまでの研究では，例（1）（2）における「誰＋か」はそれぞれ異なる意味を担うも
のとして扱われている。しかし，文法上，例（1）（2）における「誰＋か」は一つのまと
まった概念を表すものとして格助詞を伴っているので，名詞に近いはたらきをしているこ
とが事実である。また，例（2）における「誰＋か」は後置の「読める人」と同格関係に
あり，例（3）における「誰＋か」は前置の「母親か」とともに並列関係をつくっている
と思われる。 
さらに，不定を表す「誰」は「か」を伴うのではなく，「誰＋格助詞＋ともなく」「誰～
わけでもない」といった形で用いることがある。 
 （4）誰からともなく，長い長いため息が出た。「し，しかし，カメラは？」（風見 
潤『月食屋敷幽霊事件 京都探偵局』） 
 （5）誰が決めたわけでもないのに，壁にはさまれた奥まった所に格上のタレントが
すわる。ダン池田『芸能界本日モ反省ノ色ナシ』 
例（4）（5）における「誰」は「格助詞＋ともなく」「わけでもない」との組み合わせに 
よって，その意味が不定であると見なすことができる。 
以上のような事実に基づいて，本稿は意味特徴のほかに，統語機能や文環境も視野に入
れて分析し，次のような代案を提示する。 
 
意味論の観点からみれば，「誰＋か」は基本的には「はっきりと定まらない」という
一つのまとまった概念を表す。統語論の観点からみれば，「誰＋か」は一つの内容語と
して，さらに格助詞を伴い文を展開させることが可能であり，また，同格関係や並列関
係を構成することが可能である。ただし，例（2)に示すように，同格関係における「誰
＋か」は必ずしも漠然とした概念を表すわけではない。不定を表す場合「誰＋か」の形
が基本であるが，「誰＋格助詞＋ともなく」「誰～わけでもない」といった形で不特定の
人物を表すこともある。 
 
以下では，格助詞を伴う場合，同格関係を結ぶ場合，並列関係をつくる場合の意味・用
法に焦点をあてて，この代案の有効性を証明し，合わせて「誰＋格助詞＋ともなく」「誰～
わけでもない」の意味・用法を明らかにする。 
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2.3「誰+か」の構文的分布 
コーパスを分析した結果，不定を表す日本語の「誰＋か」の構文的分布は次のように 
なっていることを突き止めた。それは①「が」を伴い主語として機能する場合，②「を」
を伴い目的語として機能する場合，③「が」「を」以外の格助詞を伴う場合，④同格関係を
結ぶ場合，⑤「～か＋誰か」の形で並列関係を表す場合である。まず，主語として機能す
る場合の意味・用法をみる。 
 
2.3.1主語として機能する場合 
「誰＋か」は主格を表す格助詞の「が」を伴って，主語として機能することができる。 
日本語では，文を形成するために，主語が必ずしも必要ではないとされているが，主体が
「はっきりと定まらない」という場合は主語が生起するのが普通である。下記の例（6）（7）
（8）(9)では，主語としての「誰＋か」がないと，文の意味が変わったり不完全になった
りするのである。 
（6）「大丈夫よ，そんなことないわよ」 
突然，背後で誰かがそう言った。甘い女の子の声だった。（宮部みゆき『ブレ
イブストーリー』）  
  （7）何度か電話がかかってきたが，僕は受話器を取らなかった。 
誰かが時々ドアをノックしたが，僕は応えなかった。（村上春樹『ダンス・ダン
ス・ダンス』） 
（8）不審火は移転後の空家に誰かが入り込んで焚火をした結果らしい。（山下洋輔『ド 
バラダ門』）  
（9）靖子がレジスターの紙を入れ替えている時だった。ガラス戸が開き，誰かが入っ
てきた。（東野圭吾『容疑者Ｘの献身』） 
 統語機能の観点からみれば，例（6）（7）（8）(9)における「誰＋か」は名詞的役割を果
たしているがゆえ，一つの内容語としてとらえられる。つまり，「誰＋か」は主格を表す
「が」を伴い，後続の「言った」「ドアをノックした」「入り込んで焚火をした」「入って
きた」といった述語の主語として機能しているのである。ただし，「誰＋か」は格助詞の
「が」を介さずに行為や状態を表す動詞の直前に来ることがある。 
  （10）扉が開き，誰か出てきた。（宮部みゆき『ブレイブストーリー』） 
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  （11）ヒト殺し？水をぶっかけられたみたいに，ワタルは目が覚めた。 
「ヒトゴロシ？どういうことですか？誰か死んだんですか？」（宮部みゆき『ブ
レイブストーリー』） 
  （12）伯父さんは言って，足元を確かめながら，ゆっくりと階段をのぼり始めた。一
歩ごとにステップを懐中電灯で照らして，注意深く観察しながら進んでゆく。
「誰か出入りしてるなら，ゴミぐらい落ちそうなもんだかな」（『ブレイブスト
ーリー』宮部みゆき） 
 文脈から見て，例（10）（11）（12）における「誰＋か」は主語として機能していると思
われる。それにもかかわらず，それに続くはずの「が」は形としては現れていない。主格
を表す格助詞の「が」が省略されたと考えられる。 
 ただし，働きかけのモダリティ２）が文末に現れた場合は，主格を表す「が」が省略され
たのではなく，そもそも生起しにくいと認めなければならない。次の例（13）（14）（15） 
（16）では主格を表す「が」が現れると，文が不自然となる３）。 
  （13）懸命の形相で猛チャージする鈴木啓太が肘打ちで倒されるが笛は鳴らない。 
誰か止めてくれ。リュウジは他力本願になってしまう。（野沢尚『龍時』） 
  （14）なす術もなく，栗橋浩美はただ叫び続けた。助けてくれ，誰か助けてくれ──
（宮部みゆき『模倣犯』） 
  （15）「くそ。誰かあのむさ苦しい水夫を早くどこかへ連れて行け。サトウ続行せよ」
（山下洋輔『ドバラダ門』） 
  （16）ああ大変だ。誰か一一〇番して！そんな声が入り乱れる。（宮部みゆき『ブレイ
ブストーリー』） 
例（13）（14）（15）（16）に示すように，話し手が相手たる聞き手に話し手の自らの要求
の実現を働きかけ，訴え掛ける場合，つまり，文末にいわゆる働きかけのモダリティが現
れる場合は，格助詞の「が」が現れないのが普通である。例（13）（14）（15）では，述語
が命令形であり，例（16）の「して」も命令の意味を表すものとしてとらえられる。働き
かけのモダリティはこれらの形式によって担われているのである。 
 
2.3.2目的語として機能する場合 
 「誰＋か」は行為の対象を表す格助詞の「を」を伴って目的語として機能することが
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できる。主語として機能する場合の「誰＋か」と同じように，目的語として機能する場合
の「誰＋か」も一つのまとまった概念を表すものとしてとらえられ，名詞的役割を果たす
のである。 
  （17）急に，置いてきぼりにされたような気がした。それでいて，誰かを置き去りに
してしまったような気もするのだった。（宮部みゆき『ブレイブストーリー』） 
  （18）うちの家では母がそう言って誰かを連れてきた時は， 
「気に入らん奴連れてきたから，息子よ，遠慮せずにボッコボコにしてしまえ」
という意味の暗号になっている。（中場利一『さあ，きょうからマジメになる
ぞ！』） 
（19）一人でもいいから，心から誰かを愛することができれば，人生には救いがある。
（村上春樹『1Q84』） 
  （20）彼に対して，何かを捨てたり，隠したり，誰かを言いくるめて口裏をあわさせ
たり，言い訳の筋書きを練ったりする時間を与えてはならない。(宮部みゆき
『模倣犯』) 
  （21）思いを紙で伝えたい誰かを思って紙に文章をしたためるイベント「紙で伝える
展」が，２２日から神奈川県鎌倉市の「銀の鈴ギャラリー」で始まる。(『朝日
新聞』2015/08/20) 
例（17）（18）（19）（20）（21）における「誰＋か」は後続の「を」の生起によって，そ
れぞれ「置き去りにする」「連れてくる」「愛する」「言いくるめる」「思う」といった他動
詞の目的語として機能し，漠然とした「ある人」という意味を表すことになる。「誰＋
か」は主語として機能する場合，主格を表す「が」が省略されうるが，目的語として機能
する場合は，目的格を示す「を」は省略することが不可能である。省略されたら，「誰＋
か」が目的格を示すものなのか主格を示すものなのか，判断しにくくなるからである。 
 
2.3.3他の格助詞を伴う場合 
 「誰＋か」という形式は格助詞の「が」「を」を伴い，主語や目的語として機能する例が
圧倒的に多い。そのほか，「に」「の」「と」「から」「へ」「より」「まで」といった格助詞を
伴い，文を展開させることがある。また，「誰＋か」は「より」を伴い，比較の基準や起点
を表したり，「まで」を伴い，状態の限度や終点を表したりすることもあるが，用例が見当
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たらなかったので，ここでは取り上げないことにする。 
 「誰＋か」という形式は，格助詞の「に」を伴い，行為・作用の向けられる相手を表
したり，受身表現における行為の主体を表したり，使役表現における行為の仕向けられる
側 
を表したりすることがある。格助詞の「が」「を」を伴う場合と同様に，格助詞の「に」
を伴う場合の「誰＋か」も名詞的役割を果たすものとして認められる。 
 「誰＋か」は「に」を伴って，文を展開させる場合の意味・用法は主に主述文において
行為の向けられる相手を表す場合，受身文の主格を表す場合，使役の対象を表す場合に分
布している。主述文において，後続する動詞が意志動詞であれば，「誰＋か」はその行為の
影響を受ける側を表すことになる。 
  （22）特にこの国営天文台には，連邦議会や各都市の星読み台との間を往復している
のだろう，しきりとカルラ族たちが舞い降りている。そのうちの誰かに頼めば，
何とかなりそうだ。（宮部みゆき『ブレイブストーリー』） 
  （23）彼女はその心の重荷をいつか誰かに告白しないわけにはいかなかった。（村上春
樹『1Q84』） 
  （24）一方，誰かに相談した女性 50.3％にとどまった。 3年に一度の「男女間におけ
る暴力に関する調査」で，昨年１２月に無作為に選んだ全国の成人５千人を対
象に実施。（『朝日新聞』2015/03/27） 
  （25）神野は大学生の頃からイラストレーターを目指していたのだが，一風変わった
男で，今まできちんと誰かについて絵を習ったということがなかった。（宮部み
ゆき『模倣犯』） 
 「頼む」「告白する」「相談する」「習う」といった動詞は意志性があり，主述文に生起
していれば，相手格を必要するという統語的性格を持っている。例（22）～（24）では行
為の向けられる相手が「誰＋か」によって示されている。ただし，相手となる人がそれと
定まっているわけではない。例（25）の「誰＋か」は「について」を伴っているが，それ
も行為の向けられる相手を表すものとしてとらえられる。ただし，「～について習う」に
は付き従うというニュアンスが含まれていることは否めない。 
 「誰＋か」は格助詞の「に」を伴い，主述文に生起し，行為の向けられる相手を表す
ほかに，「誰＋か＋に」の形で受身文にも生起しうる。そのような場合の「誰＋か」は述
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語の表す行為の実質的な担い手を表すことになる。 
  （26）彼が最初に思ったのは，そんなところを誰かに見られなくてよかったというこ
とだった。もし誰かに見られたら，どんな騒ぎが持ち上がるか見当もつかない。
（村上春樹『1Q84』） 
  （27）一年もしたらどうせ離婚だ，と誰かに慰められ，やけ酒を食らったのかもしれ
ない。（野沢 尚『龍時』） 
  （28）背中側から両肘を誰かに抱えられている。その誰かに寄りかかり，かろうじて
頭を持ち上げていることができた。（宮部みゆき『模倣犯』） 
（29）誰かに悪しきことをされても，それは忘れておしまいなさい。（『朝日新聞』
2015/04/27） 
 例（26）～（29）における「誰＋か」は格助詞の「に」を伴っているにもかかわらず，
例（22）（23）（24）と異なって，行為の影響を受ける側を表すのではなく，影響や作用の
出どころを表している。このような見解は例（26）～（29）の「誰かに見られる」「誰か
に慰められる」「誰かに抱えられている」「誰かに悪しきことをされる」を主述文に変える
と，「誰かが見る」「誰かが慰める」「誰かが抱えている」「誰かが悪しきことをする」のよ
うになることによって裏付けられる。 
 ついでに触れておくが，「誰＋か」が格助詞の「に」を伴い，影響や作用をどこから受け
るかという意味を表す場合，後続の「に」は格助詞の「から」で置き換えることができる。 
  （30）「困ったときには寄りかかってもいい。しかし，誰かから寄りかかられたときに
は，その倍の力で支えることができるような人間になれ」。これが共に生きる社
会だと私は思う。（『朝日新聞』2015/01/18） 
  （31）人は誰かを愛することによって，そして誰かから愛されることによって，それ
らの行為を通して自分自身を愛する方法を知るのです。（村上春樹『1Q84』） 
 例（30）（31）における「誰＋か＋から」の意味は「誰＋か＋に」の意味と大差がな
い。つまり，文中の動詞が受身化された場合は「誰かから」であろうとも，「誰かに」で
あろうとも，「から」「に」の前置成分が行為を起こす主体を表すことには変わりがない。 
 「誰＋か＋に」という構造は受身文に限らず，使役文において，使役の対象（述語動詞
の表す行為の担い手）を表すことができる。ただし，受身文に現れる場合の「誰＋か＋に」
と異なって使役文における「誰＋か＋に」は「誰＋か＋から」のように置き換えて言うこ
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とが不可能である。 
  （32）ひとりでは手に余ることなので，毎回誰かに手伝わせるのだが，今回は名指し
で篠崎に頼んだ。（宮部みゆき『模倣犯』） 
  （33）「牢屋は入るものではない。作るものだ」などという言葉も思い浮かんだ。 
「いや牢屋は作るものではない。誰かに作らせるものだ」（山下洋輔『ドバラダ
門』） 
 例（32）（33）に示すように，「誰か＋に＋V＋せる(させる)」という構造における格助
詞の「に」は使役の対象を表すが，その使役の対象は特定の人ではない。そのような意
味・機能を持つ「に」は「から」で置き換えると，非文になる。つまり，格助詞の「か
ら」は行為を起こす主体を表すが，働きかけの対象を表さないので，例（32）（33）のよ
うな文環境には生起しえないのである。 
「誰＋か」は格助詞の「の」と一緒になって連体修飾関係を結ぶ場合，二つのパターンが
ある。一つは「の」を受けて連体修飾構造のヘッド(主要部)として機能するパターンであ
り，もう一つは「の」を伴い連体修飾構造の修飾部として文を展開させるパターンである。 
 「誰＋か」という形式は格助詞の「の」を受けて連体修飾構造のヘッドとして機能する
場合，連体修飾関係が結ばれるが，そのような連体修飾構造のものがさらに主語として機
能したり目的語として機能したりするのが普通である。 
（34）およそ１２年間にわたり，４人の誰かは必ずタイトルを保持していたが，「四天
王」全員が無冠となった。（『朝日新聞』2013/10/18） 
  （35）愛犬がどうしてもどの留守番方法も受け入れなかった場合，家族の誰かが一緒
に留守番をするか，海外旅行はあきらめて愛犬を同伴できる旅行先に変更する，
ということも考えてあげてください。（『朝日新聞』2013/10/17） 
  （36）やはり，兄とか嫂とか，もしくは父とか，いずれ反対派の誰かを痛めなければ，
身動が取れない位地にいた。（夏目漱石『それから』） 
  （37）借金取りからの指令は「この家の誰かを騙して借金を肩代わりさせろ」。しかし
待っていたのは，とんでもなく厄介で性悪な家族だった。（『朝日新聞』
2015/05/08）  
例（34）（35）（36）（37）では「4人」「家族」「反対派」「この家」といった体言は連体
修飾構造の修飾部として，後続の「誰＋か」と意味関係を結んでいる。意味特徴の角度か
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らみれば，例（34）（35）（36）（37）の修飾部とヘッドとの間に包含関係ができている。
つまり，ヘッドとしての「誰＋か」は前置修飾語の表す内容の一部分となるので，不特定
ではあるが，その中の一員としてとらえられる。 
また，例（34）（35）の下線部の連体修飾構造は主語として機能し，例（36）（37）の下
線部の連体修飾構造は目的語として機能しているのである。しかし，動詞や助動詞の連体
形，または形容詞の連体形を受ける場合は「の」が排除され，連体修飾関係が潜在化する。 
  （38）幻界からヒト柱に選ばれる誰かと違って，ものすごい人数のなかの一人じゃな
い。（宮部みゆき『ブレイブストーリー』） 
（39）看護婦は美人だった。ピースが以前，白衣を着てたらどんな女も三割増しに見
えるんだと言っていたことがあるが，この看護婦は本物の美形だった。そして，
栗橋浩美の知っている誰かを思い出させた。誰だろう？（宮部みゆき『模倣犯』） 
  （40）まるでそこにいない誰かを弾劾するような強い口調で，短く言い足した。（宮部
みゆき『模倣犯』） 
  （41）それを無視しなかったのは，誰にも迷惑をかけたくなかったからだ。ドアの外
にいる誰かは，何か急用があって訪ねてきたのかもしれない。（東野圭吾『容疑
者Ｘの献身』） 
例（38）（39）（40）（41）における「誰＋か」は格助詞の「の」を受けていないとはい
うものの，前置成分との意味関係が連体修飾関係として認めなければならない。ただし，
名詞の修飾を受ける例（34）～（37）と異なり，活用語の連体形を受ける「誰＋か」は前
置修飾語との意味関係が包含関係ではない。このような意味のずれは例（34）～（37）と
例（38）～（41）を比較してみても一目瞭然である。 
つまり，「4人の誰か」「家族の誰か」「反対派の誰か」「この家の誰か」という連体修飾
構造における「誰か」は「4人」「家族」「反対派」「この家」の中の一員であるのに対し
て，「選ばれる誰か」「知っている誰か」「そこにいない誰か」「外にいる誰か」という連体
修飾構造における「誰か」は前置修飾部の表す行為や状態の主体と見なされうる。 
 「誰＋か」という形式は連体修飾構造のヘッドになるだけではなく，それ自体が一つの
まとまった概念を表すものとして格助詞の「の」を伴い，連体修飾構造の修飾部として機
能することもできる。 
  （42）以前，誰かのミスは他の人間が補うという日本ヂカラについて書きましたが，
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まさしくそういった場面でした。（『朝日新聞』2013/11/24） 
（43）私の家のように，人民班の誰かの子どもが行方不明になれば，監視はより厳し
さを増す。私は２００６年に会寧市から脱北を図って逮捕されたため，１次監
視対象だったうえ，娘も脱北して「行方不明」となり，いっそう厳しい目で見
られていた。（『朝日新聞』2015/03/27） 
（44）「ＬＩＮＥ友達が３００人もいる子もいるよ」 誰かの発言を読んで，相手の画
面に「既読」表示をつけたらすぐ返信するようにしている。（『朝日新聞』
2013/11/19） 
  （45）しかし，何をするにも誰かの手を借りずにはいられなくなり，自分で思うよう
に食事もできず，だんだんと食べなくなりました。（『朝日新聞』2013/09/18） 
 統語的には，例（42）（43）（44）（45）における「誰＋か」は名詞的機能を果たし，連体
修飾部として後続のヘッド部に連なっている。「誰＋か」と後続の体言によって構成される
連体修飾構造は，さらに主語として機能したり目的語として機能したりすることができる。
例（42）（43）に示すように，「誰＋か＋の」とヘッド部によって構成された連体修飾構造
は主語の一部として機能することが可能であり，また例（44）（45）に示すように，目的語
の一部として機能することも可能である。 
 意味的には，例（42）（44）の「誰＋か」はヘッドとしての「ミス」「発言」といった行
為の主体としてとらえられ，例（43）（45）の「誰＋か」はヘッドとしての「子ども」
「手」の所有者としてとらえられる。このように「誰＋か」は連体修飾構造の修飾部とし
て機能したりヘッドとして機能したりすることができるのである。   
「誰＋か」は格助詞の「と」を伴い，行為の影響を受ける側の人を表したり，また一緒
になって物事をする人を表したりすることがある。そのような場合の「誰＋か」も体言相
当の意味・機能を担うものとしてとらえられる。 
（46）かなり訛のきつい英語で誰かと話し，手帳に予定を書きこんでいる。（野沢尚『龍
時』） 
（47）亘は土埃にまみれているのだった。  
「血が出てるじゃないか。学校の帰りだね？ 誰かと喧嘩でもしたのかな」（宮
部みゆき『ブレイブストーリー』） 
（48）普段は誰かと練習することを好むが，開幕３日前から１人でバットを振り込ん
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で仕上げた。（『朝日新聞』2015/04/01） 
  （49）「でも，運命の塔に行く道中だけならば，誰か一緒に行ったっていいよな？だか
らその，俺がついていってもさ」（宮部みゆき『ブレイブストーリー』）  
 「話す」や「喧嘩する」といった行為は相手を必要とするものである。例（46）（47）に
おける「誰＋か」は行為の対象となる側を表すものとしてとらえられる。また例（48）に
おける「誰＋か」は物事を一緒に行う人を表していると解される。例（46）（47）（48）で
は，主語は形として存在しないが，省略されたと考えられる。例（49）では，「誰＋か」の
後に格助詞が現れていないものの，動詞の意味性格からみて相手格を表す「と」の省略と
して考えても差し支えがないだろう。 
 格助詞としての「から」は起点や出発点，または出どころを表すが，そのような意味・
用法の拡張として，変化する前のもとの状態を表したり，「が」のかわりにものや情報の与
え手を表したりすることがある。「誰＋か」はそのような意味・用法を有する「から」を伴
い，文を展開させることができる。 
（50）親を介護すると，人は誰しも誰かから生まれ，大きな時間軸の中で生きている，
一人ではないんだということが，はっきりと分かります。（『朝日新聞』
2014/08/21） 
（51）「４月にＡＳＫＡ容疑者が誰かから覚せい剤を譲り受け，それを渡したであろう
人物（栩内容疑者）も，確実に覚せい剤を所持していた証拠があった。（『朝日
新聞』2014/05/18） 
（52）今でもタイから来日する人が誰かから聞き，「日本でタイ料理を食べるならここ」
と，先代の名刺を持って店を訪ねてくることがあるという。（『朝日新聞』
2011/08/30） 
（53）後ろの誰かから「サッカー選手なら俺も『ツバサ』を知ってるぞ」と声がかか
ります。（『朝日新聞』2014/06/23） 
 例（50）では，格助詞の「から」が生起しているがゆえ，文中の「誰＋か」は変化する
前のもとの状態を表すものとしてとらえられる。例（51）（52）（53）における「誰＋か」
は定かでない出どころを表していると解されうるが，また間接ながら，行為を起こす主体
を表すものとしてとらえられる。 
「誰＋か」は「へ」を伴い方向性を持つ述語とともに使うことがある。以下の例（54）（55）
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に示すように，「誰＋か」は格助詞の「へ」を伴い行為や変化の向けられる相手を表すこと
ができる。ただし，その相手は漠然とするものでなければならない。 
（54）撮り続けることは自分だけでなく，やがて見知らぬ誰かへ伝わり，動かし，変
えていく力があるのかもしれない。と山本さんは話す。（『朝日新聞』2014/08/29） 
（55）自宅や職場，学校での必需品から，誰かへ贈るギフトまで，日々の暮らしをサ
ポートする「無印良品」の小型ショップです。（『朝日新聞』2014/04/04） 
例（54）（55）における「伝わる」「贈る」は方向性を含意する述語としてとらえられる。
そのような述語は常に行為や変化の影響を受ける側を要求するので，文中の「誰＋か」が
漠然とした受け手を表している。また，「誰＋か＋へ」という構造はさらに格助詞の「の」
を伴い，連体修飾語関係を結ぶことがある。 
（56）「誰かへの恩返しとして，エイズ問題に取り組みたい」。そんな奨学生たちの思
いをくんで今年から，世界版あしなが運動を始めた。（『朝日新聞』2015/03/04） 
（57）２位にも「不用意な発言で家族の誰かを傷つけたり，怒らせたりしてしまった」
が続いており，家族の誰かへの衝動的な発言や行動が家庭内での失敗とピンチ
の大きな要因のようです。（『朝日新聞』2014/04/25） 
（58）誰かの，誰かへの思いがあるから，球児は強くなる。（『朝日新聞』2013/07/15） 
   （59）本書は，フランスでは口コミで人気が拡がり，読後に誰かへの贈り物にするた
めにまた購入する人が多く，「ギフトセラー」とも呼ばれているそうだ。（『朝日
新聞』2008/12/14） 
 例（56）（57）（58）（59）における「へ」は格助詞の「に」と類義関係にあるとはいうも
のの，連体修飾関係を結ぶ「誰＋か＋へ＋の」は「誰＋か＋に＋の」のように置き換えて
言うことは不可能である。格助詞の「に」は格助詞「の」の後続を許さないからである。 
このように，「誰＋か」はほとんどの格助詞と共起することができるので，3.1，3.2，3.3
の議論を通して，第２節で提出した「誰＋か」が一つのまとまった概念を表すものだとい
う仮説の妥当性はいっそう支持されるものとなるのである。 
 
2.3.4同格関係を結ぶ場合 
「誰＋か」は後続の名詞，または名詞フレーズと同格関係を結ぶことが可能である。こ
れまで述べてきた「誰＋か」はとらえどころのない意味を表すのと異なって，同格関係を
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結ぶ「誰＋か」は後続の名詞，または名詞フレーズとほぼ同じ意味範疇を持つ。そのため，
それに含まれた意味内容は必ずしも漠然としたものではない。 
 （60）いよいよ都内を舞台に，世間に対するパフォーマンスを始めようと具体的な計
画を練り始めたときから，筋書きをより面白くするためには，誰か第三者を巻
き込んだ方がいいというアイデアはあった。（宮部みゆき『模倣犯』） 
  （61）「これを借りていっていいかな。誰か読める人がいる筈だからね。偽物か本物か
も分かるにちがいない。調べてみるよ」（山下洋輔『ドバラダ門』） 
  （62）「誰か有名な人でも来てるんか。」デレッとした顔で女学生に近寄る。（中場利一
『さあ，きょうからマジメになるぞ！』） 
  （63）「だけど俺にはおまえを助けることなんかできない。おまえの親父さんを助ける
ことができないのと同じようにな。俺にはできない。だから，誰かほかに，お
まえを助けてくれる人を探しなよ」（宮部みゆき『模倣犯』） 
  （64）「隣のクラスには，誰か実物を見たヤツはいるの？ 一緒《いっしょ》に「スケ
ッチに行ったヤツらは見たんだろ？」（宮部みゆき『ブレイブストーリー』） 
 例（60）（61）（62）（63）（64）では「誰＋か」が後置の二重下線部の名詞や名詞フレー
ズといわゆる同格関係を結んでいると思われる。具体的に言えば，例（60）（61）（62）に
おける「誰＋か」はそれぞれ後置の「第三者」「読める人」「有名な人」と同一の概念を表
すものとしてとらえられる。また，例（63）における「助けてくれる人」と前置の「誰＋
か」との意味関係についても，例（64）における「見たヤツ」と前置の「誰＋か」との意
味関係についても，同様に解釈することができる。 
 さらにもう一つ，「誰＋か」は不特定の「人」を指すという意味特徴の束縛を受けている
がゆえ，それと同格関係を結ぶ後続成分も「人」という概念を表すものでなければならな
いということを見逃してはならない。逆にいえば，後続成分の引きたてを受けて，同格関
係における「誰＋か」は具体的な中身を持つものへと変身するのである。 
 
2.3.5並列関係を結ぶ場合 
 「誰＋か」は「～か＋誰＋か」の形で並列関係を結ぶことができる。下記の例（65）（66）
（67）（68）に示すように，並列関係における「誰＋か」は，はっきりとしないが，どちら
かであるという話し手の不確かな気持ちを表すものとしてとらえられる。 
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 橋本文法では対等の関係を表す「か」を「並立助詞」として位置づけられている４）。本
稿は，そのような意味を表す「か」の用法を不定の意味を表す「か」の用法と意味的につ
ながるものとして認める。 
  （65）昔から口寄せの巫女をしていたと云う事だけは，母親か誰かから聞いていまし
た。（芥川竜之介『妖婆』） 
  （66）扉に手をかけて中をのぞいたが，いいあんばいに，誰もいない。火星人の番兵
か誰かが，扉のかぎをかけ忘れて，どこかへ行ってしまったらしい。（海野十三
『火星兵団』） 
  （67）もう一つはどこかの大学の学部長か誰かの説明で，卵の内部が流動体であるこ
とが一つの理由であろうという意味のことが書いてあった。（中谷宇吉郎『立春
の卵』） 
  （68）私は最後の申立てをしたいと求めた。人々は私をここに置いて，検事か誰かを
呼びに行った。（豊島与志雄『死刑囚最後の日』） 
 例（65）では並列構造としての「母親か誰か」が格助詞の「から」を伴い，補語として
機能し，例（66）では並列構造のものが主語として機能している。例（67）では「学部長
か誰か」が格助詞の「の」を伴い，連体修飾の修飾部として機能し，例（68）では「検事
か誰か」が格助詞の「を」を伴い，目的語として機能しているのである。意味的には「母
親か誰か」「火星人の番兵か誰か」「学部長か誰か」「検事か誰か」が対等関係にあると考え
られる。 
しかし，統語的には，前置成分と後置成分の前後関係は変えることができない。具体的
な概念を表す「母親」「火星人の番兵」「学部長」「検事」は常に漠然とした概念を表す「誰
＋か」の前において機能しなければならない。つまり，同格関係を結ぶ場合の「誰＋か」
が常に前置成分として機能するのと異なって，並列関係を結ぶ「誰＋か」は常に後置成分
として機能しなければならない。このことは例（60）～（64）と例（65）～（68）を比較
してみても一目瞭然である。 
 
2.4「誰＋格助詞＋ともなく」の形で用いられる場合 
 「ともなく」は「見る，話す，言う，考える」のような，人間の意志的な行為を表す動
詞を受けて，その行為がはっきりとした意図や目的なしに行われている様子を表す。疑問
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詞の「誰」は格助詞の「から」を伴って，さらに言動を表す「見る」「話す」「言う」「考え
る」といった動詞と共起することによって不確かな人物をさすことができる。 
（69）誰からともなく拍手が起こり，やがて会場は拍手喝采の渦に包まれた。ワイシ
ャツのボタンをかけながら，男が誰へともなく言った。こわばった声だが，ふ
るえてはいなかった。（勝目梓『闇の刃』） 
（70）誰からともなく，長い長いため息が出た。 「し，しかし，カメラは？」（風見
潤『月食屋敷幽霊事件 京都探偵局』） 
（71）教授が静かに口を挟む。みんなも，リンデの話の先が見えたらしい。なんとな
く，誰からともなく顔を見合わせた。（恩田陸『ネクロポリス』） 
（72）老人は誰に言うともなく「もう秋か」とつぶやいた。誰からともなく柵に寄っ
て，並んで下を覗いている。（竹西寛子『群像 2002 年 1 月号（第 57 巻第 1
号）』） 
 例（69）（70）（71）における「誰」は直接格助詞の「から」と意味関係を結び，さらに
「ともなく」と意味関係を結んで不特定の人物を表している。例（72）の「誰」は文の補
語として機能しているが，それもその後の「ともなく」の生起によって不特定の人物を指
し示すことになっている。 
 
2.5「誰～わけでもない」という形で用いられる場合 
 この節の 2.2で述べたように，不定を表す場合，「誰＋か」の形が基本であるが，「誰～
わけでもない」という形で不特定の人物を表すことも可能である。そのような場合の「誰」
は「が」を伴い主語として機能したり，「に」を伴い補語として機能したり受身表現の主体
を表したりするのが普通である。 
（73）謝礼としてだいたいいつも３０００円をくれた。それがナカタさんの労働の相
場だった。誰が決めたというわけでもないのだが，……（村上春樹『海辺のカ
フカ』） 
（74）「これは，このグループ」という仲間分け，つまり分類です。たとえば，だれが
教えたわけでもないのに，イヌもウサギもクマも，最初はワンワンといったり
しますよ（仲田安津子『1～2歳こどものおしごとあそび 200』） 
（75）どんな人でもその人だけが持っている価値があるのだ。誰が優れていて誰が劣っ
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ているわけでもない。ただ個性の違いがあるだけなのだ。（ひのもと由利子『イ
ンド やっぱりノープロブレムへの旅』） 
（76）一枝が好きな相手は別にいた，ということだ。よくある話で，誰が悪いわけでも
ない。（清水義範『週刊プレイボーイ 平成 15年 11月 4日号（No.45，第 38巻
第 41号）』） 
（77）申しわけていどの衣服を身にまとった娘たちが，輪になって踊り，だれに言われ
たわけでもないのに，無限に変化する動きや型をこなしながら踊った。（マーク・
トウェイン(著)/ 佐野守男(訳)『マーク・トウェインコレクション』） 
（78）もう中年も中年，すでにオナニーをする年齢でもなかった。誰に見られるわけで
もないにしろやはり恥ずかしい。（服部泰平『誘拐の長い午後』） 
（79）ウィンと同じような，きっちりとした黒いスーツに身を包んだ男や女たちが…誰
に命令されるわけでもないのに，とんでもない速さで，きびきびと仕事を進めて
いく。（鏡貴也『迷宮からの脱出 武官弁護士エル・ウィン』） 
（80）この年から翌年にかけて，戦争中に破壊された古墳の後片付けに，誰に頼まれた
わけでもないけれども，走りまわる日々が続いた。（森浩一『日本神話の考古学』）  
（81）そういうことがあるんだ。そしてそれは，誰の目線を意識してそうしているわけ
でもない。恭司にもそういう瞬間があるんだ。（辻村深月『子どもたちは夜と遊ぶ』） 
 例（73）～（76）の「誰」は格助詞の「が」を伴い文の主語として機能している。ただ
し，例（73）（74）の「誰」は他動詞述語文の主語であり，例（75）の「誰」は自動詞述語
文の主語である。さらに例（76）の「誰」は形容詞述語文の主語として機能していると認
められる。 
 例（77）（78）（79）（80）の「誰」は「に」を伴い文を展開させているが，それぞれの「に」
の意味・機能がまったく同様であると認めなければならない。つまり，「に」を伴った「誰」
は受身表現の主体としてとらえられるのである。例（81）の「誰」は連体修飾関係をつく
っているが，そのような連体修飾関係が文の目的語として機能しているのである。コーパ
スを調べたところ，「誰～わけではない」のような用例が見つからなかった。例（73）～（81）
に示すように，「誰」は「～わけでもない」と意味関係を結んだ場合，文中に「か」の生起
がなくても，不定の意味を表すことになる。 
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2.6まとめ 
 以上，いわゆる不定を表す「誰」の構文的分布について，統語的特徴や意味的特徴，さ
らに文環境も射程に入れて分析を行った。「誰」は構文上，主語や述語，さらに補語として
機能するが，意味上，単に漠然とした概念を表すのみならず，文環境の違いによって，具
体的な概念を表すこともある。このような見解は本研究のオリジナリティである。この章
の分析を改めてまとめると，次のようになる。 
①「誰＋か」という形式は，格助詞を伴うことができるので，一つのまとまった概念
を表す内容語として認めることができる。 
②「誰＋か」という形式は漠然とした意味内容を表すのが普通であるが，同格関係を
結んだ場合は，必ずしも漠然とした意味内容を表すのではない。 
③並列関係を結ぶ場合の「誰＋か」は後置成分として機能しなければならない。 
④不定を表す場合は「誰＋か」の形だけではなく，「誰＋格助詞＋ともなく」「誰～わ
けでもない」といった形も不特定の人物を表す表現としてとらえられる。 
 
 
注 
1）「不定」を表す日本語の表現は「誰＋か」のほかに，「どこ＋か」「何＋か」「いつ＋か」
もあるが，本稿のテーマと関係がないので，ここでは取り上げないことにする。 
2）仁田義雄(1989)では命令，誘い掛け，意志・希望を表すモダリティ表現を「働きかけ」
のモダリティとして位置付けられている。 
3）10 人の日本語話者にアンケート調査をしたところ，８人からこの場合，文が自然とな
るという答えが得られた。 
4）このことについて，橋本進吉(1959：125～130)の第五章を参照されたい。 
. 
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第６章 「誰」の語用的意味 
 
1 はじめに 
 第 4章で述べたように，日本語における「誰」は名を知らない人，または，その人であ
ると明確に定まらない人物を指し，それが疑問詞としてのもっとも基本的な用法である。
しかし，疑問詞の「誰」が現れたからといって，必ずしも疑問文が形成されるとは限らな
い。つまり，文脈の違いによって「誰」が疑問のモダリティを表さないこともある。 
以下では，語用論の観点から先行研究を検討し問題点などを指摘する。3では，「誰」の
語用的意味について詳細に述べる。4ではまとめを行う。 
 
2 戦慶勝（2003）の問題点 
「誰」の語用的意味に関する研究は管見の限りではほとんどないようであるが，戦慶勝
（2003）では疑問詞の語用的意味について「派生義」と位置づけ，純粋な疑問文なら，必
ず次の三つの条件のいずれかを満たさなければならないと指摘されている。それ以外の意
味は本論文でいう語用的意味に相当するだろう。 
   ①文中に疑問詞がなければならない 
   ②文末に疑問の意味を表す終助詞がなければならない 
  ③尻上がり調のイントネーション（または疑問符の「？」）がなければならない 
しかし，この三つの条件のいずれかを満たしていても，必ずしも疑問文が形成されると
は限らない。というのは，意味は文の性質の制約を受けるが，文の性質が意味のすべてを
決めるということはあり得ないからである。意味は文の性質の制約を受けるとともに，文
脈や場面的要素の制約も同時に受けなければならない。そのような場合には別の意味を生
じることが十分に考えられる。 
疑問詞の表す語用的意味については戦慶勝（2003）では「怒りを表すもの」「不満を表す
もの」「勧誘を表すもの」「反語を表すもの」のように下位分類されているが，そのような
下位分類は不十分であり，次の例（1）～（3）のような現象をカバーすることができない
からである。 
 （1）「好きと好きで，なんでうまくいっとらんのや」 「…乾三の頭には，誰が誰を
好きとか，そういうことしかないの？」 「ない」きっぱりと言う。（田村章『い
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つかまた逢える』） 
 （2）そうしたい。そうしたいが，そうもいかないのが現状でね。おや，これは誰かさ
んの言葉だったな」（テレビドラマ『紬の里』） 
 （3）消防士が自分のために命を落としたって，それが仕事なんだから。誰がそんな連
中のために，自分の命を懸けなくちゃならないのかっての。俺はごめんだね。（日
明恩『鎮火報』） 
例（1）では「誰」が二回繰り返して用いられていても，疑問文が構成されているわけで
はない。むしろ，文中の「誰」ははっきりと定まらない主体や客体を表していると思われ
る。例（2）の「誰」も疑問文を構成するものではない。「これは誰かさんの言葉だったな」
における「誰」は皮肉の意味を表すものとしてとらえられる。例（3）では「誰」は「～か
って」と呼応して，反駁の意味を表していると思われる。 
また，戦慶勝（2003）ではいわゆる反語表現に触れているが，反語を表すためには具体
的にどのような構文的条件が要求されるかについては詳しく述べていない。 
 戦慶勝（2003）に対して，本論文では「誰」によって構成される語用的意味について語
用論の立場に立って「反語を表すもの」を踏まえつつ，さらに「代用を表すもの」「皮肉を
表すもの」「反駁を表すもの」も視野に入れて例（1）（2）（3）のような現象も語用的意味
として位置づける。以下「反語を表すもの」「代用を表すもの」「反駁を表すもの」のよう
に述べていく。 
 
３ 反語を表す「誰」の語用的意味 
 日本語の反語については，藤堂明保・松本昭・武田晃（1988 年）では反問式と呼ばれ，
次のように位置づけられている。 
 
「ＡはＢであろうか」と疑問の形を取りながら，「ＡはＢであるはずがない」Ａは絶対
にＢではない」と，正反対のことを強く表す言い方である。いわゆる反語文である。反
問式の文は疑問文と形式が同じであるため，疑問文であるかは，よく注意して見分けな
ければならない。 
 
さらに，第 3章でも触れたが，仁田義雄（1999）では，いわゆる反語について疑問文の
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形で話し手の強い主張を聞き手に伝えるものだとされている。以下では，もう一度そのま
ま引用する。 
 
反語は疑問文によって話し手の強い主張を聞き手に伝えるものである。これは，通常
の質問の機能をもつ文が，その問いかけに対する解答が明らかに否定的であるという聞
き手の知識を前提とし，その知識を聞き手に想起（活性化）させることによって，結果
として逆の主張を行うといった機能と考えることができる。 
 
藤堂明保・松本昭・武田晃（1988年）と仁田義雄（1999）に対して，本論文は疑問文の
形を取りながら，疑問を表すのではなく，明らかな道理や事実について，話し手の考えを
断定的に言い表す文を反語文として位置付ける。反語文の特徴は言いたいことを平叙文の
形で述べずに，疑問文の形を通して話し手の断定的なムードを表出することにある。ただ
し，話し手の断定的なムードには話し手の不満・不快感・詰問・非難といった気持ちが込
められるのが普通である。 
一つ付け加えるが，「誰」による反語表現は疑問詞のみの使用によって実現されるほか，
疑問詞と「ものか」「だろうか」「V 推量形」との呼応によって実現されることもある。ま
ず，疑問詞のみ使用されるパターンをみる。 
 
3.1疑問詞のみ使用される場合 
 日本語では，疑問の形をとりながら，その反対の真意を述べる表現パターンがある。具
体的に言えば，話者の意図していることをわざと疑問文の形で述べ，断定的な表現効果を
目指す場合，疑問詞の表す意味は語用的意味になる。ただし，疑問詞疑問文による反語表
現は普通の疑問文と同じであるので，語用的意味は文脈，経験や常識などに基づいて判断
する必要がある。 
  （4）彼らを訴えていたら里美のせめてもの救いになったろう。だが祖母はいったもの
だ。「誰が信じるのかい？」（和田はつ子『密通』） 
（5）「お前たちならできる。お前たちにできないなら誰にできるんだ？」 「そんな
こと言われても！」（彩院忍『電脳天使 ４』）） 
（6）過去の偉大な英雄を超えることは容易じゃない。しかし，それが君にできないと
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誰が断言できる？（岩永修幸『蹴球神髄 サッカーの名言集』） 
 例（4）（5）（6）における「誰」は疑問文の形をしているとはいうものの，文脈の制約か
ら，聞き手に答えを求めるのではなく，否定の意味を表している。統語論の観点からみれ
ば，「誰」は終助詞の「か」や助動詞の「だ」を伴って，反語の意味を表すものとして認め
られる。また，例（6）に示すように，終助詞の「か」は現れなくても反語の意味が成り立
つこともある。 
 
3.2「ものか」と呼応する「誰」の語用的意味 
疑問詞の「誰」は終助詞の「ものか」と呼応し，さらに下降調のイントネーションを伴
って，強く反問するという形を通して，事柄の存在を否定するという気持ちを表すことが
できる。 
（7）「東京はまだ雪が降らないの？」 
「君はあの時，ああ言ってたけれども，あれはやっぱり嘘だよ。そうでなければ，
誰が年の暮にこんな寒いところへ来るものか。」（川端康成『雪国』） 
  （8）「ちょっと表情が暗いけど，まぁ，それは仕方ないか」当たり前だ。こんな状況 
で誰がにこやかに笑えるものか。（水原とほる『箍冬』） 
  （9）戸田刑事に，庶務部長ッてやつは三義亭で盗まれたものだと答えている。 ―誰
が，そんなことを信じるものか！（島田一男『零号租界』） 
  （10）「声をだしても，小源太は怒らぬか」 「怒るものか…誰が怒るものか！」 か
や姫の肩を摑んだまま，小源太は唇をふるわせた。（神坂次郎『海の伽耶琴 雑
賀鉄砲衆がゆく』） 
  （11）もちろん手を出す気なんか毛頭ない。 誰が好き好んで殺し合ったりするもん
か。（スズキヒサシ『ダビデの心臓』）  
  （12）「噓だ！ そんなこと，誰がそんなこと…信じるもんか！」（和田賢一『ヴァロ
フェス』）  
  （13）名と電話番号をメモに残していたが，美未は二つに破って，屑籠へ抛りこんで
しまった。誰が行くもんか。（田辺聖子『おかあさん疲れたよ』） 
  （14）「そうとも。自分をいじめることはねえ。手前で手前を大事にしなくて，誰 
が大事にするもんか」 「行かないで」 思わず幼児のような声になった。（山
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田太一『異人たちとの夏』） 
  （15）「二十里余りある」 「誰が行くものですか」 「そんなことを言っていいのか。
俺は忍びだぞ。」（髙橋和島『遠き雷鳴』） 
  （16）そんなことは噓よ。あの人が私以外の女性とホテルへ入るなんて，誰が信じる
ものですか―。 夕紀の気持ちに，怒りに似た感情が噴き出した。（龍一京『く
りから女刑事 長編ハード・サスペンス） 
  （17）「絶対にお断りだわ！《悪魔のいけにえ》なんて，誰が見るもんですか！」 「こ
れは若者のあいだじゃ，大評判になった映画だよ。（アン・レイシー(著)/ 東海
林ゆかり(訳)『不死鳥のように』） 
  （18）「馬鹿いえ，太一はまだ六つだ」 「冗談じゃありませんよ。健作のお嫁さんで
すよ。誰が六つの子のお嫁さんの心配するもんですか」（平岩弓枝『女の気持』）   
例（7）（8）（9）（10）のような文環境では，「誰」は終助詞の「ものか」と呼応すること
によって，本来の疑問の意味が消え去り，否定の意味を表すことになる。つまり，例（7）
（8）（9）（10）については，「誰も年の暮にこんな寒いところへ来ない」「だれも不利な通
訳などしない」「誰もにこやかに笑えない」「誰もそんなことを信じない」「誰も怒らない」
「誰も協力しない」のように解釈することができる。また，例（11）（12）（13）（14）に示
すように，「ものか」は「もんか」のように言うことが可能である。ただし，「もんか」は
同等あるいは目下の者に対する場合には，やや見下した言い方である。目上の人に対して
は，例（15）（16）（17）（18）のように，「ものですか」「もんですか」の形が用いられる。 
  
3.3「だろうか」と呼応して用いられる場合 
「誰」が用いられる文の文末に「だろうか」が生起した場合，疑問文の形が整っていて
も，それは必ずしも答えを要求するのではなく，文の前後関係によって話し手や文の主語
の主張を言い表すことがある。 
  （19）もし司法機関が法を発動し，今日から誰が誰を愛し，誰を友とし，誰を妻にせ
よと強要するなら，そのような法を誰が受け入れるだろうか。（金日成『金日成
回顧録世紀とともに』） 
  （20）ひっそりと，誰にも知られずに。こんな人生の結末を誰が予想していただろう
か。わずか数時間前にはホテルのロビーでＴＶを見ていたのだ。（恩田陸『上と
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外』） 
  （21）音声が２〜３分突然途切れたり，断線してしまう電話を誰が使うだろうか。（栗
林克明『TCP/IPがわかる本 IPv6対応版』） 
  （22）「一生洗剤を買わないですむ」と豪語しているおばさんがいるが，この洗剤のコ
ストは誰が払っているのだろうか。化粧品でも，最も浮気がちな顧客に試供品
が提供される。（山田英夫『悪魔の辞典 ビジネス版』） 
  （23）いくら自分の手を汚したくないからと言っても，誰が赤子の死体を盗みだし，
生きている猫の首を刎ねるだろうか。（毛利志生子『猫鬼』） 
  （24）テレビを眼の前に見ていても，誰がそんなことを信じるものだろうか。（宇野千
代『自伝的恋愛論』） 
  （25）このような事を人に言っても誰が信じるでしょうか。ある人は「先に聞かない
ほうがいい」と言います。（花野絹代『神の記録』） 
  （26）自分で働いて稼げといっても，誰が中国語のできない怪しい中国人の年寄りを
雇うでしょうか。（青山健煕『現代 2002年 11月号（第 36巻第 11号）』） 
例（19）～（23）における「～だろうか」は否定の意味を表していると考えられる。も
ともと，「だろう」は推量を表し，反語表現の「だろうか」は推測のモダリティを含む。「も
のか」と比べて，「だろうか」の否定的意味の度合いは若干が弱くなる。例（19）～（23）
については相手にその質問を答えてもらうわけではなく，相手に自分の否定的見解を述べ
ているのだと解される。例（19）～（23）のような表現については，答える必要がないが，
答えるとしても「たぶんそのような人はいないだろう」という形になる。また，例（24）
（25）（26）における「誰」は「ものだろうか」「でしょうか」と一緒になって反語の意味
を作り出していると思われる。 
 
3.4文末に推量助動詞が現れた場合 
 「誰」は「V ようか」「V うか」と呼応して用いられる場合，疑問詞に含まれる疑問の意
味がなくなり，もっぱら話し手が自分の判断を強く表出するための表現となる。 
（27）あきらかにぼくは学則に違反している。だから、きびしい処罰が科されるだろ
う。だが、だれがぼくのやったことを証拠立てることができようか。（旅山端人
『漂々三国留学記』） 
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  （28）前は好意であったが，今度は策かもしれない，そうでないと誰が保証できよう
か。（新田次郎『武田信玄』） 
  （29）未来の世界では，宗教なども，大半が根絶されているに違いない。死がなけれ
ば，誰が神など信じようか。（『ドラえもんの秘密』） 
  （30）神を持たぬ人間に，果たして僅かばかりの徳でも，僅かばかりの努力でも出来
ると誰がいえようか！（アンドレ・ジッド(著)/ 新庄嘉章(訳)『ジッドの日記』） 
 例（27）（28）（29）（30）については，疑問詞が用いられることによって疑問文の形が整
えられているが，その中の「誰」は反語のモダリティを表すものであり，聞き手に答えて
もらう意味・機能は持たない。つまり，文脈によって，例（27）（28）（29）（30）における
「誰」の後に推量助動詞が続いて，すべてを否定するという意味を表し，「誰一人いない」
のように解釈することが可能である。 
 
４ 代用を表す意味・用法 
 「代用」というのはある人のことに代えて別の人を指し示すという用法である。「誰」は
場合によって疑問の意味を表すのではなく，重要ではないことの代用を表すのである。 
（31）「好きと好きで，なんでうまくいっとらんのや」 「…乾三の頭には，誰が誰を
好きとか，そういうことしかないの？」 「ない」きっぱりと言う。（例（1）
を再掲） 
（32）「あら，紳士って，誰が誰の親戚かなんてプライベートなことに，いちいち首を
突っ込まないと思いましたけど」（榎木洋子『Step out』） 
（33）外人ライダーはみんな同じ顔に見えてしまい，誰が誰だかさっぱり分からない。
（三好礼子『砂の子 ファラオラリーフォト・ノート』） 
（34）顔のイメージなしに，誰が誰であるかを見極めることは，ほとんど不可能です。
（松尾通『幸せの顔づくり スマイルパワーの秘密』） 
（35）掃除の分担を，誰はどこ（あそこ）誰はどこ（ここ）と早く指示してください。
（テレビドラマ『母のプライド』） 
（36）六時から八時までは誰とどこで食事をし，そのあとはどことどこで飲んで，午
前一時に帰ってきた。（渡辺淳一『うたかた』） 
 例（31）の「誰が誰を好きとか」，例（32）の「誰が誰の親戚か」，例（33）の「誰が誰
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だか」，例（34）の「誰が誰であるか」，例（35）の「誰はどこ（あそこ）誰はどこ（ここ）」，
例（36）の「誰とどこで食事をする」は代用の意味を表すものとしてとらえられる。つま
り，疑問の形をとっているにもかかわらず，相手に答えを求めるのではない。 
 さらに，もう一つ見逃してはならない現象がある。それは「誰」のほかに，「だれそれ」
の形で代用を表すことである。 
  （37）そういえば，自分は赤軍だ，と書いた手紙が来たことがあったな。誰それと誰
それを殺すとかいうとった。（横井庄一『｢文芸春秋｣にみる昭和史 第 3巻』） 
  （38）山のむこうの誰それが，この前行ったそうじゃ，そう言やあ，誰それも来月行
くと言うとったのう，としきりに話題になった。（工藤直子『象のブランコ と
うちゃんと』）  
  （39）少なくとも欧米人は，公式の席でアルコールを飲むときには「口実」を設ける。 
  「誰それの健康のために」などというのはまったく口実にすぎない。（水野肇『昭
和ヒトケタ男は長生きできない』）  
  （40）「ええ，ですから，遊びのような，言い当てっこですわね。誰それさんは誰それ 
さんが好き―といったような，たあいのないことを言って，楽しんでもらいま
した」（内田康夫『はちまん』） 
 例（37）（38）（39）（40）における「誰それ」は名前のはっきりとしないある人を指し示
すので，代用の一種として見なされうる。 
 次に，例（41）～（44）も代用の一種としてとらえられる。ただし，既知の人の代用で
ある。 
（41）「わたしは八畳が駄目なら六畳でもいい。」 
     「どうだかね。六畳じゃ飯櫃の置き場もないって言ったのは誰？」（テレビドラ
マ『母のプライド』） 
（42）しょうがねえだろ。だいたい朝までおれを放さなかったのはどこの誰だよ。お
かげで腰がだりぃっつーの。「だから帰れって云ったんだ。」（ひちわゆか『ラブ・
ミー・テンダー』） 
（43）そうしたい。そうしたいが，そうもいかないのが現状でね。おや，これは誰か
さんの言葉だったな」（例（2）を再掲） 
（44）薄情な子供たちは一緒に暮らそうともいってくれない。一体誰のおかげで一人
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前になったと思っているの…」と，口を開けば愚痴ばかりです。（清水英雄『何
百のありがとう何千のありがとう』） 
 例（41）～（44）は形として疑問文になっているが，真の意味が「からかう」，また「皮
肉」である。例（41）～（44）は話し手がよく知っているのに，わざと尋ねるという文環
境の助けがあるからこそ，その語用的意味がなりたっているのだと思われる。モダリティ
の観点から考えれば，例（41）（42）（43）における「誰」にはからかう，または皮肉の意
味が含まれていると思われる。例（44）における「誰」には不満の意味が含まれていると
考えられる。 
 
５ 反駁を表す意味・用法 
 反駁とは他人の主張や批判に対して論じ返すことである。例（45）（46）のような文環境
では「誰」は文末の「かって」と呼応して，否定の意味を表し，その中に反駁の意味が含
まれる。相手からの意見や言動をそのまま受け入れる気にはならず，それを拒否し，真っ
向から反論する意味を表す。 
（45）誰があんな所へ行くかって！（『朝日新聞』2009年 12月 23日） 
（46）消防士が自分のために命を落としたって，それが仕事なんだから。誰がそんな
連中のために，自分の命を懸けなくちゃならないのかっての。俺はごめんだね。
（例（3）を再掲） 
例（45）（46）に示すように，「誰」は文末の「かって」と呼応して用いられる場合，疑
問の意味を表すのではなく，否定的な見解を示すのが普通である。そのような意味は語用
的意味として認められる。 
  
6 まとめ 
 以上，語用論の観点から疑問の意味を表さない「誰」の意味・用法について分析を行っ
た。分析の結果，次のようなことが明らかになった。 
「誰」の表す語用的意味は反語を表す場合，代用を表す場合，反駁を表す場合に分布し
ているが，そのような意味は「誰」と他の要素とのインタラクティブによって実現された
り文環境の助けによって実現されたりするのである。 
  
 
216 
第 3 編 
総合的対照分析 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
217 
第７章 疑問を表す“谁”と「誰」の対照分析 
 
１ はじめに 
 第 1 編と第 2 編では，中国語の“谁”と日本語の「誰」の意味・用法に焦点をあてて，
それぞれの意味特徴や統語特徴を考察した。さらに，語用論の観点から中国語の“谁”と
日本語の「誰」の意味・機能について分析を行った。第３編では，対照研究の観点から中
国語の“谁”と日本語の「誰」の共通点や相違点を明らかにする。 
 辞書的意味において，中国語の“谁”の中心的意味はいうまでもなく不定の物事を表す
ことである。同じように，日本語の「誰」の中心的意味は疑義を質すことである。中国語
の“谁”と日本語の「誰」は，意味的にまったく同じ共起制限を受けているかどうか，統
語的に同じ構文的条件を要求しているかどうか，といった問題はまだ解決されていないよ
うである。 
 この章では，疑問の意味を表す中国語の“谁”と日本語の「誰」の意味特徴や統語特徴
に焦点を当て，両者の間の意味・機能にどんな共通点があり，どんな相違点があるのかに
ついてルールを示したい。 
 
２ 先行研究の再検討 
 中国語の“谁”と日本語の「誰」に関する対照研究は管見の限り，まだ見当たらないが，
中国語の“谁”の意味・用法に関する個別研究なら朱德熙（1982）や王力﹙1985﹚や邵敬
敏（1999）などがあり，日本語の「誰」の意味・用法に関する個別研究なら尾上圭介（1983）
や奥津敬一郎（1984）や寺村秀夫（1993）さらに仁田義雄（1999）などがある。 
 中国語の“谁”については，朱德熙（1982）では次のように述べている。 
 
  “谁”问人，“谁”有 shéi，shuí 两读，通常说话说 shéi，shuí 是比较文的说法。“谁”
可以做主语，宾语，定语。“谁”做定语的时候，如果偏正结构单独成句，“谁”后头要
加“的”，例如：“谁的帽子？谁的笔？”如果偏正结构是句子的一部分，往往可以不用“的”。
例如：他是骑谁自行车去的？你把谁眼镜打破了？（“谁”は人間を問い，“谁”には shei，
shuiという二つの発音があるが，通常の口語では sheiという。Shuiは文語的な発音で
ある。“谁”は主語，目的語，連体修飾語になることができる。“谁”が連体修飾語と 
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なる場合，できあがった連体修飾関係のフレーズが単独で文を構成するなら，“谁”に
“的”を加えなければならない。例えば，“谁的帽子？”（誰の帽子？）“谁的笔？”（誰
のペン？）である。しかし連体修飾関係のフレーズが文の一部として用いられるなら，
“的”は用いなくてもよいことが多い。例えば，“他是骑谁自行车去的？”（彼は誰の自転
車に乗って行ったのか）“你把谁眼镜儿打破了？”（あなたは誰の眼鏡を壊したのか）１）  
 
 しかし，このような指摘はすべての現象を合理的に説明できない。“谁”が親族の呼称
の前に現れ，できあがった連体修飾関係のフレーズが単独で文を構成するなら，その限り
ではない。そのような場合，“的”を加えなくてもよい。ただし，連体修飾関係のフレーズ
が文の一部として用いられる場合は，“的”が現れても現れなくても文の成立にさほど影響
を与えない。次の例（1）（2）はその裏付けである。 
  （1）“你是哪位？”“我是小娟的丈夫？麻烦让她接一下电话。”“谁丈夫？”接电话的张
大姐一脸惊吓的表情，又问了一遍。（网络小说）（「どちら様ですか？」「私は娟
の夫ですが，ちょっと彼女に電話を繋いでもらえませんか」「誰のご主人ですっ
て？」電話に出た張さんは驚いた表情で，もう一度聞きなおした。） 
  （2）“黄金周”到底是谁的“黄金周”？尤其是面对旅游消费中的弱势地位和不堪回首
的旅游经历，许多消费者的消费理性也逐渐回归。（《厦门日报》1998年 11月 29日）
（「『ゴールデンウィーク』って結局のところ誰にとっての『ゴールデンウィーク』
なの？」とりわけ旅行中の消費活動における弱者の地位と振り返るに堪えない旅
行中の経験に直面し，多くの消費者は消費に対する理性を徐々に取り戻していく。） 
 例（1）における“谁丈夫”の“谁”は親族の“丈夫”（夫）の前に用いられ，“谁”と 
“丈夫”は連体修飾関係を構成しているにもかかわらず，“谁”の後に“的”が続かない 
のが普通である。例（2）における“‘黄金周’到底是谁的‘黄金周’”の“谁的‘黄金 
周’”が述語の一部として機能し，“谁”の後に“的”を置くことができる。このことか 
ら，意味的特徴のほかに，構文的特徴なども視野に入れておくべきだろう。 
 一方，日本語の「誰」に関する従来の研究はもっぱら意味解釈に集中している。しかし， 
対照研究の観点から日本語と中国語における諸現象を照らし合わせる場合，統語的特徴 
を無視してはならない。そのため，本研究は日本語の「誰」の意味・用法を概観する場合 
と統語機能も視野に入れて分析する。 
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 また，例（1）に示すように，“谁丈夫”は“谁”が親族の呼称の前に用いて連体修飾語 
として機能する場合，そのような場合，“的”が現れても現れなくても文の成立にさほど影 
響を与えない。つまり，中国語の“谁”は直接に名詞の前に位置して後続の名詞を修飾す 
ることができる。それに対して，日本語の疑問詞の「誰」は直接に名詞を修飾することが 
なく，名詞を修飾しようとすれば，格助詞の「の」を取り入れなければならないのである。 
つまり，訳文に示すように，“谁丈夫”にあたる日本語は「誰夫」ではなく，「誰の夫」の 
ように連体修飾関係を明確に示さなければならない。 
 しかし，構文的分布については，中国語の“谁”と日本語の「誰」の間に相違点だけで
なく，共通点もある。例えば，“谁去？”のような文における疑問詞の“谁”は文の主語
になりうるから，名詞的役割を果たしている。それと同様に，「誰が行きますか。」が示す
ように，日本語の「誰」も名詞的役割を果たすものとして認められる。そのため，中国語
の“谁”と日本語の「誰」はかなり多くの共通点を持っていると言えよう。 
以上のような問題意識をもって，疑問を表す中国語の“谁”と日本語の「誰」にどんな
共通点があり，どんな相違点があるのかについてルールを明らかにする。 
 
3 疑問を表す中国語の“谁”の意味・機能の概観 
 意味論の観点からみれば，疑問詞の“谁”は相手に人の情報を質すという意味を表すも
のである。“谁”は質問や疑問の意味を表す場合，二つのパターンがある。一つは“谁”
によって疑問文を作る場合，語順が平叙文と同じである。文末に「？」を付かなければな
らない。また，発話する時，下降調のイントネーションを伴うのが普通である。 
  （3）人从出生到离开这个世界，就在消耗这个世界的物质财富，但我们不可能光消耗这
个世界的物质财富，谁来给你创造那些要消耗的财富？（《人民网》2017年 04月 22
日）（人は生まれるからなくなるまで，世界の資源を消費し続ける。だが我々は世
界の資源を消費してばかりはいられない。誰が消費された資源を創造してくれる
のか？） 
 例（3）における“谁”は話し手に対して答えを求めるという気持ちを表している。もう
一つのパターンは文末に語気助詞(終助詞)の“呢”“啊”を加えることによって「どの人か
特定する」という意味を表すことである。 
  （4）在共享单车的世界里，ofo与摩拜并驾齐驱，引领了一大批跟随者，谁将是最后赢
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家呢？我们拭目以待。（《人民网》2017 年 04 月 18 日）（自転車シェアリングサー
ビスの世界では，ofoとモバイクが拮抗しており，多くの同業者を牽引している。
最終的な勝者となるのはどの企業か？結果が出ることを楽しみにしている。） 
（5）一个年轻女人的声音问：您好，找谁啊。杨清民回答道：请接黄经理家。（《作家文
摘・1997》）（《作家文摘・1997》）（「こんにちは，どちらにご用でしょうか」と若
い女性の声で訊ねた。「黄社長のお宅に繋いでいただけますか」と楊清民は答え
た。） 
 例（4）（5）における“谁”はそれぞれ語気助詞の“呢”“啊”と呼応して疑問の意味を
表す。しかし，“谁”は問いかけを表す典型的な形式としての“吗”と共起することがで
きない。そのため，例（4）における“呢”，例（5）における“啊”は“吗”で置き換え
て言うことができない。 
 コーパスを調べたところ，疑問を表す“谁”の構文的分布は以下のようになっているこ
とを突き止めた。それは①主語として機能する場合，②目的語として機能する場合，③連
体修飾語として機能する場合，④目的を表す“为了”と共起する場合，⑤行為の主体を導
く介詞の“被”“叫”“让”と共起する場合，⑥介詞の“给”と共起する場合，⑦行為の
主体を表す“由”と共起する場合，⑧“和谁”“跟谁”といった形式で用いられる場合，
⑨介詞の“从”と共起する場合である。まず，主語として機能する場合の意味・用法をみ
る。 
“谁”は文の主語として機能することができる。そのような場合の“谁”は語気助詞の
“呢”“啊”を要求したり，要求しなかったりすることがある。 
（6）人从出生到离开这个世界，就在消耗这个世界的物质财富，但我们不可能光消耗这
个世界的物质财富，谁来给你创造那些要消耗的财富？（例（3）を再掲）（人は
生まれるからなくなるまで，世界の資源を消費し続ける。だが我々は世界の資
源を消費してばかりはいられない。誰が消費された資源を創造してくれるの
か？） 
（7）在共享单车的世界里，ofo与摩拜并驾齐驱，引领了一大批跟随者，谁将是最后赢
家呢？我们拭目以待。（例（4）を再掲）（自転車シェアリングサービスの世界で
は，ofo とモバイクが拮抗しており，多くの同業者を牽引している。最終的な
勝者となるのはどの企業か？結果が出ることを楽しみにしている。） 
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 例（6）（7）では，“谁”はともに主語として機能している。例（6）では語気助詞の
“呢”“啊”が生起していない。それに対して，例（7）では文末に語気助詞の“呢”が現
れている。そのため，語気助詞の“呢”“啊”が現れていても現れていなくても疑問のモ
ダリティを表すことには大差がないと認めなければならない。  
 “谁”は動詞を受けて目的語として機能することができる。そのような場合は“谁”が
その後に続く述語動詞の表す行為の主体を表す。主語に立つ“谁”と同じように，“谁”
が目的語として機能する場合，文末に語気助詞の“呢”が現れることがある。 
（8）当广场舞扰民的时候，请问我们能够联系谁进行投诉？（《人民网》2017 年 04 月
21 日）（この公園でダンス愛好家連中が他人の迷惑なんてお構いなしに「広場
ダンス」を踊っている時，私たちは何処の誰に訴え出ればいいんですかね？） 
（9）有了自己的启动资金，运作计划是什么？如何一步步实现创业目标？如何判断一件
事是不是自己的机会？是否最终能抓住机会采取正确的措施？这种概率性的事件
又有谁能说的准呢？（《环球网》2017 年 04 月 14 日）自分が自由に使える立ち
上げ資金があったら，どんな計画を実行に移す？ いかに創業目標を一歩一歩
実現させていく？いかに物事が自分のチャンスとなるか否かを判断する？ 最
終的にチャンスを掴み取り，正確な措置を講じられるだろうか？ この確率論
的事件は誰が正確に答えられるというのか？） 
例（8）（9）の“谁”は“联系”“有”といった動詞の目的語として機能し，疑問の意味
を表している。つまり，例（8）（9）では“谁”が前置動詞の目的語であると同時に後置動
詞に対しては主語として機能しているのである。 
 疑問の意味を表す“谁”は連体修飾マーカーとしての“的”を伴い，所有関係を表した
り所属関係を表したりすることがある。ただし，連体修飾語として機能する場合，“的”が
省略されることがある。 
（10）警察进屋后就对小孩子的哭声很感兴趣，警察问，谁的小孩子在哭？（《女记者与
大毒枭刘招华面对面》）（警察が部屋に立ち入った後，子供の泣き声が警察の関
心を惹いた。「誰の坊やが泣いているんだい？」と警察は訊ねた。） 
（11）“黄金周”到底是谁的“黄金周”？尤其是面对旅游消费中的弱势地位和不堪回
首的旅游经历，许多消费者的消费理性也逐渐回归。（例（2）を再掲）（「『ゴール
デンウィーク』って結局のところ誰にとっての『ゴールデンウィーク』なの？」
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とりわけ旅行中の消費活動における弱者の地位と振り返るに堪えない旅行中の
経験に直面し，多くの消費者は消費に対する理性を徐々に取り戻していく。） 
（12）“你从谁嘴里听说的周佳的？你怎么会知道周佳的？”（李小梨《生化终结者》）
（「誰から周佳のことを聞いた？何でお前が周佳のことを知ってるんだ？」） 
（13）“你是哪位？”“我是小娟的丈夫？麻烦让她接一下电话。”“谁丈夫？”接电
话的张大姐一脸惊吓的表情，又问了一遍。（例（1）を再掲）（「どちら様ですか？」
「私は娟の夫ですが，ちょっと彼女に電話を繋いでもらえませんか」「誰のご主
人ですって？」電話に出た張さんは驚いた表情で，もう一度聞きなおした。）  
 例（10）（11）（12）（13）に示すように“谁”は連体修飾関係を結ぶ場合，“的”を要求
したり要求しなかったりすることがある。“谁”によって構成された連体修飾関係はさら
に主語として機能したり目的語として機能したりすることができる。詳しく言えば，例（10）
における“谁的小孩子”が主語として機能し，例（11）における“谁的黄金周”は目的語
として機能しているのである。しかし，例（12）に示すように，連体修飾語のマーカーと
しての“的”が省略されることがある。例（13）に示すように，“谁”が親族の呼称の前
に用いて連体修飾語として機能する場合，“的”が現れても現れなくても文の成立にさほど
影響を与えない。 
  （14）方瑞龙上到五楼，询问车是谁的 ?竟无人承认。（《厦门商报》2005-5-7）（方瑞龍
は五階まで登ると，誰の車かと尋ねた。だが，自分の車だと認める者はいなか
った。） 
 例（14）における“谁的”はいうまでもなく疑問を表しているが，“的”は連体修飾構
造を構成するのではなく，体言に準じた働きを持ち，「～（の）もの」の意味を表すものと
して認めなければならない。 
 目的を表す“为了”は疑問詞の判断動詞の“是”を受けてさらに“谁”を伴って文を展
開させることが可能である。そのような意味・用法においては“为了＋谁”の中の“谁”
が目的の所在を示すと同時に，主体の行為によって利益を受けるものである。 
（15）明月心和燕南飞是为了谁而死的？傅红雪还想再喝，他还没有醉，因为他还能想
到这些事。（古龙《天涯·明月·刀》）（明月心と燕南飛は誰のために死んだ？ 傅
紅雪はこんなことを考えられるくらいに酔いが回り足らず，もっと酒を呷りた
いと思った。） 
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（16）中国现在自己造航空母舰，万千网友同样为之潸然泪下。眼泪为谁而流？（《人民
网》2017 年 04 月 26 日）（いまや中国は自力で空母を建造できる。数多くの中
国人ははらはらと涙を流した。ところで誰のために涙を流したのか？） 
例（15）では，“为了”に続いている“谁”は主体が行為を成し遂げることによって，
間接ながら利益を受けるのである。また，“为了”と比べて“为”は文章語として用いら
れるのが普通である。例（16）に示すように“为”は単文において“谁”と共起し，“为
＋谁＋VP”のようなパターンで機能することができる。そのような場合の“为”は利益の
受け手を導く機能を有する介詞の“给”や“替”で置き換えられる。 
中国語では事態を引き起こす主体を導く介詞に“被”“叫”“让”がある。“被”が受動文
にのみ用いられるのに対して，“叫”“让”は受動文にも使役文にも用いられる。 
“被”構文における“谁”は述語の表す動作の実質的な担い手としてとらえることが可
能である。 
（17）耐克流失的份额被谁偷走了呢？其中一个是老对手阿迪达斯。(《人民网》2017
年 07 月 05 日)（ナイキが失ったシェアは誰に横取りされたのだろう？その中
の一つは古いライバルのアディダスだ。） 
（18）在目前“房地产热”的情形下，商品房价一涨再涨，房子是卖出去了，究竟被谁
买走的？(《1994年报刊精选\01》) （目の前にある『住宅ブーム』の状況下で，
家屋の価格は上昇し続け，家屋は売りに出されたが，いったい誰に買われたの
だろうか？） 
 例（17）（18）における“谁”は介詞の“被”を受け，受身表現の行為主体を表している
のである。つまり，文中の“谁”は影響や作用の出どころを表している。“被”のほかに，
“叫”と“让”も受動文を構成するマーカーとして用いることができる。ただし，“被”
は主に書き言葉に用いられ，“叫”“让”は主として話し言葉に用いられる。 
（19）这孩子象个泥鳅似地从人缝中直往里钻，扯着秀子的衣服，带着哭声叫道：“团
长！我的刀——俺的刀，叫谁拿去啦！”(冯德英《苦菜花》) （この子はドジョ
ウのように人ごみから出てきて，秀子の服を引っ張って，涙声で叫んだ。「団
長！ 俺の刀――おらの刀，誰に持って行かれたの？」） 
（20）“……大街上！你是说他们一直在大街上躺着！那他们的车呢？他们是让谁打伤
的？躺了多久了？”(张平《十面埋伏》)（「大通りで！あなたは彼らがずっと
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大通りに横たわっていたと言うのですか！では彼らのクルマは？彼らは誰に
暴力を振るわれたのですか？どれぐらい横たわっていたのですか？」） 
 例（19）（20）の“谁”はそれぞれ“叫”と“让”によって導き出され受動文を構成して
いる。文中の“谁”は，述語の表す動作の実質的な担い手としてとらえることができる。 
 先にも述べたように，“叫”と“让”は受動文を構成するほかに，使役文を構成するこ 
ともでき，「X（主体）＋“叫”“让”＋Y（被使役者）＋動詞」のような形で意味・機能 
を果たすのである。 
（21）可是他对这个女人的态度，却远比对他的妻子更温柔。柳若松道：“叫谁回去？”
凌虚道：“这个女人。”(古龙《圆月弯刀》) （だが彼はその女に対して，自分
の妻よりもはるかに優しく接した。「誰を帰らせるんだ？」と柳若松が尋ねると，
「この女だ」と凌虚が答えた。） 
（22）让谁来打，怎么打？部队领导征求大家的意见。(《人民网》2017年 05月 22日) 
（誰にどうやって攻めさせる？部隊の指導者は皆の意見を求めた。） 
 “叫”と“让”は使役動詞として機能する場合はほとんど同じ意味を表す。統語的観点
からみれば，Y は使役動詞の目的語であると同時に，後続の述語動詞の主語も兼ねている。
具体的に言えば，例（21）（22）の“谁”は使役動詞の“叫”と“让”の目的語であると同
時に，それぞれ後続の述語動詞“回去”“来打”の主語でもある。 
 疑問の意味を表す“谁”は介詞の“给”を受けて文を展開させることができる。ただし，
文脈によっていくつかの意味を表すことが可能である。 
（23）刘某找到“张代理”，说：“我给你１２００元，你都请谁吃饭了，给谁送礼了，
咱们一块到法院认认人。”（《当代世界文学名著鉴赏词典》）（劉さんは『張代理』
を見つけて，「私はあなたに１２００元を渡しましたよね。誰に食事を奢ったの
か，また誰に贈物を送ったのか，一緒に裁判所に行って，その人を見分けまし
ょうよ」と彼に言った。）   
（24）这些房子必须卖出去，可是卖给谁？ (《北京青年报》2017年 08月 10日)（こ
れらの家は絶対に売り出さなければならない。だが，誰に売るというのだろう
か？） 
（25）我打趣地说：“这么认真，是给谁织的呀？”小如说：“给一个人呗。”（《1995
年人民日报/2 月份》）（「こうも真剣に，誰のために編んであげるんですか」と
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私は冗談めかして聞いた。「ある人のために」） 
（26）战士指指躺在地上已经死去的格涅拉洛夫。“给谁打死的?”“自己人。”这是为
了制止撤逃,制上混乱而采取的必要措施。（《当代世界文学名著鉴赏词典》）（戦士は
地面に横たわっているグエネラロフの死体を指さした。「誰に殺されたんだ？」
「身内だ」） 
 例（23）における“给”は物や伝達の受け手を示し，例（24）における“给”は動詞に
後続し，あげたり渡したりすることを表す。例（23）（24）における“给”は介詞であるの
に対して，例（25）における“给”は動詞として機能しているのである。また，例（26）
における“给”は受け身表現における行為の主体を表すものである。“谁”はこのような
意味・機能を有する“给”と共起してやり取りの表現の受け手を表したり，受身表現の行
為主体を表したりするのである。 
介詞としての“由”は移転，根拠・出所を表すほかに，動作の主体を表すこともある。
“谁”も“由”と共起し行為の主体を表すことができる。 
（27）由谁来完成这个任务呢？思前想后，蒋介石想到了宋子文。（《宋氏家族全传》）
（誰にこの任務を完成させよう？あれこれ考えて，蒋介石は宋子文に思い至っ
た。） 
 例（27）における“由”は疑問の意味を表す“谁”を伴い，動作を起こす主体を表
し，「～により～される」或いは「～が～する」といった意味を表すものとしてとらえ
られる。 
 “谁”は介詞の“和”“跟”を受け，“和谁”“跟谁”といった形で動作にかかわる対象
を表したり，比較する対象を表したり，並列関係を表したりすることができる。 
（28）你昨天下班时和谁打招呼了？(《人民网》2015年 03月 10日) （昨日，仕事が
終わった後，誰に挨拶したの？） 
（29）班级里张欣和谁的个头差不多？(《光明日报》2016年 11月 22日)（クラスでは
張欣さんの背丈は誰と同じぐらいですか。） 
（30）你和谁是高中同学？(《人民网》2013年 03月 12日)（誰と高校のクラスメート
ですか。） 
（31）如果遇到有喜欢的男孩/女孩，会跟谁说？(《扬子晚报》2016年 06月 01日) （も
しも，あなたの好きな子にばったり出会ったら，そのことを誰に話しますか？） 
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（32）你跟谁年龄一样大？(《腾讯时尚》2016年 06月 01日)（誰と同じ年頃ですか。） 
（33）幼儿园里，你跟谁是好朋友？(《人民网》2012年 02月 12日) （幼稚園で，誰
と仲良しですか。） 
 例（28）（31）では疑問詞の“谁”は介詞の“和”“跟”を受けることによって動作にか
かわる対象を表し，例（29）（32）において，疑問詞の“谁”は介詞の“和”“跟”を受け
ることによって比較する対象を表すことになる。例（30）の“和”や例（33）の“跟” も
介詞として機能し，並列関係を表す。“和”“跟”は二つ以上の事柄や二人以上の人を表
すものであるので，それと共起する“谁”は二人以上の人のうちの特定できない人を指し
示すのである。 
“谁”は場所・時間・範囲の起点や変化の始まりを表す介詞の“从”を受け，定かでな
い出どころを表すこともある。 
（34）这里是公益性公墓不允许对外卖，那宋先生的公墓是从谁手里买来的呢？（《人民
网》2016 年 05 月 18 日）（ここは公共墓地であって販売することは許されませ
ん。宋氏のお墓は誰から買ったのだろうか？） 
（35）“从谁那里知道的？”还是从那个老文件。（《格兰特船长的女儿》）（「誰からそれ
を知ったんだ？」やはりあの古い文章からだ。） 
 例（34）（35）では，介詞の“从”の生起によって，文中の“谁”は定かでない出どころ
を表していると解釈されうる。しかし，“从”は疑問詞の“谁”と共起しても文を構成する
ことが不可能である。その後に必ず指示代名詞や名詞などが来なければならない。つまり，
例（34）については，“从谁”の後に“手里”が来なければならないし，例（35）について
は“从谁”の後に“那里”が来なければならないのである。 
 もう一つの現象を無視してならない。統語的な観点からみれば，“谁”によって構成さ
れた疑問文はさらに文の成分として機能することができる。換言すれば，“谁”を用いる
疑問文が挿入文として機能し，依然として疑問の意味を持っている。また，“谁”によっ
て構成された疑問文は目的語として機能することもできる。 
（36）在机构改革中，谁去谁留既是干部关注的焦点，也是群众关注的热点。（《1998年
人民日报》）（組織改革の中で，誰が去り誰が残るのかに幹部は関心を寄せるが，
それがまた民衆の関心を寄せるホットスポットだ。） 
（37）我去过全国很多地方演出，有人不认识谁是叶倩文，但一定知道《潇洒走一回》。
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所以歌很重要，人会离开，歌会留下。（《广州日报》2017 年 04 月 21 日）（私は
全国の多くの場所で公演を行いましたが，葉蒨文という名前をご存知でない方
もいるんです。でも，私が歌った『瀟洒走一回』は皆さんご存知なんですよ。
ですから歌は本当に大切ですね。人が離れていっても，歌が残りますから。） 
 例（36）は“谁去谁留”のような疑問文がさらに文の主語として機能する例であり，例
（37）は“谁”によって構成された疑問文は文の目的語として機能する例である。 
 
4 疑問を表す日本語の「誰」の意味・機能の概観 
 意味論の観点からみれば，疑問詞の「誰」は名詞として機能し，情報の不足がそこにあ
るという意味を表すものである。 
 「誰」が質問や疑問の意味を表す場合，終助詞の「か」「だ？」「だろう」などを伴うこ
とが普通である。 
  （38）一体誰がどのような経緯でこのような法案を立案したのか。櫻井よしこ『日本
の論点 2003』 
  （39）「何が遅いんだ？君たちは誰だ？」 
     彼は大声で叫び，あたりを見まわす。ドアはすっかり溶けてしまい，そこに朧 
     げに人影が浮かんでいる。（福永武彦『死の島』） 
    （40）誰が真実を知ってるんだろう。やっぱり官九郎さんかな。（『ＴＶガイド』2003
年 5月 30日号 関東版（第 42巻第 22号，通巻 2144号）） 
 例（38）（39）（40）における「誰」はそれぞれ終助詞の「か」や「だ？」や「だろう」 
を伴って，疑義を質すという気持ちを表している。ただし，疑問の意味を表す場合，必ず
しも「か」や「だ？」「だろう」などの助けがなければならないことはない。下記の例（41）
（42）に示すように，「か」，「だ？」「だろう」のようなマーカーが省略されることが可能
である。省略されても，疑問を表す文であることには変わりがない。また，例（43）にお
ける「誰が行くのです」も疑問表現としてとらえられる。終助詞の「か」が省略されたも
のである。 
  （41）「誰を殺しに来たの？」  
「―あなたにとって赤川先生はどんな方ですか？」（赤川次郎『作者消失』） 
  （42）伸子はツカツカと進み出ると，「尾島さんの奥様でいらっしゃいますね」 
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と言った。久子はちょっと面食らって，「あんた誰よ？」「今度社長になりました
桑田伸子と申します」（赤皮次郎『女社長に乾杯！』） 
  （43）「それで，誰が行くのです。調練の相手をする部隊が必要ということでしょう？」 
（北方謙三『水滸伝 14(爪牙の章)』） 
また，疑問詞の「誰」による質問について回答する場合は，聞き手（答える人）自身の
名前，職業，話し手と聞き手との間柄などを表す名詞に限る。 
 疑問を表す「誰」の構文的分布は①「が」を伴い主語として機能する場合，②「を」を
伴い目的語として機能する場合，③「が」「を」以外の格助詞を伴う場合，④述語の一部と
して機能する場合，⑤疑問文が更に文の成分として機能する場合のようになっている。ま
ず，主語として機能する場合の意味・用法をみる。 
「誰」は主格を表す格助詞の「が」を伴って，文の主語として機能することができる。
そのような場合の「誰」は疑問終助詞の「か」を要求したり，要求しなかったりすること
がある。 
（44）「地下牢を出るまでに久保さんに何があったのか？いいえ，久保さんに，誰が，
何をしたのか？…」小林はいかにも困ったという顔をして冴子を見ている。（二
条睦『監獄女医－地下牢の囚人』）  
（45）俺はテーブルの上のビールに手を伸ばした。ビール？ビールだって？一体誰が
ビールなんて頼んだんだ？（加藤秀幸『いつかどこかのおかしな話』） 
 例（44）（45）では，「誰」は主格を表す「が」を伴い，後続の「何をした」「頼んだ」と
いった述語の主語として機能しているのである。ただし，例（44）では終助詞の「か」が
生起しているのに対して，例（45）では終助詞の「か」が現れていない。現れていても現
れていなくても疑問のモダリティを表すことには変わりがない。 
 「誰」は行為の対象を表す格助詞の「を」を伴って目的語として機能することができる。
そのような場合は「誰」が述語となる動詞の表す行為の主体を表す。ただし，その人は不
確かな人物でなければならない。主語として機能する場合の「誰」と同じように，終助詞
の「か」などを要求しない場合もある。 
（46）それなのに，（秀吉は）分国内に勝手に新しい城を築いている。一体誰を敵と考
えているのか。（（谷口克広『秀吉戦記 戦史ドキュメント』） 
（47）「誰を殺しに来たの？」「―あなたにとって赤川先生はどんな方ですか？」（例（41）
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を再掲） 
 例（46）（47）における「誰」が後続の「を」の生起によって，それぞれ「考える」「殺
す」といった他動詞の目的語として機能し，「知らない人，またははっきりとわからない人」
という意味を表すことになる。例（47）には，終助詞の「か」が現れていないとはいうも
のの，それの省略として考えられる。 
 「誰」は格助詞の「が」「を」を伴い文を展開させるほかに，「に」「の」「と」「から」「へ」
「で」「より」「まで」といった格助詞を伴い，文を展開させることもある。 
 「誰」は格助詞の「に」を伴い，抽象的な存在の場所を表したり，行為・作用の向けら
れる相手を表したりすることができる。そのほか，受身表現における行為の主体を表した
り，使役表現における行為の仕向けられる側を表したりすることもできる。 
 「誰」は「誰に～がある(の)か」という文型をつくり，事物の抽象的な存在場所という
概念を表すことができる。つまり，存在する事物は必ずしも目で確認することができると
は限らない。 
（48）「とにかく，どんな状態で，家元が死んだのか？そのとき，誰にアリバイがある
かが問題になってきますね」（山村美紗『京都茶道家元殺人事件』） 
（49）大体，戦争犯罪人と断定したのは，一体誰なんだ。誰にそんな権限があるのか。 
我が国の歴史教科書にしても，憤懣やるかたない。（飯田博三郎『本来無一物』） 
 例（48）（49）における「アリバイ」「権限」などは抽象的な事柄としてとらえられる。
そのような事柄は形として表すことができず，直接知覚で把握することができない。 
「誰」は主述文において，「に」を伴って，文を展開させることができる。そのような場
合，後続する動詞が意志動詞であれば，「誰」は疑問の意味を表すと同時にその行為の影響
を受ける側も表すのである。 
（50）その場に母もいないのに，誰に呼びかけたのか。（吉田直哉『日本の科学者吉田
富三』） 
（51）それより問題は，いかに妻の骨を得て，誰に頼むかということである。（渡辺淳
一『泪壺』） 
 例（50）（51）に示すように，「呼びかける」「頼む」といった他動詞が主述文に生起して
いれば，相手格を必要するという統語的性格を持っている。ただし，例（50）（51）では行
為の向けられる相手が具体的な名前を知る人ではなく，不確かな人物である。その「不確
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かな人物」の意味は「誰」によって示されている。 
 「誰」は格助詞の「に」を伴う場合，抽象的な存在場所や行為の向けられる相手を表す
ほかに，受身表現の行為の主体を表すこともできる。 
（52）それでもどこで調べたか，自宅に脅迫状を送って寄越す奴もいる。いつ，どこ
で誰に狙われるか。（小林潔『ガサ！ 麻薬 Gメン捜査ドキュメント』） 
（53）誰に頼まれたのか，どういう狙いか知らんが…（内田康夫『三州吉良殺人事件 
長編推理小説』） 
 例（52）（53）における「誰」は格助詞の「に」を伴っているにもかかわらず，例（50）
（51）と異なって，動作の影響を受ける側を表すのではなく，述語の表す動作の実質的な
担い手としてとらえると思われる。 
 格助詞の「に」を伴い，影響や作用をどこから受けるかという意味を表す場合，「誰」の
後に続く「に」は格助詞の「から」で置き換えることが可能であり，「から」を伴う場合も
その「から」は「に」で置き換えることが可能である。 
  （54）誰におごったかは忘れてもいいが，誰からおごられたかは，忘れてはだめじゃ。 
（オッキア・シン『シンさんの印度料理夜話』） 
  （54’）誰におごったかは忘れてもいいが，誰におごられたかは，忘れてはだめじゃ。 
  （55）その品触れの書類というのは誰から命ぜられて作られたんですか。（野間宏『狭
山裁判』） 
  （55’）その品触れの書類というのは誰に命ぜられて作られたんですか。 
 例（54）（54’）（55）(55’)に示すように，受身表現における「誰＋から」は「誰＋に」
で置き換えても文の意味がさほど変わらない。 
 「誰＋に」という構造は受身文に限らず，使役文において，使役の対象（述語動詞の表
す動作の担い手）を表すことができる。ただし，受身文に現れる場合の「誰＋に」と異な
って使役文における「誰＋に」は「誰＋から」のように置き換えて言うことができない。 
（56）ところが，総代をだれにするか，答辞をだれに読ませるかということをホーム 
     ルームで話し合っている（林竹二/灰谷健次郎『教えることと学ぶこと 対談』） 
  （57）「一体，私を誰に会わせるのですか。私，こんなところに知り合いがいないよ」 
広間の奥の扉があいた。（胡桃沢耕史『新・翔んでる警視 長篇痛快推理小説』） 
 例（56）（57）に示すように，「誰＋に＋V＋せる(させる)」という構造における格助詞の
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「に」は使役の対象を表す。 
 疑問詞の「誰」は格助詞の「の」と一緒になって連体修飾関係を結ぶことができる。そ
のような意味・機能がさらに二つのパターンに分けられる。一つは「の」を受けて連体修
飾構造のヘッド(主要部)として機能するパターンであり，もう一つは「の」を伴い連体修
飾構造の修飾部として文を展開させるパターンである。 
 下記の例（58）（59）に示すように，「誰」は格助詞の「の」を受けて連体修飾構造のヘ
ッドとして機能する場合，連体修飾関係が結ばれる。 
  （58）二週間後の発表の時，この中の誰が笑い，誰がガックリと肩をおとすのか。（倉
橋燿子『さようならこんにちは』） 
（59）市場を形成する消費者グループの誰を顧客とするかを決定すること。（大城勝浩
/波田浩之/髙山英男『広告』） 
 例（58）（59）における「この中」「消費者グループ」といった体言は連体修飾構造の修
飾部として，後続の「誰」と意味関係を結んでいる。意味特徴の角度からみれば，例（58）
（59）の修飾部とヘッドとの間に包含関係ができている。つまり，ヘッドとしての「誰」
は前置修飾語の表す内容（グループ）の一部分（人）となる。 
 「誰」は連体修飾構造のヘッドになるだけではなく，格助詞の「の」を伴い，連体修飾
構造の修飾部として機能することもできる。 
（60）これぐらいの年月をおけば，誰の犯行かは容易に分かるまいと考えたのではな
いか。（梓林太郎『白馬岳殺人事件』） 
（61）昆虫の蛹みたいな，切り取られた人の指。誰の指だろう。左手を宙にかざして
みる。（奥泉光『葦と百合』） 
 統語的には，例（60）（61）における「誰」は連体修飾部として後続のヘッド部に連なっ
ている。意味的には，例（60）の「誰」はヘッドとしての「犯行」といった行為の主体と
してとらえられ，例（61）の「誰」はヘッドとしての「指」の所有者としてとらえられる。 
「誰」は格助詞の「と」を伴い，一緒になって物事をする人を表したり，また行為の影
響を受ける側の人物を表したりすることがある。 
（62）玄関から入って来た，つまり，お客さんなのであろう。「誰と来たの？」「ママ
ー」「お母さんとだ」 正ちゃんが，「お母さん，好き？」「すき」（北村薫『空
飛ぶ馬』） 
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（63）社長がどんな取引を誰としたかは，きみには言うまい（五木寛之『戒厳令の夜』） 
例（62）（63）における「誰」は物事を一緒に行う人を表していると解される。例（62）
における「来る」は必ずしも相手を必要とする行為ではないのに対して，例（63）におけ
る「取引をする」という行為は相手を必要とするものである。 
 「誰」は格助詞の「から」を伴い，文を展開させることができる。文環境の違いによっ
て，変化する前のもとの状態を表したり，ものや情報の与え手を表したりすることがある。 
  （64）最初の人間は誰から生まれたのか。（作例） 
（65）「その話，誰から聞いたの？」 「ついこの前，鳴海さんが他の方に話している
のを偶然に聞いたのよ。」（蓮見圭一『水曜の朝，午前三時』） 
（66）このことは誰から伝えたの？（作例） 
 例（64）では，格助詞の「から」の生起によって，文中の「誰」は変化する前のもとの
状態を表すものとしてとらえられる。例（65）における「誰」は定かでない出どころを表
していると解されうる。また例（66）に示すように，間接ながら，行為を起こす主体を表
すこともできる。つまり，「誰から伝えたの」は「誰が伝えたの」のように置き換えること
ができる。 
 「誰」は格助詞の「へ」を伴い行為や変化の向けられる相手を表すことができる。 
  （67）「二度とちょっかいを出すな」 「ほう―誰へだ？」（菊地秀行『D-昏い夜想曲 
吸血鬼ハンター』） 
 例（67）では，方向性を含意する「ちょっかいを出す」のような述語は常に動作や変化
の影響を受ける側を要求するので，文中の「誰」が受け手の意味を表していると考えられ
る。 
 疑問詞の「誰」は名詞述語文の述部として機能することができる。ただし，「誰」の意味
素性から述部には疑問の意味を表す終助詞の「か」や断定助動詞の「だ」などが現れる場
合と現れない場合がある。 
（68）「お主，知っているか。蘭館で，船長の持参した品物を受け取るのは誰なのだ？」
と浦は小声で聞いた。（多岐川恭『濡れた心・異郷の帆』） 
（69）教授と柏原は声をそろえて賛嘆した。 「この椅子の人は誰ですか？」と美久
が質問したので，それはたぶんオシリス神であると柏原が解説した。（小森健太
朗『ネヌウェンラーの密室』） 
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（70）「そうかもしれないわ。でも，それなら，犯人は誰？」と，いった。 「それが
わからないから，調べているんです。良子さん，是非，協力してください」（山
村美紗『紫式部殺人事件』） 
例（68）（69）（70）における「誰」は述語の一部として機能し，後続の助動詞は言い切
りの形で文を完結させるのである。 
統語的な観点からみれば，「誰」によって構成された疑問文はさらに文の成分として機能
することができる。そのような意味・機能は「は」「が」を伴い文の主語として機能する場
合，「を」を伴い目的語として機能する場合の二つに分布している。 
（71）視聴データを提供するのもビジネスですから，誰が必要経費を持つかは，大切
なポイントです。（千田利史『メディアショック』） 
（72）誰が利益を受けるかを考慮せず，違法な行為を一律に有効と解するのはおかし
い。（江頭憲治郎『株式会社・有限会社法』） 
例（71）における「誰が必要経費を持つか」は疑問文がさらに文の主語として機能する
例である。また，例（72）における「誰が利益を受けるか」は「誰」によって構成された
疑問文が文の目的語として機能する例である。 
 
5 対照分析 
 この節では，対照研究の観点から疑問を表す中国語の“谁”と日本語の「誰」にどんな
共通点があり，どんな相違点があるかについて考察を試みる。 
 中国語の“谁”と日本語の「誰」の配置規則や概念構造がそれぞれの特徴をもっている
ことは間違いないが，いささかも関係しないとは考えにくい。むしろ意味的特徴と構文的
特徴では多くの共通領域を共有しているのである。意味論の観点からみれば，中国語の“谁”
と日本語の「誰」を問わず，名詞として相手に人の情報を質すのはそれらの典型的な意味・
用法としてとらえられる。答えとしては，名前，人称代名詞・呼称，職業・身分などで答
えるのが普通である。 
  （73）董老喘息着说：“这次我可能要离开你们了！但有一个人，我想见他一面！”周
总理问：“ 谁啊？董老说：“曾——凯——旋——！”（《1994年报刊精选》）
（「今回はお前たちと別れなければいけないかもしれない！だが一人だけ，あ
いつと会っておきたいんじゃ！」董さんが息を切らして言った。「それは誰か
  
 
234 
ね？」と周総理が聞くと，「曽――凱――旋――じゃよ！」と董さんは答えた。） 
  （74）一个年轻女人的声音问：您好，找谁啊。杨清民回答道：请接黄经理家。（例（5）
を再掲する）（「こんにちは，どちらにご用でしょうか」と若い女性の声で訊ね
た。「黄社長のお宅に繋いでいただけますか」と楊清民は答えた。） 
  （75）「人に薦められてって，人って，誰ですか。」  
「生島さん。あなたさっきもそうだけど，すぐに人のことを穿鑿なさるのね。」（車
谷長吉『贋世捨人』）  
  （76）伸子はツカツカと進み出ると， 
「尾島さんの奥様でいらっしゃいますね」 
と言った。久子はちょっと面食らって， 
「あんた誰よ？」 
「今度社長になりました桑田伸子と申します」（例（42）を再掲） 
 上の文中の疑問詞のはたらきと意味について中国語の“谁”をみても日本語の「誰」を
みても，どちらも疑問詞としてのもっとも基本的な表現である。内面的意味については，
例（73）（74）における“谁”と例（75）（76）の「誰」は表現内容に対する判断を下すこ
とを放棄し，相手に判断をゆだねようとする疑問の表現になるのである。答えに目を転じ
てみると，例（73）における“曾凯旋”は人の名前であり，例（74）における“黄经理”
は職業である。例（75）における「生島さん」は人の名前であり，例（76）における「今
度社長になりました桑田伸子」は職業と人の名前である。 
統語的観点からみれば，構文的分布も似通った面がかなりあると見なしてよい。中国語
の“谁”と日本語の「誰」はともに主語として機能したり，目的語として機能したり，補
語として機能したりすることができる。さらに，疑問詞の“谁”と「誰」によって構成さ
れた疑問文が文の成分として機能したりすることもできる。 
 （77）谁属于高危人群？什么样的对象属于高危人群？专家们重点介绍了肺癌和胃肠道
恶性肿瘤的情况。（《科技日报》2017 年 04 月 20 日）（誰がハイリスクグループ
に属するのか？どのような対象者がハイリスクグループに属するのか？専門家
らは重点的に肺及び消化器における悪性腫瘍について解説した。） 
  （78）你好可怜，我以后给你介绍一个，你说，你看上谁了？（贾平凹《废都》）（お前
さんはなんと可哀想な人だろうね。後で私がいい人を紹介してあげよう。言っ
  
 
235 
てごらん，誰に惚れてるんだい？） 
  （79）实行存款实名制后，是不是面对家庭的每一笔收入，都要事先商议：怎么存，存
在谁的名下?如何支取，从谁的名下支取?（《厦门晚报》2000-4-25）（預金実名制
度を実行に移したのち，家庭の毎回の収入には，どれも事前に協議が必要では
ないだろうか。どういった契約で預ける？誰の名義で預ける？どのような形で
下ろす？誰の名義で下ろす？） 
  （80）我对再次当选总统充满信心,但最终谁能当选新一届总统将由选民来决定。（《新华
社 2001年 5月份新闻报道》）（再び総統に選ばれるに自信はありますが，最終的
に誰が総統に選ばれるかということは民衆の決定によるのだ。） 
  （81）一体誰がどのような経緯でこのような法案を立案したのか。（櫻井よしこ『日本
の論点 2003』） 
  （82）その恩恵なしに井上だって一日も生きられないわけだ。ひどい噓話を喋言って，
誰をどこへ誘導したいのかね。（吉本隆明『情況へ』） 
  （83）そのあとに南家の切ったでロンアガリ。誰から得点をもらえばよいか？（横山
竜介『麻雀力検定 140』） 
  （84）視聴データを提供するのもビジネスですから，誰が必要経費を持つかは，大切
なポイントです。（例（71）を再掲） 
以上の例（77）～（84）に示すように，統語機能については，疑問詞を表す中国語の“谁”
と日本語の「誰」はほぼ共通していると思われる。詳しく言えば，例（77）の“谁”と例
（81）の「誰」は主語として機能したり，例（78）の“谁”と例（82）の「誰」は目的語
として機能したり，例（79）の“谁”と例（83）の「誰」は補語として機能したりするも
のである。さらに，例（80）の“谁能当选新一届总统”と例（84）の「誰が必要経費を持
つか」は疑問文がさらに文の主語として機能する用例である。 
 以上は共通点をみてきたが，以下では相違点を取り上げる。 
中国語の疑問詞疑問文の中に疑問詞の“谁”が現れたら，文末にさらに“吗”をつけて
“谁～吗”のように言うことができない。それに対して，日本語の場合は疑問の意味を表
す終助詞の「か」は疑問詞の「誰」と呼応して使われるのが普通である。このような違い
は構文的機能上の大きな相違点としてとらえられる。 
  （85）人从出生到离开这个世界，就在消耗这个世界的物质财富，但我们不可能光消耗
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这个世界的物质财富，谁来给你创造那些要消耗的财富？（例（3）を再掲）（人
は生まれるからなくなるまで，世界の資源を消費し続ける。だが我々は世界の
資源を消費してばかりはいられない。誰が消費された資源を創造してくれるの
か？） 
  （86）自己家吃饭的时候，第一筷子夹给谁？这个问题很重要吗，对孩子的成长有没有
影响呢？答案肯定是有影响。（《半岛晨报》2017年 05月 2日）（家庭で食事をす
る時に，まず誰に料理を取り与える？この問題は重要なのだろうか？子供の成
長に影響はあるのか？答えはきっと影響があると考えられている。） 
  （87）一个年轻女人的声音问：您好，找谁啊。杨清民回答道：请接黄经理家。（例（15）
を再掲）（「こんにちは，どちらにご用でしょうか」と若い女性の声で訊ねた。
「黄社長のお宅に繋いでいただけますか」と楊清民は答えた。） 
  （88）車道には，すでに，雨水があふれて，川のように，流れていた。「誰が，そんな
ことをしたんですか？」と，亀井が，きいた。（西村京太郎『L特急たざわ殺人
事件－長編トレイン・ミステリー』） 
  （89）「誰を殺しに来たの？」  
「―あなたにとって赤川先生はどんな方ですか？」（赤川次郎『作者消失』） 
 例（85）に示すように，疑問詞疑問文に用いられる“谁”は語気助詞の“吗”を 
要求せず，つまり，文末にさらに“吗”をつけて“谁～吗”のように言うことができない。 
ただし，例（86）（87）に示すように，“谁”は語気助詞の“呢”“啊”を要求することが 
ある。それに対して，日本語では，例（88）のように，疑問詞疑問文に用いられる 
「誰」は文末の終助詞の「か」と呼応して使われるのが普通である。ただし，例（89）に 
示すように，終助詞の「か」が現れないこともある。 
 連体修飾語として機能する場合，中国語の“谁”は“的”を要求したり要求しなかった
りすることがある。それに対して，日本語の疑問詞の「誰」は直接に名詞的性格を有する
がゆえ，名詞を修飾しようとすれば，格助詞の「の」を取り入れなければならない。それ
は次の例（90）（91）（92）（93）によって裏付けられる。 
（90）警察进屋后就对小孩子的哭声很感兴趣，警察问，谁的小孩子在哭？（例（10）
を再掲）（警察が部屋に立ち入った後，子供の泣き声が警察の関心を惹いた。「誰
の坊やが泣いているんだい？」と警察は訊ねた。） 
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（91）“黄金周”到底是谁的“黄金周”？尤其是面对旅游消费中的弱势地位和不堪回
首的旅游经历，许多消费者的消费理性也逐渐回归。（例（2）を再掲）（「『ゴール
デンウィーク』って結局のところ誰にとっての『ゴールデンウィーク』なの？」
とりわけ旅行中の消費活動における弱者の地位と振り返るに堪えない旅行中の
経験に直面し，多くの消費者は消費に対する理性を徐々に取り戻していく。） 
（92）“你从谁嘴里听说的周佳的？你怎么会知道周佳的？”（例（12）を再掲）（「誰
から周佳のことを聞いた？何でお前が周佳のことを知ってるんだ？」） 
（93）“你是哪位？”“我是小娟的丈夫？麻烦让她接一下电话。”“谁丈夫？”接电话的
张大姐一脸惊吓的表情，又问了一遍。（例（1）再掲）（「どちら様ですか？」「私
は娟の夫ですが，ちょっと彼女に電話を繋いでもらえませんか」「誰のご主人で
すって？」電話に出た張さんは驚いた表情で，もう一度聞きなおした。） 
 前述したように，“谁”は連体修飾関係を結ぶ場合，“的”を要求したり要求しなかっ 
たりすることがある。“谁”によって構成された連体修飾関係はさらに主語として機能し 
たり目的語として機能したりすることができる。詳しく言えば，例（90）における“谁的 
小孩子”が主語として機能し，例（91）における“谁的黄金周”は目的語として機能して 
いるのである。しかし，例（92）に示すように，連体修飾関係のフレーズが文の一部とし 
て用いられるなら，“的”は用いなくてもよいことが多い。例（93）に示すように，“谁” 
が親族の呼称の前に用いられ，連体修飾語として機能する場合，“的”が現れても現れなく 
ても文の成立にさほど影響を与えない。例（93）の訳文に示すように，“谁丈夫”にあた 
る日本語の表現は「誰の夫」であり，「誰夫」のように言うことができない。 
 疑問の意味を表す中国語の“谁”は知らない人を質すだけでなく，擬人法として使われ
ることもある。 
（94）在共享单车的世界里，ofo与摩拜并驾齐驱，引领了一大批跟随者，谁将是最后 
赢家呢？我们拭目以待。（例（4）を再掲）（自転車シェアリングサービスの世 
界では，ofoとモバイクが拮抗しており，多くの同業者を牽引している。最終 
的な勝者となるのはどの企業か？結果が出ることを楽しみにしている。） 
（95）市场上卖的有活虾，冰鲜虾，冻虾仁，虾皮，虾酱等，谁的营养最高，怎么做最
好吃，最安全？不妨看看以下内容。（《人民网》2017 年 04 月 18 日）（市場では
生エビ，冷凍エビ，冷凍剥きエビ，干しエビ，エビ味噌などが販売されている
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が，どの栄養価が最も高く，どう調理すれば最も美味しく安全に食べられるだ
ろうか？） 
（96）北上广三雄争霸，谁将成为新三板真正的王者？（《人民网》2017年 04月 21日）
（北京，上海，広東の三傑がヘゲモニーを争っている。どれが真の王者となるだ 
   ろう？） 
 例（94）（95）（96）に示すように，文中における疑問の意味を表す“谁”は人を指すの 
ではなく，擬人法としてとらえられる。例（94）の“谁”は自転車を所有する会社を指し，
例（95）の“谁”は“活虾”“冰鲜虾”“冻虾仁”“虾皮”“虾酱”の中の一つを指し，例（96）
の“谁”は“北京”“上海”“广东”の三者の中の一つを指すのである。 
 
6 まとめ 
疑問を表す中国語の“谁”と日本語の「誰」の意味・用法について，意味的特徴と統語
的特徴に視野を入れて分析を行った。以上の分析を改めてまとめると，次のようになる。 
①意味論の観点からみれば，中国語の“谁”と日本語の「誰」は名詞として相手に人
の情報を質すのはそれらの典型的な意味・用法としてとらえられる。答えとしては，
名前，人称代名詞・呼称，職業・身分などで答えるのが普通である。 
②中国語の“谁”と日本語の「誰」はともに主語として機能したり，目的語として機
能したり，補語として機能したりすることができる。さらに，疑問詞の“谁”と「誰」
によって構成された疑問文が文の成分として機能したりすることもできる。 
③中国語の疑問詞疑問文の中に疑問詞の“谁”が現れたら，文末にさらに語気助詞の
“吗”をつけて“谁～吗”のように言うことができない。それに対して，日本語の
場合は疑問の意味を表す終助詞の「か」は疑問詞の「誰」と呼応して使われるのが
普通である。 
④連体修飾語として機能する場合，中国語の“谁”は“的”を要求したり要求しなか
ったりすることがある。それに対して，日本語の疑問詞の「誰」は直接に名詞を修
飾することがなく，名詞の修飾語として機能するならば，格助詞の「の」を取り入
れなければならない。 
⑤疑問の意味を表す中国語の“谁”は名を知らない人を質すだけでなく，擬人法とし
て使われることもある。それに対して，日本語の「誰」にはそのような意味・用法
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を持たない。 
 
 
注 
１）訳文は杉村博文，木村英樹（1995）からの引用である。 
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第８章 “谁”と「誰」の意味・機能の多様性 
 
１ “谁都～”と「誰＋でも」「誰＋も」の共起制限の比較 
1.1はじめに 
 中国語では「例外なし」を表す“谁都～”は日本語の「誰＋でも」で訳すことができる
し，また「誰＋も」で訳すこともできる。しかし，具体的にどんな場合に「誰＋でも」 
の意味・用法と対応し，どんな場合に「誰＋も」の意味・用法と対応するかについては明
らかにされていない。また，どんな場合に「誰＋でも」「誰＋も」の両方で訳されうるかに
ついても，まだ明確なルールが示されていない。 
 以下では，“谁都～”と日本語の「誰＋でも」「誰＋も」との対応・非対応関係を明らか
にし，そうすることによって第二言語教育のためのルールを確立したい。 
 
1.2先行研究の再検討 
 「例外なし」を表す“谁都～”と日本語の「誰＋でも」「誰＋も」に関する対照研究は管
見の限り，まだ見当たらないが，“谁都～”に関する個別研究なら朱德熙（1982）などが
あり，「誰＋でも」「誰＋も」に関する個別研究なら，益岡隆志・田窪行則（1992），寺村秀
夫（1991），仁田義雄（2009）などがある。 
 “谁都～”に関する従来の研究はもっぱら意味解釈に集中し，それを“谁也～”の意
味・用法と照らし合わせながら記述するのが普通である。例えば，朱德熙（1982）では“谁
都～”“谁也～”に焦点を当てて，その使い分けについて次のように述べている。 
 
“疑问代词有时候表示周边性，即表示在所涉及的范围之内没有例外。肯定句里‘都’
比‘也’占优势，否定句里‘也’比‘都’占优势。”（疑問詞はしばしば“也”（同
様に），“都”（いずれの場合も）と一緒に使われた場合，全体指示，すなわち言及し
た範囲の中に例外がないことを表す。肯定文においては“都”が“也”よりも優勢で，
否定文においては“也”が“都”より優勢である。¹⁾） 
 
朱德熙（1982）ではすべての疑問詞について述べているので，“谁都～”に関する記述は
その一部にすぎない。しかし，このような捉え方は単に“谁都～”は何を表しているかを記
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述したに過ぎず，“谁都～”の使用条件についてはルールが示されたとは言えない。 
一方，「誰+でも」「誰+も」の意味・用法については，数多くの研究があり，すべては意
味の記述にとどまっている程度である。 
益岡隆志・田窪行則（1992）では，「『だれも，どれも，なにも，どこも，どちらも，い
つも』，『だれでも，どれでも，どこでも，どちらでも，いつでも』等のように『～も』は，
否定の表現を伴って対象の不存在を表し，『～でも』は，任意の対象を表す。」とされてい
る。 
寺村秀夫（1991）では，「ドコ，ダレ，ナニなどの疑問名詞（+格助詞）にモが付いて，
それが否定の述語で結ばれると，全部否定になる。『疑問語+モ』でいうと，＜そのセット
のどのメンバーをとりだしても，それに対応する述語は否定＞ということである。全部否
定的な表現効果を持つのが『疑問語句＋モ』の中心的な用法といってよいようであるが，
述語の肯定の形とは全く結びつかないというわけでもなさそうである。しかし，『ダレモ』
は肯定的述語とは結びつかない。結びついても非常に不自然である。それに対して，『疑問
語＋デモ』は，肯定的述語とのほうがなじみやすく，否定的述語とは結びつきにくいとい
うことが一般に見られる。」のように指摘されている。 
仁田義雄（2009）では，疑問語に「も」がついたものは，基本的に否定の述語と共起し，
同類のものすべてを否定する。述語を肯定の述語にかえることはできない。ただし，疑問
語によっていくつかの例外があるとされている。たとえば，「だれも」の形では，否定の述
語としか共起しないが，後に「が」がついて「だれもが」の形になると，肯定の述語とも
共起できるようになる。それに対して，疑問語に「でも」がついたものは，基本的に肯定
の述語と共起し，同類のものすべてを肯定する意味を表す。述語を否定の述語にかえるこ
とはできないと述べている。 
以上の先行研究に共通しているのは「誰+でも」は肯定述語と共起しやすく，「誰+も」は
否定述語と共起しやすいとしている点である。しかし，このような捉え方は単に「誰+でも」
「誰+も」は何を表しているか或いは肯定述語と共起できるかどうかを記述したに過ぎず，
「誰+でも」「誰+も」の使用条件についてはルールが示されていないので，まだ考える余
地が多く残されている。 
分布状況の違いは第二言語教育の妨げになりかねない。つまり，第二言語教育の観点か
らみれば，誤用や誤解を避けるためにも，両者の対応・非対応関係を明らかにしておく必
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要がある。 
（1）无论是田径，还是自行车，谁都避免不了这样一个事实——服药。(《新闻晚报》
2013 年 7 月 15 日)(フィールド競技であれ自転車競技であれ，誰も一つの事実を
避けては通れない―薬を使用すること。) 
  （2）李克强抬高嗓音说，谁都想过好日子，政府会和大家一起努力，下决心在温饱问 
题解决后，解决大家住的问题。(《人民网》2014年 3月 28日)(「誰でも/誰もが 
良い暮らしがしたいものです。政府は皆さんと一緒に努力し，衣食の問題が解決 
された後，住まいの問題を解決しなければならないと決心をしました。」と，李 
克強は声高に言った。) 
 例（1）の“谁都～”は日本語の「誰＋でも」で訳すと不自然な表現になってしまうが，
「誰＋も」で訳さなければならない。しかし，例（2）については，異なる観点からとらえ
なければならない。文中の“谁都～”は「誰＋でも」と「誰もが」の両方で訳すことが可
能である。 
 なぜこのようなずれが生じているのだろうか。このような意味・用法上の食い違いを説
明するのに，新たなルールの確立が必要である。以下では，まず，中国語の“谁都～”の
意味・用法と日本語の「誰＋でも」「誰＋も」の意味・用法を概観する。そうしたうえで，
統語論の観点から“谁都～”と日本語の「誰＋でも」「誰＋も」との対応・非対応関係につ
いて述べる。 
 
1.3“谁都～”の意味・用法の概観 
 中国語では“谁都～”は肯定述語と結びつくだけでなく，否定述語と結びつくこともで
きる。まず，肯定述語と結びつく場合の分布状況をみる。 
 “谁都～”と結びつく場合は，さらに①“得”[de]を含めた可能補語が後続した場合，
②“谁都～”の後に経験を表す“V＋过”が現れた場合，③継続を表す“在”が後続してい
る場合，④能力・許可・可能を表す助動詞と共起する場合，⑤当為を表す助動詞と共起す
る場合，⑥願望を表す動詞と共起する場合，⑦知覚・認識を表す動詞と共起する場合のよ
うに 7 分類することができる。以下，構文的条件に焦点を当てて，順次に述べていく。 
 “谁都～”の後に，“得”[de]を含めた可能補語が続くことがある。 
                 （3）谁都听得出来，这是顺带讽刺小布什十年前贸然入侵伊拉克。(《羊城晚报》2013 
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年 3月 1日)(これは 10年前にジョージ・Ｗ・ブッシュがイラクを軽率に侵攻 
したことを風刺したものだとみんな分かっている。) 
）                （4）这次张悟本虽然嘴硬,但谁都看得出,他的谎言怎么也捂不住了。(《齐鲁晚报》 
2014年 02月 2日)(今回，张悟本は強情を張っているが，彼の嘘はどうしてもば
れるということは誰でも分かっている。) 
 例（3）（4）における“听得出来”“看得出”は可能補語として捉えられ，物事が実現で
きるという意味を表す形式である。そのような可能補語は“谁都～”を受け，「例外なし」
という意味を表す。  
 “谁都～”の後にアスペクトを表すマーカーとしての“过”が現れることがある。  
  （5）在维也纳，布达佩斯和布拉格，《赤壁》作为“谁都听过但没见过的”京剧，令国 
外观众大叹惊艳。(《解放日报》2012年 10月 26日)(ウイーン，ブダペストとプ 
ラハで『赤壁』は「誰もが聞いたことがあるが見たことがない」京劇として外国 
の観客を魅了し，感動させた。) 
  （6）游戏谁都玩过，但如果您还没玩过《新破天一剑》，那就太遗憾啦！(《人民网》2008 
年 3月 5日)(誰もがゲームをしたことがあるが，まだ『新破天一剣』を体験した 
ことがないのであれば大変残念だ。) 
 継続を表すマーカーとしての“在”は副詞であり，“在＋Ｖ”のような形で動作・行為
が進行中であることを表す。“在＋Ｖ”が生起した文環境では“谁都～”の生起が許される。 
（7）不像现在的雾霾问题，问到谁，谁都在埋怨，但谁都没有责任。(《广州日报》2014 
年 3 月 7 日)(現在の「汚染霧」の問題と違って，誰に聞いても文句ばかり言っ
て，責任は取らない。) 
（8）但企业的发展需要产权的清晰，谁都在违规，可是只有一两个人被处罚，这就是 
制度性的问题。(《华商报》2014年 1月 22日)(しかし企業の発展には明確な財 
産権が必要である。誰もが規則に違反しているにもかかわらず，一人か二人だけ 
が処罰されている。これは制度の問題である。) 
 例（7）（8）において，“在”の後に“埋怨”“违规”といった動詞が続き，それらの文
に示すように，動詞は副詞としての“在”の前置によって進行中の事柄を表すことになっ
ている。“在＋Ｖ”は「例外なし」を表す“谁都～”と意味関係を結ぶことができる。 
 現代中国語では能力・可能・許可を表す助動詞に“能”“会”“可以”などがある。こ
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れらのものは動詞を伴い，動詞フレーズを作り，“谁都～”と意味関係を結ぶことはできる。 
（9）明天谁都会来吧？（《广州日报》2013年 08月 29日）（明日誰でも来るでしょう。） 
（10）只要有兴趣谁都可以参加吧？（《中国妇女报》2017年 09月 20）（興味があれば
誰でも参加できるでしょう。） 
 現代中国語では“得[děi]＋V”“应该＋V”“应当＋V”“要＋V”のような構造はそ
うあるべきことを表している。このような意味特徴を有する動詞フレーズは“谁都～”を
受けることができる。 
  （11）她希望这些东西能够规范起来，能够制度化，不管谁当教练，谁坐在这个位置上，
谁都得做好这个事。(《人民网-体育频道》2013 年 04 月 18 日)(彼女はこれらの
ものが規範化し，制度化できることを期待している。どんな人であろうと，監督
になって，このポジションについたら，このことをきちんとやらねばならない。) 
  （12）人生在世，谁都别指望能带走什么，但谁都应当考虑能够给社会留下点什么。(《中 
直党建网》2012年 07月 20日)(この世から何かを持って逝くことは望んではな 
らない。しかし，社会に何を残すべきかを考えなければならない。) 
 例（11）の“得做好”と例（12）の“应当考虑”は「意思・道理・事実からして，その
ようにすべきである」或いは「そうしなければならない」という意味を表している。それ
らは“谁都～”を受け，「例外なし」という意味を表すことができる。 
 “想”“愿意（乐意）”“希望”“渴望”“想要”“喜欢”“爱”“喜爱”などは願望
を表す動詞である。これまで筆者の収集した用例を分析してみた結果，これらのものは“谁
都～”と共起できることが明らかになった。 
（13）谁都希望赢，为了第一场胜利我们都快憋坏了，可是今年的运气实在是太差了， 
越去想第一场胜利，胜利就越是迟迟不来。(《人民网》2004年 6月 16日)(誰 
もが勝ちたいと思い，初戦を勝ち取るために我々は気がめいる。しかし今年は 
運が悪く，初戦で勝ちたいと思えば思うほど，勝利はなかなか来ない。) 
（14）李克强抬高嗓音说，谁都想过好日子，政府会和大家一起努力，下决心在温饱问
题解决后，解决大家住的问题。(例（2）を再掲)(「誰でも良い暮らしがしたい
ものです。政府は皆さんと一緒に努力し，衣食の問題が解決された後，住まい
の問題を解決しなければならないと決心をしました。」と，李克強は声高に言
った。) 
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認識活動を表す動詞としての“知道”“理解”“相信”“觉得”“认为”などは“谁都
～”と共起することが可能である。 
  （15）谁都知道人才的可贵，但什么是人才呢？(《人民网》2003 年 6 月 2 日)(人材は
貴重なものだと誰でもわかっている。しかし，何が人材なのだろうか。) 
  （16）孩子们为什么不说话？这谁都理解。巨灾之下，家园毁灭，丧亲失友。(《人民网》
2008 年 6 月 4 日)(なぜ子供たちは黙っているのか。それは誰もが理解してい
る。大きな災害の中，家を失い，家族や友達を失っているからである。) 
例（15）（16）における“知道”“理解”は認識活動を表すものである。そのような動詞
は“谁都～”を受けて「例外なし」という意味を表す。 
「例外なし」を表す“谁都～”は否定述語と結びつく場合，主に“Ｖ不准”“Ｖ不 
住”“Ｖ不了”のような“不”を含めた可能補語を伴う場合，後続要素に否定の意味が含 
まれた場合と“不”や“没（没有）”のような否定の意味を表す副詞を伴う場合に分布し 
ている。 
（17）谁是国内实力最强的电影演员？大概谁都说不准。(《红网》2014年 02月 18日)(誰 
が国内で一番実力のある映画俳優なのか。たぶん誰も正確に答えられない。) 
（18）丈夫的五弟患有严重精神疾病，犯起病来谁都管不住。(《中国共产党新闻》2013 
年 7月 16日)(夫の 5 番目の弟は重い精神病にかかっている。再発したら，誰 
もコントロールすることができない。) 
  （19）无论是唱歌还是演戏，她的才能正在全面绽放，对她的辉煌前程，谁都坚信不疑。 
(《重庆日报》 2013年 09月 22日)(歌であれ演技であれ，彼女の才能は今まさに
全て開花した。彼女の輝かしい前途を誰もが堅く信じて疑わない。) 
（20）这些规定谁都不能违反。(《北方新报》2014年 04月 23日)(これらの規則はどん
な人であろうとも違反してはいけない。) 
（21）结果，“铁甲神医”们信心满满地上去，却垂头丧气地下来，谁都没能完成任务。
（《人民日报》2015年 03月 26日）（結果，『鉄甲神医』たちは自信満々で任務の
遂行に赴いたが，意気消沈して帰還した。誰も任務を遂行することができなか
った。） 
 例（17）～（21）における“谁都～”は否定述語と共起し，物事の存在や意義をすべて
認めないという意味を表すものとしてとらえられる。 
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1.4「誰＋でも」の意味・用法の概観 
「誰＋でも」は肯定述語と結びつきやすく，このような構造における「でも」は「前件
の内容に関係なく後件が成り立つ」という譲歩の意味を表すので，「誰＋でも＋肯定述語」
は「どんな人であっても，後件が成り立つ」という仮定的な肯定の意味になる。「誰＋でも」
の構文的分布は次のようになっている。①主語として機能する場合，②目的語として機能
する場合，③「が」「を」以外の格助詞と意味関係を結ぶ場合，④「～でも誰でも」の形で
並列関係を表す場合，⑤述語の一部として機能する場合である。まず，主語として機能す
る場合の意味・用法を概観する。 
 「誰＋でも」が主語として機能する場合，二つのパターンがある。一つは「～は誰でも
～」「～なら誰でも～」のような主題や条件が付く場合であり，もう一つは「誰でもが」の
形で主題や条件が付かないということを表す場合である。 
  （22）人間はだれでも中年を過ぎて一度里帰りをし，自分の育ちというものにもう一
度対面し直さなければならならない。（小此木啓吾『メンタルヘルスのすすめ』） 
  （23）それなら女性には気をつけた方がいいね。ＮＹでは男性なら誰でも気をつける
べきですが，ナイトライフには十分注意すべきです。（『週刊ポスト』2003年 2
月 21日号（第 35巻第 7号，通巻第 1686号）） 
 例（22）（23）については，「誰＋でも」の前に置かれる語が総称を表すものであり，そ 
れに続く「誰」は漠然としたある特定の「人」を表すものとして解されうる。しかし，「例 
外なし」を表す「誰＋でも」の構文的分布はこれだけではない。  
  （24）だいたい平気でそういうことのできる者でない限り上級将校にはなれないとい
うことを誰でもが知っているのだ。（筒井康隆『虚航船団』） 
  （25）そんなことが出来るものか，と誰でもが思うだろう。始め，自動車はびくとも
しない。（宇野千代『自伝的恋愛論』） 
 例（24）（25）では「誰＋でも」の前に主題や条件がなく，それがさらに主語として機能
しているのである。モダリティの観点からみれば，判断のモダリティを表す文に用いられ
ることが多い。アスペクトの観点からみれば，「誰＋でも」の要求する述語は未完成のこと
を表すことが多い。しかし，述語が未来的仮説を表す「た」形の場合，その限りではない。 
(26)女子は誰でもはじめて嫁入りした時は，寂しくって泣き出すもんだけど，すぐ 
    そこの家に慣れてしまうからな。(石坂洋次郎『石中先生行状記』) 
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 例（26）では，従属節述語としての「嫁入りした」は「慣れてしまう」その時点ですで
に発生した事柄としてとらえられる。例（26）における「誰＋でも」は個々の具体的な事
柄を表すのではなく，広く認められる一般論のことを表すものとして認められる。これも
「誰＋でも」の構文的分布の一つとして見なされうる。 
また，例（27）（28）に示すように，「誰+でも」の後に可能を表す表現が後続することが
できる。日本語では，可能を表す表現として，動詞そのものの可能形，「Ｖ＋ことができる」
「Ｖ連用形＋得る」といったパターンがある。例（27）（28）の「誰＋でも」は可能表現の
述語とともに用いられ，「例外なし」という意味を表している。 
  (27)以前なら，歯をくいしばって上級学校を断念し，その口惜しさを長くかみしめた 
    のに，現在はまあ誰でも大学へ入れる。(野坂昭如『てろてろ』) 
  (28)人間は誰でも殺人ができるのに，それをしないのはどうしてだろう。(野坂昭如 
『てろてろ』) 
 例（27）における「入れる」は「入る」の可能形であり，例（28）における「もつこと
ができる」は可能を表す文型としてとらえられ，それらは「誰+でも」の後に続き，すべて
の人には能力的にそうすることができるという意味を表している 
「誰+でも」は否定の意味を表す述語とはなじまない関係にある。ただし，動詞が二重否
定という形で用いられる場合はその限りではない。 
    (29)引力の法則は，だれでも知っていなくてはならない法則だから，ぼくもよくおぼ
えていますよ。(海野十三『ふしぎ国探検』) 
    (30)これは誰でも認めずにはいられないことであるが。(佐々木直次郎『ウィリアム・ 
    ウィルスン』) 
例（29）（30）における「知っていなくてはならない」「認めずにはいられない」は二重
否定の意味構造の述語であるがゆえ，究極のところ，述語の意味は否定的ではなく，肯定
的である。このように，二重否定の形の述語が「誰＋でも」と共起する場合，全部肯定の
意味を表すことになる。 
 「誰＋でも」は目的語として機能することができる。そのような場合，格助詞の「を」
が現れないのが普通である。 
（31）鈴木さんは，自分の子供でなくても誰でも愛する心を持っている。（『朝日新聞』
2009年 10月 12日） 
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  （32）免許があれば，私は誰でも運転手として雇うつもりです。（『毎日新聞』2016年
5月 18日） 
 例（31）（32）では「誰＋でも」の後に格助詞の「を」が後続していないにもかかわら 
ず，それぞれ「愛する」「雇う」といった他動詞の目的語として機能しているのである。 
 「誰＋でも」は格助詞の「が」「を」を伴い文を展開させるほかに，「に」「の」「と」「か 
ら」といった格助詞と一緒になって文を展開させることもある。ただし，格助詞の「に」 
「と」「から」は「誰」と「でも」の間に生起しなければならない。 
「誰＋でも」は格助詞の「に」と一緒になって，抽象的な存在の場所を表したり，行為・ 
作用の向けられる相手を表したり，受身表現における行為の主体を表したり，使役表現に 
おける行為の仕向けられる側を表したりすることができる。 
「誰」は「誰にでも～がある」という文型をつくり，事物の抽象的な存在場所という概 
念を表すことができる。 
（33）逆境は誰にでもある。問題は，その時期をどう過ごすかだ。（守屋洋『活学とし
ての中国古典 興亡の歴史に学ぶ現代の人間学』） 
（34）「誰にでも生きる権利がある，その権利を保証しない社会や人々には正義がない」
（鷲田小彌太『社会に出てから役に立つ考え方 鷲田流｢人間通｣になれる本』） 
 例（33）（34）における「逆境」「権利」などは抽象的な事柄であるがゆえ，形として表
すことができず，直接知覚で把握することができない。 
 「誰＋でも」は主述文において，後に意志動詞が続ければ，「に」と一緒になって，その
行為の影響を受ける側も表すのである。 
  （35）当事者は，そのサインを誰にでも示しているわけではない。（渋井哲也『男女男
女七人ネット心中－マリアはなぜ死んだのか』） 
  （36）いつ再度の調べがあっても大丈夫なようにしておいたのです。ですから，それ 
     を誰にでも見せびらかしたかった。（江戸川乱歩『化人幻戯』） 
 例（35）（36）に示すように，「示す」「見せびらかす」といった意志動詞は「誰にでも」
の後に続いて，主述文に生起していれば，相手格を必要するという統語的性格を持ってい
る。文中の「誰にでも」は相手格を表すものにほかならない。 
「誰＋でも」は格助詞の「に」と一緒になる場合，抽象的な存在場所や行為の向けられ
る相手を表すほかに，受身表現の実質的な担い手を表すことが可能である。 
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  （37）会津の名山と言えば，すぐ磐梯山の名があげられる。それは猪苗代の平地から 
誰にでも仰がれたからであろう。（吉本隆明『背景の記憶』） 
  （38）彼が出てみると，丸々とした体形の，誰にでも好感の持たれるふくよかな笑顔
の寮母さんが立っていた。（岩崎勝利『希望のレールで 若者達へ気力を』） 
 例（37）（38）における「誰＋でも」は格助詞の「に」と一緒になって影響や作用の出 
どころを表している。さらに，「誰＋でも」が格助詞の「に」と一緒になって，影響や作 
用をどこから受けるかという意味を表す場合，「に」は格助詞の「から」で置き換えるこ 
とが可能である。 
  （39）大人になってだれからでも，あの人はいい人だと言われるようになるんだと，
固く心に決めました。（笹沢左保『明日はわが身 人間ならば魂の開発を』） 
 例（39）に示すように，受身表現における「誰＋から＋も」は「誰＋に＋も」で置き換 
えても意味的には大差がない。 
 「誰＋に＋も」という構造は使役文において，使役の対象（述語動詞の表す動作の担い 
手）を表すことができる。 
  （40）名前はもう忘れてしまったが，誰にでもやらせるパンスケであるばかりでなく，
あんな写真を嬉しそうに撮らせるなんて。（東直己『フリージア』） 
  （41）まったく彼女は，誰にでもそう思いこませそうな雰囲気を身につけていた。（五
木寛之『凍河』） 
 例（40）（41）に示すように，「誰＋に＋V＋せる(させる)」という構造における格助詞 
の「に」は使役の対象を表す。 
 「誰＋でも」は格助詞の「の」と一緒になって連体修飾関係を結ぶ場合，「の」を受けて
連体修飾構造のヘッド（主要部）としてしか機能しえない。 
  （42）メンバーの誰でもが理念を語れるようにすることである。（鈴木敏正『生涯学習
の教育学学習ネットワーキングから』） 
  （43）政子ならずとも鎌倉の誰でもが，その人はたった一人しかいないことを知って
いる。（永井路子『北条政子』）  
 例（42）（43）では，「誰＋でも」が格助詞の「の」を受けて連体修飾構造のヘッドとし 
て機能している。そのような連体修飾構造のものがさらに主語として機能しているのであ 
る。意味特徴の角度からみれば，例（42）（43）の修飾部とヘッドとの間に包含関係ができ 
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ている。 
 「誰＋でも」が格助詞の「と」と一緒になって，「誰＋と＋でも」という形で一緒に行為
を行う相手を表すことができる。  
  （44）もっと簡単にいうと，誰とでも仲良くできる人だけが，気くばりの心を持てる
ということになります。（鈴木健二『気くばりのすすめ』） 
  （45）といって，友だちがいないとか，気むずかしいというのではなく，誰とでも 
遊び，また誰からも好かれた。（赤川次郎『愛情物語 curtain call』） 
 格助詞としての「から」は起点や出発点，または出どころを表すが，「誰＋から＋でも」
という形式は文環境の違いによって，ものや情報の与え手を表すことがある。 
  （46）“素直な心があればどこへ行っても，いつでも誰からでも何でも学ぶことができ
る”という意。（青木直美『現代 2003年 12月号（第 37巻第 12号）』） 
  （47）原則として，利害関係を有する者であれば，誰からでも，無効を主張すること
ができる。（松野民雄『民法概要』） 
 例（46）（47）における「誰からでも」はものや情報の与え手を表すものとして解され 
うるが，動作を起こす主体として解釈してもかまわない。 
 「誰+でも」は「NPでも誰でも＋肯定述語」という形で「例外なし」という意味を表す 
ことがある。ただし，「誰＋でも」は後置要素として，常に「NPでも」の後に続かなけれ 
ばならない。 
(48)「たいへんですね。なにかあれば，ぼくと三根夫が伝令になって，隊長でも誰で
も起こしてきますからね」と，帆村は当直の人びとにいった。(海野十三『怪星ガ
ン』) 
(49)そんなこと，大人でも，子供でも，誰でも分かる。(『朝日新聞』2014年 05月 10
日) 
 例（48）の「隊長でも誰でも」のような構造における「でも」が「前件の内容に関係な 
く後件がなりたつ」という「譲歩」の意味を表し，前置要素の間に並列関係が結ばれてい 
る。また例（49）の「誰＋でも」は名詞述語文を構成し，述語の一部として機能すること 
がある。 
(50)「それゃ，君，帰ったばかりだから，どうかしてるのは誰でもですよ。そのうち 
  君だって，どうかなりますからな。用心しないと入院しますよ」(横光利一『旅 
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例（50）における「誰＋でも」は「誰＋でも＋断定助動詞」のような形で，述語の一部 
として機能し，言い切りの形で文を完成させることができる。 
 
1.5「誰＋も」の意味・用法の概観 
 第五章で述べたように，「誰+も」は否定述語と結びつくだけでなく，場合によっては肯
定述語と結びつくことも可能である。否定形を要求するのが「誰＋も」の典型的な意味・
用法である。ただし，否定の述語と結びつくといっても，主語として機能したり，目的語
として機能したり，並列関係を結んだりするので，その意味・機能が多岐にわたって分布
している。 
  (51)看護婦以外は誰も部屋へはいって来なかった。(井上靖『射程』) 
  (52)誰も二千万円の金を，君のために使う奴はないだろう。(井上靖『射程』) 
 例（51）の「誰＋も」は文末の否定形と意味関係を結んでいるのに対して，例（52）に 
おける「誰＋も」はその直近の「使う」と直接に意味関係を結ぶのではなく，それを含む 
述部と意味関係を結んでいるのである。 
「誰+も」は「NPも誰も＋否定」という形で「例外なし」という意味を表すことがある。
ただし，並列関係を結ぶ場合の「誰+も」は後置要素として，常に「NP＋も」の前置を要求
するのが普通である。 
(53)もちろん，そんなことは起こらなかった。チームメートも誰も責めない。(『朝 
    日新聞』2014/03/28) 
  (54)楽天が新規参入した時，優勝するとは，日本シリーズで巨人と相まみえるとは， 
    私も誰も想像しなかった。(『朝日新聞』2013/10/22) 
 例（53）（54）における「NPも誰も＋否定」という形式が並列関係を表しうるのは「も」
が並列用法を持っていることからだと解釈することができる 
 「誰＋も」は並列関係を結ぶばかりでなく，後続要素として並列関係を受けることも可
能である。 
（55）投手も野手も誰もがこんなはずではないと思ったはず。(『中日新聞』2017/06/08) 
（56）そんな高い山の上には，人も動物もだれもやってこない場所があって，花がた
くさん咲き，氷のように冷たい小川も流れていました。（パウル・ビーヘル(著)/
野坂悦子(訳)『ドールの庭』） 
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例（55）（56）における「誰＋も」はいかなる人という意味を表すものとしてとらえられ
る。 
 肯定形を伴う「誰も」の構文的分布は次のようになっている。①「誰も」の後にさらに
格助詞の「が」が生起し，主語として機能する場合，②目的語として機能する場合，③少
数であるが，格助詞の「に」「の」「と」「から」「より」と一緒になって使う場合，④「～
も＋誰も」の形で並列関係を表す場合である。 
 「誰＋も」は肯定形を伴い，主体を表すことがある。ただし，主体として機能する場合
は「誰も」の後にさらに格助詞の「が」が後続することが多い。また，肯定形を伴う「誰
もが」はさらに取り立て助詞の「は」を受けたり，「なら」を受けたり文を展開させること
がある。また，主体を表す場合は格助詞の「が」が省略されることがある。 
  (57)また会場内では音楽や飲食が楽しめるフェスティバルも催され，誰もが自由なス 
    タイルで運動と遊びを楽しむことができます。(『朝日新聞』2013/07/23) 
  (58)「思ったことを，だれもが素直に，すぐ文章にできる。その能力がすごい。書く 
    ことに抵抗感がないのはこれまでの積み重ねでは」。授業を終えた高野さんの 
感想だ。(『朝日新聞』2013/07/14) 
  (59)通子が計画書をさしだすと，だれもが，そう質問しました。（山本素子『医師・登
山家今井通子』） 
（60）車は，ヒーローのためのものだ，というあからさまな宣言の効果がどれほど少な
いかを，だれもが知っている。無意識なものは，効果的であり続ける。（石井淳蔵
『価値の創造』） 
 アスペクトの観点からみれば，「誰＋も」の要求する述語は完成のことを表しても，未完
成のことを表しても構わない。具体的に言えば，例（59）のように「誰＋も」は過去のこ
とを表す述語と共起でき，例（60）のように「誰＋も」は未完成のことを表す述語と共起
できる。 
（61）人は誰もが弱さを持ち，間違いを犯すこともあります。(『朝日新聞』2011/08/22) 
  （62）小津少年の生身の姿に映画ファンなら誰もが心躍るだろう。(『中日新聞』
2016/08/04) 
（63）人はだれも若かった時代をまばゆいばかりの青春の記憶として飾りたがります。
(『朝日新聞』2013/10/01) 
  
 
253 
例（61）では「誰も」の前に取り立て助詞の「は」が現れ，「誰もが」は文の成分として
機能している。例（62）では「誰＋も」の前に仮定の意味を表す「なら」が現れ，「誰もが」
によって構成される成分は「なら」によって示される仮定条件のもとで「例外なし」とい
う意味を表している。主体を表す「誰も」はさらに「が」を伴うのが普通であるが，例(63)
に示すように現れないこともある。 
 「誰＋も」は格助詞の「を」と一緒になって，目的語として機能することができる。 
(64)キックで世界一の実力を持つ「天才キッカー」宮間のＣＫは誰もをうならせ，勝 
     利に導いた。(『毎日新聞』2014/05/23) 
 (65)シャンソンはそのすべてを包み込み，だれもを幸せな気分にしてくれるのだろ
う。(『毎日新聞』2010/02/19) 
 例（64）（65）における「誰も」は目的語として機能し，すべてを肯定することを表すの
である。しかし，目的語として機能する場合は「誰＋を＋も」の形で用いることも可能で
ある。 
    (66)確かな技術から生みだされる世界トップフレンチは誰をも虜にします。(『朝日新
聞』2014/03/26) 
    (67)その驚異的な速さは，観客の誰をも魅了した。(秦直之『ニッサン・スカイライン
R32 GT-R』) 
 上記の例（64）（65）と例（66）（67）に示すように，取り立て助詞の「も」は格助詞の
「を」の前においても後においても機能しうるのである。 
 格助詞の「が」「を」のほかに，格助詞の「に」「の」「と」「から」「より」も「誰」と一
緒になって，文を展開させることもある。ただし，取り立て助詞の「も」は格助詞の「に」
「と」「から」「より」の後において機能しなければならない。 
 「誰＋も」は格助詞の「に」と一緒になって，抽象的な存在の場所を表したり，行為・
作用の向けられる相手を表したりすることができる。そのほか，受身表現における行為の
主体を表したり，使役表現における行為の仕向けられる側を表したりすることもできる。 
（68）ほめられてうれしいと思わない人はいない。誰にも，自分の価値を認めてもら
いたい欲求がある。（斎藤茂太『1分間でやる気を出す 200のヒント』） 
（69）どんなモデルが売れるか，その基準はいつも動いている。ということは，誰に
もトップモデルになれる可能性があるということなのだ。（鎌田敏夫『Body & 
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money』） 
 例（68）（69）における「欲求」「可能性」などは抽象的な事柄であり，文中の「誰」は
そのような抽象的な事柄の存在場所を表すものとしてとらえることが可能である。 
 「誰＋も」はさらに主述文において，行為の影響を受ける側を表すことができる。 
（70）でもノンノ，このことしばらくは，誰にも内緒にしてくれる？」 「どうして？」 
「うん…」（柴田よしき『少女達がいた街』） 
（71）死とはだれにも訪れる通り道なんですね。どうしても避けられない。（山崎章郎
/永六輔『大往生』） 
 例（70）（71）に示すように，「内緒にする」「訪れる」といった動詞は意志性があり，主
述文に生起していれば，相手格を必要するという統語的性格を持っている。 
受身表現における「誰＋も」は「誰＋に＋も」の形で行為の実質的な担い手を表すこと
が可能である。 
  （72）「誰にも喜ばれる繊細な味わい。つい“もうひとつ”と手を伸ばしたくなります」
（『あの人が選んだ東京手みやげ』） 
  （73）ここだけは春になったことがだれにも認められる。そのころになると，村人が
セリを摘みにくるようになる（小宮宗治『定年後・八ヶ岳いなか暮らし』） 
 例（72）（73）における「誰にも喜ばれる」「だれにも認められる」の深層には「みんな 
が喜ぶ」「みんなが認める」のようなものが潜んでいると思われる。下記の例（74）に示す 
ように，そのような文における「に」は格助詞の「から」で置き換えることができる。 
（74）人間的にも松井は誰からも好かれ尊敬されるタイプだから，あえてぶつけよう
とする選手もいなかった。（マイク吉村『ヤンキース松井が殺される』） 
「誰＋に＋も」という構造は受身文に限らず，使役文において，使役の対象（述語動詞
の表す動作の担い手）を表すことができる。 
  （75）視線で周囲を意識し，非情で身のこなしが軽く孤独であるという印象を誰に 
     も抱かせる女性を，いまの社会に現われた宇宙人のような人間として創りあげ 
た。（中島誠『宮部みゆきが読まれる理由』） 
（76）その語り草のことが誰にも思い出せるし，だから，いまその木を伐ることが，
ヨネにとって常人の想像を超えた意味があるに違いないと，こわ持てしている
のだ。（大城立裕『水の盛装』） 
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 例（75）（76）に示すように，「誰＋に＋V＋せる(させる)」という構造における格助詞の
「に」は使役の対象を表す。 
 「誰＋も」は格助詞の「の」を伴い，連体修飾構造の修飾部として文を展開させたり，
「の」を受けて連体修飾構造のヘッドとして機能したりすることができる。 
     (77)緊急避難先のシェルターが一刻も早く役割を終えることは，だれもの願いだ。
(『朝日新聞』2014/05/14) 
(78)結果は，主催者を含めて誰もの予想を裏切り，赤・白ともにカリフォルニアが１
位を占めた。(『朝日新聞』2007/07/09) 
  （79）首位集団の誰もが同じことを考えているようだ。（斎藤純『銀輪の覇者』） 
  （80）自分だけが貧しいわけじゃない。村の誰もが，貧しかった。（鏡貴也『伝説の勇
者の伝説』） 
 統語的には，例（77）（78）における「誰」は連体修飾部として後続のヘッド部に連なっ
ている。例（79）（80）は「誰＋も」が格助詞の「の」を受けて，連体修飾構造のヘッドと
して機能するパターンである。 
 格助詞の「と」は「誰」と取り立て助詞の「も」の間に生起し，「誰＋と＋も」という形
で「例外なし」という意味を表すことができる。そのような構造によって一緒になって物
事をする人を表すことができる。 
  （81）化粧はしないこと。誰とも口をきいてはだめ。（ミリアム・ローリーニ(著)/興
津真理子(訳)『ウーマンズ・ケース』） 
  （82）でも，よくよく見ていると，京子に悪気はない。だれとも仲良くやるが，だれ
とも親しくつき合わない。信じないが，疑わない。（若林ミヤ『風俗嬢・私は｢つ
かの間｣の愛を売る』）  
例（81）における「誰＋と」は共同行為者を表していると考えられ，例（82）における
「誰＋と」は欠かせてはならない共同行為の相手を表していると考えられる。   
 「誰」は起点や出発点，または出どころを表す格助詞の「から」と一緒になって，文を
展開させることができる。 
  （83）そしてまるで傷を負った獣のように，誰からも離れ，心の傷が癒えるまで，ひ
とりでじっとしています。（鈴木秀子『愛する人，愛される人の 9つの性格 エ
ニアグラムでわかる最良のパートナー』） 
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  （84）共同社会（国や地方公共団体）を維持するため税金が徴収されるのであるなら
ば，だれからも公平に徴収することがのぞましい税制の第一条件といえる。（『ニ
ュース解説室へようこそ！ 2006年版』） 
 格助詞の「より」は「誰＋より＋も」の形で使用されることがある。そのような場合，
主語の表す人物が述語の表す動きについて「一番」であるという意味を表す。 
  （85）彼女はフロリダ州立大学で学んだだけに，この州のことを誰よりも熟知してい 
た。（柘植久慶『スーツケース一杯の恐怖』） 
  （86）なんだなんだ，それでは少し話が違うじゃないか。誰よりも，まず退院したい
といったのは母で，それにわたしも弟も賛成しただけではないか。（渡辺淳一
『風のように・返事のない電話』） 
 例（85）（86）に示すように，「誰＋より＋も」という構造は文脈からして，先に行動を
起こしたりするという意味を表すのである。 
 「誰＋も」は「でも」や「も」によって構成された並列関係を受けることができる。そ
のような場合「誰＋も」は前置の並列関係の表す意味内容を全面的に認めるという意味を
表す。 
(87)それぞれのプログラムが４５分で，若い方でも，家族連れでも誰もが気軽に楽し
めるようになっています。(『読売新聞』2013年 04月 06日) 
  (88)だがそんな中にあって，サッカーファンも映画ファンも誰もがこよなく愛する映
画が存在する。(『朝日新聞』2013/01/19) 
例（87）（88）における「誰＋も」は前置の並列関係のものを受けて，「例外なし」とい
う意味を表すものである。 
 
1.6対照分析 
 この節では，対照研究の観点から“谁都～”の意味・用法を軸に「誰＋でも」「誰＋も」
の意味・用法との対応・非対応関係について対照分析を行う。具体的に，どんな場合に「誰
＋でも」の意味・用法と対応し，どんな場合に「誰＋も」の意味・用法と対応するかとい
うことに焦点を当てて，対応・非対応関係を浮き彫りにする。 
現代中国語における“谁都～”は肯定述語文と否定述語文の両方に用いられる。どちら 
も「例外なし」という意味を表すものとしてとらえられる。否定述語を伴う場合の意味・
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用法は主に“Ｖ不准”“Ｖ不住”“Ｖ不了”のような“不”を含めた可能補語に分布し
たり，“不”や“没（没有）”のような否定の意味を表す副詞を含む文に分布したりしてい
る。そのような場合の意味・用法は，「誰＋も」と対応するが，「誰＋でも」とは非対応関
係にある。 
  （89）退休多年的张女士告诉记者，这个岛曾经是他们这些退休老人的主要活动场所，
早上晨练，晚上跳舞，散步，但自从有关部门将它出租给烧烤园之后，现在谁都
不去了。(《海南视窗》2007年 8月 21日) 
（89’）＊退職して何年も経った張さんは記者に対し次のように述べている。この島は
かつて退職した老人の主な活動場所であった。早朝はトレーニング，夜はダ
ンス，散歩をしていたが，関連部門がそこを焼肉料理店に貸し出した後，現
在，誰でも行かなくなった。 
（89”）退職して何年も経った張さんは記者に対し次のように述べている。この島は
かつて退職した老人の主な活動場所であった。早朝はトレーニング，夜はダ
ンス，散歩をしていたが，関連部門がそこを焼肉料理店に貸し出した後，現
在，誰も行かなくなった。 
  （90）一家人天各一方，谁都不敢相信全家还会有大团圆的日子。（《人民网》2015年 03
月 08日） 
（90’）＊家族の全員が互いに遠く離れていて，まさか一家全員で大団円を迎える日が
来るとは誰でも思わなかった。 
（90”）家族の全員が互いに遠く離れていて，まさか一家全員で大団円を迎える日が
来るとは誰も思わなかった。 
  （91）就是这些说者无心的话，却让听者上心了，谁都没看出来，小军的内心充满了内
疚，自责和挫败感。（《今日早报》2014年 01月 04日） 
（91’）＊言うほうは何の気なしでも，言われたほうは気になるものだ。誰でも気付か
なかったが，軍くんの内心は後ろめたさ，自責，挫折の感情で溢れかえって
いた。 
（91”）言うほうは何の気なしでも，言われたほうは気になるものだ。誰も気付かな
かったが，軍くんの内心は後ろめたさ，自責，挫折の感情で溢れかえってい
た。 
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  （92）结果，“铁甲神医”们信心满满地上去，却垂头丧气地下来，谁都没能完成任务。
（《人民日报》2015年 03月 26日） 
（92’）＊結果，『鉄甲神医』たちは自信満々で任務の遂行に赴いたが，意気消沈して
帰還した。誰でも任務を遂行することができなかった。 
（92”）結果，『鉄甲神医』たちは自信満々で任務の遂行に赴いたが，意気消沈して帰
還した。誰も任務を遂行することができなかった。 
（93）谁是国内实力最强的电影演员？大概谁都说不准。(例（17）を再掲) 
（93’）＊誰が国内で一番実力のある映画俳優なのか。たぶん誰でも正確に答えられな
い。 
（93”）誰が国内で一番実力のある映画俳優なのか。たぶん誰も正確に答えられない。 
   （94）无论是唱歌还是演戏，她的才能正在全面绽放，对她的辉煌前程，谁都坚信不疑。 
(例（1）を再掲) 
（94’）＊歌であれ演技であれ，彼女の才能は今まさに全て開花した。彼女の輝かしい
前途を誰でも堅く信じて疑わない。 
（94”）歌であれ演技であれ，彼女の才能は今まさに全て開花した。彼女の輝かしい
前途を誰もが堅く信じて疑わない。 
 例（89）～（94）における“谁都～”は日本語の「誰＋でも」と非対応関係にある。「誰 
＋でも」は否定述語と共起できないことが主な原因であろう。日本語では，「誰＋も」が 
否定述語と共起するのが普通である。具体的に言えば，中国語の疑問詞の“谁”は後続の 
副詞の“都”とともに修飾成分として述語と関係し，“谁＋都＋肯定述語”のような構造を 
つくることが可能であるし，“谁＋都＋否定述語”のような構造をつくることも可能であ 
る。これに類似したものとして日本語の構文も「誰」の後に副助詞の「でも」が続き，「誰 
＋でも＋肯定述語」のようなメカニズムで物事を包括的に表現するのである。しかし，「誰 
＋でも＋否定述語」のようなメカニズムで物事を包括的に表現することはあまりないよう 
である。 
もっと詳しく言えば，中国語の副詞の“都”は“谁都不去”（誰も行かない）のように 
全面否定文にも使えるのに対して，日本語の副助詞の「でも」は「誰+でも+否定述語」の
ように連結して機能することはないということである。つまり，中国語の“谁都～”とい
う形式は肯定にも否定にも自由にかかっていくのである。 
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 ただし，“谁都～”は肯定述語と共起し，広く認められる一般論のことを表す場合，「誰 
＋でも」はもちろんのこと，「誰＋も＋が」とも対応関係にある。 
  （95）谁都希望赢，为了第一场胜利我们都快憋坏了，可是今年的运气实在是太差了，
越去想第一场胜利，胜利就越是迟迟不来。(例（93）を再掲する)(誰でも/誰も
が勝ちたいと思い，初戦を勝ち取るために我々は気がめいる。しかし今年は運
が悪く，初戦で勝ちたいと思えば思うほど，勝利はなかなか来ない。) 
  （96）李克强抬高嗓音说，谁都想过好日子，政府会和大家一起努力，下决心在温饱问
题解决后，解决大家住的问题。(例（2）を再掲)(「誰でも/誰もが良い暮らしが
したいものです。政府は皆さんと一緒に努力し，衣食の問題が解決された後，
住まいの問題を解決しなければならないと決心をしました。」と，李克強は声
高に言った。) 
  （97）谁都知道人才的可贵，但什么是人才呢？(例（15）を再掲)(人材は貴重なものだ
と誰でも/誰もがわかっている。しかし，何が人材なのだろうか。) 
  （98）谁都相信品牌的力量，同样布料的衣服，如果是名牌，可以卖出 10000元的价格，
如果不是名牌可能 100元都没人要。(《人民网—媒介方法》2006年 09月 12日)(ブ
ランド品の影響力は誰でも/誰もが知っている。同様の生地で作られた衣服はブ
ランド品であれば 10000 元で売り出すことができるかもしれないが，ブランド
品でなければ 100元でも誰も買わない。) 
 例（95）～（98）の訳文に示すように，広く認められる一般論のことを表す場合の“谁 
都～”は「誰＋でも」と対応していることはいうまでもないが，「誰＋も＋が」とも対応 
関係にあるのである。 
 また，“谁都～”に可能表現が後続する場合，「誰＋でも」「誰＋も＋が」の両方に対応 
する。 
  （99）我们班的留学生谁都能看懂中文报。（《人民日报》2013 年 08 月 29 日）（うちの
クラスの留学生は誰でも/誰もが新聞を読める。） 
  （100）现在谁都能考上大学。（《人民日报》2013 年 08 月 29 日）（現在は誰でも/誰も
が大学に入れる。） 
 先にも述べたように，「誰+でも」の後に可能を表す表現が後続することができる。それ 
と同様に，「誰+も」にも可能を表す述語が後続することが多い。そのような場合，“谁都 
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～”は「誰＋でも」「誰＋も」の両方で訳すことができる。 
 しかし，肯定述語と共起する場合，すべて「誰＋でも」と対応関係にあるわけではない。 
アスペクトの観点からみれば，過去のことを表す場合，“谁都～”は「誰＋も＋が」と対 
応関係にあるが，「誰＋でも」とは非対応関係にある。次の例（101）（102）はその裏付け 
である。 
（101）在维也纳，布达佩斯和布拉格，《赤壁》作为“谁都听过但没见过的”京剧，令
国外观众大叹惊艳。(例（5）を再掲) 
（101’）＊ウイーン，ブダペストとプラハで『赤壁』は「誰でも聞いたことがあるが
見たことがない」京劇として外国の観客を魅了し，感動させた。 
（101”）ウイーン，ブダペストとプラハで『赤壁』は「誰もが聞いたことがあるが見
たことがない」京劇として外国の観客を魅了し，感動させた。 
  （102）游戏谁都玩过，但如果您还没玩过《新破天一剑》，那就太遗憾啦！(例（6）を
再掲)  
（102’）＊誰でもゲームをしたことがあるが，まだ『新破天一剣』を体験したことが
ないのであれば大変残念だ。 
  （102”）誰もがゲームをしたことがあるが，まだ『新破天一剣』を体験したことがな
いのであれば大変残念だ。 
アスペクトの観点からみれば，日本語の「誰＋も＋が」の要求する述語は未完成のこと
でも完成のことでもかまわない。それに対して，「誰＋でも」の要求する述語は未完成のこ
とに限られる。それゆえ，例（101）（102）における“谁都～”は例（101’）（102’）のよ
うに「誰＋でも」の形で訳すことができない。 
 今度は角度を換えて日本語の表現をベースに対応・非対応関係をみる。この節の 1.4
で述べたように，「誰＋でも」は格助詞の「の」と一緒になって連体修飾関係を結ぶ場合，
「の」を受けて連体修飾構造のヘッドとしてしか機能しえない。「誰＋も」は格助詞の「の」
と一緒になって連体修飾関係を結ぶ場合，二つのパターンがある。一つは「の」を伴い連
体修飾構造の修飾部として文を展開させるパターンであり，もう一つは「の」を受けて連
体修飾構造のヘッドとして機能するパターンである。そのような場合は「例外なし」を表
す“谁都～”とは非対応関係にある。 
   （103）政子ならずとも鎌倉の誰でもが，その人はたった一人しかいないことを知っ 
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ている。（永井路子『北条政子』） 
  （103’）＊不仅政子连镰仓的谁都知道那个人是孑然一身。 
  （103”）不仅政子连镰仓的每个人都知道那个人是孑然一身。 
  （104）自分だけが貧しいわけじゃない。村の誰もが，貧しかった。（例（80）を再掲） 
  （104’）＊不仅我穷。村里谁都穷。 
    （104”）不仅我穷。村里的每个人都穷。 
（105）結果は，主催者を含めて誰もの予想を裏切り，赤・白ともにカリフォルニアが
１位を占めた。(例（78）を再掲) 
（105’）＊结果出乎包括举办方谁都的预料，不管红葡萄酒还是白葡萄酒都是加利福尼
亚州取得了第一名。 
（105”）结果出乎包括举办方所有人的预料，不管红葡萄酒还是白葡萄酒都是加利福尼
亚州取得了第一名。  
中国語のネイティブに対するアンケート調査したところ，例（103）（104）（105）のような文にお
ける「誰＋でも」「誰＋も」は“谁都～”で訳しても良いという答えも得られたが，“所有人”“每个
人”で訳したほうが良いと答えた人が圧倒的に多い。  
 
1.7まとめ 
以上，“谁都～”と日本語の「誰＋でも」「誰＋も」との対応・非対応関係について対
照分析を行った。分析の結果は改めて次のようにまとめられる。 
①“谁都～”は否定述語と結びつく場合「誰＋も」と対応するが，「誰＋でも」とは 
非対応関係にある。 
②広く認められる一般論のことを表す場合の“谁都～”と可能表現が後続する場合
の“谁都～”は「誰＋でも」「誰＋も」の両方に対応する。 
③アスペクトの観点からみれば，過去のことを表す文に生起した“谁都～”は「誰＋
も」と対応関係にあるが，「誰＋でも」とは非対応関係にある。 
④日本語では「誰＋でも」「誰＋も」は格助詞の「の」と一緒になって機能する場合，
「例外なし」を表す“谁都～”とは対応しない。 
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注 
１）訳文は杉村博文，木村英樹（1995）からの引用である。 
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２ “谁也～”と「誰＋も」の共起制限の比較 
2.1はじめに 
 中国語では「例外なし」を表す“谁也～”の意味・用法は日本語の「誰＋も」と対応す
ることがあり，また，対応しないこともある。しかし，具体的にどんな場合に「誰＋も」 
の意味・用法と対応し，どんな場合に対応しないかについては，まだ明確なルールが示さ
れていない。 
 この節では，“谁也～”と日本語の「誰＋も」との対応・非対応関係を明らかにし，そ
うすることによって第二言語教育のためのルールを確立したい。 
 
2.2先行研究の再検討 
 「例外なし」を表す“谁也～”に関する研究は苏培成（1984）や望月十八吉（1994）な
どに散見される。 
 苏培成（1984）では，「例外なし」の意味を表す疑問詞の後に続く“也”は「類似」と
いう意味を表し，“谁+也”は A さんの動きに従って B さんも動くという含みを持ってい
ると指摘されている。 
望月十八吉（1994）では，疑問詞は場合によって疑問の意味を失い，不定の意味に使わ
れるとされ，“也”と呼応する場合は，疑問詞は例外のない総括的な表現として用いられ
るとされている。 
統語機能を視野に入れていない点はこれまでの研究に共通しているところである。つま
り，分布状況に関する説明があまりないようである。そうなると，“谁也～”はどんな場
合に肯定述語を要求しどんな場合に否定述語を要求するかについては明確な答えを出すこ
とがむずかしいだろう。 
一方，「例外なし」を表す「誰＋も」に関する研究は寺村秀夫（1991），仁田義雄（2009）
などが挙げられる。 
寺村秀夫（1991）では，「ドコ，ダレ，ナニなどの疑問名詞（+格助詞）にモが付いて，
それが否定の述語で結ばれると，（V）の場合と同様，全部否定になる。」のように述べ，
「疑問語+モ」という文型については，「そのセットのどのメンバーをとりだしても，それ
に対応する述語は否定」という意味を表すとされている。さらに，「ダレモ，ナニモ，ドン
ナ～モ，ドウモなどは，肯定的述語とは結びつかない。結びついても非常に不自然である。」
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のように指摘されている。ナニモ，ドンナ～モ，ドウモなどは本論文の研究テーマと関係
ないので，ここでは触れないことにするが，「誰＋も」に関する指摘は賛同できない部分が
ある。具体的に言えば，下記の例（1）における「誰＋も」は「口を噤んでいた」のような
「肯定的述語」と結びついているにもかかわらず，文としては自然なものである。 
仁田義雄（2009）では，疑問詞に「も」がついたものは，基本的に否定の述語と共起し，
同類のものすべてを否定し，述語を肯定の述語にかえることはできず，ただし，疑問詞に
よっていくつかの例外があるとされている。たとえば，「だれも」の形では，否定の述語と
しか共起しないが，後に「が」がついて「だれもが」の形になると，肯定の述語とも共起
できるようになると述べている。 
先行研究で示されたルールに照らし合わせて考えれば，上記の例（1）と次の例（2）の
ような用例については，合理的に説明することができない。 
（1）その細長いテーブルには先客が四人ほどいて，雑誌を拾い読みしたり頬杖を突い
たりしていたが，彼女が来た時には誰も口を噤んでいた。(福永武彦『死の島』) 
（2）彼女の程度の左傾化は，今の日本に於いては流行性痲疹の如きもので，若いも 
のは誰も一度はかかるのだし，そうしてやがてけろりとするのだ。(野上弥生子
『真知子』)  
例(1)(2)における「誰＋も」は肯定述語と結びついていることは誰の目にも明らかであ
る。いうまでもなく，「誰＋も」はほとんどの場合において否定形となじむ関係にあるが，
例(1)(2)のような現象がある以上，それを無視してはならない。例(1)(2)のような現象を
解明するためには，述語の性格に注目する必要があるように思われる。 
「例外なし」を表す中国語の“谁也～”と日本語の「誰＋も」の意味・用法に関する対
照研究は，管見の限りないようである。分布状況の違いを明らかにすることは誤用を予測
し事前に回避したり，誤用が起こった場合，その原因を理解したりするために現実的な意
味を持つものと思われる。下記の例を見る。 
  （3）分会長の質問に，だれも答える者がない。(石川達三人間『人間の壁』) 
  （3’）对于分会长的问题，没有人能回答上来。 
 訳文としての例（3’）に示すように，例（3）における「誰＋も」は「例外なし」を表す
ものとしてとらえられるにもかかわらず，中国語の“谁也～”で訳すと不自然な文になる
ので，“没有人”のようなフレーズで対応しなければならない。つまり，「例外なし」を表
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す「誰＋も」にあたる中国語の表現は文脈の違いによって“没有人”で訳しても許される
場合がある。 
 なぜこのようなずれが生じているのだろうか。このような意味・用法上の食い違いを説
明するのに，新たなルールの確立が必要である。以下では，まず，中国語の“谁也～”の
意味・用法と日本語の「誰＋でも」「誰＋も」の意味・用法を概観する。そうしたうえで，
統語論の観点から“谁也～”と日本語の「誰＋も」との対応・非対応関係について述べる。 
 
2.3“谁也～”の意味・用法の概観 
 第２章で述べたように，「例外なし」を表す“谁也～”は否定述語と結びつくだけでなく，
場合によっては肯定述語と結びつくことも可能である。“谁也～”は肯定述語と共起する
ことについては，筆者の内省では，やや不自然さを感じるが，肯定述語と共起するような
用例が数多くみられるので，無視してはならない。 
肯定述語を要求する“谁也～”という表現パターンは無秩序に分布しているのではなく，
主に能力・許可・可能を表す助動詞の“能”“会”“可以”を伴う場合，知覚・認識を表す
動詞の“知道”を伴う場合，願望を表す動詞と共起する場合，当為を表す助動詞の“得
[děi]”“要”と共起する場合，否定的な意味を表す“懒得”“很难”“难以”と共起す
る場合に分布しているのである。  
 能力・許可・可能を表す助動詞に“能”“会”“可以”は“谁也～”と共起することがで
きるが，同じカテゴリーに属する“敢”は“谁也～”と共起する用例がみられていない。 
（4）洁白娇嫩的脸上突然长斑，任谁也会觉得痛苦不堪。（《人民网》 2013年 04月 18
日）（白く瑞々しい顔の上に突然シミができたのだから，誰だって耐え難い苦し
みだと思うだろう。） 
（5）假如是一个队伍，不只我可以带，谁也可以带，谁带我的队伍都不会有问题，并且
带得很好。（《人民网》2012-03-13）（もしもそのチームに私だけでなく誰もが率
いていいし，誰が率いても何も問題が無いっていうなら，それは素晴らしいチー
ムだろう。） 
（6）这一微博引发了网民议论。网民“乐安出版”说：“绑匪抓不到，赎金照样交， 
这谁也能干啊，要警察干什么？”（《人民网》2011年 12月 31日）（一つのマイ 
クロブログがネットユーザーに議論を引き起こした。ネットユーザ “ー楽安出版”
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氏はこう述べている。「誘拐犯は捕まえられず，身代金はいつものように持って
かれて，これが警察の仕事だってんなら，誰だって警察官になれるよ。警察の
人たちは自分たちが何しなきゃいけないかわかってんの？」） 
 例（4）（5）（6）に示すように，能力・許可を表す助動詞“能”“会”“可以”は“谁也～”
となじむ関係にある。また，例（3）に示すように，“谁也～”の前に接続詞の“任”を置
くことができる。“谁也～”を伴う“任”はいかなる人であろうとも，結果が変わらない
という意味を表すので，「例外なし」という意味を表すものとしてとらえられる。 
現代中国語では知覚・認識を表す動詞に“觉得”“认为”“理解”“相信”“知道”な
どがある。しかし，“谁也～”を受けて文を展開させることができる動詞は“知道”だけ
である。 
（7）谁也知道马克思是人不是神，不是天生的马克思主义者，而是一生中也犯过错误，
说过错话。（《人民网》2017 年 01 月 03 日）（ご存知のように，マルクスは神では
なく人間だ。生まれながらのマルクス主義者だったわけではない。一生のうちに
は間違ったことを行い，間違ったことを語ることだってあった。） 
（7’）＊谁也(觉得/认为/理解/相信)知道马克思是人不是神，不是天生的马克思主义者，
而是一生中也犯过错误，说过错话。 
（8）谁也知道，朝鲜是一个较小的国家，但其战略地位则极重要。（《人民网》2012-08-
14）（北朝鮮は一つの小国だが，戦略上極めて重要な地位にあることは周知の事
実である。） 
（8’）＊谁也(觉得/认为/理解/相信)，朝鲜是一个较小的国家，但其战略地位则极重
要。 
 例（7）（8）における“知道”は思考・認識を表すものである。“谁也～”はそのよう
な意味・用法の“知道”となじむが，“觉得”“认为”“理解”“相信”とはなじまない
関係にある。 
 願望を表す“想”“愿意”“希望”“渴望”“喜欢”“爱”“喜爱”などはさらに動
詞述語文を伴うことができる。そのような意味・用法においては共通点がみられる。しか
し，“渴望”“喜欢”“爱”“喜爱”などは“谁也～”と共起することができない。 
（9）这时敌人离得不很远，开会也不便再打锣，冷元铁锁们一大伙热心的人就跑到各 
家叫人去，好在这时候捉住了散兵，谁也想来看看，因此人来得反比平常时候更多。
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（赵树理《李家庄的变迁》）（そのころ敵は遠くない場所にいて，会議中にどら
を打つのは危険だったので，冷元や鉄鎖のような熱情に溢れた者たちは家々に
声をかけに行った。ちょうどその時散兵を捕まえ，誰もが見たがったので，か
えって普段の時よりも人が多く集まることになった。） 
（10）百块的小家电产品换起来可就没那么令人心疼，谁也愿意换个最新款的。（《人民 
网》2012月 08月 16日）（百元くらいの小型家電だったら頻繁に買い換えても惜 
しくないから，誰だって最新版に買い換えたがるよ。） 
（11）作为家长，这种想法是没错的，谁也希望自己的晚辈，生活得富裕一些，自己也
就宽慰了。（《人民网》2013 年 05 月 03 日）（保護者にとって，こんな考え方も
悪くない。誰でも次世代の者には，より豊かな生活を送って欲しいと願う。そ
れが彼ら自身の慰めにもなるのだ。） 
 内的状態を表す点においては“想”“愿意”“希望”“渴望”“喜欢”“爱”“喜爱”
などは“觉得”“认为”“理解”“相信”“知道”などと共通している。しかし，前者の
表す内的状態は「感情」「感覚」としてとらえられ，後者の表す状態は「思考」「認識」と
してとらえられる。例（9）（10）（11）では“渴望”“喜欢”“爱”“喜爱”の生起が容認
されない。 
 現代中国語では“得[děi]＋V”“应该＋V”“应当＋V”“要＋V”のような構造は話
し手の事柄に対する認識や態度を表すものである。これらのものの中で“得[děi]”“要”
だけが“谁也～”と共起することができる。 
（12）我总以为人究竟不能胜过一切，谁也得有消化不了的东西。（《老舍短集》）（私は
結局のところ人は全てに勝つということはできないと考える。誰しも解決でき
ない物事はあるものだ。） 
（13）自尊心甚强的现代人若被说一句“你那是模仿”，大概无论谁也要生气的，并极
力证明这不是模仿。（《读书》）（自尊心の強い現代人が一言，「お前のそれパクリ
だろ」と言われたら，おそらく誰もが怒りを顕わにし，必死に模倣でないこと
を証明しようとするだろう。） 
例（12）（13）における“谁也～”はそれぞれ当為を表す助動詞の“得[děi]”“要”を
伴い，「道理・事実からして，そのようにすべきである」或いは「そうしなければならない」
という意味を表している。 
  
 
268 
 “懒得”“很难”“难以”のようなフレーズには否定的要素が含まれている。“谁＋也
～”は“懒得”“很难”“难以”を伴い文を展開させることができる。そのような場合の文
のスタイルは肯定文でありながら，意味的には打ち消しの意味として認められる。 
（14）旧城就像一个烂摊子,谁也懒得收拾,总想着在新的土地上崛起“高精尖”的复合
体。（《法制日报》2013 年 01 月 14 日）（旧市街はまるでガラクタを並べた露店
のようだ。誰も片付けようとせず，どこか新しい土地に『高レベルで精密で先
端的』な複合体が現れてくれればいいのにと考えているのだ。） 
（15）使用了纳税人血汗钱的这些学生，大量出国留学，取得博士学位后，究竟有多少
能回来为国效力，现在谁也很难保证。（《人民网》2014 年 02 月 26 日）（これら
の学生たちは納税者から得た血税を使い，大勢で国外に留学したが，博士号を
取得した後は，いったいどれだけの学生が国に帰って学んだ成果を生かしてく
れるのか，現在は誰も保証できない。） 
例（14）（15）には“不”や“没”のような，それを打ち消し否定する形式がないにもか
かわらず，否定文として認められる。そのような意味構造のものが“谁也～”となじむ関
係にある。 
 さらに“谁也～”の後に“无能为力”“爱莫能助”のような否定の意味が含まれた四
文字熟語が生起することがある。 
（16）过去十几年里，2.6 亿农民相继进城，接近俄罗斯和日本人口的总和。其子女教
育与就业，自身医疗与住房，十几年积累的问题要一下解决，恐怕谁也无能为力。
（《解放日报》2015年 03月 16日）（過ぎ行く十数年のうちに，ロシアと日本の
人口の総和に近しい数の，二億六千万人もの農民が次々と都市へ流入していっ
た。彼らの子どもたちへの教育と雇用，彼ら自身への医療と住居，十数年のう
ちに積もり積もった問題を一気に解決するのは，恐らく誰であれ，どうするこ
ともできないだろう。） 
（17）哪怕职位很高，权力很大的贪官，一旦被“网”上，只有认栽的份儿，谁也爱莫
能助。（《人民网》2011 年 11 月 09 日）（職位も権力も強大な，恐るべき悪徳官
吏でさえも，いったん『ネット』に絡め取られれば，惨めな立場に陥り，誰も
助けようがない。） 
例（16）（17）における“谁也无能为力”“谁也爱莫能助”の中の“无”“莫”は打ち消
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しの意味を表すマーカーである。そのような意味構造の四文字熟語は，“谁也～”と共起
し，「例外なし」という意味を表すことができる。 
“谁也～”の後に否定を表す副詞の“不”が生起することが多い。“谁也＋不～”は文
末の“了”と呼応して機能することができる。 
  （18）以前村里人还常到空地去遛弯儿，现在成垃圾场了，谁也不去了。（《北京日报》
2014 年 02 月 20 日）（「以前は村の人がちょくちょく空地をぶらついてたけど
ね，今はゴミ捨て場になっちまってね，誰も行きやしないよ」） 
（19）我知道这段期间很少有人去山西，所以我去了他们还挺感动的，说你看这个时候
大家都怕粘包，谁也不来了。（《新京报》2015 年 03 月 04 日）（私はこの時期に
山西に行く人はとても少ないのだと知った。私が行った時彼らはとても感動し，
「見なよ，この時分はみんな濡れ衣で陥れられるのを怖がって，誰も来やしな
い」と語った。） 
 例（18）（19）の文末における“了”は完了を表すのではなく，何らかの変化を表すもの
である。 
能力・許可・可能を表す助動詞の“能”“会”“可以”“敢”は動詞を伴い，動詞フレーズ
を作り，“谁也＋不～”と共起することが可能である。 
（20）谁也不能说，网友的观点就是错的，但令人遗憾的是，从这样的言论中，我们看
不到舆论该有的宽容态度。（《人民网》2017 年 05 月 12 日）（中国ネットユーザ
ーの観点が間違っていたとは誰も言えない。しかし，残念なことに，我々はこ
のような言論の中で，世論は寛容でなければいけないということを見失ってし
まう。） 
（21）谁也不会想到，当年送出去的大队党支部书记，现在是咱们党的总书记。（《学习
时报》2017 年 08 月 28 日）（その年送り出した大隊党支部書記が，現在は我々
の党の総書記だとは，誰も思い至らないだろう。） 
（22）李春波小时候，家里的规矩特别多，大人没有上饭桌之前小孩子是谁也不可以上
去的。（《人民网》2016 年 02 月 03 日）（李春波が幼い頃，家庭内の規則はとて
も多く，大人が食卓に着く前に子供が食卓に着くのは許されなかった。） 
（23）所有来看他的人都红了眼，但谁也不敢哭出声。（《安徽日报》2017年 09月 21日）
（見に来た人はみな目を赤く腫らしたが，誰も声を上げて泣きはしなかった。） 
  
 
270 
 例（20）の“能”は可能の意味を表し，例（21）の“会”は能力を表すと考えられる。
どちらも広義的な可能を表し，例（22）の“可以”は許可を表し，例（23）の“敢”は
「そうする勇気がある」という意味を表すと考えられる。例（20）（21）（22）（23）に示
すように，“能”“会”“可以”“敢”によって構成された述語は“谁也＋不～”と共起しう
る。ただし，“敢”は“谁也敢”の形で用いることが不可能である。 
先にも触れた“得[děi]＋V”“应该＋V”“应当＋V”“要＋V”のような構造は“谁
也＋不～”を受けることが可能である。 
（24）这是历代传下来的规矩，谁也不得违背。（《人民网》2016 年 02 月 29 日）（これ
は歴代から伝わる規則だ。誰も背いてはならない。） 
（25）对于共产党员来说，谁也不应该回避自己的失误。（《长江日报》2013年 08月 27
日）（共産党員にとっては，誰も自分の失敗から逃げてはいけないのだ。） 
（26）中国不会谋求地区霸权，而且会全力反对第三国的干涉。特别是，谁也不应当付
诸过时的冷战思维。（《人民网》2012 年 02 月 05 日）（中国が地域の覇権を握ろ
うとすることは無い。さらに，中国は全力で第三国からの干渉に反対する。特
に，過ぎし日の冷戦を蘇らせてはならない。） 
（27）学习是艰苦的，又是快乐的，谁也不要想不付出辛劳就能成才，辛苦并快乐着好
于快乐并辛苦着。（《人民网》2017 年 09 月 19 日）（学習とは苦しみであり，喜
びでもある。苦労せずに成功する人はいない。） 
例（24）の“不得”，例（25）の“不应该”，例（26）の“不应当”，例（27）の“不
要”は「そうしてはならない」という意味を表している。“得[děi]＋V”“应该＋
V”“应当＋V”“要＋V”のような構造は“谁也～”とも“谁也＋不～”ともなじむ関
係にある。 
 “想”“愿意”“希望”“渴望”“想要”“喜欢”“爱”“喜爱”などは “不”の修飾
を受けることが可能である。ただし，そのような場合，話し手や文の主体にとって述語の
表す動きに不利益が含まれていることを要求する。 
（28）家长当然愿意孩子就近入学，谁也不希望把时间浪费在路上。（《经济日报》2017
年 02 月 27 日）（保護者が我が子を近くの学校に入学させたいと思うのは当然
だ。誰も通学のために時間を浪費したくはない。） 
（29）如今车市竞争激烈，谁也不乐意做第一个改变者。（《新闻晨报》2015年 01月 11
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日）（最近のクルマ市場の競争は激烈で，誰も第一の改変者にはなりたがらな
い。） 
 例（28）における“把时间浪费在路上”は不利益を含意しているので，“谁也＋不～”
と共起することができる。ただし，例（29）における“做第一个改变者”が“谁也＋不～”
と共起できるか否かについては話し手や文の主体から見て，“做第一个改变者” という
動詞フレーズに不利益の含意があるかないかによる。 
認識活動を表す動詞としての“知道”“理解”“相信”“觉得”“认为”などは“谁也
＋不～”と共起することが可能である。 
（30）前阵子在电视上看到部队正在改革的消息后，心里就一直打鼓，孩子打电话来都
是报喜不报忧，谁也不知道他在部队到底如何。（《中国国防报》2017年 04月 10
日）（この間テレビで部隊が改革されているというニュースを見たんですが，ず
っと胸騒ぎがしています。息子が電話で話してくれるのは良い事ばかりで，悪
い事は話してくれません。誰も息子が部隊でどうしているのか知らないんです。） 
（31）偏僻小乡村的乡亲们，听说樊丽以一亩地 800元的“天价”租地，种完出租。谁
也不理解，都认为她疯了，谁也不愿意跟疯子打交道。（《科技日报》2014年 02月
14 日）（辺鄙な小村の村人たちは，樊麗が１ムーの土地を８００元の『ぼった
くり価格』で借り，種まきを終えた後で貸し出したことを誰も理解できず，彼
女の気が触れたと思い，彼女を狂人扱いして誰も付き合おうとしなかった。） 
 “知道”は“谁也～”となじむ関係にあることは先にも述べた。例（30）に示すように，
“知道”は“谁也＋不～”ともなじむ関係にある。それと逆に，“理解”は“谁也＋不～”
となじむ関係にあるが，“谁也～”とはなじまない関係にある。 
また，“不”は“V 不了”“V 不准”のような形でいわゆる可能補語を構成することがあ
る。“谁也～”は“不”を含めた可能補語を伴い，文を構成することができる。 
（32）想自杀的人共同的心理特征是孤独，认为谁也理解不了自己，谁也帮不了自己，
在这个世界上惟有自己最不幸，最痛苦。（《科技日报》2013 年 09 月 23 日）（自
殺を望む人は共通して孤独感に心を支配されており，誰も自分を理解できず，
誰も自分を助けられず，この世界で自分が最も不幸せで，最も苦しんでいると
思っている。） 
（33）彩票中奖强求不得，谁也说不准下一期的开奖号到底是什么。（《人民网》2016年
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11月 21日）（宝くじを当てることは難しい。後に発表される当選番号など誰も
正確に言えない。） 
例（32）(33)における“理解不了”“说不准”は“不”を含めた可能補語であり，その
内部に否定の意味が含まれている。そのような意味構造のものは，“谁也～”となじむ関
係にある。ただし，可能補語の中にすでに“不”が含まれているので，さらに“谁也＋不
～”と共起することができない。 
“谁也～”の後には“不”が現れるだけでなく，否定を表す副詞“没（没有）”も生起す
ることができる。しかし，“V＋过”が現れた場合は“谁也＋没（没有）～” の生起が容
認されても，“谁也＋不～”の生起が容認されない。 
（34）我们常常听到“多喝热水”的嘱咐，可是好像谁也没说过到底该喝多少度的水。
（《人民网》2017年 04月 29日）（我々は常々「お湯をたくさん飲みなさい」と
言い聞かせられてきたが，いったい何度の水が飲用に適しているのかは誰も教
えてくれなかった。） 
(34’)我们常常听到“多喝热水”的嘱咐，可是好像谁也不说过到底该喝多少度的水。 
（35）师娘也会燕青拳，但不教授学生，谁也没看过师娘练拳。（《辽沈晚报》2013年 10
月 11日）（先生の奥さんも燕青拳の使い手だったが，学生に教えようとはしな
かったので，誰も奥さんが燕青拳を練習する姿を見たことがなかった。） 
(35’)师娘也会燕青拳，但不教授学生，谁也不看过师娘练拳。 
 “谁也＋没（没有）～”は可能を表す助動詞“能”“敢”を伴い，動詞フレーズを作り，
文を構成することができる。 
（36）最终，谁也没能挡住这个做着飞行梦长大的小女孩儿。她顺利考入空军航空大学，
并成为当年的入学“状元”。（《中国青年报》2016 年 04 月 23 日）（最終的に，
誰もこの空を飛びたいという夢を大きく膨らませた小さな女の子を説得するこ
とができなかった。彼女は順調に空軍航空大学に入学し，その年で最も優秀な
新入生となった。） 
（37）我们本来认为，如果先飞到韩国，再飞去日本应该更快，但谁也没敢多问。（《人
民政协报》2014 年 08 月 14 日）（私たちはまず韓国まで飛んでいって，次に日
本に飛んで行けばもっとはやいはずだと思っていたが，誰も確認する勇気がな
かった。） 
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 例（36）（37）に示すように，述語の一部として機能する“能”“敢”は“谁也＋没（没
有）～”と共起することができる。 
 
2.4「誰＋も」の意味・用法の概観 
第五章で詳しく述べたが，「誰+も」は否定述語と結びつくだけでなく，条件付きで肯定
述語と結びつくことも可能である。しかし，一言，否定の述語で結ばれるといっても，「誰
＋も」は主語として機能したり，目的語として機能したり，並列関係を結んだりするので，
その意味・機能は多岐にわたって分布している。 
  (38)看護婦以外は誰も部屋へはいって来なかった。(井上靖『射程』) 
  (39)誰も二千万円の金を，君のために使う奴はないだろう。(井上靖『射程』) 
 例（38）の「誰＋も」は文末の否定と意味関係を結んでいるのに対して，例（39）にお 
ける「誰＋も」はその直近の「使う」と直接に意味関係を結ぶのではなく，それを含めた 
述部と意味関係を結んでいると認めなければならない。 
「誰＋も」は「NPも誰も＋否定」という形で「例外なし」の否定という意味を表すこと
がある。ただし，並列関係を結ぶ場合の「誰＋も」は後置要素として，常に「NP＋も」の
前置を要求するのが普通である。 
(40)もちろん，そんなことは起こらなかった。チームメートも誰も責めない。(『朝 
    日新聞』2014/03/28) 
  (41)楽天が新規参入した時，優勝するとは，日本シリーズで巨人と相まみえるとは， 
    私も誰も想像しなかった。(『朝日新聞』2013/10/22) 
 例（40）（41）における「NPも誰も＋否定」という形式が並列関係を表しうるのは「も」
が並列用法を持っていることからだと解釈することができる。さらに，「誰＋も」は後続要
素として並列関係を受けることも可能である。 
（42）投手も野手も誰もがこんなはずではないと思ったはず。(『中日新聞』2017/06/08) 
（43）そんな高い山の上には，人も動物もだれもやってこない場所があって，花がた
くさん咲き，氷のように冷たい小川も流れていました。（パウル・ビーヘル(著)/
野坂悦子(訳)『ドールの庭』） 
例（42）（43）の文中の「誰＋も」はいかなる人という意味を表すものとしてとらえられ
る。 
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 「誰＋も」は動詞の否定形と呼応して用いられるのが普通である。しかし，条件付きで
動詞の肯定形を伴うことも可能である。肯定形を伴う「誰＋も」の構文的分布は次のよう
になっている。①「誰＋も」の後にさらに格助詞の「が」が生起し，行為の主体を表す場
合，②目的語として機能する場合，③格助詞の「に」「の」「と」「から」「より」と一緒に
なって使う場合，④「～も＋誰も」の形で並列関係を表す場合である。 
 「誰＋も」は肯定形を伴い，主体を表す場合は「誰も」の後にさらに格助詞の「が」が
後続するのが普通である。 
  (44)また会場内では音楽や飲食が楽しめるフェスティバルも催され，誰もが自由なス 
    タイルで運動と遊びを楽しむことができます。(『朝日新聞』2013/07/23) 
  (45)「思ったことを，だれもが素直に，すぐ文章にできる。その能力がすごい。書く 
    ことに抵抗感がないのはこれまでの積み重ねでは」。授業を終えた高野さんの 
感想だ。(『朝日新聞』2013/07/14) 
  (46)通子が計画書をさしだすと，だれもが，そう質問しました。（山本素子『医師・登
山家今井通子』） 
（47）車は，ヒーローのためのものだ，というあからさまな宣言の効果がどれほど少な
いかを，だれもが知っている。無意識なものは，効果的であり続ける。（石井淳蔵
『価値の創造』） 
 例（44）～（47）に示すように，「誰もが」の後には可能を表す述語が後続することが多
い。内的動きを表す述語も後続することがある。また，肯定形を伴う「誰もが」はさらに
取り立て助詞の「は」を受けたり，「なら」を受けたり文を展開させることがある。 
（48）人は誰もが弱さを持ち，間違いを犯すこともあります。(『朝日新聞』2011/08/22) 
  （49）小津少年の生身の姿に映画ファンなら誰もが心躍るだろう。(『中日新聞』
2016/08/04) 
（50）人はだれも若かった時代をまばゆいばかりの青春の記憶として飾りたがります。
(『朝日新聞』2013/10/01) 
例（48）では「誰も」の前に取り立て助詞の「は」が現れ，「誰もが」は文の成分として
機能している。例（49）では「誰＋も」の前に仮定の意味を表す「なら」が現れ，「誰もが」
によって構成される成分は「なら」によって示される仮定条件のもとで「例外なし」とい
う意味を表していると考えられる。主体を表す「誰も」はさらに「が」を伴うのが普通で
  
 
275 
あるが，例(50)に示すように主体を表すマーカーとしての格助詞の「が」が現れないこと
もある。 
 「誰＋も」は格助詞の「を」と一緒になって，目的語として機能することができる。 
(51)キックで世界一の実力を持つ「天才キッカー」宮間のＣＫは誰もをうならせ， 
勝利に導いた。(『毎日新聞』2014/05/23) 
 (52)シャンソンはそのすべてを包み込み，だれもを幸せな気分にしてくれるのだろ
う。(『毎日新聞』2010/02/19) 
 例（51）（52）における「だれも」は目的語として機能し，肯定の意味を表す述語と呼応
して用いられている。しかし，「誰＋も＋を」は「誰＋を＋も」の形で用いることも可能で
ある。次の例（53）（54）がその裏付けである。 
    (53)確かな技術から生みだされる世界トップフレンチは誰をも虜にします。(『朝日新
聞』2014/03/26) 
    (54)その驚異的な速さは，観客の誰をも魅了した。(秦直之『ニッサン・スカイライン
R32 GT-R』) 
 格助詞の「に」「の」「と」「から」「より」も「誰」と一緒になって，文を展開させるこ
ともある。ただし，取り立て助詞の「も」は格助詞の「に」「と」「から」「より」の後にお
いて機能しなければならない。 
 「誰＋も」は格助詞の「に」と一緒になって，抽象的な存在場所を表したり，行為・作
用の向けられる相手を表したりすることができる。そのほか，受身表現における行為の主
体を表したり，使役表現における行為の仕向けられる側を表したりすることもできる。 
（55）ほめられてうれしいと思わない人はいない。誰にも，自分の価値を認めてもら
いたい欲求がある。（斎藤茂太『1分間でやる気を出す 200のヒント』） 
（56）どんなモデルが売れるか，その基準はいつも動いている。ということは，誰に
もトップモデルになれる可能性があるということなのだ。（鎌田敏夫『Body & 
money』） 
 例（55）（56）における「誰」は抽象的な存在場所としてとらえることが可能である。 
 「誰＋も」は主述文において，「に」と一緒になって，文を展開させることができる。そ
のような場合，後続する動詞が意志動詞であれば，その行為の影響を受ける側も表しうる。 
（57）でもノンノ，このことしばらくは，誰にも内緒にしてくれる？」 「どうして？」 
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「うん…」（柴田よしき『少女達がいた街』） 
（58）死とはだれにも訪れる通り道なんですね。どうしても避けられない。（山崎章郎
/永六輔『大往生』） 
 例（57）（58）において「誰にも」は相手格を表すものとしてとらえられる。また，「誰
＋も」は格助詞の「に」と一緒になって，間接ながら，受身表現の行為の主体を表すこと
もできる。 
  （59）「誰にも喜ばれる繊細な味わい。つい“もうひとつ”と手を伸ばしたくなります」 
（『あの人が選んだ東京手みやげ』） 
  （60）ここだけは春になったことがだれにも認められる。そのころになると，村人が
セリを摘みにくるようになる（小宮宗治『定年後・八ヶ岳いなか暮らし』） 
 例（59）（60）における「誰＋も」は動作の影響を受ける側を表すのではなく，影響や 
作用の出どころを表している。さらに，「誰＋も」が格助詞の「に」と一緒になって，影 
響や作用の出所を表すことができる。影響や作用の出所を表す「誰＋に＋も」は「誰＋か 
ら＋も」の形で言うことが可能である。 
（61）人間的にも松井は誰からも好かれ尊敬されるタイプだから，あえてぶつけよう
とする選手もいなかった。（マイク吉村『ヤンキース松井が殺される』） 
 例（61）における「誰＋から＋も」は「誰＋に＋も」で置き換えても文の意味がさほど
変わらない。 
「誰＋に＋も」という構造は使役文において，使役の対象を表すことができる。 
  （62）視線で周囲を意識し，非情で身のこなしが軽く孤独であるという印象を誰に 
     も抱かせる女性を，いまの社会に現われた宇宙人のような人間として創りあげ 
た。（中島誠『宮部みゆきが読まれる理由』） 
（63）その語り草のことが誰にも思い出せるし，だから，いまその木を伐ることが，
ヨネにとって常人の想像を超えた意味があるに違いないと，こわ持てしている
のだ。（大城立裕『水の盛装』） 
 例（62）（63）における「誰＋に＋V＋せる(させる)」という構造は使役表現を構成する
基本的な形式にほかならない。 
 「誰＋も」は格助詞の「の」を伴い連体修飾構造の修飾部として文を展開させることが
ある。 
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    (64)緊急避難先のシェルターが一刻も早く役割を終えることは，だれもの願いだ。(『朝
日新聞』2014/05/14) 
(65)結果は，主催者を含めて誰もの予想を裏切り，赤・白ともにカリフォルニアが１
位を占めた。(『朝日新聞』2007/07/09) 
 統語的には，例（64）（65）における「誰」は連体修飾部として後続のヘッド部に連なっ
ている。「誰＋も」が格助詞の「の」を受けて，連体修飾構造のヘッドとして機能すること
もある。 
  （66）首位集団の誰もが同じことを考えているようだ。（斎藤純『銀輪の覇者』） 
  （67）自分だけが貧しいわけじゃない。村の誰もが，貧しかった。（鏡貴也『伝説の勇
者の伝説』） 
 意味特徴の角度からみれば，例（66）（67）の修飾部とヘッドとの間に包含関係ができて
いる。つまり，「誰」の表す「人」は「首位集団」「村」といった集団の中の一員である。
このように「誰」は連体修飾構造の修飾部として機能したりヘッドとして機能したりする
ことができるのである。 
 格助詞の「と」は「誰」と取り立て助詞の「も」の間に生起し，「誰＋と＋も」という形
で「例外なし」という意味を表すことができる。 
  （68）化粧はしないこと。誰とも口をきいてはだめ。（ミリアム・ローリーニ(著)/ 興
津真理子(訳)『ウーマンズ・ケース』） 
  （69）でも，よくよく見ていると，京子に悪気はない。だれとも仲良くやるが，だれ
とも親しくつき合わない。信じないが，疑わない。（若林ミヤ『風俗嬢・私は｢つ
かの間｣の愛を売る』）  
例（68）における「誰＋と」は共同行為者を表しているのに対して，例（69）における
「誰＋と」は欠かせてはならない共同行為の相手を表している。   
 「誰」は起点や出発点を表す格助詞の「から」と共起し，さらに取り立て助詞の「も」
と一緒になって，文を展開させることができる。 
  （70）そしてまるで傷を負った獣のように，誰からも離れ，心の傷が癒えるまで，ひ
とりでじっとしています。（鈴木秀子『愛する人，愛される人の 9つの性格 エ
ニアグラムでわかる最良のパートナー』） 
  （71）共同社会（国や地方公共団体）を維持するため税金が徴収されるのであるなら
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ば，だれからも公平に徴収することがのぞましい税制の第一条件といえる。（『ニ
ュース解説室へようこそ！ 2006年版』） 
 例（70）（71）における「だれからも」は補語として物の離れる場所或いはものの出所 
を示すものである。 
 比較の基準を表す格助詞の「より」は「誰＋より＋も」の形で使用されることがある。
そのような場合，主語の表す人物が述語の表す動きについて「一番」であるという意味を
表す。 
  （72）彼女はフロリダ州立大学で学んだだけに，この州のことを誰よりも熟知してい 
た。（柘植久慶『スーツケース一杯の恐怖』） 
  （73）なんだなんだ，それでは少し話が違うじゃないか。誰よりも，まず退院したい
といったのは母で，それにわたしも弟も賛成しただけではないか。（渡辺淳一
『風のように・返事のない電話』） 
 例（72）（73）に示すように，「誰＋より＋も」という構造は文脈からして，先に行動を
起こしたりするという意味を表すのである。 
 「誰＋も」は「誰もが」の形で「でも」や「も」によって構成された並列関係を受ける
ことができる。そのような場合「誰＋も」は前置の並列関係の表す意味内容を全面的に認
めるという意味を表す。 
(74)それぞれのプログラムが４５分で，若い方でも，家族連れでも誰もが気軽に楽し
めるようになっています。(『読売新聞』2013年 04月 06日) 
  (75)だがそんな中にあって，サッカーファンも映画ファンも誰もがこよなく愛する映
画が存在する。(『朝日新聞』2013/01/19) 
例（74）（75）における「誰もが」は前置の並列関係のものを受けて，「例外なし」とい
う意味を表すものである。 
 
2.5対照分析 
この節では，対照研究の観点から「誰＋も」の意味・用法をベースにして“谁也～”の
意味・用法との対応・非対応関係について対照分析を行う。具体的に，どんな場合に“谁
也～”の意味・用法と対応し，どんな場合に“谁也～”の意味・用法と対応しないかとい
うことに焦点を当てて，対応・非対応関係を浮き彫りにする。  
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 否定形と呼応して用いられるのが「誰＋も」の典型的な意味・用法である。典型的な意
味・用法については，「誰＋も」と“谁也～”との間に共通点がみられる。 
  (76)看護婦以外は誰も部屋へはいって来なかった。(例（3）を再掲) 
  （76’）除了护士之外谁也没有进过屋。 
   (77)そして，そのことについて，だれもおかしいと思っていないのだ。章太郎にして
も，そうであった。(源氏鶏太『停年退職』) 
    (77’)关于这件事情，谁也没认为蹊跷。即使章太郎，也没认为这件事有蹊跷。 
  （78）球団誕生から２６年目，優勝経験のないチームは前半戦終了時は３位にいたが，
優勝などだれも意識していなかった。（『朝日新聞』2013/07/19） 
    (78’)谁也没想到自球队诞生的第二十六年，从来没有获胜过这个球队在上半场还处于
第三名，竟然最后取得了胜利。 
  （79）舟を出すのは，きまって夜の帷が降りてからだが，それがいつごろのことなの 
     かは誰も知らない。（三浦哲郎『昭和文学全集』） 
  (79’)开船一定得夜幕降临之后，可是什么时候谁也不知道。 
 訳文に示すように，「例外なし」を表す「誰＋も」は中国語の“谁也～”と対応関係にあ
る。辞書的意味で言えば，日本語の取り立て助詞の「も」に相当する中国語の表現は副詞
の“也”なのであるが，以上の日本語文を分析してみると，疑問詞の「誰」の後に続いて
いるものは取り立て助詞の「も」であり，それが疑問詞と結合して文全体の意味に働きか
け，否定的な役割を果たすのである。そのため，全面否定構文をつくる「誰＋も」と“谁
也～”の意味特徴や構造特徴は似通ったメカニズムを有していると考えられる。いわば，
内面的意義を見ても統語的機能を見ても日本語の「誰＋も＋否定述語」は中国語の「谁+也
+否定述語」というメカニズムと大差がないということである。 
 ただし，「例外なし」を表す日本語の「誰＋も」は否定述語と共起する場合，基本的には
中国語の“谁也～”と対応するが，対応しない場合もあるという事実を見逃してはならな
い。「誰＋も」の後に存在を表す「いる」の否定形の「いない」と形容詞の「ない」が続く
場合，中国語の“谁也～”とは非対応関係にある。 
（80）人々は親切だし，やさしいし，町を歩いていて強盗に遭うなんて心配もないし， 
だれもピストルなんか乱射する人はいない。（小此木啓吾『メンタルヘルスのす
すめ』） 
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（80’）＊人们都很亲切友善，走在大街上不用担心遭遇强盗，乱开枪的人更谁也没有。 
（80”）人们都很亲切友善，走在大街上不用担心遭遇强盗，更没有人乱开枪。 
（81）ひどく恥かしがっているがどうしてだろう。二人以外にだれも見ている者はい
ない。（坂上弘『台所』） 
（81’）＊为什么会感到如此羞耻呢？除了这两个人看到的人谁也没有。 
（81”）为什么会感到如此羞耻呢？除了这两个人没有人看到。 
（82）十月二十一日から十一月二日までのあいだ，彼がどこに住んでいたのかを知る 
      者もだれもいない。(吉岡晶子(訳)『暗殺者』)  
    （82’）＊从十月二十一日到十一月二日之间他住在哪儿知道的人谁也没有。 
（82”）没有人知道从十月二十一日到十一月二日之间他住在哪儿？ 
(83)しかし学界では誰もそれを批判するものがなかった。(伊藤整『氾濫』) 
 (83’)＊但是在学术界批判那个人谁也没有。  
（83”）但是在学术界没有人批判那个。 
   (84)誰も二千万円の金を，君のために使う奴はないだろう。(例（38）を再掲) 
     (84’)＊为了你动用两千万的人谁也没有吧。 
（84”）没有人会为了你动用两千万吧？ 
   (85)分会長の質問に，だれも答える者がない。(石川達三人間『人間の壁』) 
     (85’)＊对于分会长的问题，能回答上来的人谁也没有。 
（85”）对于分会长的问题，没有人能回答上来。 
 例（80）（81）（82）における「誰＋も」と例（83）（84）（85）における「誰＋も」の後
にはそれぞれ存在を表す「いる」の否定形の「いない」と形容詞の「ない」が続くのであ
る。そのような場合の意味・機能は“谁也～”とは対応せず，むしろ“没有人”“没人”で
訳さなければならない。 
日本語の「誰＋も」は下記（86）（87）に示すように，格助詞の「の」を受けたり，また
例（88）（89）に示すように，格助詞の「の」を伴ったりして，肯定述語と共起することが
できる。そのような文における「誰＋も」は“谁也～”とは非対応関係にある。 
（86）首位集団の誰もが同じことを考えているようだ。（例（65）を再掲） 
  （86’）＊首位集团里的谁也抱有同样的想法。 
  （86”）首位集团里的每个人都抱有同样的想法。 
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  （87）自分だけが貧しいわけじゃない。村の誰もが，貧しかった。（例（66）を再掲） 
  （87’）＊不仅我穷。村里的谁都穷。 
    （87”）不仅我穷。村里的每个人都穷。 
（88）結果は，主催者を含めて誰もの予想を裏切り，赤・白ともにカリフォルニアが 
１位を占めた。(例（64）を再掲) 
（88’）＊结果出乎包括举办方谁也的预料，不管红队还是白队都是加利福尼亚州取得了
第一名。 
（88”）结果出乎包括举办方所有人的预料，不管红队还是白队都是加利福尼亚州取得
了第一名。  
（89）緊急避難先のシェルターが一刻も早く役割を終えることは，だれもの願いだ。 
(例（63）を再掲) 
（89’）＊尽早结束寄居避难所的日子是谁也的心愿。 
（89”）尽早结束寄居避难所的日子是所有人的心愿。  
例（86）（87）（88）（89）のような文における「誰＋も」は“谁也～”で訳してはならず，“所
有人”や“每个人”のような形で訳さなければならない。“谁也～”で対応させることができ
ないのは「誰＋も」が連体修飾関係を構成しているからだろう。 
 
2.6まとめ 
以上，“谁也～”と日本語の「誰＋も」との対応・非対応関係について対照分析を行い，
両者の相違点などを明らかにした。対照分析の結果は改めて次のようにまとめられる。 
①動詞の否定形と共起する「誰＋も」は基本的には，中国語の“谁也～”と対応関係
にある。 
②述語が存在を表す「いない」と形容詞の「ない」である場合の「誰＋も」は“谁    
也～”とは非対応関係にある。 
③日本語では「誰＋も」は格助詞の「の」と一緒になって機能する場合，「例外なし」
を表す“谁也～”とは対応しない。 
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３ 不定を表す日本語の「誰+か」と中国語の“谁”の構文的分布 
3.1はじめに 
日本語では「誰＋か」という構造は「不定表現」としてとらえられる。しかし，「誰＋
か」の担う意味は中国語で表す場合，疑問詞の“谁”だけを用いるのが普通である。つま
り，日本語では「疑問」と「不定」の意味・機能が異なる形式によって担われているのと
異なって，中国語では，疑問表現と不定表現は形式上，はっきりとした区別がないのであ
る。 
そのような形式上のずれは第二言語習得の妨げになりかねない。そこで，本稿は，「不
定」を表す日本語の「誰+か」と中国語の“谁”の構文的分布を明らかにし，そうするこ
とによって，第二言語教育のためのルールを確立したい。以下，3.2では先行研究の問題
点を指摘する。3.3では「誰+か」の分布状況を明らかにし，3.4では中国語の「不定」を
表す“谁”の分布状況を概観にする。3.5では対照分析を行い，3.6では新たに得られる
知見をまとめる。 
 
3.2先行研究の再検討 
日本語の「誰」の意味・用法について三尾（1979：73－90）では「疑問用法」「不定個
称」「不定全称」のように三分類されている。「不定個称」「不定全称」の違いについて
は，次のように説明されている。 
 
「不定個称」：「誰か」などの形態で，前提集合のうちのあるメンバーを指すもの。 
「不定全称」：「誰も」などの形態で，前提集合のうちの全てのメンバーを指すも
の。 
 
狭義的に考えれば，「家族の誰か」「四人の誰か」のような構造における「誰+か」につ
いては「集合のうちのあるメンバー」として認めてもかまわない。しかし，「誰かと話し
ている」「誰かにつくらせる」のような構造における「誰＋か」については，そのように
解釈することが不可能である。「集団」というものが必ずしも存在しているとは限らない
からである。つまり，「誰かと話している」「誰かにつくらせる」のような文の成立は「集
合」を前提条件としないので，三尾(1979：73－90)の説明は厳密さに欠けているといわな
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ければならない。 
さらに，三尾（1979：73－90）で示されたルールでは，次の例（１）（２）のような現
象についても充分に説明することができない。 
 （1）「これを借りていっていいかな。誰か読める人がいる筈だからね。偽物か本物か
も分かるにちがいない。調べてみるよ。」（山下洋輔『ドバラダ門』） 
（2）昔から口寄せの巫女をしていたと云う事だけは，母親か誰かから聞いていまし
た。（芥川 竜之介『妖婆』） 
統語機能の観点からみれば，例（1）における「誰＋か」は後続の「読める人」と同じ
人を指し示し，例（2）における「母親か誰か」が対等の関係にあると認めなければなら
ない。このような構造における「誰＋か」の意味・機能については，先行研究では具体的
に触れていないようである。 
一方，中国語のいわゆる不定表現について，朱德熙（1982）では，ストレスを置くか置
かないかということが問題視され，次のように指摘されている。以下の用例は朱德熙
（1982）の用例である。 
 
（a)他叫什么绊了一交？（彼は何につまずいたの） 
(b)他叫什么绊了一交。（彼は何かにつまずいたようだ） 
 
朱德熙（1982）の理論枠組みに基づいて考えれば，（a）における“什么”はストレスを
置いて発音されるので，疑問文を構成するものである。それと対照的に，(b)における“什
么”はストレスを置かないので，平叙文を構成するものである。平叙文における“什么”
は疑問の意味を表さないので，本稿でいう不定表現を構成するものである。 
 朱德熙（1982）では，“什么”が例として使われているが，“谁”の意味・用法について
は触れられていない。 
「不定」を表す日本語の「誰+か」と中国語の“谁”の構文的分布に関する対照研究
は，管見の限りないようである。分布状況の違いは第二言語習得の妨げになりかねない。
つまり，第二言語習得の観点からみれば，誤用や誤解を避けるためにも，両者の対応・非
対応関係を明らかにしておく必要がある。下記の用例をみてみたい。 
（3）「大丈夫よ，そんなことないわよ」 
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突然，背後で誰かがそう言った。甘い女の子の声だった。（宮部みゆき『ブレイ
ブストーリー』） 
   （3’）“没关系，不可能会有那样的事的。” 
         突然身后有人开腔了,是一个甜美的女子声音。 
訳文としての例（3’）に示すように，例（3）における「誰＋か」は不定表現としてと
らえられるにもかかわらず，本来「不定」の意味を担うべき“谁”で訳すと不適格な文に
なるので，“有人”のようなフレーズで対応しなければならない。つまり，「誰＋か」の意
味・機能は中国語では，単に疑問詞を用いるだけではなく，“有人”を用いて，文脈
(context) とともに際立たせることもある。なぜこのような分布上のずれが生じているの
だろうか。このような構文的分布の食い違いを説明するのに，新たな視点が必要である。 
例（3）では不定の意味が「誰＋か」によって表されているのに対して，訳文としての
例（3’）では「不定」の意味が疑問詞によって顕現されるのではなく，“有人”と他の要
素とのインタラクティブによって文脈的意味として顕現されるのである。さらに例(3)に
おける「誰＋か」は主語として機能しているので，名詞的役割を果たしていると思われ
る。 
 例(3)では「か」の生起がなければ「不定」の意味が成り立たないのと異なって，中国語
の表現では「不定」の意味が文脈に託されていると思われる。以上のような事実に基づい
て，本稿は次のような仮説を立てる。 
① 日本語における不定の意味は「誰＋か」によって担われている。 
② 中国語における不定の意味は疑問詞の“谁”によって担われるほかに，文脈に依
存することもある。 
 以下では，この二つの仮説に沿って，日本語の「不定」を表す「誰＋か」と中国語の「不
定」を表す“谁”の構文的分布を検証し，対照分析を試みる。 
 
3.3「誰+か」の分布状況の概観 
 「不定」を表す日本語の「誰＋か」の構文的分布は①主語として機能する場合，②目的
語として機能する場合，③「が」「を」以外の格助詞を伴う場合，④同格関係を結ぶ場合，
⑤「～か＋誰か」の形で並列関係を表す場合のようになっている。まず主語として機能 
する場合の分布状況をみる。 
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日本語では，文を形成するために，主語が必ずしも必要ではないとされている。しかし，
「誰＋か」が主語となり， 主体が「はっきりと定まらない」という場合は主語が生起する
のが普通である。 
（4）「大丈夫よ，そんなことないわよ」 
突然，背後で誰かがそう言った。甘い女の子の声だった。（例(3)を再掲）  
  （5）何度か電話がかかってきたが，僕は受話器を取らなかった。 
誰かが時々ドアをノックしたが，僕は応えなかった。（村上春樹『ダンス・ダン
ス・ダンス』） 
 例（4）（5）における「誰＋か」は主格を表す「が」を伴い，後続の「言った」「ドアを 
ノックした」といった述語の主語として機能しているのである。また，「誰＋か」は主語と 
して機能しているがゆえ，一つのまとまった意味内容を表すものとしてとらえられる。次 
は目的語として機能する場合の分布状況をみる。 
 主語として機能する場合の「誰＋か」と同じように，目的語として機能する場合の「誰 
＋か」も一つのまとまった意味内容を表すものとしてとらえられ，名詞的役割を果たすの 
である。 
（6）急に，置いてきぼりにされたような気がした。それでいて，誰かを置き去り 
にしてしまったような気もするのだった。（宮部みゆき『ブレイブストーリー』） 
  （7）思いを紙で伝えたい誰かを思って紙に文章をしたためるイベント「紙で伝え 
る展」が，22日から神奈川県鎌倉市の「銀の鈴ギャラリー」で始まる。(『朝 
日新聞』2015/08/20) 
例（6）（7）における「誰＋か」は後続の「を」の生起によって，それぞれ「置き去りに
する」「思う」といった他動詞の目的語として機能し，漠然とした「ある人」という意味を
表すことになる。「誰＋か」は主語として機能する場合，主格を表す「が」が省略されうる
が，目的語として機能する場合は，目的格を示す「を」は省略することが不可能である。 
「誰＋か」は格助詞の「が」「を」のほかに，格助詞の「に」「の」「と」「から」「へ」「で」
「より」「まで」といった格助詞を伴い，文を展開させることがある。 
「誰＋か」という形式は，格助詞の「に」を伴い，動作・作用の向けられる相手を表し
たり，受身表現における動作の主体を表したり，使役表現における動作の仕向けられる側
を表したりすることがある。まず漠然とした「相手」を表す「誰＋か」の意味・用法をみ
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る。 
主述文において，後続する動詞が意志動詞であれば，「誰＋か」はその動作の影響を受け
る相手を表すことになる。 
  （8）特にこの国営天文台には，連邦議会や各都市の星読み台との間を往復しているの 
だろう，しきりとカルラ族たちが舞い降りている。そのうちの誰かに頼めば，何 
とかなりそうだ。（宮部みゆき『ブレイブストーリー』） 
  （9）彼女はその心の重荷をいつか誰かに告白しないわけにはいかなかった。（村上春 
樹『1Q84』） 
「頼む」「告白する」といった動詞には意志性があり，主述文に生起していれば，相手格
を必要するという統語的性格を持っている。例（8）（9）では動作の向けられる相手が「誰
＋か」によって示されている。ただし，相手となる人がそれと定まっているわけではない。 
「誰＋か」は格助詞の「に」を伴い，主述文に生起し，動作の向けられる相手を表すほ
かに，「誰＋か＋に」の形で受身文にも生起しうる。そのような場合の「誰＋か」は述語の
表す動作の実質的な担い手を表すことになる。 
（10）背中側から両肘を誰かに抱えられている。その誰かに寄りかかり，かろうじて
頭を持ち上げていることができた。（宮部みゆき『模倣犯』） 
（11）誰かに悪しきことをされても，それは忘れておしまいなさい。（『朝日新聞』
2015/04/27） 
 生成文法の理論に基づいて考えれば，「誰かに抱えられる」「誰かに悪しきことをされる」
は「誰かが抱える」「誰かが悪しきことをする」のように書き換えることが可能である。そ
のため，例（10）（11）における「誰＋か」は影響や作用の出どころとして見なされうる。
「誰＋か＋に」という構造は受身文に限らず，使役文において，使役の対象（述語動詞の
表す動作の担い手）を表すことができる。 
  （12）ひとりでは手に余ることなので，毎回誰かに手伝わせるのだが，今回は名指し
で篠崎に頼んだ。（宮部みゆき『模倣犯』） 
  （13）「牢屋は入るものではない。作るものだ」などという言葉も思い浮かんだ。 
「いや牢屋は作るものではない。誰かに作らせるものだ」（山下洋輔『ドバラダ
門』） 
例（12）（13）に示すように，「誰か＋に＋V＋せる(させる)」という構造における格助詞
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の「に」は使役の対象を表すが，その使役の対象は特定の人ではない。 
「誰＋か」という形式は格助詞の「の」を受けて連体修飾構造のヘッドとして機能する
場合，連体修飾関係が結ばれるが，そのような連体修飾構造のものがさらに主語として機
能したり目的語として機能したりするのが普通である。 
  （14）およそ１２年間にわたり，４人の誰かは必ずタイトルを保持していたが，「四天
王」全員が無冠となった。（『朝日新聞』2013/10/18） 
  （15）借金取りからの指令は「この家の誰かを騙して借金を肩代わりさせろ」。しかし
待っていたのは，とんでもなく厄介で性悪な家族だった。（『朝日新聞』
2015/05/08）  
意味特徴の角度からみれば，例（14）（15）の修飾部とヘッドとの間に包含関係ができて
いる。つまり，ヘッドとしての「誰＋か」は前置修飾語の表す内容の一部分となるので，
不特定ではあるが，その中の一員としてとらえられる。また，例（14）の下線部の連体修
飾構造は主語として機能し，例（15）の下線部の連体修飾構造は目的語として機能してい
るのである。 
「誰＋か」という形式は連体修飾構造のヘッドになるだけではなく，それ自体が一つの
まとまった意味内容を表すものとして格助詞の「の」を伴い，連体修飾構造の修飾部とし
て機能することもできる。 
（16）以前，誰かのミスは他の人間が補うという日本ヂカラについて書きましたが，
まさしくそういった場面でした。（『朝日新聞』2013/11/24） 
  （17）しかし，何をするにも誰かの手を借りずにはいられなくなり，自分で思うよう
に食事もできず，だんだんと食べなくなりました。（『朝日新聞』2013/09/18） 
統語的には，例（16）（17）における「誰＋か」は名詞的機能を果たし，連体修飾部とし
て後続のヘッド部に連なっている。「誰＋か」と後続の体言によって構成される連体修飾構
造は，さらに主語として機能したり目的語として機能したりすることができる。 
 意味的には，例（16）の「誰＋か」はヘッドとしての「ミス」の主体としてとらえられ， 
例（17）の「誰＋か」はヘッドとしての「手」の所有者としてとらえられる。 
「誰＋か」は格助詞の「と」を伴い，動作の影響を受ける側の人を表したり，また一緒 
になって物事をする人を表したりすることがある。 
（18）かなり訛のきつい英語で誰かと話し，手帳に予定を書きこんでいる。（野沢尚『龍
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時』） 
（19）亘は土埃にまみれているのだった。  
「血が出てるじゃないか。学校の帰りだね？ 誰かと喧嘩でもしたのかな」（宮
部みゆき『ブレイブストーリー』） 
  （20）普段は誰かと練習することを好むが，開幕３日前から１人でバットを振り込ん
で仕上げた。（『朝日新聞』2015/04/01） 
例（18）（19）における「誰＋か」は行為の対象となる側を表すものとしてとらえられる。
また例（20）における「誰＋か」は物事を一緒に行う人を表していると解される。 
格助詞としての「から」は起点や出発点，または出どころを表すが，そのような意味・ 
用法の拡張として，変化する前のもとの状態を表したり，「が」のかわりにものや情報の与
え手を表したりすることがある。 
（21）親を介護すると，人は誰しも誰かから生まれ，大きな時間軸の中で生きている，
一人ではないんだということが，はっきりと分かります。（『朝日新聞』
2014/08/21） 
（22）後ろの誰かから「サッカー選手なら俺も『ツバサ』を知ってるぞ」と声がかか
ります。（『朝日新聞』2014/06/23） 
例（21）では，格助詞の「から」が生起しているがゆえ，文中の「誰＋か」は変化する
前のもとの状態を表すものとしてとらえられる。例（22）における「誰＋か」は定かでな
い出どころを表していると解されうる。 
「誰＋か」は格助詞の「へ」を伴い動作や変化の向けられる相手を表すことができる。 
ただし，その相手は漠然とするものでなければならない。 
（23）撮り続けることは自分だけでなく，やがて見知らぬ誰かへ伝わり，動かし，変
えていく力があるのかもしれない。と山本さんは話す。（『朝日新聞』2014/08/29） 
（24）自宅や職場，学校での必需品から，誰かへ贈るギフトまで，日々の暮らしをサ
ポートする「無印良品」の小型ショップです。（『朝日新聞』2014/04/04） 
「伝わる」「贈る」のような述語は常に動作や変化の影響を受ける側を要求するので，文
中の「誰＋か」が漠然とした受け手を表している。また，「誰＋か＋へ」という構造はさら
に格助詞の「の」を伴い，連体修飾関係を結ぶことがある。 
（25）誰かの，誰かへの思いがあるから，球児は強くなる。（『朝日新聞』2013/07/15） 
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（26）本書は，フランスでは口コミで人気が拡がり，読後に誰かへの贈り物にするた
めにまた購入する人が多く，「ギフトセラー」とも呼ばれているそうだ。（『朝日
新聞』2008/12/14） 
「誰＋か」は後続の名詞，または名詞フレーズと同格関係を結ぶことが可能である。 
同格関係が形成された場合の「誰＋か」は後続の名詞，または名詞フレーズとほぼ同じ意
味範疇を持つ。そのため，それに含まれた意味内容は必ずしも漠然としたものではない。 
  （27）「これを借りていっていいかな。誰か読める人がいる筈だからね。偽物か本物か
も分かるにちがいない。調べてみるよ」（山下洋輔『ドバラダ門』） 
  （28）「だけど俺にはおまえを助けることなんかできない。おまえの親父さんを助ける
ことができないのと同じようにな。俺にはできない。だから，誰かほかに，お
まえを助けてくれる人を探しなよ」（宮部みゆき『模倣犯』） 
例（27）における「誰＋か」は後置の「読める人」と同じの概念を表すものとしてとら
えられる。また，例（28）における「助けてくれる人」と前置の「誰＋か」との意味関係
についても，同様に解釈することができる。 
 「誰＋か」は不特定の「人」を指すという意味特徴の束縛を受けているがゆえ，それと
同格関係を結ぶ後続成分も「人」という概念を表すものでなければならない。それと同じ
ように，並列関係を結ぶ場合も「人」という概念を表すものが並列成分として「誰＋か」
の前に来なければならない。下記の例（29）（30）に示すように，並列関係における「誰＋
か」ははっきりとしないが，どちらかであるという話し手の不確かな気持ちを表すものと
してとらえられる。 
  （29）昔から口寄せの巫女をしていたと云う事だけは，母親か誰かから聞いていまし
た。（芥川 竜之介『妖婆』） 
  （30）私は最後の申立てをしたいと求めた。人々は私をここに置いて，検事か誰かを
呼びに行った。（豊島 与志雄『死刑囚最後の日』） 
意味的には例（29）（30）における「母親か誰か」「検事か誰か」は対等関係にあると考
えられる。しかし，統語的には，前置成分と後置成分の前後関係は変えることができない。
具体的な概念を表す「母親」「検事」は常に漠然とした概念を表す「誰＋か」の前において
機能しなければならない。 
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3.4「不定」を表す“谁”の構文的分布 
前述したように，中国語では“谁”が「不定」の意味を表しているか否かということに
関して，文脈的意味の制約を受けなければならない，他の成分とのインタラクティブがな
ければ，「不定」の意味が浮んでこない。コーパスを調べた結果，「不定」を表す“谁”は
①推測のモダリティが含まれる文，②仮定条件を表す文，③否定文，④譲歩の意味が含ま
れた文，⑤疑問文に分布していることを突き止めた。以下，文環境に焦点をあてて，順次
に述べていく。 
 “谁”は推測のモダリティが含まれる文に用いられた場合，「不定」の意味を表すことに
なる。ただし，推測のモダリティを表す“好像”“像”“估计”“～似的”といったものの助
けがなければ，単独では「不定」の意味を表しえない。 
（31）夏践石握起拳头，好像要同谁拼一场。（毕淑敏《血玲珑》）（夏践石はこぶしを握
りしめて，まるで誰かと戦おうとしているようだ。） 
  （32）“天王盖地虎”，估计有谁说这么一句，立即会有一批人喊出“宝塔镇河妖”，都
成条件反射了！（《人民网》2013 年 7 月 23 日）（たぶん，誰かが「天王盖地虎」
と叫んだら，すぐさま「宝塔镇河妖」と叫び返す人たちが出てくるでしょう。も
はや条件反射になっています！） 
  （33）“就跟我们谁信了似的。”许逊笑着说，“别跟我们这儿机灵，论撒谎在行的全是
你教师。”（王朔《玩的就是心跳》）（「俺たちが信じるとでも？」許遜さんは笑
って，「俺たちの前で姑息なマネは通用しないぜ。嘘をつくならここにいる全員
がお前のお師匠だ。」） 
 例（31）（32）（33）における“好像”“估计”“～似的”などは把握した情報・知識に基 
づいて，物事の性質・状態などを推し量るという意味を表しているので，文としては推測 
のモダリティを表していると考えられる。 
「不定」の意味を表す“谁”は仮定条件を表す文に生起し，不確かな意味を表すること
ができる。そのような場合は“若是”“要是（要）”“若”“如果”“假如”“万一”な
どの助けが必要である。 
  （34）若是谁出现呼吸急促，双脸泛红，短时间不省人事，先别惊慌，将其扶起置于通
风处，让其深呼吸或口对口人工呼吸，一会儿就可醒转。（《国能网》2014年 02月
04 日）（もし，誰かの呼吸が激しくなり，顔も赤くなり，意識を失っていると
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したら，慌てずにその人を風の通る場所へ移動してください。その人に深呼吸
をさせるか，あるいは人工呼吸をする。そうしたら，すぐ目が覚めるでしょう。） 
  （35）我老赵行得正走得直，英子就是我妹妹，怎么说我都可以，但如果谁伤害了英子，
我决不饶他！（《国际在线》2015年 4月 1日）（他人がとやかく言っても恐れる
に足りない。英子は俺の妹のような存在だ。俺のことはどう言われても平気だ。
しかし，誰か英子を傷つけるとしたら，決して許さないぞ！） 
（36）他对所领导说：“我年轻，有力气，站前广场和候车室台阶积雪厚，人多，万一
谁摔倒了，我能第一时间扶住他们”。（《新华网》2014 年 2 月 10 日）（「私は若
くて，力もある。駅前広場と待合室の階段の雪は深いし，人も多い。万が一誰
か転んでも私ならすぐに支えられる。」彼は責任者に言った。） 
 例（34）（35）（36）では，“谁”は“若是”“如果”“万一”と共起し従属節を構成してい
る。文中の“谁”が不定の意味を表しうるのは，これらの副詞が共起しているからであろ
う。 
 以下の例文における“谁”は不定の意味を表すものとして認められる。不定表現として
認める理由は“谁”が否定要素を含む文（否定文）に生起したことに由来する。 
  （37）时间和距离，在毒品王国是不存在的。我不相信有谁能独自从那里返回。枉费心
机。（毕淑敏《红处方》）（時間も距離も，麻薬の王国では存在しない。そこから
帰ってくる人間がいるとはまったく信じないよ。） 
  （38）她福至心灵，想出一个两面兼顾的态度，表示有好多人发狂地爱过自己，但是自
己并未爱过谁，所以这一次还是初恋。（钱钟书《围城》）（彼女は突然ひらめいた。
両方にも配慮する態度をとることにした。多くの人が狂うほど自分を愛してい
たが，まだ人を愛したことがない。だから今度は初恋だと言った。） 
  （39）我需要别人爱我，我也爱这个世界！我没害过谁，我要活！（毕淑敏《血玲珑》）
（誰かに愛されたい！私もこの世界を愛している！誰も傷つけたこと のない
この私は生きていきたい！） 
（40）我绝对不是想玷污谁而实在是没办法。（余华《在细雨中呐喊》）（決して誰かを汚
したかったわけじゃないが，しょうがなかったんだ。） 
  （41）以她现在的心境，恨不能找一间地穴隐身，哪有兴趣听谁痛说家史。（毕淑敏《血
玲珑》）（彼女は今穴があったら入りたいほどの気持だろう。人の家の歴史を聞
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く余裕なんてない。） 
意味の観点からみれば，例（37）～（40）では，否定を表す副詞の“不”“没“未”“不
是”の生起によって，主語と述語との論理的関係が不確定となり，“谁”の意味内容も定か
でなくなるのである。例（41）には否定のマーカーが現れていないとはいうものの，語用
論の観点からみれば，文中の“哪”は事実に反するという意味を表しているので，文全体
としては否定の意味を表していると考えられる。 
統語の観点からみれば，例（37）～（41）における“谁”はいずれも目的語として機能
している。このことから，“谁”は否定文に生起し，不定を表す場合，目的語として機能す
るのが普通だといえる。  
 “即使”“哪怕”“就算”“即便”のような副詞は統語的には述語とつながりを持つもので
あり，意味的には，従属節の示す条件を想定したり推論したりするという意味を表す。“谁”
はそのような副詞を受けた場合，文の表す意味が不定となる。 
（42）毛主席对这些同志，一直是和蔼亲切，宽厚仁慈的，即使谁有了缺点错误，也是
循循善诱的，谁家里有个困难，也是十分关心爱护并给予帮助的。（《人民网》2015
年 3月 26日）（毛主席はこの人たちに対しては，ずっと親切でやさしくしてい
た。たとえ誰かミスを犯しても，やさしく指導していたのだった。誰かの家が
困難でも，すごく気にかけて助けていた。） 
  （43）如果着了火呢？大家往哪里跑？所有的窗棂都钉了铁条，哪怕谁有勇气跳楼，一
时半会也撬不开。（毕淑敏《红处方》）（もし火事が起きたら，みんなどこへ逃げ
るんだ？すべての窓には鉄パイプがつけてある。飛び降りる勇気があるとして
も，すぐには外せない。） 
  （44）这个奖不如不得!得了反而出现这样令自己难堪的一幕!就算谁有责任来整自己，
但这又何苦呢?（《人民网》2007年 3月 11日）（この賞はとらないほうがましだ！
取ったら反って自分が難しい立場に立たされる。たとえ誰か自分をこらしめる
「責任」があるとしても，必要かどうか疑問だ。） 
  （45）退一步说，即便谁能从环卫工手上冒领去钱物，也是发不了财的。（《人民网》2012
年 2月 7日）（一歩ゆずって，たとえ誰かが清掃員から金品をだまし取ったとし
ても，金持ちにはなれないよ。） 
 例（42）（43）（44）（45）の“谁”は疑問の意味を表しているとは思えない。疑問を表 
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さない原因は前置の“即使”“哪怕”“就算”“即便”などの意味・機能に求められる。 
つまり，例（42）（43）（44）（45）のような文環境では，“谁”が譲歩を含意する副詞を受 
けて，従属節の主語として機能することによって本来の疑問の意味が捨象され，不定の意 
味を表すことになるのである。 
 一部の動詞は“Ｖ不Ｖ”“Ｖ没Ｖ”という形で疑問文を構成することができる。“Ｖ不Ｖ”
“Ｖ没Ｖ”という構造を受ける“谁”は不定の意味を表すことになる。 
  （46）“我买了一块马克 雅可布（Marc Jacobs）的手表，但表盘太小了，我不喜欢。有
没有谁要买啊？”（《人民网》2015年 2月 26日）（Marc Jacobsの腕時計を買っ
たんだけど， 文字盤が小さすぎて，あまり好きじゃないの。誰か買う人はいる？） 
  （47）有居民介绍，平时就有人把不用的东西往这里堆，不知道是不是谁丢下了易燃物
品导致了火灾。（《人民网》2015年 3月 30日）（住民の話によると，普段から使
わないものをここに積む人がいて，誰かの捨てた可燃物で火災が起きたのかも
しれない。）  
 例文（46）（47）に示すように，“谁”は“有没有谁～”“是不是谁～”という形で用い 
られた場合，もともとの疑問の意味が消え去り，「不定」の意味を表すことになる。“谁” 
は“吗”と共起し，疑問文を構成することができない。しかし，“吗”と共起し「不定」 
の意味を表すことが可能である。また“吧”と共起しても「特定できない人」という意味 
を表すことになる。 
  （48）“里面有谁不行了吗？”“老太太病了。”（海波《铁床》）（「誰か具合が悪いの
ですか？」「おばあちゃんが具合が悪いらしい。」） 
  （49）小王身上沾满了土。“这不出血了吗？是从学校回来的路上和谁吵架了吧。”(作例) 
（王さんは土埃にまみれているのだった。「血が出てるじゃないか。学校の帰りだ
ね？誰かと喧嘩でもしたのかな」） 
 例（48）（49）の文末には終助詞の“吗”“吧”が現れている。それが原因で文中の“谁” 
は，特にそれと定まっていないという意味を表すものとして解釈しなければならない。 
 
3.5対照分析 
この節では，習得研究の観点から「不定」を表す日本語の「誰＋か」と「不定」を表す
中国語の“谁”について対照分析を行う。まず，中国語の表現をベースに「不定」を表す
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「誰＋か」と“谁”の対応・非対応関係を検証する。 
推測の意味を表す“好像（像）”“估计”などが生起した文における“谁”は日本語の不
定表現としての「誰＋か」に対応する。しかし，推測の意味を表す“似的”が含まれた文
における“谁”は必ずしも「誰＋か」と対応するとは限らない。 
（50）夏践石握起拳头，好像要同谁拼一场。（例（31）再掲）（夏践石はこぶしを握り
しめて，まるで誰かと戦おうとしているようだ。） 
  （51）“天王盖地虎”，估计有谁说这么一句，立即会有一批人喊出“宝塔镇河妖”，都成
条件反射了！（例（32）再掲）（たぶん，誰かが「天王盖地虎」と叫んだら，す
ぐさま「宝塔镇河妖」と叫び返す人たちが出てくるでしょう。もはや条件反射
になっています！） 
  （52）“就跟我们谁信了似的。”许逊笑着说，“别跟我们这儿机灵，论撒谎在行的全是你
教师。”（例（33）再掲）（「俺たちが信じるとでも？」許遜さんは笑って，「俺た
ちの前で姑息なマネは通用しないぜ，嘘をつくならここにいる全員がお前のお
師匠だ。」） 
例（50）（51）における“好像（像）”“估计”などは推測のモダリティを表す副詞として
考えられる。例（52）における“似的”も推測のモダリティを表すものとしてとらえられ
る。例（50）（51）のような文における“谁”は「誰＋か」の意味・機能と対応しているが，
例（52）のような文環境における「不定」の意味を表す“谁”は「誰＋か」で訳すとやや
不自然な表現になってしまうのである。訳文に示すように，むしろ「俺たちが信じるとで
も」のように訳したほうが適切である。 
例（52）の“谁”は「不定」の意味を表すものとして認められる理由は，“谁”と他 
の成分とのインタラクティブに求められる。つまり文中の“谁”は複数を表す“我们”の
前置によって，不特定であるが，“我们”の中のメーバーの一人を指し示すことになり，推
測のモダリティを表す“似的”との共起によって不確かの意味を表すことになる。例（52）
の訳文としての「俺たちが信じるとでも」という表現に含まれた不定の意味は「～とでも
～」という形式によって担われていると思われる。ただし，「俺たちが信じるとでも」とい
う表現は「俺たちが信じるとでもいうのか」の省略として考えられる。つまり，「～とでも」
という形式は前置の動詞とのインタラクティブによって不定の意味を表しうるのである。 
 「不定」を表す中国語の“谁”は仮定条件を表す文や譲歩の意味を表す文に用いられた
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場合，日本語の不定表現としての「誰＋か」に対応する。 
  （53）我老赵行得正走得直，英子就是我妹妹，怎么说我都可以，但如果谁伤害了英子，
我决不饶他！（例（35）再掲）（他人がとやかく言っても恐れるに足りない。英
子は俺の妹のような存在だ。俺のことはどう言われても平気だ。しかし，誰か
英子を傷つけるとしたら，決して許さないぞ！） 
  （54）他对所领导说：“我年轻，有力气，站前广场和候车室台阶积雪厚，人多，万一谁
摔倒了，我能第一时间扶住他们”。（例（36）再掲）（「私は若くて，力もある。
駅前広場と待合室の階段の雪は深いし，人も多い。万が一誰か転んでも私なら
すぐに支えられる。」彼は責任者に言った。） 
  （55）毛主席对这些同志，一直是和蔼亲切，宽厚仁慈的，即使谁有了缺点错误，也是
循循善诱的，谁家里有个困难，也是十分关心爱护并给予帮助的。（例（42）再掲）
（毛主席はこの人たちに対しては，ずっと親切でやさしくしていた。たとえ誰
かミスを犯しても，やさしく指導していたのだった。誰かの家が困難でも，す
ごく気にかけて助けていた。） 
  （56）退一步说，即便谁能从环卫工手上冒领去钱物，也是发不了财的。（例（45）再掲）
（一歩ゆずって，たとえ誰かが清掃員から金品をだまし取ったとしても，金持
ちにはなれないよ。） 
 例文（53）（54）（55）（56）における“谁”は仮定の意味を表す“如果”“万一”や 
譲歩の意味を表す“即使”“即便”と共起し，それとともに不定の意味を表しているので 
ある。つまり，仮定の意味を表すマーカーや譲歩の意味を表すマーカーの助けがないと， 
「不定」の意味が成り立たない。この点においては，中国語の不定表現としての“谁”と 
「誰＋か」は対応関係にあると思われる。 
 ただし，否定文に生起した場合の中国語の不定表現としての“谁”は日本語の「誰＋か」
と非対応関係にある。 
（57）时间和距离，在毒品王国是不存在的。我不相信有谁能独自从那里返回。（例（37）
再掲）（時間も距離も，麻薬の王国では存在しない。そこから帰ってくる人間が
いるとはまったく信じないよ。） 
  （58）她福至心灵，想出一个两面兼顾的态度，表示有好多人发狂地爱过自己，但是自
己并未爱过谁，所以这一次还是初恋。（例（38）再掲）（彼女は突然ひらめいた。
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両方にも配慮する態度をとることにした。多くの人が狂うほど自分を愛してい
たが，まだ人を愛したことがない，だから今度は初恋だと言った。） 
  （59）我需要别人爱我，我也爱这个世界！我没害过谁，我要活！（例（39）再掲）（誰
かに愛されたい！私もこの世界を愛している！誰も傷つけたことないこの私は
生きていきたい！） 
 例（57）（58）における“谁”は不特定の意味を表しているとはいうものの，「誰＋か」 
で訳すと非文になる。また例（59）における“谁”は「例外がない」という意味も含みも 
つがゆえ，むしろ「誰＋も」で訳したほうが適切である。このことから例（59）のような 
文環境における「不定」の意味は日本語に訳すと，「不特定の誰か」であるが，「全員の中 
の一名」という意味を含みもつ文になると認めなければならない。 
 “谁”は“有没有谁～”“是不是谁～”という形で用いられた場合は，「特定できない 
人」という意味を表し，日本語の「誰＋か」で訳してもよい。 
  （60）“我买了一块马克 雅可布（Marc Jacobs）的手表，但表盘太小了，我不喜欢。有
没有谁要买啊？”（例（46）再掲）（Marc Jacobs の腕時計を買ったんだけど， 
文字盤が小さすぎて，あまり好きじゃないの。誰か買う人はいる？） 
  （61）有居民介绍，平时就有人把不用的东西往这里堆，不知道是不是谁丢下了易燃物
品导致了火灾。（例（47）再掲）（住民の話によると，普段から使わないものを
ここに積む人がいて，誰かの捨てた可燃物で火災が起きたのかもしれない。）  
 現代中国語では純粋な疑問文をつくる場合，疑問詞の“谁”と終助詞の“吗”“吧”は相 
いれない関係にある。 
（62）“里面有谁不行了吗？”“老太太病了。”（例（48）再掲）（「誰か具合が悪いの
ですか？」「おばあちゃんが具合が悪いらしい。」） 
（63）小王身上沾满了土。“这不出血了吗？是从学校回来的路上和谁吵架了吧。”(作
例)（王さんは土埃にまみれているのだった。「血が出てるじゃないか。学校の
帰りだね？誰かと喧嘩でもしたのかな」） 
例（62）（63）のような文環境における“谁”は疑問の意味を表しているとは思えない。
“谁”は終助詞の“吗”“吧”と同じ文に生起した場合，その意味・機能が日本語の「不
定」を表す「誰＋か」と対応している。 
今度は角度を換えて日本語の表現をベースに対応・非対応関係をみる。前述のように，
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「不定」を表す日本語の「誰＋か」は基本的には中国語の不定表現としての“谁”と対応
するが，対応しない場合もあるという事実を見逃してはならない。 
  （64）何度か電話がかかってきたが，僕は受話器を取らなかった。 
誰かが時々ドアをノックしたが，僕は応えなかった。（例（5）再掲） 
   （64’）＊电话响了几次，我没有接。有时候谁敲门，我也不应答。 
   （64”）电话响了几次，我没有接。有时候有人敲门，我也不应答。 
   （65）不審火は移転後の空家に誰かが入り込んで焚火をした結果らしい。（山下洋 
輔『ドバラダ門』）  
   （65’）＊ 据说原因不明的火是谁潜入空房子点篝火取暖的结果。 
    （65”）据说原因不明的火是有人潜入空房子点篝火取暖的结果。 
（66）靖子がレジスターの紙を入れ替えている時だった。ガラス戸が開き，誰かが入ってき
た。（東野圭吾『容疑者Ｘの献身』） 
（66’）＊当时靖子正在更换收银机的打印纸。玻璃窗开了，谁进来了。 
（66”）当时靖子正在更换收银机的打印纸。玻璃窗开了，有人进来了。 
中国語のネイティブに対するアンケート調査したところ，例（64）（65）（66）のような
文における「誰＋か」は“谁”で訳しても良いという答えも得られたが，“有人”で訳したほ
うが良いと答えた人が圧倒的に多い１）。  
「誰＋か」は格助詞の「を」「に」「の」「と」「から」を伴い「不定」の意味を表しうる
が，そのような場合「誰＋か」は必ずしも“谁”と対応しているとは限らない。 
  （67）思いを紙で伝えたい誰かを思って紙に文章をしたためるイベント「紙で伝える 
展」が，22 日から神奈川県鎌倉市の「銀の鈴ギャラリー」で始まる。(例（7） 
再掲)（通过纸张来表达对某人的思念把文章落实到纸面“的通过书信表达思念 
展”从 22号开始在神奈川县镰仓市的“银铃画廊”举行。） 
  （68）彼女はその心の重荷をいつか誰かに告白しないわけにはいかなかった。（例（9） 
を再掲）（她必须找个时间把心里的包袱说给我某人听。） 
  （69）背中側から両肘を誰かに抱えられている。その誰かに寄りかかり，かろうじて
頭を持ち上げていることができた。（例（10）再掲）（有人从后面抱着我的两个
胳膊。我依偎着那个人，勉强地抬起了头。） 
（70）ひとりでは手に余ることなので，毎回誰かに手伝わせるのだが，今回は名指し
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で篠崎に頼んだ。（例（12）再掲）（因为一个人处理不了，所以每次都拜托别人
帮忙，但是这次点名拜托篠崎。） 
  （71）およそ 12年間にわたり，４人の誰かは必ずタイトルを保持していたが，「四天
王」全員が無冠となった。（例（14）再掲）（在这 12 年间，虽然 4个人中的一个
人一定保持着参赛权，但是“四天王”全员没有获得冠军。） 
（72）何をするにも誰かの手を借りずにはいられなくなり，自分で思うように食事も
できず，だんだんと食べなくなりました。（例（17）再掲）（无论做什么都不得
不拜托别人帮忙，不能自主地吃饭，也就渐渐地不吃了。） 
  （73）普段は誰かと練習することを好むが，開幕３日前から１人でバットを振り込ん
で仕上げた。（例（20）再掲）（虽然平时喜欢跟别人练习，但是从开幕式 3天前
开始一个人挥舞球棒进行练习。） 
  （74）後ろの誰かから「サッカー選手なら俺も『ツバサ』を知ってるぞ」と声がかか
ります。（例（22）再掲）（身后传来某人的声音，说道：“说起足球选手我也知
道『ツバサ』”） 
  （75）自宅や職場，学校での必需品から，誰かへ贈るギフトまで，日々の暮らしをサ
ポートする「無印良品」の小型ショップです。（例（24）再掲）（从居家，职场，
学校的必需品到赠送给别人的礼物，“无印良品”就是一个渗透到日常生活中的
小型商店。） 
 例（67）～（75）における「誰＋か」は中国語の“谁”で訳すと，不自然な表現になっ 
てしまう。 
さらに，日本語では，「誰＋か」は後続の名詞，または名詞フレーズと同格関係を結ぶこ
とができるのに対して，中国語の「不定」を表す“谁”はそれと同様な意味・用法を持っ
ていない。 
  （76）「これを借りていっていいかな。誰か読める人がいる筈だからね。偽物か本 
物かも分かるにちがいない。調べてみるよ」（例（27）再掲』）（“这个可以借吧。
因为应该有能读这本书的人吧。也一定知道什么是赝品什么是真品。我调查一下”） 
  （77）「だけど俺にはおまえを助けることなんかできない。おまえの親父さんを助ける
ことができないのと同じようにな。俺にはできない。だから，誰かほかに，お
まえを助けてくれる人を探しなよ」（例（28）再掲）（“我帮不上你，就像帮不上
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你的叔叔一样。我帮不了。所以去找其他能帮助你的人吧”。） 
 例（76）（77）における「誰＋か」は後置の「読める人」「おまえを助けてくれる人」と 
同じ人を指すものとしてとらえられる。それに対して，中国語の「不定」を表す“谁”は
同格関係を結ぶ意味・機能を有しない。 
 日本語の「誰＋か」という構造はさらに並列関係をつくることが可能である。それに対
して，中国語の「不定」を表す“谁”は並列関係を結ぶことができないようである。            
（78）昔から口寄せの巫女をしていたと云う事だけは，母親か誰かから聞いていまし
た。（例（29）再掲）（以前做过巫师女这件事是从妈妈或者其他人那里听来的。） 
  （79）私は最後の申立てをしたいと求めた。人々は私をここに置いて，検事か誰かを
呼びに行った。（例（30）再掲）（我想寻求最后的申述。于是人们把我扔在这，
去找检察官或者别的什么人了。） 
 例（78）（79）では，並列構造としての「母親か誰か」「検事か誰か」が補語として機能 
したり目的語として機能したりしている。そのような意味構造における「誰＋か」は必ず 
しも中国語の「不定」を表す“谁”で訳さなければならないことはない。 
 
3.6まとめ 
日本語では「不定」の意味が「誰＋か」によって担われている。それに対して中国語の
「不定」の意味は疑問詞の“谁”によって担われるほかに，文脈や他の成分とのインタラ
クティブによって顕現されることもある。以上の対照分析の結果は改めて次のようにまと
められる。  
① 推測のモダリティが含まれる文，仮定条件を表す文，譲歩文に用いられた場合の
中国語の「不定」の意味を表す“谁”の意味・機能は日本語の「誰＋か」と対応す
る。また，“吗”と“吧”と共起する場合の“谁”や“有没有”“是不是”を受けた
場合の“谁”は日本語の「誰＋か」と対応する。 
② 中国語の「不定」の意味を表す“谁”は否定文に生起した場合，「不定」を表す「誰
＋か」とは対応しない。 
③ 日本語では，「誰＋か」は後続の名詞，または名詞フレーズと同格関係を結ぶこと
ができるのに対して，中国語の「不定」を表す“谁”はそれと同じような意味・
用法を持っていない。 
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④ 日本語の「誰＋か」という構造は「～か＋誰か」のような形で並列関係を構成す
ることが可能である。それに対して，中国語の「不定」を表す“谁”は並列関係
を結ぶことができない。 
 
 
注 
1)10人の日本語話者にアンケート調査をしたところ，2人から“谁”で訳しても良いとい
う答えが得られ，8人から“有人”で訳したほうが良いという答えが得られた。 
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４ 中国語の連鎖表現にあたる日本語表現 
 
中国語の“谁”は“谁 1～谁 2～”のような文型をつくり，前置の“谁”と後置の“谁”
が同じ人物を指すという意味・用法を持っている。そのため，“谁举手，谁去”（手を挙げ
た人は行く。）は中国語として極めて自然な表現であるのに対して，日本語の例をとってみ
ると，「誰」がそれと対応関係にないことが自明である。つまり，例（1）（2）（3）（4）（5）
のような意味を言い表す場合には日本語では疑問詞の「誰」を用いないのが普通である。 
（1）谁控制了石油，谁就控制了所有国家；谁控制了粮食，谁就控制了人类。（《黑龙 
江日报》2017年 3月 21日）（石油をコントロールする者が諸国をコントロール 
する。食料をコントロールする者が人類をコントロールする。） 
（2）谁砸软环境的口碑，组织就砸谁的饭碗。（《人民日报》2017年 3月 30日）（（設備 
以外の）ソフト面の環境，政策・法律・管理・サービス・人材などの批判に傷を 
つけるような者は，組織によって首にされるぞ。） 
  （3）皇帝重用谁，谁就会飞黄腾达。（《人民网》2014年 06月 05日）（皇帝に重用され 
た者は必ず出世するだろう。） 
  （4）“谁的开放程度高，谁就能抓住发展先机，获得发展优势，占据发展制高点”（《人 
民网》2017年 3月 15日）（「高い開放性を持つ者は，発展の機会を先に得て，優 
勢な発展を勝ち取り，発展の高みを押さえ得る」） 
  （5）我问他中午管不管饭？他说“自然谁赢谁请。”（王朔《玩的就是心跳》）（飯はある 
のか聞いたら，彼は「もちろん買ったやつがおごるってことで。」と言った。） 
 以上の例（1）～（5）に示すように，“谁 1～谁 2～”のようないわゆる連鎖構文はそのま
ま日本語の「誰」で訳すと，不自然な表現になり，「～人（者）は～」で訳すのが適切であ
ろう。つまり，日本語の「誰」には中国語の“谁 1～谁 2～”のような連鎖構文と同様な意
味・用法が備え付けられていない。 
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第９章 “谁”と「誰」の語用的意味に関する対照分析 
 
1 はじめに 
 疑問詞の“谁”と「誰」は名を知らない人，または，その人であるとはっきりとわから
ない人物をさす。例えば，“那个人是谁？”（「あの人は誰ですか。」）のような文中の“谁”
と「誰」の意味・機能については，どちらも疑問詞としてのもっとも基本的な用法である。
だが，“可谁叫你跳了行，改唱戏了呢？”（あなたが勝手に役者に転職したんでしょう。）の
ような文における“谁”はそのまま日本語の疑問詞の「誰」で訳すことができない。その
ような食い違いの原因は何だろう。 
 “可谁叫你跳了行，改唱戏了呢？”における疑問詞の意味については単に統語論や意味
論の観点から説明しても，真の意味が浮かんでこない。語用論的観点も必要だろう。この
章では，実証的な研究を通じて，中国語の“谁”と日本語の「誰」について語用論の観点
から検証し，さらに対照言語学の視点から両者の類似点や相違点を浮き彫りにしたい。 
 
2 先行研究の再検討 
 中国語の“谁”と日本語の「誰」の対応・非対応関係に関する先行研究は管見の限りな
いようであるが，戦慶勝（2003）では対照言語学の視点からやや詳しい研究がなされてい
る。 
 戦慶勝（2003）では疑問詞の語用的意味について「派生義」と位置づけ，純粋な疑問
文なら，必ず次の三つの条件のいずれかを満たさなければならないと指摘されている。そ
れ以外の意味は語用的意味に相当するとされている。 
   ①文中に疑問詞がなければならない 
   ②文末に疑問の意味を表す終助詞がなければならない 
  ③尻上がり調のイントネーション（または疑問符の「？」）がなければならない 
 しかし，この三つの条件のいずれかを満たしていても，必ずしも疑問文が形成される
とは限らない。というのは，意味は文の性質の制約を受けるが，文の性質は意味のすべて
を決めることがあり得ないからである。意味は文の性質の制約を受けるとともに，文脈や
場面的要素の制約も同時に受けなければならない。そのような場合には別の意味を生じる
ことが十分に考えられる。 
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 以下では，語用論の観点に立って，具体的な用例による検証を通じて，中国語の“谁”
と日本語の「誰」の語用的意味のあり方を明らかにする。 
 
3 “谁”の語用的意味の概観 
 “谁”の語用的意味は主に次の四つに分布している。①反語の意味，②代用の意味，③
問い返す意味，④反駁の意味である。 
疑問詞疑問文による反語表現は普通の疑問文と同じであるので，どのような語用的意味
を表すかということは文脈，経験や常識などに基づいて判断しなければならない。 
  （1）他不仅承包了楼道卫生，还自费买涂料粉刷墙壁，自己动手给楼梯安装扶手，为减
少邻里纠纷，20 多年来他一直用自家电为全楼照明，没一句抱怨。“我是党员，
这个时候我不带头，谁带头！”（《人民日报》2017 年 04 月 18 日）（彼は通路の
衛生に関して請け負っただけでなく，私費で塗料を購入して壁を塗り替え，自ら
手を動かして階段に手すりを設置し，近隣の揉め事を減らし，２０年以上も自分
の家の電気を使って建物全体の照明を行い，たった一言の不満もこぼさなかっ
た。「私は党員だからね，自分が率先してやらなきゃ，他に誰がやってくれるの
かね！」） 
（2）庄之蝶说：你管得那么严，我敢接触谁？女人说：没人？那景雪荫不是相好了这么
多年吗？（贾平凹《废都》）（「お前は口出しがひどいな。俺が誰に会おうってい
うんだ？」と庄之蝶は言った。女は「一人もいない？ なら景雪蔭とはずっと何
年も仲良しの間柄ってわけじゃないっていうの？」と言い返した。） 
（3）小编：你知道，那接下来，请开始你的表演！ 
     SOLO猫：表演...就表演，我说就我说！难道你以为我会怕吗？ 
小编：不怕你结巴什么呀？ 
     SOLO 猫：谁结巴了啊。昨天我去参加文明创建志愿者的时候，小哥哥小姐姐都告
诉我啦。遵守交通规则，礼让慢行，不做低头一族，也是遵守国家安全。
叔叔我们不约，出门结伴而行也是遵守国家安全。（《中关村在线》2017年
04月 17日）（編集：知ってますよね，次はあなたのショーをお願いしま
す。 
SOLO猫：ショー……えっと，ショー，ボクが喋る事はボクが喋るよ！ キ
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ミはボクが怖がるとでも思ったの？ 
編集：怖くないなら，なんでどもるんですか？ 
SOLO猫：誰がどもるの。きのうボクがマナー向上ボランティアに参加し
た時にね，お兄さんお姉さんがみんな教えてくれたよ。交通規則を守ろ
うね。ゆっくり走るのがマナーだよ。うつむきながら道を歩いちゃだめ
だよ。これも国家の安全の遵守なんだよ。） 
 例（1）（2）（3）における“谁”は疑問文を構成しているとはいうものの，文脈の制約か
ら，聞き手に答えを求めるのではなく，否定の意味を表していると考えられる。例（1）に
おける“谁”は動詞や動詞フレーズを伴い，否定の意味を表している。例（2）における
“谁”は動詞を受けて文の目的語として機能し，反語の意味を表している。疑問詞の“谁”
は動詞と意味関係を結ぶほかに，例（3）のように形容詞と意味関係を結ぶことができる。
そのような場合，文脈的意味の働きによって反語を表すことも可能である。さらに例（2）
のような文には不満の気持ちが含まれ，例（3）のような文には反駁の気持ちが含まれてい
ると考えられる。 
“谁”は“谁知～”“谁知（道）～”“谁料（想）～”“谁想（到）～”“谁承想～”
といった形で用いられることがある。統語論の観点からみれば，これらの形式は他の要素
を伴うことができるが，単独で機能し，言い切るの形で語用的意味を表すこともできる。 
（4）我曾想过向刘斌借钱，这是我在北京惟一可以求助的朋友了，谁知刘斌的现状也 
不妙。（《中国北漂艺人生存实录》）（私は劉斌に金を借りようと思っていた。北京 
で頼れる唯一の友人だ。意外なことに劉斌の現状も好ましいものではない。） 
（5）谁料“屋漏偏逢连阴雨”，腿伤刚好，又遭一次火灾，差一点被烧死。（《1994年 
报刊精选》）（思いがけなく『雨漏りの家に毎晩雨が降る』ような不幸に遭った。 
脚の怪我が治ったと思ったら，今度は火災ときた。もう少しで焼け死ぬところ 
だった。） 
 例（4）（5）における“谁知～”“谁料～”は思いもよらないという気持ちを込めた否定
の意味を表している。このような意外な気持ちを表す表現は聞き手の共鳴があって，はじ
めて成立するのである。 
 “谁～”は副詞の“还”を伴い，さらに“谁还～”の形で“愿意”“敢”“会”などと共
起し，話し手の否定的見解を示すことができる。ただし，そのような否定的意味は語用的
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意味として顕現され，そのような語用的意味のポイントは，詰問したり反駁したりすると
ころにある。 
（6）千篇一律的网红们，靠着吃饭，聊天，就日进斗金，谁还愿意把青春“浪费”在 
奋斗上？（《新闻晨报》2017年 3月 21日）（千編一律のマンネリなネット有名人 
たちは，ものを食べたりお喋りしたりして一攫千金を成し遂げようとしている。 
それでは若いうちに一生懸命に奮闘する奴なんていないだろう？） 
（7）将来的香港人家家户户都用上了轻松便捷的塑料制品。到了那个时候，谁还会花 
钱去买洋铁制成的沉重小桶呢？（窦应泰《李嘉诚家族传》）（将来の香港人は便利 
で扱いやすいプラスチック製品を家々で使うようになるだろう。その時が来た
ら，誰が重たいブリキの桶を買うだろうか？） 
 例（6）（7）における“谁还愿意”“谁还会”は質問を表すのではなく，事柄に対する話
し手の否定的見解を表すものである。ただし，そのような否定的見解の内容としては「誰
一人いない」のように解釈しなければならない。 
 “谁”は“会”“能”“敢”“愿意”“肯”“要”などの助動詞を伴い，疑問の意味を表すこ
とがあるが，疑問の意味のほかに，文脈によっては「そのようなことをする人がいない」
という打ち消しの意味を表すこともできる。 
（8）先生说，就算好奇，你一个平头老百姓，谁会把情况告诉你？（毕淑敏《红处方》）
（好奇心だからと言っても，君のような一般庶民には情報を教えてくれる人がい
ない。） 
（9）论美艳，谁能忘了 Dior香水广告里那个曲线完美的女人？（《人民网》2017年 04 
月 21日）（美について議論するなら，ディオールの香水の広告に出てきたあの完 
璧な曲線美の女性の事を誰が忘れるものかね？） 
例（8）（9）では疑問詞が生起しているにもかかわらず，文中の“谁”は聞き手に答え
てもらう意味・機能を持たない。例（8）における“谁会”や例（9）の“谁能”は「その
ようにする人がいるはずがない」という否定的な見解を表すものとしてとらえられる。 
 表現効果を強めるために，“谁”は“不”や“没”のような否定の意味を表す副詞を伴
い，否定文の形で強い断定を表すことができる。 
  （10）天下做父母的谁不疼爱自己的孩子？（《1994年人民日报\第 2季度》）（子どもを
可愛がらない両親がこの世に存在するだろうか？） 
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  （11）其实，死机又算是什么大不了的事情，用电脑的人谁没碰到过死机呢？（《2000年
人民日报》）（実のところ，フリーズなんてたいしたことじゃない。パソコンを
使っていてフリーズしたことがない人はいるのか？） 
例（10）（11）はもっぱら話し手が自分の判断を強く表出するための表現である。判断の
モダリティを表しうるのは文中の“谁”と前置要素とのインタラクティブによるものと思
われる。 
 代用表現における“谁”の語用的意味は主に①未知の人の代用，②既知の人の代用，
③露骨に言うのを避ける場合の代用のように分けて考えられる。 
（12）余老头说着，见一个人从那扇独门里走出来，就喊：“那个谁，借个火！”（严
歌苓《穗子物语》）（余爺さんは「一人があの門から出てきて『誰か，火を貸せ！』
と叫ぶのを見たんじゃ」と話してくれた。） 
  （13）当初是谁说的这个衣服样式新颖啊！现在又说什么老套？！真是让人琢磨不透。
（礼平《小站的黄昏》）（この服がイケていると言ったのは誰？なのに今はもう
ダサいって？本当に意味不明。） 
  （14）墨非不说什么转身走了，出了门又折回身，说：“黛二，工作的事你找一找缪一
吧，她公公是那个谁谁，那谁谁眨一下眼，缪一的户口就一路绿灯地进了北京。
让缪一的公公帮你在本市找个工作还算什么难事。”（陈染《无处告别》）（墨非
は何も言わずに素早く立ち去ったが，門を出るなり再び戻ってきて「黛二，仕
事のことは繆一に頼んでみてね。彼女の義父は何処其処の誰某という者で，彼
は一瞬のうちに繆一の戸籍を北京に移してしまったんだ。繆一の義父の助けが
あれば，君がここで仕事を見つけるなんて簡単だよ」） 
 例（12）における“谁”はお茶を濁す意味を表すものとしてとらえられ，例（13）にお
ける“谁”はわざと尋ねるという意味を表すものとしてとらえられる。例（14）では，“那
个谁谁”“那谁谁”といった形式によって，話し手がその人のことを知っているのに，露骨
に言いたくないという語用的意味を含むものである。 
 “谁”は問いただす形で話し手の事柄に対する態度を表すことがある。そのような意味
は主に“谁叫（让）～”のような形によって担われる。 
（15）可谁叫你跳了行，改唱戏了呢？（曹禺《曹禺选集》）（あなたが勝手に役者に転
職したんでしょう。） 
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（16）李雪导演借用了陈道明老师的话表露心迹：“谁让你干这个呢？因为我们选了
这个题材，自愿选中这个剧本做这项工作，那就必须得尽力做好。”（《人民网》
2017年 04月 26日）（李雪は陳道明先生の言葉を借りて気持ちを表した。「こ
の仕事をやったんだろう。この題材とシナリオを選んで仕事をするなら，全
力でしなきゃ。」） 
例（15）（16）に示すように，“谁叫你跳了行”“谁让你干这个呢？”の述部の表す事柄
は眼前の状況を引き起こした原因としてとらえられ，眼前の状況が話し手の態度を引き起
こす原因である。意味的には，例（15）は非難の気持ちを表したり，例（16）は「やむを
得ない」という気持ちを表したりするものとしてとらえられる。 
 反駁とは他人の主張や批判に対して論じ返すことである。そのような意味は主に“谁说
（的）～”によって実現される。 
（17）谁说苦夏难熬？在我看来，只需要简简单单的一杯酸梅汤，就已经足以让我美滋
滋地爱上夏天。（南丘阳《从头到脚要美丽》）（誰が夏バテに耐えられないって？ 
見なよ，たった一杯の簡単な酸梅湯だけで，私は夏を気分よく過ごせるよ。） 
 例（17）に示すように，“谁说（的）～”が文頭に立つ場合，それが単に疑問の意味を
表すのではなく，反駁の気持ちを込めた表現としてもとらえられる。 
 
4 「誰」の語用的意味の概観 
 日本語の「誰」の語用的意味は主に①反語の意味を表す場合，②代用を表す場合，③反
駁の意味を表す場合に分布している。「誰」による反語表現は疑問詞のみの使用によって実
現されるほか，疑問詞と「ものか」「だろうか」「V 推量形」との呼応によって実現される
こともある。ただし，そのような語用的意味は文脈，経験や常識などに基づいて判断する
必要がある。 
  （18）彼らを訴えていたら里美のせめてもの救いになったろう。だが祖母はいったも
のだ。「誰が信じるのかい？」（和田はつ子『密通』） 
（19）「お前たちならできる。お前たちにできないなら誰にできるんだ？」 「そんな
こと言われても！」（彩院忍『電脳天使 ４』）） 
 例（18）（19）は疑問文の形をしているとはいうものの，文脈の制約から，聞き手に答え
を求めるのではなく，否定の意味を表している。 
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疑問詞の「誰」は「ものか」と呼応し，下降調のイントネーションを伴って，強く反問
したり，きっぱりと否定したりする気持ちを表すことができる。 
（20）「東京はまだ雪が降らないの？」 
「君はあの時，ああ言ってたけれども，あれはやっぱり嘘だよ。そうでなければ，
誰が年の暮にこんな寒いところへ来るものか。」（川端康成『雪国』） 
  （21）「噓だ！ そんなこと，誰がそんなこと…信じるもんか！」（和田賢一『ヴァロ
フェス』）  
（22）「二十里余りある」 「誰が行くものですか」 「そんなことを言っていいのか。
俺は忍びだぞ。」（髙橋和島『遠き雷鳴』） 
例（20）の「誰」は「ものか」との呼応によって，疑問の意味が消え去り，否定の意味
を表すことになる。また，例（21）（22）では，「誰」が「もんか」「ものですか」との共起
によって語用的意味が顕現されるのである。 
 「誰」が用いられる文の文末に「だろうか」が生起した場合，語用的意味が作り出され
ることもある。 
  （23）もし司法機関が法を発動し，今日から誰が誰を愛し，誰を友とし，誰を妻にせ
よと強要するなら，そのような法を誰が受け入れるだろうか。（金日成『金日成
回顧録世紀とともに』） 
  （24）テレビを眼の前に見ていても，誰がそんなことを信じるものだろうか。（宇野千
代『自伝的恋愛論』） 
  （25）このような事を人に言っても誰が信じるでしょうか。ある人は「先に聞かない
ほうがいい」と言います。（花野絹代『神の記録』） 
例（23）については相手に自分の否定的見解を述べていると解される。そのような表現
については，答える必要がないが，答えるとしても「たぶんそのような人はいないだろう」
という形になる。また，例（24）における「誰」は「ものだろうか」と一緒になって反語
の意味を作り出していると思われる。 
 「誰」は「V ようか」を伴い，場合によって，疑問の意味がなくなり，もっぱら話し手
が自分の判断を強く表出するための表現になることがある。 
  （26）前は好意であったが，今度は策かもしれない，そうでないと誰が保証できよう
か。（新田次郎『武田信玄』） 
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  （27）未来の世界では，宗教なども，大半が根絶されているに違いない。死がなけれ
ば，誰が神など信じようか。（『ドラえもんの秘密』） 
 例（26）（27）のような文脈では「誰」の後に「V 推量形」が続いて，すべてを否定する
という意味を表し，文の意味については「誰一人いない」のように解釈することが可能で
ある。 
 代用も「誰」などによって構成される語用的意味の一つとして数えられる。「誰」など
の表す代用の意味は定かでない人の代用と既知の人の代用のように分けて考えられる。 
（28）「好きと好きで，なんでうまくいっとらんのや」 「…乾三の頭には，誰が誰を
好きとか，そういうことしかないの？」 「ない」きっぱりと言う。（田村章『い
つかまた逢える』） 
（29）「あら，紳士って，誰が誰の親戚かなんてプライベートなことに，いちいち首を
突っ込まないと思いましたけど」（榎木洋子『Step out』） 
 例（28）の「誰が誰を好きとか」は定かでない人の代用であり，例（29）の「誰が誰の
親戚か」は既知の人の代用である。次の例（30）（31）における「誰」も語用的意味を作り
出すものとして認められる。 
（30）「わたしは八畳が駄目なら六畳でもいい。」 
     「どうだかね。六畳じゃ飯櫃の置き場もないって言ったのは誰？」（テレビドラ
マ『母のプライド』） 
（31）薄情な子供たちは一緒に暮らそうともいってくれない。一体誰のおかげで一人
前になったと思っているの…」と，口を開けば愚痴ばかりです。（清水英雄『何
百のありがとう何千のありがとう』） 
 例（30）（31）のような文脈では，「誰」の生起によって文の意味が話し手がよく知って
いるのに，わざと尋ねて，それによって皮肉したりするという意味を相手に伝えているの
である。例（31）における“谁”には非難の意味が含まれていると考えられる。 
「誰～かって」によって構成された文は反駁するという語用的意味を表すことがある。 
（32）誰があんな所へ行くかって！（『朝日新聞』2009年 12月 23日） 
（33）消防士が自分のために命を落としたって，それが仕事なんだから。誰がそんな
連中のために，自分の命を懸けなくちゃならないのかっての。俺はごめんだね。
（日明恩『鎮火報』） 
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例（32）（33）に示すように，「誰」は文末の「かって」と呼応して，否定の意味を表し，
その中に話し手が相手に反論するという気持ちが込められていると考えられる。 
 
5 対照分析 
 この節では，対照研究の観点から中国語の“谁”の語用的意味と日本語の「誰」の語用
的意味について対照分析を行う。具体的な検証方法として中国語の表現をベースにして中
国語の“谁”の語用的意味と日本語の「誰」の語用的意味の対応・非対応関係を検証する。 
 “谁”や「誰」によって作り出される語用的意味には共通点がみられる。 
  （34）在商贸城休闲度假，康乐健身尚且说得过去，但公墓呢，谁没事经常到那儿度假？ 
多瘆人。（《工人日报》2017年 05月 03日）（ショッピングセンターで休日を過ご
したり，スポーツジムで休日を過ごしたりするのはいいものだ。でも誰が墓地
で休日を過ごしたがるだろう？実に気味が悪い。） 
  （35）“已经在这个游戏里了，你玩不好，你怪谁？”火钳刘明文化传媒联合创始人马 
睿认为，短视频行业对于每个内容创作者来说，都变得更加公平了。（《人民网》 
2017年 04月 14日）（「このゲームをやってみて，うまく遊べないのなら，君は 
誰を責めるんだ？」火鉗劉明文化伝媒連合創始者の馬睿は，動画サービスはお 
のおのの製作者にとって，より公平な形に変化してきていると考えている。） 
（36）将来的香港人家家户户都用上了轻松便捷的塑料制品。到了那个时候，谁还会花
钱去买洋铁制成的沉重小桶呢？（例（7）を再掲）（将来の香港人は便利で扱い
やすいプラスチック製品を家々で使うようになるだろう。その時が来たら，誰
が重たいブリキの桶を買うだろうか？） 
  （37）论美艳，谁能忘了 Dior香水广告里那个曲线完美的女人？（例（9）を再掲）（美
について議論するなら，ディオールの香水の広告に出てきたあの完璧な曲線美
の女性の事を誰が忘れるものかね？） 
  （38）增加休息要以提高工作效率为基础，反过来说，增加休息是提高工作效率的一个
重要动力，干得好，干得快，可以多休息，谁不愿意呢？（《1994年人民日报\第 1
季度》）（休憩を増やすには仕事の効率を上げることを前提としている。逆に言え
ば，休憩を増やすことこそ仕事の効率を上げるための重要な動機だともいう。 
良い仕事，早い仕事，たっぷりの休憩。誰がこれを望まない？） 
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 例（34）～（38）に示すように，文脈や話場面の制約から生まれた別の意味は，文の性
質が決めた意味に入れ代わって実質的意味としてとらえられることが可能である。そのよ
うな場合の実質的意味は反語の意味であり，それが語用的意味として認められる。例（34）
～（38）の訳文に示すように，反語を表す場合の語用的意味は中国語の“谁”と日本語の
「誰」はほぼ対応関係にあると言える。 
 しかし，「谁＋“思考動詞”」の形で用いられる場合，“谁”はそのまま日本語の「誰」
で訳すと，不自然な文になってしまう。 
  （39）我曾想过向刘斌借钱，这是我在北京惟一可以求助的朋友了，谁知刘斌的现状也
不妙。（例（4）を再掲）（私は劉斌に金を借りようと思っていた。北京で頼れる
唯一の友人だ。意外なことに劉斌の現状も好ましいものではない。） 
  （40）谁料“屋漏偏逢连阴雨”，腿伤刚好，又遭一次火灾，差一点被烧死。（例（5）
を再掲）（思いがけなく『雨漏りの家に毎晩雨が降る』ような不幸に遭った。脚
の怪我が治ったと思ったら，今度は火災ときた。もう少しで焼け死ぬところだ
った。） 
 例（39）（40）の訳文に示すように，反語を表す“谁知～”“谁料～”はそのまま日本語
の「誰が知っている」で訳すと，据わりの悪い文になる。「誰も知らない」「思いがけなく」
というような表現で訳すのが適切であろう。 
 中国語ではある人のことを“谁”をもって指すという代用表現がある。 
  （41）他们争吵的内容都是生活琐事，诸如丈夫总是在妻子扫完地以后把烟灰弹在地上， 
妻子总是在丈夫看电视的时候唠叨，谁说好了接孩子临放学时又不去了，谁偷偷给 
了自己兄弟姐妹钱……（《中国妇女报》2017年 04月 25日）（彼らが言い争う内 
容は全て生活の瑣事だ。例えば，夫はいつも妻が掃除し終えた後でタバコの灰を 
床に落とすだの，妻はいつも夫がテレビを見ている間にくどくど話をするだの， 
誰が子供の下校時間にドタキャンして迎えに行かなかっただの，誰がこっそり 
自分の兄弟姉妹に金をやっただの……。） 
（42）当初是谁说的这个衣服样式新颖啊！现在又说什么老套？！真是让人琢磨不透。
（例（13）を再掲）（この服がイケていると言ったのは誰？なのに今はもうダサ
いって？本当に意味不明。） 
 例（41）（42）における“谁”は行為の主体の代用であり，訳文における「誰」もそれと
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ほぼ同様な意味を表すものとして見なされうる。モダリティの観点から考えれば，例（41）
（42）における“谁”にはからかう，または皮肉の意味が含まれていることは否めない。
そのようなモダリティの意味は日本語においても「誰」によって顕現されることが多い。
しかし，次の例（43）（44）に示すように，未知の人の代用と露骨に言うのを避ける場合の
代用表現については，「誰それ」で訳すのが普通であろう。 
  （43）“我们全家都看你的节目！你那个太好笑！就是跟那个谁，有没有？”说实话我
每天录影，根本不记得跟谁在一起，但他还是很高兴。（《鲁豫有约 开心果》）（「一
家全員であなたの番組を見てますよ！あなたは本当に笑えますよ！あの誰某と
一緒なんですか？」正直に言うと私は毎日撮影していて，誰と一緒だったか全
然覚えていないが，彼はそれでも実に楽しそうだった。） 
  （44）墨非不说什么转身走了，出了门又折回身，说：“黛二，工作的事你找一找缪一
吧，她公公是那个谁谁，那谁谁眨一下眼，缪一的户口就一路绿灯地进了北京。
让缪一的公公帮你在本市找个工作还算什么难事。”（例（14）を再掲）（墨非は
何も言わずに素早く立ち去ったが，門を出るなり再び戻ってきて「黛二，仕事
のことは繆一に頼んでみてね。彼女の義父は何処其処の誰某という者で，彼は
一瞬のうちに繆一の戸籍を北京に移してしまったんだ。繆一の義父の助けがあ
れば，君がここで仕事を見つけるなんて簡単だよ」） 
 例（43）（44）の訳文における「誰それ」は具体的な名前を挙げずに人を指したり，名前
のわからないときに人を指したりする場合に用いられる表現である。そのような意味特徴
から人の代用と露骨に言うのを避ける語用的意味を表しうるのだろう。 
“谁叫（让）～”という形式は疑問文をつくる形で自分の行為の報いを自分自身が受け
るべきだという語用的意味を表すことができる。 
（45）可谁叫你跳了行，改唱戏了呢？（曹禺《曹禺选集》）（あなたが勝手に役者に転
職したんでしょう。） 
  （46）说她霸道也好，公器私用也好，谁叫她二十年来为服装部募集了超过 1.75亿美元
呢？（《界面》2017年 05月 04日）（ひどい人と言ってもいいし，公私混同と言
ってもいい。彼女が二十年来，服飾部門のために１億７５００万ドルも調達し
たんでしょう？） 
例（45）（46）の訳文に示すように，日本語の「誰」には疑問文をつくり，自分の行為の
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報いを自分自身が受けるべきだという語用的意味を表す機能を持っていない。 
 中国語の“谁说（的）～”も疑問文をつくる形で反駁や反論の意味を表すことが可能で
ある。 
（47）谁说小孩子不懂得人生？谁说小孩子就不能规划自己将来的人生？其实，这些全
靠老师和家长的教育和引导。（《从普通女孩到银行家》）（幼い子供には人生なん
か理解できないなどと誰が言うのか？幼い子供には自分の将来を決められるは
ずがないなどと誰が言うのか？実のところ，これらは教師と保護者の教育と指
導によるのだ。） 
（48）谁说苦夏难熬？在我看来，只需要简简单单的一杯酸梅汤，就已经足以让我美滋
滋地爱上夏天。（例（17）を再掲）（誰が夏バテに耐えられないって？見なよ，
たった一杯の簡単な酸梅湯だけで，私は夏を気分よく過ごせるよ。） 
 例（47）（48）における“谁说（的）～”は否定を表すものとしてとらえられ，語用的意
味を表すものとして認められる。例（47）（48）の訳文に示すように，日本語の「誰」もそ
の意味用法を持っているので，両者は対応関係にあると認められる。 
 
6 まとめ 
 以上の対照分析を通じて，中国語の“谁”と日本語の「誰」は語用的意味においても類
似点や相違点があることが明らかになった。分析の結果を次のようにまとめる。 
①中国語と日本語の疑問詞による反語表現の語用的意味はほぼ対応関係にある。しか
し，「“谁”＋思考動詞」の形で用いられる場合，日本語の「誰」とは非対応関係に
ある。 
②“谁”は既知の人を代用する場合，日本語の「誰」と対応する。しかし，未知の人
の代用と露骨に言うのを避ける場合の代用については，「誰」とではなく，「誰それ」
と対応関係にある。 
③“谁叫（让）～”は疑問文をつくり自分の行為の報いを自分自身が受けるべきだと
いう語用的意味を表すことができる。しかし，日本語の「誰」はそのような語用的
意味を表す用法を有していない。 
④“谁说（的）～”は意図された内容を否定する語用的意味を構成することができる。
日本語の「誰」もそのような語用的意味を表すことが可能である。 
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終章 本研究の意義 
 
 ことばの対照研究は個別言語に関する研究成果の支えがなければならない。本研究の第
１編と第２編はそのための研究である。第１編と第２編の議論で，中国語の“谁”と日本
語の「誰」について，中国語研究，日本語研究の観点から両言語においての意味論的特徴，
統語論的特徴，さらに語用論的特徴を記述した。第１編の議論は中国語学的意義があり，
第２編の議論は日本語学的意義がある。そのような意義は次のようにまとめられる。 
 
  Ⅰ．中国語では疑問詞の“谁”については，疑問のモダリティを表すのが疑問詞の“谁”
としてのもっとも基本的な意味・用法である。しかし，“谁”は疑問の意味を表す
ほかに，「例外なし」や不定といった意味を表すこともある。さらに，“谁 1～谁 2
～”のような形で“连锁句”（「連鎖構文」）と呼ばれる文をつくることが可能であ
る。また，語用論の観点からみれば，“谁”は①反語②代用③問い返す④反駁の
ような語用的意味を表すこともできる。 
  Ⅱ．日本語では疑問詞の「誰」については，疑問のモダリティを表すのがもっとも基
本的な意味・用法である。しかし，「誰」は疑問の意味を表すほかに，「例外なし」
や不定といった意味を表すこともある。日本語の「誰」の語用的意味は主に①反
語②代用③反駁の三つに分布している。 
  
 本研究の第３編では第１編と第２篇の研究成果に基づいて，対照研究の観点から中国語 
の“谁”の構文的分布と日本語の「誰」の構文的分布について総合的に分析を行った。対 
照分析の結果は次のようにまとめられる。 
 
  Ⅲ．中国語の“谁”と日本語の「誰」はともに主語として機能したり，目的語として
機能したり，補語として機能したりすることができる。さらに，“谁”と「誰」
によって構成される疑問文が文の成分として機能したりすることもできる。中国
語の文の中に疑問詞の“谁”が現れたら，文末にさらに“吗”をつけて“谁～吗”
のように言うことができない。それに対して，日本語の場合は疑問の意味を表す
終助詞の「か」が疑問詞の「誰」と呼応して使われるのが普通である。連体修飾
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語として機能する場合，中国語の“谁”は“的”を要求したり要求しなかったり
するのである。それに対して，日本語の疑問詞の「誰」は直接に名詞を修飾する
ことがなく，名詞を修飾する場合，格助詞の「の」を取り入れなければならない。
疑問の意味を表す中国語の“谁”は名知らない人を質すだけでなく，擬人法とし
て使われることもある。それに対して，日本語の「誰」はその意味用法を持たな
い。 
Ⅳ．“谁都～”は否定の述語と結びつく場合，「誰＋も」と対応するが，「誰＋でも」と
は非対応関係にある。広く認められる一般論のことを表す場合の“谁都～”と可
能表現が後続する場合の“谁都～”は「誰＋でも」と「誰＋も」の両方に対応す
る。アスペクトの観点からみれば，過去のことを表す文に生起した“谁都～”は
「誰＋も」と対応関係にあるが，「誰＋でも」とは非対応関係にある。 
「誰＋でも」「誰＋も」は格助詞の「の」と一緒になって機能する場合，中国語
の“谁都～”とは対応しない。動詞の否定形と共起する「誰＋も」は基本的には，
中国語の“谁也～”と対応関係にある。「誰＋も」の後に存在しないことを表す「い
ない」と形容詞の「ない」が続く場合，中国語の“谁也～”とは非対応関係にあ
る。「誰＋も」は格助詞の「の」と一緒になって機能する場合，“谁也～”とは対
応しない。 
推測のモダリティが含まれる文，仮定条件を表す文，譲歩文に用いられた場合
の“谁”の意味・機能は日本語の「誰＋か」と対応する。また，“吗”と“吧”と
呼応し，不定を表す場合の“谁”や“有没有”“是不是”を受けた場合の“谁”
は日本語の「誰＋か」と対応する。ただし，中国語の「不定」の意味を表す“谁”
は否定文に生起した場合，「不定」を表す「誰＋か」とは対応しない。中国語の“谁”
は“谁 1～谁 2～”のような連鎖構文を構成することができる。日本語の「誰」は
同様な意味・用法を持たない。 
日本語では，「誰＋か」は後続の名詞，または名詞フレーズと同格関係を結ぶこ
とができるのに対して，中国語の「不定」を表す“谁”はそれと同じような意味・
用法を持っていない。日本語の「誰＋か」という構造は「～か＋誰か」のような
形で並列関係を構成することが可能である。それに対して，中国語の「不定」を
表す“谁”は並列関係を結ぶことができない。 
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Ⅴ．中国語と日本語の疑問詞による反語表現の語用的意味はほぼ対応関係にある。し
かし，「“谁”＋思考動詞」の形で用いられる場合は日本語の「誰」とは非対応関
係にある。“谁”が既知の人を代用する場合，日本語の「誰」と対応する。しか
し，未知の人の代用と露骨に言うのを避ける場合の代用については，「誰それ」で
訳すほうが適切である。“谁叫（让）～”は疑問文をつくり自分の行為の報いを
自分自身が受けるべきだという語用的意味を表すことができる。しかし，日本語
の「誰」はそのような語用的意味を表す用法を有していない。“谁说（的）～”
は意図された内容を否定する語用的意味を表すことができる。日本語の「誰」も
そのような語用的意味を表すことが可能である。 
 
本論文では，現代日本語の「誰」と現代中国語の“谁”の意味・用法に焦点をあてて，
それぞれの意味特徴や統語特徴を考察し，さらに語用論の観点から両者の共通点や相違点
を明らかにした。しかし，中国語の“谁～都/也～”や日本語の「誰＋も」「誰＋でも」の表
す語用的意味は第二言語の学習者にどのような影響を与える可能性があるかについては十
分な考察ができなかった。これらの問題については，今後の課題とする。 
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